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Abstract

This paper offers an overview of the historical practice of constructing of monuments to pray for life 

in water.  Since ancient times, Japanese people have regarded living things as spiritual beings, holding 

ceremonies and constructing monuments （or cenotaphs, tombs, shrines, stone－works, etc. ） for them, as they 

do for human beings. This has been referred to as Kuyo （in Japanese） in Buddhism terms, and Japanese 

folklore studies consider Kuyo for non－human beings as a reappearance of Buddhism－Animism, or the 

original recognition, in Japanese culture, of nature and life. 

In particular, we deal with monuments for life in water, and examine how and why people build such 

monuments. Our research project, doing field survey and questionnaire surveys of 2141 fisherman’s unions 

and fishery laboratories, confirm 1141 monuments. From 1141 monuments, we examine many varieties among 

monuments, the kinds of animals represented, the total number of monuments in each region, and their 

background. Comparing total numbers of monuments from each era, it is evident that the greater part of 

them were made in the modern age, and that Kuyo for life in water is not an old tradition. 

It is said that former studies have considered the historical process of Kuyo for non－human beings in 

terms of long time－scales like millennia on that basis, and monuments in the modern age are not dealt with to 

the same degree. The findings from 1141 monuments, however, suggest to us the necessity of distinguishing 

to a greater extent why and how monuments are constructed in each instance, and describing the historical 

practice of Kuyo for life in water in shorter time－scales.
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緒 言

近年，ペットの葬儀やペット霊園の問題が話題にな

るが，死んだ動物を弔い，供養することは，日本では

古くから行なわれてきたことでもある．しかも，動物

のみならず，植物や針，筆，箸供養，人形供養のよう

に道具類の供養までが行われてきた．そして，動植物

も人間同様に霊魂が宿るとみなし，弔い祀る生き物供

養の習俗は，日本独自の生命観・自然観を示すものと

して注目されてきた．

生き物供養の議論で論拠として取り上げられるの

が，放生会という仏教行事の実施と，死んだ生き物の

ために建てられた墓や塚，石碑などの存在である．放

生会は，仏教の殺生戒に基づき，鳥類を放し，魚類を

放流することで供養するもので，八幡信仰と結びつい

て日本各地に広がったとされる（＊1）．一方，生き物

の墓や塚，石碑等は，上野・忍池の弁天島にある各種

の碑や，山形県置玉地方の草木墓のほか，全国各地に

ある鯨墓やウミガメを祀った亀塚などが代表例として

取り上げられてきた．ただし，魚類を供養した碑は，

あちこちで見かけられ，「ごく近年に建立された碑も

稀ではない」（田中，2006）などと簡単に触れられるだ

けであり，これまで魚類を祀った供養碑の全国分布を

扱った研究はなされていない．

そこで，魚類を中心にした水域の生き物に対する

供養碑や供養習俗の現状を探るために，魚霊供養碑の

データベース構築を目的とした調査研究を進めてき

た．この研究では，魚霊供養という表現を表題で用い

るものの，クジラやウミガメも含めた水域の生き物全

般を扱っており，水域の生き物を祀るために建てられ

た碑（いしぶみ）を，水産資源と人間との関わりを示す

モノとして捉える．そして，供養碑の全国分布を概観

し，建立の背景を検討することは，水産資源の利用に

みる地域的な特徴とともに，民俗学研究が指摘してき

た，日本における伝統的な自然観・生命観の変容なり

現状を明らかにすることができると考えている．

これまでの魚霊供養碑研究の作業成果のまとめとし

て，本稿では，水域の生き物を祀った碑を紹介すると

ともに，今後の課題などを確認したい．

材 料 と 方 法

本研究では，以下にあげる 3点を作業課題として魚

霊供養の調査を進めてきた．

（1）　先行研究や文献資料からの魚霊供養や墓・碑

に関する情報収集と整理．

（2）　漁業事業者へのアンケート調査による供養の

現状に関する情報収集．

（3）　供養碑の所在確認および，供養実践のあり方

や地域の水産資源利用の変化などを調べるため

の現地研究．

以下に，この 3つの作業課題での材料と方法および

進捗を述べる．

（1）文献等による情報収集

「供養」とは，仏教的な意味で「三宝や死者の霊など

に対して供物を捧げること」だが，「供養の対象は人間

＊1） 「放生」の語は『日本書紀』が初見とされる．宇佐八幡宮が奈良時代前期より，石清水八幡宮は平安時代前期から，鶴

岡八幡宮は文治3年（1187）より放生会を行なってきたという．これら神社が時の政権が信奉する中核的な存在となり，

また各地に勧請されることによって全国に放生会が広がっていったという（田中，2006：128－139）．今日でも，寺社の

行事として各地で放生会／式が行なわれており，日本の場合，放生会は長い伝統を持つ．

ただし筆者は，放生の問題は供養碑とは分けて取り組む必要があると考えている．つまり，放生は，日本のみならず，

東アジアや東南アジアの仏教圏でも広く行なわれているものの，生き物の供養碑を建てることは日本以外では見られ

ないことから，両者には大きな違いがあると考える．仏教行事としての放生会の起源は，唐代の中国において天台宗

開祖の智 がはじまりとされるが，中国における水陸会や東南アジアでの放生行事の展開など，放生会は，日本のみ

ならず，他地域との比較が可能なテーマとなる．

また，放生と放流の違いを考える必要もあるだろう．寺社における行事として行われる放生会のほかに，漁協など

が主催する供養祭において魚介類の放生が行われることがある．ただし，供養祭の現場を見ると，寺社内の放生池に

放す場合と，資源回復も兼ねて河川や海に稚魚を放流する場合とがある．他方，漁協の行事として，資源回復を目的

とした稚魚の放流を，供養祭とは異なる行事として行っている例もある．放生と放流の違いや，放生会から放流事業

への変化を辿ることも，自然観の変容を探る手がかりになるのではないだろうか．
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から動物，さらには無生物へ拡大されてきた」（岩本，

1988）という．しかし，動植物に対する供養の現場を

見ると，供養祭が，寺院のみならず，神社を会場にし

ていたり，神主を招いて行われていることもある．

人間以外の生物への供養を，「牛馬」，「犬猫」，「熊・

鹿・猪」，「鯨・海豚・魚鱗」，「鳥」，「虫供養その他」，「亀

その他」，「草木」の 8つに分類し，生き物供養全般に

ついて簡単な整理をした木村は，動植物の殺生や異常

死に対して，「お祓いや読経をせずにはいられないここ

ろこそが問題なのである．動植物供養もまた，こうし

た広義の「鎮魂の民俗」といってもよいだろう」（木村，

1988：389）と述べている．中村も生き物供養を考える

上で，「個々の動物や草木など植物にたいする“殺し”

を伴う操作・改変の行為を，自然界全体にたいする人

間の負債の感情として受けとめる観念のありよう」（中

村，2009）が重要であると述べている．その他の研究

者たち（中牧，1995；中村，2001；松崎，2004；田中，

2006）も，生き物供養について，仏教学的に厳密に評

価するよりも，地域ごとに行なわれているさまざまな

祀りの実態に即して広義に捉えている．つまり，生き

物の死に対して，霊を慰め，成仏を願い，その霊が災

いをもたらさないようにと行われる儀式・祭事一般を，

仏式，神式にこだわらず，生き物供養の問題として捉

えているといってもよいだろう．本研究でも「供養」と

いうものを広義に捉え，人間が関わりをもつ水域の生

き物に対して，その霊を弔い，その存在を祀るなどの，

その生命を尊重する習俗一般を扱う．

生き物の墓や供養碑について全国的な調査も行な

われている．たとえば依田は著書（依田，2007）のな

かで全国の 165基の墓・供養碑を紹介しており，その

中には水域の生き物に関係する碑が 33基含まれてい

る．また，千葉が海に関係する碑を，海難事故や海

戦の碑などを中心に 630例を集めており（千葉，1973，

1974），そのなかに鯨や魚介類の供養碑，記念碑が 26

基含まれている．

広島市安佐動物公園の大丸が開設するHP「動物園

で働く」のなかの「動物のお墓」のコーナーで，自身が

訪問した碑を紹介している．大丸は，一か所に複数

の供養碑がある場合，同じページに複数の碑をあげて

おり，182ヶ所の碑が紹介されている．そこでは，「漁

業」「畜産」「料理」「道具」「医学」「軍用動物」「ペット」「動

物園・水族館」「その他」「動物以外の生物」と，10 の分

類で整理がなされており，その中で水域の生き物の碑

は，「漁業」に 46，ほかの分類に 17 と，63ヶ所の碑が

あげられている．矢島開設のHP「矢島俯仰・名墓録」

にある「名墓録」は，歴史上の人物の墓などをまとめた

ものだが，そのなかに生き物の供養碑が一部掲載され

ている．

水域の生き物の供養碑で研究が進んでいるのが，ク

ジラとウミガメを祀ったものである．クジラの墓の全

国調査は，進藤直作氏の「鯨塚の研究」が端緒となり，

新藤は，瀬戸内海沿岸地域，瀬戸内海への導水路地域，

東日本では三陸沿岸の，あわせて 265市町村の教育委

員会へ情報照会し，隣接する地域も文献や現地調査で

調べたという（吉原，1982）．吉原（1982）は，進藤の成

果に自身の調査成果も加え，全国の鯨墓と関連事項を

122 の項目にまとめている．そこには，クジラを埋葬

した墓のほか，過去帳，鯨骨，絵馬，鰐口，灯籠，位

牌，梵鐘や，鯨組代表者の墓，納屋，クジラの博物館

などの関連事項も含まれている．松崎は，生き物・無

生物の供養習俗をまとめた大著のなかで，吉原を補足

する形で鯨墓を 64基あげている（松崎，2004）．また，

豊後水道沿岸地域に対象をしぼり，大分県，愛媛県沿

岸に点在するクジラの墓を詳細に調査した宮川・細川

（2008）の研究がある．

一方，亀塚あるいは，ウミガメの供養については，

藤井（1998, 1999, 2001, 2005, 2008）および小島（2003, 

2005）の研究がある．小島（2005）は，藤井の成果も参

考にしつつ，全国のカメ塚一覧表を作成しており，そ

こには 134基があげられている．

いくつかの地域では，地域内の石碑，供養碑などを

細かく調べた研究がなされている．たとえば，秋田県

における魚類の供養碑や関連事項を報告する鎌田の研

究（1987, 1989, 1991, 1995, 2004）がある．鳥羽の海の

博物館による三重県下の大漁碑や魚介類供養塔の報告

（海の博物館資料室・平賀，1994）や，新潟県の柏崎市

博物館による市内の動物関連の石碑の調査報告（柏崎

市立博物館，1998）がある．また，武智が『愛媛県の漁

村』のなかで，県内の鯨墓や亀塚および魚介類の供養

碑を紹介している（武智，1996）．

各地の市町村史誌を散見しても，生き物供養の情

報を見つけることができる（羽咋のれきし編集委員

会編，1987；浜岡町史編さん委員会編，2005；香川

県，1985；南知多町教育委員会編，2000；静岡県編，

1989，1991；土庄町誌編集委員会編，1971；八幡浜

市誌編纂会，1975）．そのほかに，漁協発行の記念史
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（庵治漁業協同組合，1982；愛媛県漁業協同組合連合

会，2000；藤田編，2002； 兵庫県漁業協同組合連合会，

2005；香川県漁業史編さん協議会編，1994）や地元の

石造物をまとめたもの（幡豆町教育委員会編，2005）

や，民話・伝承集（菊間町中央公民館，1985；珠洲市

観光協会編，1981）などにも，断片的とはいえ，供養祭・

供養碑や生き物を祀った寺社などの情報などが記載さ

れていることがある．

インターネットでも生き物供養碑の情報を見つける

ことができる．先述の大丸HPによる「動物のお墓」が

詳しいが，マルハニチロ開設のHP「サーモンミュー

ジアム」や「salmo の情報館」というHPに，サケの供

養や民俗伝承などに関する情報が紹介されている．ま

た，荒木公敏氏開設の「くじらランド」内の「鯨文化：

鯨を弔った鯨墓・鯨塚など」には，各地のクジラ・イ

ルカの供養碑や神社など 143基の一覧表が紹介されて

いる．そのほかに，姉崎郷土資料館やえりも町郷土資

料館，富良野市生涯学習センター，三重県農水商工部

水産基盤室のように，地域内の文化財を紹介欄のなか

に供養碑があげられている場合がある．

以上の情報をもとに，水域の生き物に関係する碑

や関連事項を集め，1基1項目でリスト化していった．

さらに，「魚霊」や「魚供養」などのキーワードで検索す

ると，供養祭の実施を伝える新聞記事や個人による日

記ページなどもひっかかる．個人の日記では，旅行中

にめずらしいものを見つけたと，魚霊碑のことが写真

とともに紹介されていることがある．新聞記事や個人

日記ページにあるわずかな情報をもとに関連事項を調

べ，あるいは問い合わせなどをし，供養祭や供養碑に

ついてある程度確認することができれば，供養情報の

リストに加えていった．

（2）アンケート調査

先行研究の供養碑情報のみでは，供養碑のある地域

や供養対象となる生物に偏りがあるため，それを補う

ために，現地調査で地域の郷土資料類を調べるととも

に，全国的なアンケート調査も行った．

アンケートでの質問内容はAppendix 1 として添付

している．このアンケート調査の目的は，文献等によ

る情報の偏りを補うことと，供養碑や供養祭があるか，

ないかを知ることを第一とするので，質問内容も単純

なものにした．本研究は，3つの作業課題（文献等で

の情報収集，アンケート調査，現地調査）を組み合わ

せて進めるものであり，アンケートの結果は，現地調

査やさらなる情報収集の手がかりとして捉えている．

さて，アンケート調査では，『漁協手帳2009』（全国

漁業協同組合連合会，2008）などを参考にして，全国

の海水面漁協，内水面漁協および水産試験場などの

2141関係団体に，2010年2月末（1065通），4月末（479

通），6月頭（597通）と 3回に分けて，供養に関するア

ンケート用紙（Appendix 1）を送付した．このうち 35

通が宛先不明で戻ってきている．

アンケートの回答返送の締め切りを一ヵ月後とお願

いして用紙を送り，2010年9月末までに 893件の回答

を得た．この 893 の回答には，供養碑も供養祭など祭

事もないというところもあり，それらは 490件となる．

残りの 403件の回答が，供養碑の存在や供養祭などの

祭事の実施をお知らせくださったものである．そのう

ち，供養碑や祠などの祀りの対象となる人工物がある

のが 220件，碑はないが供養祭などの祭事があるとい

うものが 183件となる．

供養祭を行っているという漁協でも，その予算規模

も異なり，また「供養祭」や「感謝祭」など，祭事の名称

もさまざまである．漁協の漁獲対象の供養を目的に行

われる祭事のみならず，海難者と漁獲対象をともに慰

霊・供養している漁協や，大漁祈願や安全祈願と供養

祭を兼ねて行っているところもある．漁獲物の供養祭

はしていないが，大漁祈願や安全祈願祭は行っている

という回答もあった．

詳細は省くが，漁協のなかには，アンケートの回答

とともに供養碑の写真や関連資料を送ってくださった

ところもある．青森県の野辺地川漁協や栃木県鹿沼市

の小倉川漁協のように，組合員のなかから声があがり

供養碑建立を検討中という漁協もある．福井県の九頭

竜川中部漁協は，供養碑の製作を依頼したものの，碑

の設置場所がなく，いまだ石屋に預けたままになって

いるということをご教示くださった．そのほかに，組

合員が減ったため，供養祭などの祭事が小規模化した

り，やめてしまったという話や，そのことを残念に思っ

ているコメントが書き添えられていたり，供養祭をし

ばらくやめていたものの，関係者に不幸が続いたので

供養祭を再開したという話など，現場のさまざまな声

をうかがうことができた．

アンケートの回答から見えてきた，供養祭の予算規

模や祭事内容の多様性などの問題は，今後，現地調査

を進めた後に，別の形で検討していきたい．
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（3）現地調査

文献およびアンケートの回答などで確認できた供養

碑の所在地と現状の確認と，関係者への聞き取りおよ

び郷土資料の収集を目的に現地調査を行ってきた．

2009年には，学生の調査実習も兼ねて，6月に静岡

県西伊豆沿岸（岩地から内浦まで），7月に遠州灘沿岸

（御前崎から福田まで）でエクスカーション調査を実施

している．また，8－9月には，浜名湖や袋井で行わ

れたウナギ供養祭に参加した．

2010年2月には，愛知県知多半島南端の沿岸（南知

多町を中心），3月には千葉県房総半島沿岸（館山市，

南房総市から鴨川市）での現地調査を行った．2010年

8月には北陸調査を行い，福井県敦賀市から沿岸沿い

に移動し，石川県の能登半島沿岸を経て，富山県氷見

市までを回った．また同年9月には，愛媛県の松山市

から宇和島市津島町嵐まで，伊予灘沿岸の現地調査を

行った．

以上は，研究メンバーで出かけた広域調査となる．

そのほかに，メンバー個々人でも学会などの出張機会

を利用して，供養碑の所在確認調査にでかけている．

愛知県新城市，幡豆町，大阪府堺市，香川県丸亀市，

小豆島，滋賀県米原市，静岡県富士市，兵庫県明石市，

神戸市，富岡市，播磨町，東京都品川区，中央区など

である．研究メンバーがこれまでに現地確認した 170

以上の供養碑は，Appendix 2 のリストに記号をつけ

て示している．

以上の，文献を中心として情報収集，アンケート調

査，現地調査で得た供養情報を 1基1件でリスト化し，

生き物供養の基礎データ作成を進めてきた．現時点で

水域の生き物に関連する事項は 1444件（陸域の生き物

も含めれば 1923件）となる．もっとも，所在地の情報

が乏しい碑もあれば，旧町村名しかわからない場合も

あるため，1444件の基礎データはあくまでも暫定的

なものであり，郷土資料にあたりつつ現地での所在確

認を進めていく必要がある．今後，現地調査をさらに

進めていけば，全体数はさらに増えていくだろう．

この基礎データには，アンケートで寄せられた供養

祭や大漁祈願などの祭事や，先行研究に従うことで記

念碑や灯籠，絵馬などの関連事項もあげている．ここ

では，石碑，祠，塔婆，位牌，塚など，祀るために設

けられた人工物を広く供養碑としてとらえ，基礎デー

タから供養碑のみをとりだしたものがAppendix 2 で

紹介する供養碑リストとなる．この供養碑リストにあ

げる供養碑は 1141基となるが，文献情報に従うこと

で，このリストには，すでに喪失し，現在は存在しな

い碑も含まれる．また，供養碑リストは，1141基を

都道府県コード（JIS X0401）に従って並べている．

ところで，千葉県鋸南町にある鯨塚は，町内の弁財

天や加治山神社にある，多数の小さな無銘の石宮のこ

とだが，史蹟の説明板に従えば，鯨の碑とされる石宮

の数は，弁財天に 52基，加治山神社には 100基以上

となる．しかし，供養碑リストでは，弁財天と加治山

神社の石宮群をそれぞれ 1件として記載している．ま

た，鎌田（1995, 1991, 1987）は，秋田県における魚供

養碑の研究のなかで，県内各所の遺跡で見つかった魚

形文刻石11基も取り上げているが，魚形文刻石は背

景等不確かな点も多く，リストからは外している．仮

に供養祭のために設けられる祭壇も人工物ととらえれ

ば，供養碑の数はさらに増えるが，本稿では，祭事の

あとに片づけられる仮設の祭壇は省き，事後も残るこ

とを意図して設けられた人工物のみを供養の碑として

取り上げた．

結 果

先行研究では，魚介類の供養碑の存在は断片的に紹

介されるだけであった．例えば，田中は，魚介類の供

養碑について，あちこちで見かけられるものであり，

「ごく近年に建立された碑も稀ではない」（田中，2006）

と指摘するのみである．また，松崎は，波除稲荷や弁

天島の供養塔群を例にあげ，現代の供養を「伝統的な

習俗の延長線上にあるものとはいえ，生産形態の変化，

あるいは昨今のグルメブームに呼応する形で現代的装

いを付加されて出現した習俗」（松崎，2004）と述べて

いる．調査時点での目新しい現象も，異なる地域の諸

事例を広く調査し吟味しているとはいいがたく，むし

ろ関心は中世からの長いタイムスパンで生き物供養の

変遷史を辿ることにあるといえる．これまでの生き物

供養研究は，民俗学の方法論に起因する問題でもある

が，乱暴な言い方をすれば，時代ごとに典型的な事例

を並べながら変遷史を描きだそうとしてきたといって

もよいだろう．しかも，動植物から非生物の供養まで

を扱って議論するため，改めて水域の生き物という括

りで論考を見直すと，限られた事例を日本文化として

一般化しているような印象を受ける．こうした先行研

究の問題を踏まえると，供養碑リストの検討でまずす
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べきは，供養の対象，地域性，時代性から見た特徴の

整理ではないだろうか．

そこで以下に，供養の対象，地域性，時代性と 3点

に分けて，供養碑リストから見えてくる特徴をまとめ

たい．繰り返すが，供養碑リストにある 1141基は，現

段階までに確認できたものであり，暫定的なものであ

る．今後の調査によって，供養碑の全体数も図表上の

数値も当然変わってくるが，それでも，ここで述べる

傾向的な特徴は，大きく変わるものではないと考える．

（1）供養の対象

1141基の供養碑のうち，クジラを祀ったものが 200

基，ウミガメが 226基と，確かに水域の生き物のなか

では，クジラやウミガメの供養碑の数は多い．ただし，

祀られた生き物はそれだけに限らない．Table 1 にま

とめたように，海藻類から，貝類，甲殻類，海水面，

内水面の魚類，海獣までと，さまざまな生き物の供養

碑が建てられている．

Table 1 は，供養碑に記された碑名や呼称に従って

祀られた対象を整理したものだ．碑によっては，生き

Table 1 Kinds of life in water to which monuments are dedicated.
It writes in Japanese according to the names of the monument in this table. It applies to （ ） for the 
name of ceremony. The monument which are there ten or more, * are put on the name.
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物の名前の表記が，ひらがな，カタカナ，漢字と異な

る場合があるため，Table 1 では供養対象となる生き

物の名前はすべてカタカナで表現した．供養碑のなか

には，「アワビ・サザエ・ナマコ」，「カメ・コイ」，「イナ・

ボラ」，「コノシロ・イナ・ボラ」，「アユ・アマゴ」，「サケ・

マス」，「ニジマス・アマゴ」のように，複数の生き物が

併記された場合もあるが，Table 1 では碑名に登場す

る生き物名をあげた．ちなみに，表中（ ）をつけた生

き物は，碑名ではなく，供養祭の名称で登場する生き

物たちである．

供養碑には，サケやアユのように生き物の名が刻

まれた碑のみならず，そのほかに，「魚鳥獣」のような

祀る対象を複合的に捉えたものや，「魚」「魚霊」「魚魂」

「魚鱗」など，対象を包括的に捉えているものもある．

Table 1 では，個別の生き物を祀ったものを Specific，

祀る対象を複合的に捉えたものを Complex，包括的

に捉えたものを Inclusive と分類し整理している．こ

れら３分類のほかに，その他（Others）であげるのは，

漁獲物の供養を含む祭事を，エビス，蛭子，安波，地

蔵などの神仏の祠で行っているところである．

個別の対象を祀った供養碑は，クジラやウミガメの

碑を除いて数えると 398基となる．これらの碑から祀

られた生き物の種類をみると 60種となり，供養祭の

対象まで含めれば 70種を超える．生き物それぞれの

供養碑数は，そのほとんどが一桁で，同じ対象を祀っ

た碑が 10基以上あるものは，カツオ，ハタハタ，ボラ，

イルカ，アユ，ウナギ，コイ，サケ，マスと，その種

類は限られている．

他方，包括的な供養碑は 270基，複合的な供養碑は

22基となり，包括的な供養碑の数は，クジラやウミ

ガメの碑より多い．

（2）地域と分布

水域の生き物の供養碑は，あちこちで見かけると言

われるが，今回の調査で，47都道府県すべてにある

ことが確認できた．しかも，国内のみならず，海外に

もあることがわかった．

この海外のものは，新潟市の加島屋が，サケ茶漬

け用キングサーモンの輸入元アラスカ州エモナックの

ユーコン川そばの水産会社サケ解体工場近くに建立し

た地蔵堂で，同社では毎年，サケ漁解禁に併せて社員

や現地関係者が出席してサケの供養をしているという．

Table 2 に都道府県別の供養碑数をまとめたが，全

国各地に供養碑があるとはいうものの，供養碑数には

地域差があることがわかる．

供養碑の多い上位10県をあげると，秋田（88

基），千葉（86基），静岡（84基），愛知（80基），三重（63

基）， 愛媛（55基） ，大分（48基），長崎（47基），北海

道（41基），東京（40基）の順となる．これら供養碑数

の多い県を例に，供養対象を見ると，東京の 18種類

が最も多く，続いて三重16，秋田13，静岡12，愛媛

9，千葉・北海道が 8，愛知7，長崎・大分5種類となる．

Table 2　Total monuments in each prefecture
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供養碑の数も，祀られた生き物の種類も多い秋田，

静岡，三重の 3県をみてみよう．秋田県の場合，サケ・

マス類の供養碑が多く，サケ，「サケ・マス」，マスの

碑だけで 32基にもなる．ボラ16基，包括的な供養碑

15基，ハタハタ11基のほかに，イワシ，イワナ，エ

ビ，ウミガメの碑が各2基，鳥魚，魚鴨，シンジュ，

ドジョウ，ワカサギ，ヤツメの碑が各1基ある．静岡

県の場合，ウミガメの碑が 28基と最も多く，カツオ

18基，イルカ11基，包括的10基，複合的な碑6基と

続き，このほかに，クジラ，ニジマス，ノリの碑が各

2基，アカガイ・ハマグリ，キンメダイ，サバ，ジン

ベイザメ，ナマズの碑が各1基ある．三重県は，クジ

ラの碑15基とマグロの碑11基に続き，包括的な碑と

シンジュの碑がそれぞれ 8基，ブリ4基のほかに，ユ

ムシ，コノシロ，イナ，ボラの碑が複数あり，アユと

複合的な碑が各2基，バカガイ，ノリ，各1基となる．

3県に限らず，地域ごとに祀られた生き物の種類や

その構成は異なり，それぞれの地域性がうかがえる．

（3）供養碑と時代

供養碑リストの 1141基から，建立時期がわかる供

養碑688基を取り出し，供養碑と建立時期との関係を

概観したい．

江戸時代以前，江戸，明治，大正，戦前の昭和，戦

後の昭和，平成に分け，それぞれの時代ごとに基数を

整理したものがTable 3 である．この表では，時代ご

との供養碑総数とともに，参考として，クジラ，ウミ

ガメおよび包括的な供養碑数の内訳もあげている．

Table 3 をみると，水域の生き物を祀った供養碑は，

江戸時代に入って増えることと，それ以降，明治，大正，

昭和，平成に至るまで，供養碑が建てられ続けてきた

ことがわかる．明治以降に建てられた供養碑は 523基

にもなり，供養碑建立は，むしろ近代になってより盛

んになったということができる． 

供養碑リストを見ると，もっとも新しい供養碑は，

2009年に建立された長野県の北安中部漁協による「魚

供養碑」や鳥取県米子市漁協による「魚供養塔」となる．

また，2008年3月には広島県江の川漁協が「魚魂碑」の

除幕式を行っている．同漁協は当初，神社で魚供養を

していたが 20年ほど前に辞めてしまったものの，近

年の漁獲減少に対して，理事会で魚供養をしようとい

うことになり，碑を建立したということだ．2007年に

は，島根県松江市で日本シジミ研究所が 4月23日を

しじみの日に制定した記念に「しじみの碑」を建立し，

春と秋に，宍道湖周辺の船着場などで「シジミ供養」を

行ない，供養と豊漁や安全祈願をしているという．

田中は「ごく近年に建立された碑も稀ではない」（田

中，2006）というが，平成期に建てられた供養碑だけ

で 87基もあり，稀ではないというどころではない．

一方，水域の生き物の供養を目的に建てられた人工

物で最古のものは，宇治川の塔の島にある十三重塔と

いうことになる．現在あるものは明治41年に発掘再

建されたものだが，もともとは西大寺の叡尊が弘安9

年（1286）に宇治橋架け替えの際，橋の安全祈願と川の

魚たちを供養するために建立したという．江戸時代以

前に建てられた人工物は，そのほかに，神護景雲4年

Table 3　Monuments from each era
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（769）創建とされる福岡県の鮭神社や，永和の頃とさ

れる亀の松，室町時代建立とされる福岡県のなまず神

社がある．それらは，人間が殺生した生き物を祀ると

いうより，伝承に彩られ，神格化された生き物を祀っ

た例となる（＊2）．高僧が殺生戒をおかす民衆のため

に建立した寺社や，神格化された生き物を祀った人工

物は，江戸期にも建てられている．

江戸時代に入ると，人がその殺生に関わった生き物

を祀った供養碑が増えていく．江戸期建立の供養碑で

は，クジラを対象としたものが圧倒的に多く，この時

代になると，困窮を救ってくれた寄り鯨への感謝や，

捕鯨との関わりで，各地に鯨の供養碑が建てられるよ

うになる．クジラではなく，イワシ，サケ，ニシン，

マグロなどの大漁を機会に，魚類への感謝と慰霊のた

めに建立された供養碑が登場するのは 1800年代から

である．

明治，大正，昭和（戦前）まで，大漁によって困窮か

ら救われたことに感謝して供養碑を建立する例は見ら

れるが，同時に，明治以降は，大漁による売り上げ増

や販売先拡大などの事業成功を理由に供養碑が建てら

れる例も出てくる．

例えば，シンジュ，アユ，アマゴ，ニジマスやノリ，

食用蛙などを祀った供養碑は，昭和に入ってはじめて

登場するが，これらは養殖業関係者が建立した供養碑

である．アユの供養碑で最も古いものは，昭和15年

に建立された滋賀県水産試験場醒井養鱒場内の「小鮎

塚」である．琵琶湖産の小鮎は，大正末期より県の指

導で採捕蓄養輸送の施設が整備され，全国河川に移殖

されるようになるが，小鮎塚は，この移殖放流事業の

開始から犠牲にしてきた小鮎3億尾の慰霊と小鮎族の

繁栄，水産資源開発に貢献することを祈願して建てら

れたものである．醒井養鱒場以外でも，いくつかの水

産試験場では，養殖成功の記念碑や実験に利用した魚

類を供養するための碑が建てられている（＊3）．

また，サケにまつわる碑はどの時代にも建てられて

いるが，昭和に入ると，サケの人工養殖成功記念碑や

ふ化場に建てられたサケやサケ・マスの碑が登場する．

水域の生き物に対する供養は，漁業者や養殖業関係

者などの生産者のみが行っているわけではない．例え

ば，佃島の住吉神社にある鰹塚は，東京鰹節類卸商業

協同組合と東京鰹節取引所が昭和28年に建立したも

のである．また，神戸市中央卸売市場本場内にある「魚

に感謝の碑」（平成4年）や神奈川県の本遠寺にある魚

霊供養塔（平成2年）のように，卸売市場関係者が供養

碑を建立する場合もある．

先行研究でよく取り上げられる上野不忍池弁財島の

供養碑群も，「ふぐ供養碑」は中央卸売市場内東京ふぐ

料理連盟が昭和40年に建立，「魚塚」は昭和51年に中央

卸売市場内東京魚商業協同組合，昭和40年建立の「スッ

ポン感謝の碑」は村上本家，昭和36年の「包丁塚」が東

京・千葉・茨城の料理店でつくる上豊調理会と，水産

物の流通や調理分野の関係者が建てたものとなる．

築地市場近くの波除稲荷神社境内にも魚介類の供養

碑が集まっており，「活魚塚」（昭和58年）が築地魚市場

活物組合，「鮟鱇塚」（昭和48年）は仲卸商，「海老塚」（昭

和48年）は東京天ぷら料理協同組合，「すし塚」（昭和47

年）は東京都鮨商生活衛生同業組合によるものとなる．

先述した新潟の加島屋がサケ茶漬けの原料となるサケ

のために地蔵を建て，あるいは小鯛のささ漬で有名な

丸海（小浜海産物株式会社）が魚介類の「感謝の碑」を平

成10年に建てているように，昭和以降は，水産加工

食品業者が建立した供養碑も登場するようになる．

＊2） 三島神社のウナギや阿蘇の鯰神社のようにウナギやナマズを神使として祀っているところや，行基の伝承を持つと

鯉塚や蟹塚，弘法大師と塩サバの伝承に基づく鯖大師なども，伝承に関わる特殊な祀り方の例となるだろう．

伝承に基づき特定の生き物を祀っている事例は，全国各地で見られ，供養碑リストにもあげているが，その多くは，

供養碑の建立時期を空欄にしている．つまり，寺社の創建年が，特定の生き物を祀る信仰の始まりとは一致しないで

あろうし，伝承自体の成立期がよくわからない場合も多いためである．

＊3） 場内に供養碑のある水産関係の研究機関を具体的にあげると，青森県内水面水産試験場，神奈川県水産技術センター

内水面試験場水産試験場，岐阜県河川環境研究所下呂支所，熊本県水産研究センター，群馬県水産試験場，滋賀県水

産試験場醒井養鱒場，島根県水産技術センター，広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター，福井県水産試験場，

水産総合研究センターさけますセンター帯広事業所および千歳事業所，北海道立釧路水産試験場，宮城県水産技術総

合センター気仙沼水産試験場，宮崎県水産試験場，宮崎県水産試験場小林分場，山梨県水産技術センター忍野支所な

どである．
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ちなみに，波除稲荷神社では，紀文魚霊祭，マルキ・

マルナガイ魚霊祭，なぎさ会による穴子供養祭が行わ

れているという（松崎，2004：91－94）．そのほかにも，

マルハニチロが北海道函館の称名寺にて従業員物故者

と魚介類供養のための施餓鬼法要を，ニッスイは報鱗

供養を毎年行っているという．

また，昭和51年に建立された日本へら鮒釣研究会

福井支部によるヘラブナ供養碑のように，戦後になる

と，レジャーとしての釣りに関係した場所に，魚類を

祀った供養碑が建てられるようになる．

水域の生き物の供養には，魚介類の生産者となる漁

業・養殖業関係者のみならず，魚商や卸売市場などの

流通分野や，料理組合や加工食品会社などの加工分野

まで，水産業界のさまざまな事業者が関わっており，

明治以降の供養碑の増加は，こうした供養主体の多様

化とともに進んできたといえる．

特筆すべきは，「魚霊碑」「魚魂碑」のような包括的な

供養碑のほとんどが戦後に建てられているということ

である．戦後に建立された包括的な供養碑は 121基も

あり，これらをみると，漁協にとっての漁獲対象全体

や，水試が扱う実験魚全体など，よりたくさんの生物

を供養の対象とするために，包括的な名称が選ばれる

ようになったと思われる．また，個別の生き物を祀る

ために建てられた供養碑でも，包括的な碑名がつけら

れる場合も出てくる．

なかには，「魚介藻類慰霊碑」（広島工業港修築事業に

関連して昭和15年に建立）や，「魚貝類海虫」（堺市出島

漁協が昭和37年に建立），「魚介類・海苔供養塔」（丸亀

市漁協，平成16年）のように，港湾工事による海の埋

め立てで影響を受けたであろう沿岸の生態系を意識し

て建てられた供養碑もある．

漁港整備工事をきっかけに建立された碑のほかに，

戦後になると，ダム建設や開発工事に伴う漁業権放

棄などをきかっけとしたものや団体の創立記念などを

きっかけとした供養碑も登場する．時代が下るにつれ

て，供養碑建立の契機も，供養対象の生き物も多様化

してきた．

議 論

これまで断片的に紹介されるだけだった水域の生

き物を祀った碑も，今回の調査研究によって国内に

1100基以上もの碑が存在することが明らかになった．

建立時期のわかる供養碑を検討すると，供養碑の多く

が明治以降に建てられ，近代以降は，供養対象となる

生き物も，建立契機や建立主体も多様化してきたこと

がわかった．そして，多くの供養碑の前では，今も，

広くに社会に知られることなく供養祭が関係者のみで

粛々と執り行われている．アンケートの回答や現地調

査を通して関係者の声を聞けば，供養碑それぞれに，

それを建てた人々の，生業を支えてくれる自然や生命

への思いや，建立時の時代状況が刻み込まれているこ

とがわかる．

明治以降の漁法の近代化や増養殖技術の目覚しい発

展は，漁獲量を増やしてきたのと同時に，出荷されず

捨てられる生物の数を増やしてきた過程でもある．近

代の供養碑の建立契機をみると，大漁のみならず，海

難事故をきっかけとしたものや養殖事業の成功を記念

して建てられたものもある．あるいは，赤潮による魚

介類の大量死や，養殖場で発生する死魚の慰霊を目的

にしたもの，漁港整備工事やダム建設などの開発工事

や，それに伴う漁業権放棄などと，建立契機はさまざ

まである．こうした建立契機をみると，日本水産業の

発展過程に沿うように，各地で供養碑が建てられてき

たともいえるだろう．

長いタイムスパンでみた供養の変遷史では，近代以

降の供養碑の増加や戦後の包括的な供養碑の増加も，

供養対象の広がりや供養主体，建立契機の多様化の意

味などを十分に議論することができない．近代に建立

された 500基以上もの供養碑を前にすると，明治以降

の漁業の近代化や水産業の発展という，100年ほどの

短いタイムスパンでの供養の変遷史を吟味する必要を

考えざるをえない．もっとも，短いタイムスパンでの

供養の変遷史を描きだすためには，供養碑や供養祭を

個々に取り上げ，詳細な事例研究を積み上げていくほ

かない．そこで，今後事例研究を進めていく上での課

題もしくは留意点を最後にまとめておきたい．

（1）生き物の境界と変容

生物学的に見た水域の生物と，人間の側が霊／魂／

命を持った存在とみなす対象，つまり文化的な存在と

しての生き物は同義ではない．事例研究として供養習

俗を検討する際，水域の生物のなかで，どこから，も

しくは何が生き物とみなされるのかに留意すること

で，生き物の境界や時代による境界の変遷を考えるこ

とができるだろう．例えば，戦後に包括的な供養碑が

急増することや，特定の生き物に対する供養の有無で
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地域差がみられることなどは，生き物の境界の変化や

ゆらぎを示唆してくれる．また，生態系のつながりで

みた微生物や海藻類の位置づけ，あるいは，水産加工

品の原材料の扱われ方をみることも，生き物の境界を

考える手立てになるだろう．

供養碑リストには，コンブ，ワカメ，ノリや藻類の

碑もあるが，藻類を供養の対象として明示している供

養碑は，広島県の「魚介藻類慰霊碑」や「魚貝藻之霊塔」，

愛媛県の「魚介藻霊供養塔」，香川県の「魚介類・海苔

供養」などわずかである．海藻の碑の多くは，養殖事

業成功の記念碑や養殖普及に貢献した人物の顕彰碑

であり，あるいは東京湾の埋め立てに伴う漁業権放棄

をきっかけに，これまでの事業の軌跡を残すために建

てられた記念碑となる．他方，福井県のワカメ献供祭

や，伊勢神宮や海士潜女神社で行われる海藻神事のよ

うに，海藻が神への供物・神饌として扱われる場合も

ある（＊4）．しかし，海藻を供養対象として扱ったり，

供物として利用する事例は，魚類に比べるとかなり地

域が限定される．海藻類を供養対象や供物にする地域

での，人びとと海藻類との関わりや，供養碑建立の契

機や祭事の現状を探ることで，生き物としての海藻の

あり方を考えることができるだろう．

先述したように，水域の生き物の供養を行う関係者

は，近代以降，生産，流通，加工分野へと広がってき

たといえる．供養祭を実施していたり，供養碑を建て

た企業や水産加工業業者をいくつか確認できたが，実

際に，水産業界のなかで生き物供養はどこまでの広が

りをもつのだろう．供養祭を行っている企業をさらに

調べていくことで，原材料として利用される水産資源

が，どのような契機や理由付けでもって供養の対象と

みなされるのかが見えてくるだろう．

（2）地域の漁業と供養実践の現代的諸相

水域の生き物供養の主体は，生産，流通，加工分野

の関係者と幅広いが，それでも，供養碑建立や供養祭

実施を担っているのは，その多くが生産者である漁業

関係者である．したがって，地域ごとの漁業の盛衰が，

生き物供養のあり方に大きく影響を与えていることが

考えられる．

明治以降，漁法・技術や漁協組織の近代化や，戦争

による漁船接収，戦後の漁港整備事業や施設整備，近

年の漁協合併の動きに至るまで，漁業のあり方は時代

とともに変化しつづけてきた．いわば，近代漁業史は

変革の歴史でもある．その大きな流れのなかで漁業関

係者が経験してきたことは地域ごとに大きく異なる．

アンケートの回答をみても，供養碑もなく供養祭も

していないという回答が 490件もあり，また，供養祭

を実施しているといっても，漁協によって祭事にかけ

る予算の規模は異なる．漁獲対象の供養祭を，海難者

の慰霊といっしょに行っている漁協や，大漁祈願や安

全祈願と兼ねて行っている漁協もある．また，以前は

祭事を行っていたが，組合員の減少や高齢化にともな

い規模を縮小したところや，祭事を続けられなくなっ

たところもある．その一方で，能登なまこ加工協同組

合は，地域ブランド化のためにナマコ供養を計画し，

2010年3月にはじめて供養祭を行っている．西伊豆の

安良里のように，これまでの供養が衰退したものの，

近年になって祭りや供養碑の保護などを行う住民グ

ループが現れるといった事例も見られ，このような新

しい動きの背景には，供養を通した地域活性化や観光

のための誘客といった新たな意義が含まれていると考

えられる．

もう一つ興味深い事例を紹介しよう．中部電力浜岡

原子力発電所内にある亀塚は，ウミガメの形をした大

きな台座の上に，「亀塚」と彫られた石柱をのせたもの

だが，石柱は，明治16年5月30日に佐倉村船元中が

建立したものである．地引網を中心とした佐倉村の漁

業が衰退するといつしか石柱も忘れられてしまった．

昭和46年に発電所タービン建屋の工事で埋もれてい

た石柱や馬頭観音が見つかり，中部電力は，亀型の台

座を用意し，馬頭観音とともに亀塚の設置場所を整備

した．そして，毎年，その場所で発電所の安全祈願も

かねた供養祭を行っているという．また，亀塚の周辺

にはウミガメの墓が複数あり，冷却プールに紛れ込む

ウミガメの死骸を埋葬しているという．この例は，供

養碑そのものは変わらないものの，供養の主体も祭事

の目的も，対象生物との関係も大きく変化した事例と

なる．

現地調査で教えられるのは，地域社会における供養

習俗の複雑さや，供養の複合的なあり方であり，また

＊4） このほかに，福岡県の早鞆神社，山口県の住吉神社，島根県の日御碕神社，紫菜島神社でも，海藻を供物とする海

藻神事が行われている．
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漁業の盛衰に応じて簡単に形を変えてしまう供養の実

態である．また，現場で見られる新しい動きから，供

養の現代的な役割も見えてくるのではないだろうか．

だからこそ，地域ごとに漁業の変容過程と生き物供養

の関係に留意しつつ，詳細な事例研究を積み上げてい

きたい．日本の漁業や水産業の今後を考える上で，経

済面の議論だけでなく，この業界が育んできた生き物

供養という文化的な営みの行方もあわせて検討してい

く必要があると考える．

謝 辞

・この調査研究は，平成21年度科研費（挑戦的萌芽

研究）「魚霊供養からみる海洋資源の利用と変化－魚霊

供養碑データベースの構築」（代表・田口理恵，分担者・

加藤登，関いずみ），日本学術振興会の異分野融合に

よる方法的革新を目指した人文・社会科学研究推進事

業「日本の環境思想と地球環境問題－人文知からの未

来への提言」（代表・秋道智彌），人間文化研究機構・

連携研究「アジアにおける自然と文化の重層的関係の

歴史的解明」（代表・秋道智彌）によるものである．

また，科研による調査には研究協力者として山西秀

明（東海大学大学院海洋学研究科海洋生物科学専攻）が

参加している．

・魚霊供養アンケートに回答くださった漁協および

水産試験場関係者のみなさまのご理解とご協力に，こ

の場を借りて心より感謝申し上げます．

また，このアンケート調査を実施するにあたり，以

下の学生たちが協力してくれました．池田大介，石黒

修平，井戸建仁，今枝真由子，大貫裕志，大場希，岡

野洋介，河端祐介，菊池龍王，瀬倉早紀，佐藤卓哉，

清水麗，高橋宗沖，田中美紀，津島海人，中澤祐生，

野口佳澄，原知輝，平田貴大，前田孝史，松倉葵，松

本慎之介，村山雅彦，望月大祐，山崎裕之，渡辺未里．

現地調査には，浅野高史，加藤毅，菊池英紀，久保

田智博，小池隆志，工藤和人，高野梨央，西元勇人，

福岡絵里，藤原亜季，藤野未音，舟久保昇，野口佳澄，

松倉葵，水野竜一郎，山本泰広が参加協力してくれま

した．学生たちに感謝します．

引 用 文 献

庵治漁業協同組合（1982）：庵治漁業組合史．庵治漁業

協同組合．574 p.

千葉新治（1973）：海の碑．海事史研究，21, 82－110.

千葉新治（1974）：海の碑（二）．海事史研究，22, 114－

132.

愛媛県漁業協同組合連合会（2000）：愛媛の漁業と県漁

連50年史．愛媛新聞社．395－398, 420－427.

藤井弘章（1998）：紀伊半島南部におけるウミガメ漁と

その食習俗．日本民俗学，215, 49－79.

藤井弘章（1999）：ウミガメと流木にまつわる漁撈習俗．

エコソフィア，4, 119－135.

藤井弘章（2001）：地域差と時代差からみたウミガメの

民俗：海村・離島追跡調査から．成城大学民俗学研

究所紀要，25, 115－141.

藤井弘章（2005）：知多半島のウミガメ埋葬・供養習俗．

名古屋民俗叢書，4, 30－54.

藤井弘章（2008）：対馬・壱岐におけるウミガメの民俗：

亀卜の里とウミガメ（壱岐・対馬の民俗）．民俗文化，

20, 181－240. 

藤田寿代（編）（2002）：ななか漁業協同組合発足50周年

記念誌「十年をめざして」．ななか漁業協同組合．28 p.

羽咋のれきし編集委員会編（1987）：金魚地蔵，羽咋の

れきし．羽咋市教育委員会．226.

幡豆町教育委員会（編）（2005）：幡豆の石碑．幡豆町教

育委員会．68.

浜岡町史編さん委員会（編）（2005）：浜岡町史　民俗編．

浜岡町．724 p.

兵庫県漁業協同組合連合会（2005）：漁友鎮魂之塔－兵

庫県漁民合同慰霊塔30年のあゆみ．兵庫県漁業協

同組合連合会．43 p.

本田健二・斎藤行雄（1983）：臼杵市の魚鱗供養塔につ

いて．臼杵史談，74, 29－32.

岩井田作太郎（1996（1916））：鮭神に就て，谷川健一編，

鮭・鱒の民俗（日本民俗文化資料集成19）．三一書

房．319－320.

岩本裕（1988）：供養．日本佛教辞典．平凡社，217.

香川県（1985）：香川県史14（民俗）．四国新聞社．843 p.

香川県漁業史編さん協議会（編）（1994）：香川県漁業史

通史編．香川県漁業史編さん協議会．43－63, 1218－

1219.

柏崎市立博物館（1998）：柏崎の動物供養塔（柏崎市石造

文化財調査報告書第4集）．柏崎市立博物館．45 p.

鎌田幸男（2004）：鮭漁の川かけと供養碑．民具研究，

130, 17－22. 

鎌田幸男（1989）：魚供養塚の考察．論叢／秋田短期大

64 田口理恵・関いずみ・加藤　登



学，43, 68－80. 

鎌田幸男（1987）：鰡漁と供養塚．民具マンスリー，20

－9, 8－18. 

鎌田幸男（1991）：魚形文刻石と魚供養塚・魚祭碑の考

察．秋田地方史の展開．みしま書房．273－293. 

鎌田幸男（1995）：魚供養塚等に関する追稿．秋田民俗，

21, 55－63. 

川島秀一（2005）：カツオ漁（ものと人間の文化史127）．

法政大学出版会．343 p.

木村博（1988）：動植物供養の習俗．仏教民俗学大系四 

祖先祭祀と葬墓．375－379.

菊間町中央公民館（1985）：きくまの民話と伝説（第１

集たぶらかされた話）．菊間町中央公民館．77－78.

神戸新聞淡路総局（編）（1983）：淡路祭事記365日．神

戸新聞出版センター．128.

小島孝夫（2005）：漁撈習俗伝播の諸相－資源分布と文

化変容．小島孝夫（編）海の民俗文化－漁撈習俗の

伝播に関する実証的研究．明石書店．243－348. 

松崎憲三（2004）：現代供養論考－ヒト・モノ・動植物

の慰霊－．慶友社．514 p.

南知多町教育委員会（編）（1996）：峠の龍亀信仰とおか

めさん．南知多町誌資料編，5, 南知多町教育委員

会．294－296.

宮脇和人・細川隆雄（2008）：鯨塚からみえてくる日本

人の心－豊後水道海域の鯨の記憶をたどって．農林

統計出版．281 p.

森崇史（2000）：南知多町の龍神信仰，南知多町教育委

員会編．南知多町誌補遺版，3, 21－26.

中牧弘允（1995）：アニミズム．81－88. 増補 宗教に何

がおきているか．平凡社．

中村生雄（2001）：祭祀と供犠－日本人の自然観・動物

観．法蔵館．303 p.

太田頼資（1777）：能登名跡誌．52－53.

酒井久美子（2004）：漁人を生きた人々－酒井光雄七回

忌追悼－．富山新聞社．125 p.

静岡県民俗芸能研究会（1988）：静岡県・海の民俗誌 黒

潮文化論の詳細．静岡新聞社．129－132, 190－205.

静岡県教育委員会（1986）：伊豆における漁撈習俗調査

Ⅰ－戸田村・土肥町・加茂村・西伊豆町・松崎町・

南伊豆町（静岡県文化財調査報告書第33集）．静岡

県教育委員会．213 p.

静岡県（編）（1989）：民俗1（静岡県史資料編23）．静岡

県．1282 p.

静岡県（編）（1991）：民俗3（静岡県史資料編25）．静岡

県．1187 p.

珠洲市観光協会（編）（1981）：珠洲地方の昔ばなし．珠

洲駅観光センター．2－4, 24－25.

瀬戸内海歴史民俗資料館（編）（1993）：海の道調査報告

書（香川県歴史の道調査報告書第11集）．瀬戸内海

歴史民俗資料館．36－56.

菅豊（2000）：修験がつくる民俗史－鮭をめぐる儀礼と

信仰－．吉川弘文館．284 p.

高木大祐（2008）：那智山と遠洋漁業－青岸渡寺の魚霊

供養碑をめぐって．西郊民俗，203, 1－9.

高木大祐（2006）：造園業者と草木供養塔－技術と世界

観の分析を中心に－．民具研究，133, 75－82.

高木大祐（2005）：漁撈儀礼と供養－東北地方の鮭供養

を事例に－．西郊民俗，192, 1－9.

高木大祐（2004）：草木塔の現代における意義．常民文

化，27, 53－75.

武智利博（1996）：愛媛の漁村．愛媛文化双書刊行会．

277 p.

田中宣一（2006）：供養のこころと願掛けのかたち．小

学館．253 p.

土庄町誌編集委員会（編）（1971）：土庄町誌．土庄町誌

編集委員会．352－353.

上戸を知ろう会（編）（1992）：上戸集落誌．上戸を知ろ

う会．97－98.

海の博物館資料室調査・平賀大蔵（編）（1994）：三重県

下の海の石碑・石塔（1）－大漁碑・魚介類供養塔－．

海と人間，22, 2－35.

渡部文也（1996）：海からの眼－愛媛の漁業・漁村．セ

キ株式会社．18, 108－113.

渡部文也・高津富男（2001）：伊予灘漁民誌．愛媛県文

化振興財団．271 p.

八幡浜市誌編纂会（1975）：八幡浜市誌．八幡浜市誌編

纂会．601－602.

吉原友吉（1997（1982））：鯨の墓．谷川健一編，鯨・イ

ルカの民俗（日本民俗文化資料集成18）．409－478. 

三一書房．

依田賢太郎（2007）：どうぶつのお墓をなぜつくるか．

社会評論社．197 p.

全国漁業協同組合連合会（2008）：漁協手帳2009．全国

漁業協同組合連合会．

65魚類供養の研究



A
pp
en
di
x 
1　
Q
ue
st
io
nn
ai
re
 f
or
m

66 田口理恵・関いずみ・加藤　登



番
号

供
養

対
象

碑
名

、
呼

称
そ

の
他

祀
り

の
場

な
ど

県
所

在
地

建
立

年
（
西

暦
）

建
立

時
期

・
年

号
備

考
調

査
確

認
参

考
文

献
な

ど

1
魚

類
魚

魂
碑

国
泰

寺
北

海
道

厚
岸

部
湾

月
町

　
バ

ラ
サ

ン
岬

2
魚

類
・
海

難
者

海
難

者
慰

霊
碑

日
高
中
央
漁
協

北
海

道
浦
河
郡
浦
河
町
浜
町

「
海

難
者

慰
霊

碑
」
、

魚
族

供
養

と
海

難
者

慰
霊

を
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
ニ

シ
ン

魚
霊

の
碑

折
居

社
の

跡
北

海
道

江
差

町
字

津
花

町
ニ

シ
ン

漁
の

始
祖

と
し

て
漁

業
家

の
信

仰
を

あ
つ

め
、

「
姥

神
大

神
宮

縁
起

」
と

し
て

伝
え

ら
れ

る
折

居
姥

を
ま

つ
っ

て
い

る
。

1
7
7
4
（
安

永
3
）
年

に
元

江
差

港
入

口
か

ら
現

在
地

に
移

さ
れ

、
現

在
の

社
殿

は
1
8
3
6
（
天

保
7
）
年

に
再

建
さ

れ
た

も
の

。

4
魚

類
魚

魂
碑

北
海

道
立

水
産

孵
化

場
/
さ

け
ま

す
・
内

水
面

水
産

試
験

場
北

海
道

恵
庭

市
北

柏
木

町
1
9
9
3

平
成

5
年

平
成

5
年

6
月

に
建

立
し

た
「
魚

魂
碑

」
が

、
水

産
孵

化
場

敷
地

内
に

あ
る

。
内

水
面

試
験

場
で

は
、

試
験

・
研

究
の

た
め

に
犠

牲
に

し
た

魚
た

ち
に

感
謝

し
て

、
2
月

に
試

験
所

会
議

室
に

て
有

志
が

集
ま

り
、

豊
栄

神
社

か
ら

宮
司

を
呼

ん
で

「
お

魚
供

養
祭

」
を

し
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
サ

ケ
・
マ

ス
ふ

化
放

流
事

業
の

功
績

記
念

碑
水

産
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
さ

け
ま

す
セ

ン
タ

ー
帯

広
事

業
所

北
海

道
帯

広
市

大
正

町
1
9
4
4

昭
和

1
9
年

「
ふ

化
放

流
事

業
の

功
績

記
念

碑
」
、

昭
和

1
9
年

1
1
月

3
日

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

6
魚

・
鳥

包
丁

塚
鳥

魚
供

養
の

碑
十

勝
護

国
寺

北
海

道
帯

広
市

東
四

条
南

1
9
8
3

昭
和

5
8
年

7
コ

ン
ブ

昆
布

礁
災

害
復

旧
記

念
碑

北
海

道
茅
部
郡
鹿
部
町

1
9
3
6

昭
和

1
1
年

駒
ヶ

岳
噴

火
に

よ
り

大
ダ

メ
ー

ジ
を

受
け

た
昆

布
礁

の
災

害
復

旧
を

記
念

し
て

、
鹿

部
村

に
記

念
碑

が
建

て
ら

れ
た

。

8
魚

貝
類

魚
貝

碑
森
漁
協

北
海

道
茅
部
郡
森
町
字
港
町
森
清
埋
立
地

1
9
8
6

昭
和

6
1
年

「
魚

貝
碑

」
、

昭
和

6
1
年

建
立

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
ニ

シ
ン

鯡
供

養
塔

蛯
谷

漁
港

北
海

道
茅

部
郡

森
町

字
本

茅
部

町
1
7
5
7

宝
暦

7
年

北
海

道
指

定
有

形
文

化
財

　
茅

部
の

鯡
供

養
塔

（
表

）
「
宝

暦
七

丁
斗

天
　

●
南

無
阿

弥
陀

仏
　

五
月

吉
祥

日
　

鯡
供

養
塔

」
、

（
裏

）
「
漁

者
亀

田
衆

中
　

同
断

茅
部

衆
中

　
同

断
箱

館
衆

中
　

同
断

村
邑

衆
中

、
願

主
箱

館
　

佐
藤

彦
左

衛
門

」
な

ど
。

宝
暦

年
間

の
東

蝦
夷

地
茅

部
場

所
は

鰊
の

豊
漁

地
と

し
て

有
名

で
、

地
元

茅
部

漁
民

の
外

に
、

箱
館

・
亀

田
・
上

磯
等

よ
り

多
数

の
入

稼
出

漁
者

が
来

て
、

沿
岸

一
帯

の
鰊

漁
業

は
大

へ
ん

盛
況

と
な

っ
た

。
特

に
宝

暦
7
年

の
春

鰊
は

大
豊

漁
で

、
浜

辺
に

鰊
の

山
を

築
い

た
。

当
時

鰊
は

、
乾

製
食

料
以

外
鰊

搾
粕

の
行

わ
れ

な
い

頃
で

あ
っ

た
か

ら
、

こ
の

大
漁

に
当

り
、

漁
業

者
合

議
の

上
、

土
中

に
埋

め
て

鰊
の

供
養

塔
を

建
て

、
慰

霊
法

要
を

し
た

。
そ

の
後

も
な

お
、

こ
の

地
方

は
東

部
鰊

の
盛

漁
地

と
し

て
名

を
成

し
た

が
、

明
治

以
後

次
第

に
漁

獲
が

減
少

し
当

時
の

面
影

は
今

は
な

い
。

こ
の

塔
の

存
在

は
本

道
開

拓
漁

業
史

上
最

も
重

要
な

鰊
の

み
の

供
養

塔
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
昭

和
5

年
6
月

2
2
日

の
史

跡
保

存
法

に
よ

り
仮

指
定

と
な

り
、

更
に

昭
和

3
8
年

1
2
月

2
4
日

に
北

海
道

有
形

文
化

財
の

指
定

を
受

け
、

永
久

保
存

管
理

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

動
物

の
お

墓
H

P

1
0

魚
介

類
海

の
幸

祈
念

碑
上
磯
郡
漁
協

北
海

道
上
磯
郡
知
内
町
字
涌
元

「
海

の
幸

祈
念

碑
」
の

碑
。

9
月

に
祈

念
碑

に
て

、
供

養
、

豊
漁

と
安

全
祈

願
を

行
な

う
。

1
1
月

に
は

船
だ

ま
祭

り
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1

魚
類

魚
霊

碑
狩

勝
高

原
淡

水
魚

養
殖

セ
ン

タ
ー

北
海

道
上

川
郡

新
得

町
字

新
内

西
1
9
8
7

昭
和

6
2
年

昭
和

6
2
年

1
0
月

1
日

に
養

殖
セ

ン
タ

ー
敷

地
内

に
「
魚

霊
碑

」
を

建
立

し
、

魚
魂

の
供

養
が

行
わ

れ
て

い
る

。
昭

和
3
7
年

（
1
9
6
2
）
に

地
場

産
業

の
育

成
を

ね
ら

い
と

し
て

、
岩

松
ダ

ム
湖

を
利

用
し

た
淡

水
魚

の
養

殖
を

計
画

、
オ

ソ
ウ

シ
川

の
ダ

ム
湖

流
入

地
点

で
、

阿
寒

湖
漁

業
組

合
か

ら
導

入
し

た
、

ワ
カ

サ
ギ

3
7
5
,0

0
0
粒

の
ふ

化
事

業
を

開
始

し
た

。
現

在
は

、
ニ

ジ
マ

ス
1
0
万

匹
9
0
0
kｇ

の
養

殖
と

、
銀

ザ
ケ

発
眼

卵
1
0
万

粒
の

ふ
化

養
殖

に
取

り
組

み
、

少
し

ず
つ

ヤ
マ

メ
の

養
殖

も
行

う
こ

と
と

な
っ

た
。

同
組

合
も

発
足

後
ほ

ぼ
順

調
に

運
営

さ
れ

、
ヒ

メ
マ

ス
や

宝
来

マ
ス

な
ど

。

1
2

ヤ
マ

メ
魚

魂
山

女
魚

園
北

海
道

上
川

郡
清

水
町

御
影

南
7
線

5
8
町

1
9
9
9

平
成

1
1
年

同
園

は
開

園
か

ら
約

四
半

世
紀

を
経

た
。

魚
魂

碑
は

、
昨

年
６

月
に

園
の

創
設

者
が

「
魚

た
ち

へ
の

感
謝

と
（
同

園
の

）
さ

ら
な

る
繁

栄
の

願
い

を
込

め
て

」
建

立
し

た
が

、
予

定
し

て
い

た
入

魂
式

を
行

わ
ず

に
他

界
し

た
。

 そ
の

後
、

現
在

代
表

を
務

め
る

息
子

兄
弟

二
人

が
遺

志
を

引
き

継
ぎ

、
同

園
の

経
営

を
切

り
盛

り
し

、
雄

二
郎

さ
ん

の
一

周
忌

に
あ

わ
せ

て
魚

魂
碑

の
入

魂
式

を
行

っ
た

（
か

ち
ま

い
w

e
b
版

2
0
0
0
1
0
0
4
）

十
勝

毎
日

新
聞

1
3

魚
類

魚
魂

北
海

道
立

釧
路

水
産

試
験

場
北

海
道

釧
路

市
浜

町
1
9
8
6

昭
和

6
1
年

「
魚

魂
」
、

昭
和

6
1
年

に
釧

路
魚

が
し

会
が

建
立

し
た

碑
が

事
業

所
近

く
に

あ
る

。
試

験
場

で
は

、
職

員
が

厳
島

神
社

の
神

主
を

呼
ん

で
、

1
月

1
1
日

に
、

船
魂

祭
を

、
調

査
船

・
北

辰
丸

で
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
4

魚
類

い
さ

り
の

碑
猿
払
村
漁
協

北
海

道
宗
谷
郡
猿
払
村
浜
鬼
志
別

1
9
8
1

昭
和

5
6
年

「
い

さ
り

の
碑

」
、

昭
和

5
6
年

に
帆

立
貝

漁
場

造
成

事
業

1
0
周

年
記

念
で

建
立

。
1
月

船
霊

祭
、

3
月

大
漁

祈
願

祭
、

7
月

魚
霊

祭
、

1
1
月

感
謝

祭
を

行
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
5

魚
類

魚
霊

碑
北

海
道

伊
達

市
大

滝
区

北
湯

沢
温

泉
町

旧
横

山
温

泉
の

源
泉

近
く
。

急
な

階
段

の
上

に
、

「
山

神
」
「
薬

師
如

来
」
「
魚

霊
碑

」
が

祭
ら

れ
て

い
た

。

1
6

サ
ケ

・
マ

ス
鮭

鱒
人

工
孵

化
発

祥
記

念
碑

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

さ
け

ま
す

セ
ン

タ
ー

千
歳

事
業

所
北

海
道

千
歳

市
蘭

越
1
9
4
4

昭
和

1
9
年

「
鮭

鱒
人

工
孵

化
発

祥
記

念
碑

」
、

昭
和

1
9
年

1
1
月

3
日

建
立

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
7

魚
類

魚
籃

観
音

苫
小
牧
漁
協

北
海

道
苫
小
牧
市
沙
見
町

1
9
7
7

昭
和

5
2
年

「
魚

籃
観

音
」
、

「
海

難
横

死
慰

霊
之

碑
」
は

昭
和

5
2
年

建
立

。
昭

和
4
0
年

こ
ろ

か
ら

魚
籃

観
音

海
難

横
死

慰
霊

大
祭

を
8
月

中
旬

に
行

な
っ

て
い

る
。

慰
霊

祭
を

行
な

う
よ

う
に

な
っ

て
、

海
難

事
故

が
減

っ
た

と
い

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
8

魚
・
鳥

・
獣

魚
獣

禽
鳥

一
切

万
霊

報
恩

塔
照

念
寺

北
海

道
苫

小
牧

市
松

風
町

1
9
3
4

昭
和

9
年

大
正

元
年

よ
り

、
タ

ル
マ

エ
浜

の
マ

コ
マ

イ
で

漁
業

を
営

ん
で

い
た

亀
谷

文
太

郎
が

魚
族

へ
の

感
謝

の
意

を
表

し
。

昭
和

9
年

1
0
月

に
建

立
し

た
。

そ
の

後
、

港
建

設
で

移
設

を
余

儀
な

く
さ

れ
文

太
郎

の
長

男
が

寺
に

移
設

。
そ

の
寺

も
後

に
場

所
を

変
え

て
い

る
。

正
面

に
は

「
南

無
阿

彌
陀

佛
」
、

右
側

面
：
「
魚

獣
禽

鳥
一

切
万

霊
報

恩
塔

」
　

裏
面

「
大

正
元

年
以

来
於

茲
営

漁
業

　
昭

和
九

年
十

月
亀

谷
文

太
郎

　
建

之
」
。

動
物

の
お

墓
H

P

1
9

魚
類

魚
魂

碑
北

海
道

中
川

郡
豊

頃
町

湧
洞

沼
で

漁
を

し
て

い
た

川
島

松
太

郎
さ

ん
と

い
う

人
が

恵
み

に
感

謝
し

、
個

人
で

建
立

し
た

と
い

う
。

2
0

魚
類

魚
霊

碑
東

照
寺

北
海

道
名

寄
市

西
5
条

南
1
丁

目
釣

り
好

き
の

有
志

が
建

立
し

た
と

い
う

。
名

寄
の

碑
H

P

2
1

魚
・
獣

山
海

漁
猟

供
養

塔
法

蔵
寺

北
海

道
爾

志
郡

八
雲

町
熊

石
根

崎
1
7
2
1

享
保

6
年

江
戸

時
代

中
期

の
1
7
2
1
（
享

保
6
）
年

に
建

立
。

1
7
2
0
（
享

保
5
）
年

、
後

に
法

蔵
寺

二
代

目
住

職
に

な
っ

た
法

順
和

尚
が

全
国

を
旅

し
て

い
る

途
中

熊
石

に
滞

在
し

、
こ

の
時

和
尚

が
魚

の
い

る
場

所
を

教
え

て
村

を
豊

か
に

し
た

と
い

う
。

そ
の

翌
年

、
感

謝
の

意
味

で
こ

の
塔

が
建

て
ら

れ
住

民
は

年
1
回

こ
の

塔
の

前
で

供
養

し
た

。
こ

の
碑

は
昭

和
6
0
年

3
月

3
0

日
に

道
の

有
形

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

 碑
文

「
（
正

面
）
願

主
松

前
　

山
海

漁
猟

供
養

群
萠

下
種

結
縁

為
菩

提
也

　
熊

石
村

中
（
左

面
）
五

月
廿

三
日

（
右

面
）
享

保
六

年
●

年
」
。

動
物

の
お

墓
H

P

2
2

魚
類

魚
魂

碑
別

海
町

野
付

漁
協

北
海

道
野

付
郡

別
海

町
尾

岱
沼

港
町

1
9
8
1

昭
和

5
6
年

野
付

村
漁

協
が

建
立

し
た

。

2
3

魚
類

魚
霊

碑
富

浦
漁

港
北

海
道

登
別

市
富

浦
町

2
丁

目
1
9
6
6

昭
和

4
1
年

魚
族

の
霊

を
慰

め
る

た
め

に
富

浦
町

の
漁

民
た

ち
が

中
心

と
な

っ
て

寄
付

を
募

り
、

富
浦

漁
港

の
船

巻
き

揚
げ

場
に

建
立

し
た

。
隣

に
は

「
海

難
殉

職
者

慰
霊

碑
」
が

登
別

漁
港

に
よ

り
昭

和
4
1
年

8
月

に
建

立
。

碑
文

：
「
魚

霊
碑

　
安

藤
孝

●
書

」
。

（
裏

面
）
昭

和
四

十
一

年
八

月
三

日
竣

工
建

之
　

登
別

漁
業

協
同

組
合

　
施

工
高

見
石

材
」
。

動
物

の
お

墓
H

P

2
4

ク
ジ

ラ
鯨

明
神

鷲
別

神
社

北
海

道
登

別
市

鷲
別

神
社

は
飢

饉
の

と
き

に
寄

り
鯨

に
よ

っ
て

救
わ

れ
た

こ
と

を
祈

念
し

て
建

立
さ

れ
た

こ
と

か
ら

別
名

「
鯨

明
神

」
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
鯨

文
化

H
P

2
5

コ
ン

ブ
大

嘗
祭

昆
布

供
進

記
念

碑
北

海
道

函
館

市
湯

浜
町

[千
葉

1
9
7
4
]、

[吉
原

1
9
8
2
]

2
6

コ
ン

ブ
昆

布
養

殖
功

労
者

坂
田

孫
兵

之
碑

湯
倉

神
社

北
海

道
函

館
市

湯
川

町
[千

葉
1
9
7
4
]、

[吉
原

1
9
8
2
]

2
7

ク
ジ

ラ
鯨

族
供

養
塔

千
歳

坂
北

海
道

函
館

市
弥

生
町

1
9
5
7

昭
和

3
2
年

遠
洋

捕
鯨

会
社

の
船

長
兼

捕
鯨

船
鯨

洋
丸

の
砲

手
天

野
太

輔
さ

ん
が

昭
和

3
2
年

9
月

、
8
3
歳

の
と

き
に

建
立

。
「
明

治
四

十
年

以
来

捕
鯨

事
業

二
従

事
セ

シ
コ

ト
　

二
十

六
年

ノ
長

キ
ニ

及
ビ

其
ノ

間
二

於
ケ

ル
捕

鯨
頭

数
　

実
ニ

貮
阡

数
百

頭
二

達
セ

リ
此

多
数

ノ
鯨

族
中

ニ
親

子
連

レ
ノ

モ
ノ

ア
リ

此
ヲ

捕
獲

セ
シ

事
　

数
度

ニ
及

ビ
尊

キ
鯨

族
ノ

生
命

ヲ
奪

ヒ
タ

ル
其

ノ
罪

　
誠

ニ
慚

愧
ニ

堪
エ

ズ
　

是
ニ

報
ユ

ル
道

ヲ
講

ゼ
ザ

ル
ベ

カ
ラ

ズ
　

カ
ネ

テ
ヨ

リ
考

慮
セ

シ
●

妻
ノ

死
ニ

遭
ヒ

一
層

其
ノ

感
ヲ

深
ク

セ
リ

サ
キ

ニ
吾

子
三

人
ヲ

失
ヒ

　
当

時
何

等
痛

惜
ノ

情
　

感
ゼ

ザ
リ

シ
モ

　
老

イ
シ

今
日

痛
切

ニ
人

世
ノ

無
常

ヲ
感

ズ
ル

ニ
至

レ
リ

此
ニ

於
テ

　
此

等
諸

精
霊

ノ
菩

提
ヲ

弔
ワ

ン
ト

ス
ル

意
志

勃
然

ト
シ

テ
起

リ
　

ソ
レ

ヲ
達

成
●

ラ
ン

」
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[千
葉

1
9
7
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

鯨
文

化
H

P
、

[田
中

2
0
0
6
]

2
8

魚
類

魚
霊

の
碑

上
ノ

国
八

幡
宮

北
海

道
檜

山
郡

上
ノ

国
町

上
ノ

国

2
9

魚
類

魚
霊

碑
大
樹
漁
協

北
海

道
広
尾
郡
大
樹
町
3
条
通
り

1
9
8
6

昭
和

6
1
年

「
魚

霊
碑

」
、

昭
和

6
1
年

建
立

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
0

サ
ケ

鮭
神

社
十

勝
神

社
北

海
道

広
尾

郡
広

尾
町

茂
寄

1
9
8
3

昭
和

5
8
年

九
州

の
鮭

神
社

の
分

社
。

3
1

魚
類

魚
霊

碑
北

海
道

富
良

野
市

若
松

町
1
9
8
4

昭
和

5
9
年

1
9
8
4
年

1
2
月

(昭
和

5
9
)、

富
良

野
市

公
設

地
方

卸
売

市
場

買
受

人
組

合
が

中
心

と
な

り
、

古
来

よ
り

人
間

の
生

命
・
健

康
に

多
大

な
貢

献
を

果
た

し
て

き
た

魚
介

の
魂

を
祀

る
た

め
建

立
。

富
良

野
H

P

3
2

サ
メ

鮫
供

養
塔

法
光
寺

北
海

道
幌
泉
郡
え
り
も
町
本
町

1
9
2
1

大
正

1
0
年

サ
メ

漁
は

、
明

治
後

半
か

ら
大

正
時

代
に

か
け

て
盛

ん
で

あ
り

、
フ

カ
ひ

れ
は

清
国

に
輸

出
さ

れ
、

塩
蔵

肉
は

函
館

方
面

に
販

売
さ

れ
て

い
た

。
鮫

の
供

養
と

豊
漁

を
祈

願
し

た
の

で
あ

ろ
う

。
え

り
も

町
H

P

3
3

魚
類

魚
籃

観
音

室
蘭

市
立

水
族

館
北

海
道

室
蘭

市
祝

津
町

1
9
5
8

昭
和

3
3
年

昭
和

3
3
年

9
月

、
市

内
の

土
木

建
設

業
者

有
志

が
、

輪
西

町
の

立
雲

寺
住

職
”
林

瞬
祥

”
に

制
作

を
依

頼
し

、
建

立
し

た
。

毎
年

9
 月

中
旬

に
室

蘭
割

烹
調

理
師

会
（
睦

会
）
が

、
魚

鳥
供

養
祭

を
行

っ
て

い
る

。

A
p
p
e
n
d
ix

 2
：
L
is

t 
o
f 

M
o
n
u
m

e
n
ts

 f
o
r 

lif
e
 i
n
 w

at
e
r

A
pp
en
di
x 
2　
L
is
t 
of
 M
on
um
en
ts
 f
or
 l
ife
 i
n 
w
at
er

67魚類供養の研究



3
4

ク
ジ
ラ

鯨
八
幡

室
蘭
八
幡
宮

北
海
道

室
蘭
市
海
岸
町

室
蘭
八
幡
宮
は
別
名
「
鯨
八
幡
」
。
神
社
の
造
営
に
あ
た
っ
て
、
市
民
か
ら
の
寄
付
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
追
直
浜
に
ク
ジ
ラ
が
漂
着
し
た
。
北
海
道
開
拓
使

に
願
い
で
て
払
い
下
げ
を
受
け
、
こ
の
ク
ジ
ラ
を
売
っ
た
代
価
を
造
営
費
用
に
し
た
こ
と
か
ら
「
鯨
八
幡
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
八
幡
宮
の
絵
馬
は
鯨
で
、
祭
り
時
に
は
御
神
楽
「
鯨
神
の

舞
」
が
披
露
さ
れ
る
。

鯨
文
化
H
P

3
5

魚
類

魚
の
碑

羅
臼
漁
協

北
海
道

目
梨
郡
羅
臼
町
船
見
町

3
6

魚
貝
類

魚
貝
魂
碑

長
万
部
漁
協

北
海
道

山
越
郡
長
万
部
町
字
旭
浜

「
魚
貝
魂
碑
」
、
長
万
部
港
の
完
成
に
伴
い
建
立
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

3
7

カ
ニ

蟹
神
社

物
産
セ
ン
タ
ー

北
海
道

山
越
郡
長
万
部
町
大
浜

祠
を
カ
ニ
で
飾
っ
た
神
社
が
並
ん
で
い
る
。
蟹
神
社
、
交
通
安
全
神
社
、
商
売
繁
盛
神
社
等
々
。

3
8

カ
ニ

カ
ニ
の
供
養
塔

物
産
セ
ン
タ
ー

北
海
道

山
越
郡
長
万
部
町
大
浜

蟹
供
養
の
た
め
に
カ
ニ
工
場
が
建
て
た
。
9
月
1
5
日
に
例
祭
。
昭
和
4
8
年
に
長
万
部
漁
協
か
ら
購
入
し
た
カ
ニ
5
0
0
K
ｇ
を
ゆ
で
て
い
た
と
こ
ろ
、
釜
の
中
か
ら
泣
き
声
が
聞
こ
え
た
気

が
し
た
。
釜
を
あ
け
て
み
る
と
、
一
匹
の
毛
ガ
ニ
が
立
ち
上
が
り
、
涙
を
流
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
そ
れ
以
来
、
活
蟹
を
ゆ
で
る
た
び
、
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
気
が
し
た
た
め
、
毛
ガ

ニ
の
た
め
の
供
養
塔
を
建
て
よ
う
と
し
た
。

3
9

魚
類

魚
籃
観
音

慈
教
寺

北
海
道

利
尻
郡
利
尻
町
鴛
泊
字
本
泊

会
津
藩
士
の
碑
の
横
に
、
仏
師
「
長
岡
煕
山
」
製
作
の
魚
籃
観
音
。
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の
上
に
観
音
様
が
乗
っ
て
い
る
。

4
0

魚
貝
類

為
魚
貝
類
諸
霊
魂
等

供
養
塔

沓
形
岬
公
園

北
海
道

利
尻
郡
利
尻
町
沓
形
字
富
士
見
沓
形
岬

「
為
魚
貝
類
諸
霊
魂
等
供
養
塔
」
。
沓
形
岬
の
沓
形
岬
公
園
内
に
あ
る
。

4
1

魚
・
包
丁
魚
・
包
丁
塚

宗
谷
漁
協

北
海
道

稚
内
市
宗
谷
村
字
宗
谷

宗
谷
漁
協
に
よ
れ
ば
、
「
魚
・
包
丁
塚
」
が
あ
る
。
海
難
者
慰
霊
祭
、
魚
・
包
丁
塚
供
養
祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
2

ウ
ミ
ガ
メ
亀
神
社

亀
神
社

青
森

風
間
浦
村
五
郎
田

「
五
十
州
豊
次
郎
」
。

[小
島
2
0
0
5
]

4
3
サ
ケ
・
マ
ス
鮭
鱒
供
養
碑

馬
渕
川
さ
け
・
ま
す
増
殖
協
同
組

合
ふ
化
場

青
森

三
戸
郡
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
宗
前

同
組
合
の
設
立
は
1
9
9
0
年
と
新
し
い
が
、
馬
淵
川
の
サ
ケ
の
ふ
化
事
業
は
1
9
0
5
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
一
世
紀
の
歴
史
を
持
つ
。
し
か
し
、
青
森
県
内
に
あ
る
2
0
カ
所
以
上

の
ふ
化
場
の
中
で
、
供
養
碑
を
建
て
て
い
な
い
の
は
同
漁
協
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
組
合
員
ら
の
寄
付
で
作
ら
れ
た
供
養
碑
は
御
影
（
み
か
げ
）
石
で
で
き
て
お
り
、
表
に
は
工
藤
祐

直
町
長
の
自
筆
で
「
鮭
鱒
供
養
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裏
面
に
は
組
合
員
の
名
前
と
「
ふ
る
さ
と
の
　
川
に
帰
り
し
　
鮭
の
群
　
無
限
の
宝
を
残
し
　
生
れ
故
郷
の
川
に
眠

る
」
と
い
う
サ
ケ
へ
の
感
謝
の
詩
が
記
さ
た
。

4
4
サ
ケ
・
マ
ス
故
苫
米
地
熊
次
郎
氏

頌
徳
碑

奥
入
瀬
神
社

青
森

十
和
田
市
大
字
相
坂
字
白
上

1
9
3
6
昭
和
1
1
年

青
森
県
内
水
面
水
産
試
験
場
に
よ
れ
ば
、
「
故
苫
米
地
熊
次
郎
氏
頌
徳
碑
」
が
奥
入
瀬
神
社
敷
地
に
あ
る
。
昭
和
1
1
年
5
月
に
藤
坂
村
漁
協
ら
が
功
労
碑
と
神
社
を
建
立
。
毎
年

5
月
3
日
を
祭
日
と
し
、
鮭
･鱒
の
豊
漁
や
安
全
を
祈
願
す
る
。
現
在
は
、
奥
入
瀬
鮭
鱒
増
殖
漁
協
が
管
理
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
5

ウ
ミ
ガ
メ
（
カ
メ
ノ
ウ
キ
キ
）

亀
遊
山
浮
木
寺

青
森

八
戸
市
鮫

浮
木
寺
縁
起
に
よ
れ
ば
、
ご
神
体
で
あ
る
三
十
三
観
音
は
、
「
盲
亀
の
浮
木
」
（
カ
メ
ノ
ウ
キ
キ
と
呼
ば
れ
る
流
木
）
に
彫
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。

[川
島
2
0
0
5
]

4
6

魚
類

魚
籃
観
音

魚
籃
山
常
現
寺

青
森

八
戸
市
三
戸
郡
小
中
野
村

1
8
9
9

明
治
3
2
年

明
治
3
2
年
5
月
、
静
岡
県
の
可
睡
斎
の
住
職
を
し
て
い
た
西
有
穆
山
禅
師
が
、
故
郷
の
小
中
野
村
に
寺
が
建
立
さ
れ
る
と
聞
き
、
出
生
の
地
の
布
教
発
展
に
資
す
べ
く
、
中
国
交

趾
国
王
作
の
木
彫
「
魚
籃
観
世
音
菩
薩
」
と
鋳
像
「
延
命
地
蔵
菩
薩
」
を
奉
安
し
、
寺
の
開
基
と
な
っ
た
。
こ
の
観
音
様
は
霊
験
著
し
く
御
本
尊
様
と
し
て
多
く
の
民
衆
の
信
仰
を
集

め
、
明
治
3
9
年
に
八
戸
城
下
・
3
3
番
札
所
が
選
定
さ
れ
た
時
、
同
庵
は
2
7
番
札
所
と
な
っ
た
。

4
7

サ
ケ

鮭
鱒
供
養
塔

老
部
川
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

青
森

東
通
村
大
字
白
糠
字
老
部

1
9
8
1

昭
和
5
6
年

「
鮭
鱒
供
養
塔
」
、
昭
和
5
6
年
1
1
月
2
8
日
建
立
。
事
務
所
横
に
あ
り
、
本
格
的
に
鮭
の
ふ
化
場
を
新
設
し
た
際
、
今
後
の
鮭
鱒
の
豊
漁
を
祈
願
し
、
隣
接
す
る
沿
岸
漁
協
（
白
糟
、

小
田
野
、
猿
ヶ
森
、
尻
労
、
尻
屋
、
岩
屋
、
石
持
、
泊
漁
協
）
か
ら
も
寄
付
を
仰
い
で
建
立
し
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
8

サ
ケ

サ
ケ
霊
の
供
養
塔

大
畑
町
漁
協

青
森

む
つ
市
大
畑
町
湊
村

1
9
9
2
平
成
4
年

「
サ
ケ
霊
の
供
養
塔
」
、
平
成
4
年
建
立
。
昭
和
初
期
建
立
の
海
難
者
慰
霊
碑
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
9

ウ
ミ
ガ
メ
竜
神
様

竜
神
様

青
森

脇
野
沢
村
新
井
田

松
浦
源
蔵
。

[小
島
2
0
0
5
]

5
0

サ
ケ

鮭
供
養
塔

盛
川
漁
業
協
同
組
合

岩
手

大
船
渡
市
赤
崎
町
字
石
橋
前

「
鮭
供
養
塔
」
、
組
合
長
が
提
案
し
、
漁
協
敷
地
内
に
建
立
。
9
月
に
は
供
養
と
豊
漁
祈
願
の
た
め
の
祈
願
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
1

ノ
リ

海
苔
養
殖
功
労
者
大

海
住
神
之
碑

岩
手

釜
石
市
赤
崎
町
宿

[千
葉
1
9
7
4
]、
[吉
原
1
9
8
2
]

5
2

魚
類

魚
類
供
養
碑

岩
手

釜
石
市
新
浜
町

[吉
原
1
9
8
2
]

5
3

ウ
ナ
ギ

う
な
ぎ
供
養
塔

石
応
禅
寺

岩
手

釜
石
市
只
越
町

[千
葉
1
9
7
4
]

5
4

ウ
ミ
ガ
メ
ツ
ル
カ
メ
ノ
ヒ

盛
岩
寺

岩
手

釜
石
市
唐
丹
町
小
白
浜

1
8
2
4

文
政
7
年

[小
島
2
0
0
5
]

5
5

サ
ケ

鮭
供
養
塔

唐
丹
町
漁
協

岩
手

釜
石
市
唐
丹
町
小
白
浜

1
9
8
1
昭
和
5
6
年

「
鮭
供
養
塔
」
、
1
9
8
1
年
建
立
。
1
1
月
1
1
の
鮭
の
日
に
鮭
供
養
祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
6

ウ
ミ
ガ
メ
亀
供
養

岩
手

釜
石
市
箱
崎
白
浜

1
9
3
1

昭
和
6
年

昭
和
6
年
旧
暦
9
月
1
9
日
に
船
主
佐
々
木
某
他
が
建
立
。

[小
島
2
0
0
5
]

5
7

魚
類

龍
宮
殿
供
養
塔

岩
手

釜
石
市
港
町

[千
葉
1
9
7
4
]

5
8

魚
類

魚
霊
碑

尾
崎
神
社
？

岩
手

釜
石
市
浜
町

参
道
脇
の
大
き
な
魚
霊
碑
は
「
定
置
網
漁
業
の
た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
魚
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
建
立
」
。

5
9

魚
類

（
石
に
証
文
の
碑
）

岩
手

釜
石
市
嬉
石
町
女
坂
の
上

[千
葉
1
9
7
4
]

6
0

ト
ド

魹
供
養

国
道
4
5
号
線
・
両
石
入
り
口

岩
手

釜
石
市
両
石

1
8
5
8

安
政
5
年

碑
文
「
魹
供
養
　
当
村
　
安
全
」
。
釜
石
市
立
図
書
館
・
昆
勇
郎
氏
か
ら
の
情
報
。
三
貫
島
に
オ
ッ
ト
セ
イ
と
ト
ド
が
棲
息
し
て
お
り
、
ト
ド
網
で
捕
獲
し
、
棒
で
殴
打
し
、
皮
を
つ
け
た
ま

ま
肉
を
切
っ
て
、
盛
岡
や
秋
田
方
面
に
売
り
に
行
っ
て
い
た
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
［
依
田
2
0
0
7
］

6
1

ト
ド

地
蔵

国
道
4
5
号
線
・
両
石
入
り
口

岩
手

釜
石
市
両
石

釜
石
市
立
図
書
館
・
昆
勇
郎
氏
よ
り
の
情
報
。

[吉
原
1
9
8
2
]

6
2

魚
類

魚
籃
観
音

石
応
禅
寺

岩
手

釜
石
市
大
平
町

1
9
7
0

昭
和
4
5
年

釜
石
大
観
音
と
呼
ば
れ
る
。
白
亜
の
巨
大
観
音
様
。

6
3

魚
類

魚
魂
の
碑

鱒
沢
堰
堤
ヤ
ナ

岩
手

上
閉
伊
郡
宮
守
村
下
鱒
沢

猿
ケ
石
川
漁
協
の
鱒
沢
堰
堤
ヤ
ナ
に
「
魚
魂
の
碑
」
が
あ
る
。

6
4

イ
ル
カ

イ
ル
カ
供
養
塔

岩
手

上
閉
伊
郡
大
槌
町
安
渡

1
9
9
0

平
成
2
年

「
イ
ル
カ
供
養
塔
」
、
平
成
2
年
8
月
建
立
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
5
オ
ッ
ト
セ
イ
オ
ッ
ト
セ
イ
の
碑

大
槌
町
漁
協

岩
手

上
閉
伊
郡
大
槌
町
安
濃

1
9
5
3
昭
和
2
8
年

「
オ
ッ
ト
セ
イ
の
碑
」
は
日
米
加
ロ
四
カ
国
の
調
査
を
記
念
し
て
昭
和
2
8
年
に
建
立
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
6

サ
ケ

大
漁
記
念
　
大
槌
川

鮭
供
養
塔

鮭
鱒
人
工
孵
化
場

岩
手

上
閉
伊
郡
大
槌
町
大
槌

1
9
4
5

昭
和
2
0
年

「
大
漁
記
念
　
大
槌
川
鮭
供
養
塔
」
、
昭
和
2
0
年
1
2
月
1
3
日
建
立
が
、
鮭
鱒
人
工
孵
化
場
に
あ
る
。
「
鮭
の
碑
」
は
昭
和
2
0
年
に
終
戦
後
の
大
漁
に
あ
わ
せ
建
立
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
7

ウ
ミ
ガ
メ
亀
山
神
社

カ
メ
ノ
オ
ハ
カ

岩
手

久
慈
市
久
喜

1
9
2
5

大
正
1
4
年

大
正
1
4
年
5
月
1
2
日
　
5
人
の
人
名
お
よ
び
9
つ
の
船
・
定
置
網
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

[小
島
2
0
0
5
]

6
8

サ
ケ

鮭
供
養
塔

種
市
南
漁
協

岩
手

九
戸
郡
種
市
町

1
9
8
3
昭
和
5
8
年

「
鮭
供
養
塔
」
、
昭
和
5
8
年
に
鮭
の
孵
化
事
業
を
始
め
た
こ
と
で
建
立
。
旧
暦
の
6
月
に
鮭
供
養
祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
9

ウ
ミ
ガ
メ
奉
遷
宮
海
亀
神
社

岩
手

下
閉
伊
郡
岩
泉
町
茂
師

1
9
2
4

昭
和
1
3
年

昭
和
1
3
年
旧
暦
8
月
5
日
に
組
合
が
建
立
。

[小
島
2
0
0
5
]

7
0

魚
類

魚
供
養
塔

岩
手
県
内
水
面
漁
業
技
術
セ
ン

タ
ー

岩
手

八
幡
平
市
松
尾
寄
木

1
9
7
9

昭
和
5
4
年

「
魚
供
養
塔
」
、
昭
和
5
4
年
5
月
2
6
日
建
立
。
開
所
し
て
2
0
年
目
の
記
念
に
、
魚
を
供
養
す
る
た
め
に
敷
地
内
に
供
養
塔
を
建
て
た
。
ニ
ジ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
な
ど
の
産
卵
試

験
で
、
親
魚
を
殺
処
分
し
て
お
り
、
安
定
的
な
種
苗
生
産
と
安
全
祈
願
の
た
め
に
、
平
成
4
年
く
ら
い
ま
で
職
員
で
、
毎
月
1
日
に
供
養
塔
の
前
で
魚
供
養
を
し
て
い
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
1

コ
イ

鯉
供
養
塔

岩
手
県
内
水
面
漁
業
技
術
セ
ン

タ
ー

岩
手

八
幡
平
市
松
尾
寄
木

1
9
7
9

昭
和
5
4
年

「
鯉
供
養
塔
」
、
昭
和
5
4
年
5
月
2
6
日
建
立
。
開
所
し
て
2
0
年
目
の
記
念
に
、
魚
を
供
養
す
る
た
め
に
敷
地
内
に
供
養
塔
を
建
て
た
。
鯉
の
産
卵
試
験
で
、
親
魚
を
殺
処
分
し
て
お

り
、
安
定
的
な
種
苗
生
産
と
安
全
祈
願
の
た
め
に
、
平
成
4
年
く
ら
い
ま
で
職
員
で
、
毎
月
1
日
に
供
養
塔
の
前
で
魚
供
養
を
し
て
い
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
2

サ
ケ

鮭
神
社

月
山
神
社
、
黒
崎
神
社

岩
手

宮
古
市

サ
ー
モ
ン
H
P

7
3

魚
類

魚
霊
塔

岩
手

宮
古
市

1
9
8
2

昭
和
5
7
年

宮
古
漁
業
協
同
組
合
が
「
魚
霊
塔
」
を
昭
和
5
7
年
1
月
に
建
立
。

7
4

ウ
ミ
ガ
メ
亀
神
社

岩
手

宮
古
市
重
茂
石
浜

[小
島
2
0
0
5
]

7
5

ブ
リ

魚
霊
塔

重
茂
漁
協

岩
手

宮
古
市
重
茂
西
大
舘

1
9
6
3
昭
和
3
8
年

「
魚
霊
塔
」
、
昭
和
3
8
年
建
立
。
定
置
網
で
、
ブ
リ
の
大
漁
が
あ
っ
た
と
き
に
、
魚
の
霊
を
弔
う
た
め
に
建
立
。
1
～
2
月
ご
ろ
に
魚
霊
祭
を
行
な
う
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
6

ウ
ミ
ガ
メ
亀
神
社

岩
手

宮
古
市
蛸
の
浜

1
9
2
9

昭
和
4
年

[小
島
2
0
0
5
]

7
7

サ
ケ

鮭
霊
塔

孵
化
場

岩
手

宮
古
市
津
軽
石

1
9
5
8

昭
和
3
3
年

建
立
以
来
、
5
月
末
に
鮭
霊
祭
が
行
わ
れ
て
き
た
。
近
隣
の
払
川
に
あ
る
瑞
雲
寺
に
依
頼
し
て
、
鮭
霊
塔
の
前
で
読
経
を
行
い
、
保
護
組
員
、
ふ
化
場
職
員
、
来
賓
に
よ
る
焼
香
が

行
わ
れ
る
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
[高
木
2
0
0
5
]

7
8

魚
類

魚
籃
観
音

正
傳
寺

岩
手

盛
岡
市
愛
宕
町

7
9

サ
ケ

魚
魂
供
養
塔

盛
岡
河
川
漁
業
協
同
組
合

岩
手

盛
岡
市
川
目

1
9
9
8

平
成
1
0
年

「
魚
魂
供
養
塔
」
、
平
成
1
0
年
1
0
月
に
、
漁
協
事
務
所
近
く
の
河
川
敷
に
、
製
材
店
や
釣
関
係
者
が
寄
贈
･建
立
し
た
。
1
1
月
初
旬
の
、
鮭
の
特
別
採
捕
終
了
時
に
、
鮭
供
養
を
行

な
っ
て
い
る
。
以
前
は
、
北
上
川
河
川
敷
で
供
養
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
供
養
塔
が
で
き
て
か
ら
は
、
供
養
塔
の
前
で
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

8
0

魚
類

漁
霊
塔

雫
石
川
東
部
漁
業
協
同
組
合

岩
手

盛
岡
市
中
太
田
新
田

1
9
7
2

昭
和
4
7
年

「
漁
霊
塔
」
、
昭
和
4
7
年
1
1
月
建
立
。
大
松
院
（
盛
岡
市
上
太
田
館
6
6
）
に
あ
り
、
1
1
月
に
は
大
松
院
の
供
養
塔
の
前
で
、
魚
類
の
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。
漁
霊
塔
の
横
に
は
、

「
畜
霊
塔
」
、
ペ
ッ
ト
の
お
墓
が
並
ん
で
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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8
1

ク
ジ

ラ
弔

大
鯨

之
霊

岩
手

陸
前

高
田

市
広

田
町

字
大

陽
1
9
0
5

明
治

3
8
年

明
治

3
8
年

正
月

2
4
日

シ
ャ

チ
に

追
わ

れ
て

湾
内

に
入

っ
て

き
た

シ
ロ

ナ
ガ

ス
鯨

を
大

陽
と

泊
の

両
集

落
の

漁
船

が
同

時
に

見
つ

け
岸

へ
引

っ
張

り
競

争
と

な
っ

た
。

均
衡

状
態

で
あ

っ
た

が
帰

港
中

の
大

陽
の

船
が

最
後

に
加

勢
し

た
の

で
太

陽
側

の
勝

ち
に

な
っ

た
。

売
上

代
金

1
1
7
2
円

の
う

ち
、

両
部

落
に

3
1
4
円

の
配

分
が

あ
っ

た
と

い
わ

れ
て

い
る

。
隣

接
す

る
泊

集
落

に
は

小
観

音
堂

が
あ

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

8
2

ク
ジ

ラ
鯨

観
音

小
館

観
音

堂
岩

手
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

泊
泊

集
落

に
は

、
小

館
観

音
堂

が
あ

り
、

地
元

で
は

「
魚

籃
観

音
」
ま

た
は

「
鯨

観
音

」
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
鯨

文
化

H
P

8
3

ウ
ナ

ギ
鰻

塚
永

厳
禅

寺
宮

城
石

巻
市

中
央

1
丁

目
[千

葉
1
9
7
4
]

8
4

カ
ツ

オ
（
唐

獅
子

）
零

羊
崎

神
社

宮
城

石
巻

市
湊

牧
山

1
9
3
6

昭
和

1
1
年

カ
ツ

オ
が

大
漁

だ
っ

た
た

め
、

4
5
艘

の
カ

ツ
オ

船
（
三

重
県

2
5
艘

、
高

知
県

1
2
艘

、
和

歌
山

県
3
艘

、
徳

島
県

3
艘

、
神

奈
川

、
兵

庫
各

１
艘

）
が

奉
納

し
た

。
［
川

島
2
0
0
5
］

8
5

サ
ケ

鮭
霊

宮
城

石
巻

市
雄

勝
町

雄
勝

味
噌

作
1
9
8
4

昭
和

5
9
年

宮
城

県
漁

協
雄

勝
町

雄
勝

湾
支

所
に

よ
れ

ば
、

「
鮭

霊
」
が

味
噌

作
地

区
に

あ
る

。
「
昭

和
五

十
九

年
十

二
月

一
日

建
之

　
雄

勝
町

　
大

原
川

鮭
人

工
孵

化
場

　
雄

勝
湾

漁
業

協
同

組
合

　
東

部
漁

業
協

同
組

合
　

銀
鮭

養
殖

業
者

　
定

置
網

業
者

 」
。

1
0
月

中
旬

に
は

、
供

養
や

豊
漁

・
安

全
祈

願
の

た
め

に
「
鮭

供
養

祭
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
6

ク
ジ

ラ
三

界
万

霊
塔

宮
城

石
巻

市
鮎

川
1
9
3
2

昭
和

7
年

伊
佐

奈
商

会
（
塩

蔵
肉

な
ど

の
鯨

産
品

を
扱

う
）
が

建
立

。
鯨

文
化

H
P

8
7

ク
ジ

ラ
奉

請
右

鯨
大

明
神

網
地

島
の

中
央

・
道

路
傍

宮
城

石
巻

市
鮎

川
1
7
1
6
～

享
保

？
鯨

博
物

館
館

長
・
木

村
宣

紀
氏

か
ら

の
情

報
で

、
年

代
不

明
の

自
然

石
。

か
つ

て
は

鯨
骨

も
あ

っ
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
8

ク
ジ

ラ
千

頭
鯨

霊
供

養
塔

観
音

寺
宮

城
石

巻
市

鮎
川

大
字

鮎
川

浜
1
9
3
3

昭
和

8
年

「
千

頭
鯨

霊
供

養
碑

　
鮎

川
捕

鯨
会

社
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
9

ク
ジ

ラ
（
鯨

位
牌

）
観

音
寺

宮
城

石
巻

市
鮎

川
大

字
鮎

川
浜

鯨
供

養
の

た
め

。
鯨

文
化

H
P

9
0

魚
類

魚
籃

観
音

三
十

三
観

音
宮

城
牡

鹿
郡

女
川

町
女

川
浜

字
女

川
1
8
2
4

文
政

7
年

文
政

7
年

（
1
8
2
4
年

)、
独

国
和

尚
が

「
五

穀
豊

饒
、

天
下

泰
平

」
を

祈
願

し
て

建
立

し
た

3
3
基

の
観

音
碑

。
病

気
、

天
災

、
海

難
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
観

音
碑

が
難

を
救

済
す

る
と

い
わ

れ
、

地
元

の
信

仰
を

広
く
集

め
て

き
た

。
石

碑
は

尾
根

づ
た

い
に

並
び

、
約

1
.8

km
の

遊
歩

道
が

整
備

さ
れ

平
成

4
年

に
完

成
。

1
0
番

碑
が

魚
籃

観
音

。

9
1

ハ
マ

グ
リ

蛤
蜊

観
音

三
十

三
観

音
宮

城
牡

鹿
郡

女
川

町
女

川
浜

字
女

川
1
8
2
4

文
政

7
年

文
政

7
年

（
1
8
2
4
年

)、
独

国
和

尚
が

「
五

穀
豊

饒
、

天
下

泰
平

」
を

祈
願

し
て

建
立

し
た

3
3
基

の
観

音
碑

。
病

気
、

天
災

、
海

難
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
観

音
碑

が
難

を
救

済
す

る
と

い
わ

れ
、

地
元

の
信

仰
を

広
く
集

め
て

き
た

。
石

碑
は

尾
根

づ
た

い
に

並
び

、
約

1
.8

km
の

遊
歩

道
が

整
備

さ
れ

平
成

4
年

に
完

成
。

2
5
番

蛤
蜊

観
音

。

9
2

イ
ワ

ナ
魚

霊
供

養
之

塔
数

又
養

魚
場

宮
城

栗
原

市
栗

駒
耕

英
南

1
9
8
1

昭
和

5
6
年

数
又

養
魚

場
に

「
魚

霊
供

養
之

塔
」
の

供
養

碑
が

あ
る

。
昭

和
5
6
年

9
月

5
日

に
初

代
数

又
一

夫
翁

が
建

立
し

た
。

当
初

、
養

魚
場

で
は

ニ
ジ

マ
ス

、
イ

ワ
ナ

、
ヤ

マ
メ

、
そ

し
て

ヤ
マ

メ
と

イ
ワ

ナ
の

混
種

イ
ワ

メ
な

ど
を

養
殖

し
て

お
り

、
昭

和
5
6
年

こ
ろ

に
養

殖
へ

の
自

信
と

イ
ワ

ナ
に

感
謝

を
す

る
心

の
余

裕
が

で
き

、
そ

こ
で

9
月

5
日

を
「
イ

ワ
ナ

の
日

」
と

し
、

イ
ワ

ナ
祭

り
を

行
う

よ
う

に
な

っ
た

。
数

又
一

夫
氏

は
1
9
6
9
年

つ
い

に
岩

魚
の

ふ
化

と
稚

魚
の

餌
付

け
に

成
功

す
る

。

9
3

ク
ジ

ラ
鯨

之
璽

尾
崎

の
明

神
宮

城
気

仙
沼

市
尾

崎
1
8
7
5

明
治

8
年

気
仙

沼
市

役
所

・
小

松
宗

夫
氏

か
ら

の
情

報
。

「
明

治
八

乙
亥

年
　

鯨
之

璽
　

1
0
月

1
日

」
と

あ
る

。
鯨

の
代

金
で

八
幡

社
の

石
段

の
修

理
や

貧
困

家
庭

の
米

代
に

あ
て

た
と

う
い

う
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

9
4

ウ
ナ

ギ
鰻

塚
宮

城
気

仙
沼

市
[吉

原
1
9
8
2
]

9
5

ノ
リ

海
苔

養
殖

功
労

者
猪

狩
翁

公
頁

徳
碑

五
十

鈴
神

社
宮

城
気

仙
沼

市
魚

町
[千

葉
1
9
7
4
]

9
6

カ
キ

か
き

養
殖

先
覚

者
顕

彰
碑

宮
城

気
仙

沼
市

亀
山

[千
葉

1
9
7
4
]、

[吉
原

1
9
8
2
]

9
7

魚
貝

類
魚

貝
類

之
霊

位
宮

城
県

水
産

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

気
仙

沼
水

産
試

験
場

宮
城

気
仙

沼
市

波
路

上
内

沼
「
魚

貝
類

之
霊

位
」
と

い
う

木
製

の
位

牌
が

試
験

場
内

に
あ

る
。

3
0
年

ほ
ど

前
に

、
調

査
研

究
で

供
し

た
標

本
の

霊
を

弔
う

た
め

に
用

意
し

た
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
8

ジ
ン

ベ
イ

ザ
メ

奉
祭

恵
部

大
神

宮
城

気
仙

沼
市

横
沼

1
8
9
6

明
治

2
9
年

気
仙

沼
の

大
島

の
村

上
清

太
郎

翁
に

よ
れ

ば
、

大
島

の
小

浜
に

ジ
ン

ベ
イ

ザ
メ

が
寄

り
上

が
り

、
村

び
と

が
食

し
た

残
骸

を
、

ア
ン

バ
様

の
そ

ば
に

葬
っ

た
。

明
治

2
9
年

3
月

2
4
日

に
、

「
奉

祭
恵

部
大

神
」
と

記
し

た
供

養
碑

を
建

立
し

た
。

［
川

島
2
0
0
5
］

9
9

ク
ジ

ラ
鯨

塚
御

崎
神

社
宮

城
気

仙
沼

市
唐

桑
町

字
崎

浜
三

個
の

自
然

石
の

真
ん

中
。

古
代

文
字

で
鯨

と
書

い
て

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
0

ク
ジ

ラ
鯨

塚
御

崎
神

社
宮

城
気

仙
沼

市
唐

桑
町

字
崎

浜
1
8
1
0

文
化

7
年

文
化

七
庚

午
年

　
只

越
浜

漁
師

5
0
人

　
鯨

塚
　

4
月

3
日

　
世

話
人

　
根

口
与

左
衛

門
　

と
書

か
れ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
1

ク
ジ

ラ
鯨

塚
御

崎
神

社
宮

城
気

仙
沼

市
唐

桑
町

字
崎

浜
1
8
3
6

天
保

7
年

鯨
塚

　
天

保
6
丙

申
3
月

2
1
日

　
と

あ
る

。
只

越
湾

に
迷

い
込

ん
だ

寄
鯨

の
碑

と
言

わ
れ

る
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
2

魚
類

・
海

難
者

（
慰

霊
塔

）
宮

城
県

漁
協

　
唐

桑
支

所
宮

城
気

仙
沼

市
唐

桑
町

字
馬

場
唐

桑
町

中
区

に
海

難
者

の
慰

霊
塔

が
あ

る
。

町
内

で
は

、
各

漁
港

・
浜

で
浦

祭
と

し
て

、
海

上
安

全
、

大
漁

祈
願

祭
を

行
な

う
。

早
馬

神
社

、
御

崎
神

社
で

家
内

安
全

、
海

上
安

全
、

大
漁

祈
願

を
す

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
3

コ
イ

鯉
供

養
碑

馬
牛

沼
宮

城
白

石
市

斎
川

字
馬

牛
馬

牛
沼

は
、

明
治

3
0
年

頃
か

ら
養

鯉
場

に
な

り
、

晩
秋

に
は

名
物

の
「
沼

乾
し

」
の

行
事

で
賑

わ
い

、
湖

中
に

は
鯉

供
養

碑
が

た
っ

て
い

る
。

1
0
4

カ
ニ

カ
ニ

の
石

碑
蟹

王
山

智
福

院
宮

城
名

取
市

愛
島

笠
島

字
上

北
沢

智
福

院
に

は
「
蟹

の
恩

返
し

」
の

話
が

伝
わ

っ
て

お
り

、
そ

の
伝

説
の

カ
ニ

を
祀

っ
て

い
る

。
3
月

に
蟹

供
養

を
行

う
。

1
0
5

ウ
ナ

ギ
鰻

塚
瑞

巌
寺

宮
城

宮
城

郡
松

島
町

松
島

1
9
2
3

大
正

1
2
年

鰻
塚

は
、

大
正

1
2
年

8
月

1
6
日

に
建

立
さ

れ
、

同
年

9
月

1
3
日

に
開

眼
法

要
が

行
わ

れ
た

。
湾

内
で

大
漁

だ
っ

た
鰻

が
名

物
に

な
っ

た
が

、
漁

獲
量

が
激

減
し

、
供

養
し

な
か

っ
た

か
ら

減
っ

た
の

だ
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

建
立

し
た

と
い

う
。

7
月

に
は

観
光

協
会

や
物

産
店

主
ら

が
集

ま
っ

て
鰻

供
養

祭
を

行
な

っ
て

い
る

。
裏

面
に

は
当

時
、

寄
付

金
を

出
し

た
蒲

焼
店

、
卸

問
屋

等
の

名
前

が
刻

み
こ

ま
れ

て
い

る
。

当
時

松
島

で
は

天
然

鰻
が

た
く
さ

ん
獲

れ
た

こ
と

か
ら

北
海

道
か

ら
東

京
ま

で
の

蒲
焼

店
や

卸
問

屋
の

関
係

者
1
2
6
名

の
名

前
が

あ
る

。
寄

付
金

は
当

時
の

お
金

で
2
,5

6
5
円

も
集

ま
っ

た
。

鰻
塚

の
場

所
は

瑞
巌

寺
の

門
を

く
ぐ

っ
て

右
に

入
っ

た
と

こ
ろ

に
あ

り
、

鰻
塚

供
養

祭
は

毎
年

5
月

1
3
日

に
瑞

巌
寺

境
内

に
て

開
催

さ
れ

て
い

る
。

例
年

、
鰻

塚
の

前
で

法
要

が
行

わ
れ

、
そ

の
後

に
松

島
湾

に
鰻

の
放

流
が

行
わ

れ
る

。

[千
葉

1
9
7
3
]、

[吉
原

1
9
8
2
]、

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
6

ウ
ミ

ガ
メ

亀
神

社
養

松
院

宮
城

宮
城

郡
七

ヶ
浜

町
鴻

ヶ
崎

1
8
0
7

文
化

4
年

伝
承

で
は

「
亀

霊
明

神
」
「
文

化
四

年
」
と

記
銘

が
あ

る
[七

ケ
浜

町
誌

編
纂

委
員

会
　

1
9
6
7
]。

境
内

整
備

時
に

撤
去

さ
れ

た
。

[小
島

2
0
0
5
]

1
0
7

ウ
ミ

ガ
メ

丸
亀

神
社

宮
城

本
吉

郡
南

三
陸

町
（
志

津
川

町
）
滝

浜
舘

山
明

治
3
8
年

に
一

匹
の

カ
メ

が
網

に
か

か
っ

た
い

た
の

で
、

カ
メ

を
助

け
、

船
の

乗
組

員
1
3
人

で
カ

メ
に

酒
１

升
を

飲
ま

せ
、

「
竜

宮
さ

ん
へ

送
れ

」
と

言
い

な
が

ら
、

海
へ

放
し

た
。

と
こ

ろ
が

、
カ

メ
は

赤
く
な

っ
て

、
陸

へ
這

い
あ

が
り

、
暴

れ
苦

し
ん

で
死

ん
だ

た
め

、
漁

協
で

供
養

碑
を

建
て

、
法

印
を

頼
ん

で
供

養
し

て
も

ら
っ

た
も

の
。

[川
島

2
0
0
5
]

1
0
8

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

塔
宮

城
本

吉
郡

南
三

陸
町

（
志

津
川

町
）
戸

倉
1
7
4
6

延
享

3
年

 延
享

3
年

建
立

。
施

主
：
当

浜
庄

市
。

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

宮
城

本
吉

郡
本

吉
町

大
谷

1
7
1
1

宝
暦

1
1
年

宝
暦

1
1
年

に
書

か
れ

た
『
奥

州
里

諺
集

』
に

、
本

吉
郡

岩
尻

村
の

大
谷

町
の

者
が

5
0
年

く
ら

い
前

に
、

沖
に

出
た

際
、

7
，

8
尺

ほ
ど

の
大

亀
が

死
ん

で
浮

い
て

い
る

の
を

見
つ

け
、

船
に

引
き

揚
げ

た
。

同
町

の
出

張
れ

磯
の

際
の

山
路

に
埋

め
て

、
柵

で
囲

っ
た

が
、

年
月

も
た

っ
た

今
は

、
柵

囲
い

も
朽

ち
て

な
く
な

っ
た

と
い

う
記

録
が

あ
る

。
[川

島
2
0
0
5
]

1
1
0

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

宮
城

不
明

岩
佐

岩
治

氏
は

、
渚

に
上

が
っ

て
動

け
な

く
な

っ
た

、
甲

羅
が

７
尺

、
幅

４
尺

も
あ

る
大

亀
を

見
つ

け
、

酒
を

一
升

瓶
の

半
分

ほ
ど

を
あ

げ
た

。
そ

の
ま

ま
に

し
て

腐
る

と
祟

ら
れ

る
と

思
い

、
漁

師
だ

け
で

供
養

の
た

め
に

、
そ

の
カ

メ
を

食
べ

た
と

い
う

。
カ

メ
の

頭
だ

け
は

、
海

に
向

か
わ

せ
、

浜
の

ア
ン

バ
様

の
前

に
埋

め
た

と
い

う
。

[川
島

2
0
0
5
]

1
1
1

シ
ジ

ミ
蜆

供
養

碑
秋

田
秋

田
市

1
8
4
7

弘
化

3
年

雄
物

川
か

ら
蜆

が
よ

く
と

れ
、

行
商

の
売

り
子

が
講

中
を

つ
く
り

、
蜆

祀
り

を
し

た
と

い
う

。
[鎌

田
1
9
8
9
]

1
1
2

サ
ケ

万
本

塚
秋

田
秋

田
市

稲
荷

町
[鎌

田
1
9
9
1
]

1
1
3

サ
ケ

鮭
大

漁
供

養
塚

秋
田

秋
田

市
茨

島
1
9
0
6

明
治

3
9
年

雄
物

川
の

下
流

地
域

で
鮭

漁
師

が
建

立
。

[鎌
田

2
0
0
4
]

1
1
4

サ
ケ

鮭
追

善
供

養
之

塚
稲

荷
神

社
秋

田
秋

田
市

川
尻

1
9
1
8

大
正

７
年

雄
物

川
漁

場
で

、
願

主
他

、
石

田
坂

、
中

村
、

滝
ノ

下
、

長
浜

村
の

関
係

者
で

、
鮭

漁
師

1
7
名

が
建

立
し

た
も

の
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

[鎌
田

2
0
0
4
]

1
1
5

マ
ス

鱒
萬

本
祭

正
一

位
稲

荷
神

社
秋

田
秋

田
市

川
尻

1
9
2
0

大
正

9
年

大
正

9
年

旧
4
月

1
9
日

と
あ

る
。

裏
面

に
は

、
魚

組
合

問
屋

3
名

、
漁

業
者

は
藤

林
太

吉
以

下
2
2
名

。
[鎌

田
1
9
9
5
]

1
1
6

サ
ケ

千
本

塚
秋

田
秋

田
市

五
軒

町
[鎌

田
1
9
9
1
]

1
1
7

八
ツ

目
萬

魚
供

養
塔

西
来

院
秋

田
秋

田
市

土
崎

寺
内

神
屋

敷
1
9
2
3

大
正

1
2
年

大
正

1
3
年

2
月

。
寺

内
善

宝
寺

講
中

1
9
名

が
建

立
。

ヤ
ツ

メ
供

養
の

性
格

を
持

つ
。

ま
た

境
内

に
は

萬
魚

供
養

塔
の

ほ
か

に
、

歌
碑

や
筆

塚
、

花
塚

な
ど

の
石

塔
類

が
あ

る
。

[鎌
田

1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
1
8

サ
ケ

・
マ

ス
（
石

碑
）

志
賀

家
（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
5
7

安
政

4
年

「
安

政
四

丁
巳

六
月

吉
日

」
、

金
川

村
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
1
9

サ
ケ

・
マ

ス
祭

魚
標

石
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
7
2

明
治

5
年

「
明

治
五

年
壬

申
年

十
一

月
十

五
日

、
祭

主
・
志

賀
光

胤
　

坊
主

　
寺

内
村

　
田

村
助

ェ
門

　
上

肴
町

　
藤

林
太

吉
」
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
0

サ
ケ

・
マ

ス
祭

魚
標

石
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
7
7

明
治

1
0
年

明
治

1
0
年

1
2
月

吉
日

、
祭

主
・
志

賀
光

胤
、

網
元

・
藤

林
太

吉
　

縄
司

・
田

村
助

ェ
門

、
水

主
・
土

田
馬

五
郎

　
漁

師
4
名

の
氏

名
。

た
だ

し
、

確
認

で
き

ず
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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1
2
1

サ
ケ

・
マ

ス
祭

魚
標

石
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
7
8

明
治

1
1
年

明
治

1
1
年

1
1
月

吉
日

、
祭

主
・
志

賀
光

胤
、

網
元

・
藤

林
太

吉
　

縄
司

・
田

村
助

ェ
門

、
水

主
・
土

田
馬

五
郎

　
漁

師
4
名

の
氏

名
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
2

サ
ケ

・
マ

ス
祭

魚
標

石
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
7
9

明
治

1
2
年

明
治

1
2
年

1
2
月

吉
日

、
祭

主
・
志

賀
光

胤
、

網
元

・
藤

林
太

吉
　

縄
司

・
田

村
助

ェ
門

、
水

主
・
土

田
馬

五
郎

　
漁

師
1
0
名

の
氏

名
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
3

サ
ケ

・
マ

ス
祭

魚
標

石
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
8
0

明
治

1
3
年

明
治

1
3
年

1
2
月

吉
日

、
祭

主
・
志

賀
光

胤
、

網
元

・
藤

林
太

吉
　

縄
司

・
田

村
助

ェ
門

、
水

主
・
土

田
馬

五
郎

　
漁

師
1
0
名

の
氏

名
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
4

サ
ケ

・
マ

ス
祭

魚
標

石
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
8
1

明
治

1
4
年

明
治

1
4
年

辛
巳

五
月

、
祭

主
・
志

賀
光

胤
、

網
元

・
藤

林
太

吉
　

縄
司

・
田

村
助

ェ
門

、
水

主
・
土

田
馬

五
郎

　
漁

師
1
0
名

の
氏

名
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
5

サ
ケ

勝
平

山
大

神
（
鮭

魚
祭

標
石

）
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
8
8
8

明
治

2
1
年

明
治

2
1
年

1
1
月

吉
日

。
裏

面
に

「
鮭

魚
祭

標
石

」
と

あ
る

。
網

主
・
藤

林
太

吉
、

楢
田

村
（
縄

頭
　

船
頭

他
一

名
）
、

寺
沢

村
四

名
、

黒
瀬

村
六

名
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
6

サ
ケ

記
念

鮭
萬

本
祭

碑
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
9
0
6

明
治

3
9
年

明
治

3
9
年

1
2
月

吉
日

　
秋

田
市

上
肴

町
・
網

主
・
藤

林
太

吉
、

縄
主

・
畠

山
小

一
郎

、
水

主
・
池

田
善

助
　

以
下

四
十

四
名

。
[鎌

田
1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
7

マ
ス

鱒
萬

本
祭

碑
志

賀
家

（
勝

平
神

社
）

秋
田

秋
田

市
豊

岩
1
9
1
6

大
正

5
年

大
正

5
年

旧
6
月

2
4
日

　
網

主
　

藤
林

太
吉

、
大

正
5
年

春
季

漁
で

、
雄

物
川

筋
の

４
つ

の
漁

場
（
五

個
瀬

、
奴

砂
寄

瀬
、

勝
平

瀬
、

中
嶋

瀬
）
で

、
近

年
稀

に
見

る
大

漁
が

あ
り

、
そ

の
記

念
で

祭
碑

を
建

立
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
2
8

マ
ス

鱒
千

本
祭

の
石

碑
四

ツ
小

屋
神

明
社

秋
田

秋
田

市
四

ツ
小

屋
字

館
野

1
9
6
4

昭
和

3
9
年

昭
和

3
9
年

9
月

1
日

建
立

。
船

主
1
名

、
漁

夫
4
名

、
魚

商
1
名

が
記

さ
れ

て
い

る
。

[鎌
田

1
9
9
5
]

1
2
9

魚
・
鳥

魚
鳥

供
養

塔
善

導
寺

秋
田

秋
田

市
土

崎
1
9
3
9

昭
和

1
4
年

昭
和

1
4
年

9
月

2
1
日

、
功

徳
主

　
武

田
隆

造
と

あ
る

。
[鎌

田
1
9
9
5
]

1
3
0

魚
類

萬
魚

供
養

塔
蒼

龍
寺

秋
田

秋
田

市
土

崎
港

中
央

1
8
5
8

安
政

5
年

土
崎

肴
町

の
魚

問
屋

仲
間

が
建

立
し

た
。

も
と

は
、

魚
問

屋
、

小
売

肴
屋

、
五

十
集

仲
間

が
別

々
に

寺
に

集
ま

り
供

養
を

し
て

い
た

。
明

治
末

頃
か

ら
大

正
期

に
な

る
と

、
仲

間
2
0

名
近

く
が

毎
年

1
2
月

に
寺

に
集

ま
り

、
僧

侶
か

ら
大

般
若

経
を

受
け

、
萬

魚
の

霊
を

鎮
め

る
大

供
養

と
と

も
に

、
豊

漁
を

感
謝

し
て

い
た

。
明

治
～

大
正

期
が

盛
大

だ
っ

た
。

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
3
1

サ
ケ

観
世

音
菩

薩
一

千
巻

鈴
木

長
八

宅
秋

田
秋

田
市

雄
和

町
寺

沢
1
8
4
3

天
保

1
4
年

鮭
が

一
千

本
獲

れ
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
魚

霊
鎮

魂
の

た
め

に
建

立
し

た
。

当
初

は
道

路
傍

に
置

か
れ

て
い

た
が

、
道

路
の

拡
幅

工
事

等
に

よ
っ

て
、

願
主

の
屋

敷
内

に
移

動
さ

せ
た

。
[鎌

田
1
9
9
5
]、

[鎌
田

　
2
0
0
4
]

1
3
2

サ
ケ

鮭
供

養
塚

秋
田

男
鹿

市
西

黒
沢

鮭
の

豊
漁

時
に

、
豊

漁
に

感
謝

し
、

そ
の

霊
を

鎮
め

る
供

養
の

た
め

に
、

三
寸

角
の

柱
に

僧
侶

が
「
鮭

供
養

塚
」
と

書
き

、
読

経
後

、
い

漁
場

近
く
の

岩
場

に
建

立
し

た
と

い
う

。
そ

の
日

は
、

料
理

、
神

酒
、

燈
明

を
し

、
僧

侶
の

読
経

を
受

け
た

。
[鎌

田
1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

[鎌
田

　
2
0
0
4
]

1
3
3

ハ
タ

ハ
タ

鰰
大

漁
供

養
塚

海
岸

秋
田

男
鹿

市
船

越
1
9
0
5

明
治

3
8
年

「
明

治
3
8
年

旧
1
2
月

」
。

船
越

の
海

岸
に

あ
り

、
鰰

大
漁

の
記

念
と

、
数

万
の

鰰
の

鎮
魂

の
た

め
に

建
立

し
た

も
の

。
当

時
の

漁
港

へ
の

通
路

と
思

わ
れ

る
小

高
い

丘
に

、
海

を
向

い
て

建
て

ら
れ

て
い

る
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
3
4

ハ
タ

ハ
タ

鰰
大

漁
供

養
塚

海
岸

秋
田

男
鹿

市
船

越
1
9
0
5

明
治

3
8
年

「
明

治
3
8
年

旧
1
2
月

」
。

船
越

の
海

岸
に

あ
り

、
鰰

大
漁

の
記

念
と

、
数

万
の

鰰
の

鎮
魂

の
た

め
に

建
立

し
た

も
の

。
当

時
の

漁
港

へ
の

通
路

と
思

わ
れ

る
小

高
い

丘
に

、
海

を
向

い
て

建
て

ら
れ

て
い

る
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
3
5

ハ
タ

ハ
タ

雷
魚

大
漁

塚
海

岸
秋

田
男

鹿
市

船
越

1
9
2
6

大
正

1
5
年

船
越

河
道

が
松

林
だ

っ
た

こ
ろ

に
、

そ
の

中
央

に
建

て
ら

れ
て

い
た

と
い

う
。

昭
和

3
8
年

八
郎

潟
干

拓
工

事
の

た
め

、
松

林
が

日
本

海
と

八
郎

潟
を

つ
な

ぐ
河

道
に

変
わ

る
こ

と
に

な
り

、
そ

こ
に

あ
っ

た
雷

魚
大

漁
塚

を
現

在
の

防
波

堤
付

近
の

広
場

へ
移

動
さ

せ
た

。
し

か
し

、
そ

の
場

所
も

波
浪

で
足

場
が

崩
れ

て
い

く
た

め
、

近
く
の

小
高

い
松

林
に

移
し

た
が

、
そ

の
後

、
強

風
の

た
め

倒
れ

、
そ

の
ま

ま
の

状
態

に
な

っ
て

い
る

。
[鎌

田
1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
3
6

ハ
タ

ハ
タ

大
々

漁
塚

海
岸

秋
田

男
鹿

市
船

越
1
9
2
8

昭
和

3
年

「
明

治
3
8
年

旧
1
2
月

」
。

船
越

の
海

岸
に

あ
り

、
鰰

大
漁

の
記

念
と

、
数

万
の

鰰
の

鎮
魂

の
た

め
に

建
立

し
た

も
の

。
当

時
の

漁
港

へ
の

通
路

と
思

わ
れ

る
小

高
い

丘
に

、
海

を
向

い
て

建
て

ら
れ

て
い

る
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
3
7

ハ
タ

ハ
タ

鰰
供

養
塔

海
岸

秋
田

男
鹿

市
船

越
1
9
0
2

明
治

3
5
年

「
明

治
3
8
年

旧
1
2
月

」
。

船
越

の
海

岸
に

あ
り

、
鰰

大
漁

の
記

念
と

、
数

万
の

鰰
の

鎮
魂

の
た

め
に

建
立

し
た

も
の

。
当

時
の

漁
港

へ
の

通
路

と
思

わ
れ

る
小

高
い

丘
に

、
海

を
向

い
て

建
て

ら
れ

て
い

る
。

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
3
8

ボ
ラ

湖
鰡

供
養

塚
八

龍
神

社
秋

田
男

鹿
市

船
越

字
八

郎
谷

地
1
8
6
1

文
久

元
年

「
湖

鰡
供

養
塚

　
七

月
吉

吉
祥

日
　

船
越

村
　

大
野

　
●

●
●

　
鈴

木
　

（
作

）
（
九

）
●

」
 。

八
郎

潟
で

は
、

張
切

（
は

っ
き

り
）
と

呼
ば

れ
る

ボ
ラ

の
習

性
を

利
用

し
た

漁
法

が
さ

か
ん

で
あ

っ
た

と
い

う
。

大
量

に
ボ

ラ
を

捕
獲

し
た

こ
と

に
対

す
る

供
養

と
さ

れ
る

。
文

久
元

（
酉

）
年

7
月

吉
日

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

動
物

の
お

墓
Ｈ

Ｐ

1
3
9

ボ
ラ

鰡
供

養
塚

八
龍

神
社

秋
田

男
鹿

市
船

越
字

八
郎

谷
地

1
9
4
1

昭
和

1
6
年

「
鰡

供
養

塚
　

施
主

船
木

金
之

助
　

船
頭

兒
玉

惣
市

　
石

黒
亀

五
郎

　
村

山
長

太
郎

　
柏

崎
房

吉
　

兒
玉

鉄
雄

 　
昭

和
1
6
年

5
月

」
。

[鎌
田

1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

動
物

の
お

墓
Ｈ

Ｐ

1
4
0

ワ
カ

サ
ギ

若
鷲

供
養

塚
八

龍
神

社
秋

田
男

鹿
市

船
越

字
八

郎
谷

地
1
9
1
2

大
正

元
年

「
船

越
　

米
谷

吉
五

●
　

西
村

●
太

郎
　

貝
塚

安
蔵

　
貝

塚
忠

　
加

賀
谷

枩
五

郎
　

渡
邉

小
八

　
大

野
新

吉
　

鈴
木

佐
市

　
船

木
嘉

吉
」
　

男
鹿

市
の

市
指

定
文

化
財

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

は
、

「
若

鷲
」
を

ワ
カ

サ
ギ

と
読

ん
で

い
て

、
市

教
委

は
ワ

カ
サ

ギ
漁

も
さ

か
ん

で
あ

り
、

漁
業

者
が

ワ
カ

サ
ギ

（
若

鷺
）
が

供
養

し
た

碑
と

推
察

し
て

い
る

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

動
物

の
お

墓
Ｈ

Ｐ

1
4
1

魚
類

小
魚

供
養

塚
八

龍
神

社
秋

田
男

鹿
市

船
越

字
八

郎
谷

地
1
9
3
4

昭
和

9
年

昭
和

9
年

4
月

2
6
日

、
船

越
町

の
進

藤
周

太
郎

が
建

之
。

[鎌
田

1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

動
物

の
お

墓
Ｈ

Ｐ

1
4
2

魚
類

魚
類

供
養

塚
八

龍
神

社
秋

田
男

鹿
市

船
越

字
八

郎
谷

地
1
9
1
6

大
正

5
年

「
大

正
五

年
　

魚
類

供
養

塚
　

拾
一

月
大

安
日

」
、

「
加

賀
谷

冨
蔵

　
京

谷
礼

治
　

遠
藤

作
五

郎
　

加
賀

谷
巳

之
松

　
槇

木
潦

之
助

　
京

谷
仁

三
郎

」
 。

[鎌
田

1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]、

動
物

の
お

墓
Ｈ

Ｐ
1
4
3

ボ
ラ

鰡
塚

ム
ゲ

ェ
ヤ

マ
秋

田
男

鹿
市

船
越

向
浜

鰡
塚

が
一

基
あ

る
と

さ
れ

る
が

、
所

在
は

確
認

で
き

ず
。

[鎌
田

1
9
9
5
]

1
4
4

ハ
タ

ハ
タ

鰰
供

養
塚

秋
田

男
鹿

市
北

浦
相

川
北

浦
郷

中
文

書
に

、
宝

暦
4
年

に
、

北
浦

村
と

相
川

村
の

浜
境

に
鰰

の
供

養
塚

が
建

て
ら

れ
た

こ
と

が
書

か
れ

て
い

る
。

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
4
5

ハ
タ

ハ
タ

當
山

鎮
守

　
龍

道
大

龍
王

　
戒

道
大

龍
女

雲
昌

寺
秋

田
男

鹿
市

北
浦

北
浦

字
北

浦
1
9
6
5

昭
和

4
0
年

昭
和

4
0
年

に
建

立
さ

れ
た

供
養

塔
。

腐
敗

し
た

の
で

昭
和

6
2
年

に
別

の
木

塔
を

建
立

し
た

。
寺

院
本

堂
に

も
同

じ
も

の
安

置
さ

れ
て

い
る

。
供

養
塔

の
横

に
巨

大
な

岩
が

あ
り

、
ご

神
体

は
龍

神
と

さ
れ

る
。

毎
年

1
1
月

1
5
日

に
商

人
、

漁
業

関
係

者
が

集
ま

り
、

操
業

安
全

、
大

漁
祈

願
、

鰰
の

供
養

を
か

ね
た

祈
祷

を
受

け
る

。
[鎌

田
1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
4
6

ウ
ミ

ガ
メ

亀
の

供
養

碑
神

明
社

秋
田

男
鹿

市
女

川
大

亀
が

網
に

か
か

り
死

ん
だ

の
で

、
神

社
境

内
に

埋
め

て
供

養
碑

を
建

立
。

そ
の

後
、

大
漁

を
得

た
と

い
う

伝
承

が
あ

る
。

[鎌
田

1
9
9
5
]

1
4
7

サ
ケ

鮭
千

本
塚

浜
秋

田
男

鹿
市

野
村

秋
ア

ジ
（
鮭

）
の

供
養

柱
。

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
4
8

ボ
ラ

八
龍

神
社

/
張

切
紀

念
碑

神
明

社
秋

田
男

鹿
市

若
美

町
小

深
見

1
9
0
1

明
治

3
4
年

八
郎

潟
の

開
拓

以
前

は
、

小
深

見
の

先
端

地
（
砂

子
崎

）
が

八
郎

潟
に

突
き

出
て

い
た

の
で

、
そ

こ
に

石
碑

が
あ

っ
た

。
現

在
は

、
村

社
神

明
社

の
境

内
の

小
祠

に
移

さ
れ

て
い

る
。

「
張

切
紀

念
碑

」
の

下
に

、
漁

師
四

名
の

名
前

が
あ

る
。

[鎌
田

1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
4
9

ハ
タ

ハ
タ

鰰
塚

秋
田

男
鹿

市
脇

本
船

越
と

の
境

界
地

に
、

鰰
塚

の
標

柱
が

あ
っ

た
と

言
わ

れ
る

。
現

在
は

所
在

不
明

。
[鎌

田
1
9
9
1
]

1
5
0

ハ
タ

ハ
タ

古
今

絶
無

　
鰰

大
々

漁
紀

念
碑

江
川

浜
秋

田
潟

上
市

天
王

町
江

川
1
9
0
2

明
治

3
5
年

江
川

浜
の

小
高

い
山

に
、

「
江

川
部

落
水

面
遭

難
者

供
養

塔
」
と

と
も

に
建

っ
て

い
る

。
他

に
小

型
石

碑
2
基

が
あ

り
、

一
つ

に
は

「
大

漁
之

月
日

、
1
1
月

5
日

等
・
・
」
、

も
う

一
基

に
は

「
神

魚
水

売
金

高
代

四
千

円
余

り
・
・
・
・
」
と

あ
る

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
1

ハ
タ

ハ
タ

鰰
大

漁
安

全
紀

念
出

戸
浜

海
水

浴
場

秋
田

潟
上

市
天

王
町

出
戸

浜
1
9
0
2

明
治

3
5
年

海
水

浴
場

す
ぐ

近
く
の

小
高

い
丘

に
建

っ
て

い
る

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
8
9
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
2

ボ
ラ

大
漁

供
養

塔
秋

田
潟

上
市

天
王

町
天

王
字

塩
口

1
8
7
4

明
治

7
年

追
網

講
中

が
建

立
。

八
郎

神
社

碑
（
昭

和
9
年

）
と

並
ん

で
建

っ
て

い
る

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
3

ボ
ラ

鰡
塚

金
木

鼻
秋

田
潟

上
市

天
王

町
天

王
字

塩
口

1
8
9
5

明
治

2
8
年

明
治

2
8
年

5
月

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
4

ボ
ラ

鰡
塚

金
木

鼻
秋

田
潟

上
市

天
王

町
天

王
字

塩
口

1
9
1
1

明
治

4
4
年

明
治

4
4
年

5
月

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
5

ボ
ラ

鰡
塚

金
木

鼻
秋

田
潟

上
市

天
王

町
天

王
字

塩
口

1
9
1
8

大
正

7
年

大
正

7
年

7
月

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
6

ボ
ラ

鰡
塚

金
木

鼻
秋

田
潟

上
市

天
王

町
天

王
字

塩
口

1
9
4
7
,5
1

昭
和

2
2
年

？
2
6

年
昭

和
2
6
年

6
月

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
7

ボ
ラ

供
養

塚
金

木
鼻

秋
田

潟
上

市
天

王
町

天
王

字
塩

口
1
9
4
6

昭
和

2
1
年

[鎌
田

1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
8

ボ
ラ

鰡
塚

金
木

鼻
秋

田
潟

上
市

天
王

町
天

王
字

塩
口

1
8
5
9

安
政

6
年

安
政

6
年

5
月

。
[鎌

田
1
9
8
7
]、

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
5
9

魚
類

八
大

龍
王

自
性

院
秋

田
潟

上
市

天
王

字
天

王
1
8
9
9

明
治

3
2
年

船
越

、
船

川
、

天
王

の
漁

師
が

講
中

を
組

織
し

て
建

立
し

た
。

講
中

の
漁

師
が

毎
年

集
ま

り
、

大
般

若
経

を
読

み
な

が
ら

、
魚

霊
の

鎮
魂

を
は

か
り

、
海

上
安

全
と

大
漁

祈
願

を
し

た
。

[鎌
田

1
9
9
1
]

1
6
0

魚
類

（
魚

鱗
一

切
之

含
霊

位
の

位
牌

）
鹿

角
市

河
川

漁
業

協
同

組
合

秋
田

鹿
角

市
十

和
田

錦
木

字
申

ケ
野

「
魚

鱗
一

切
之

含
霊

位
」
の

位
牌

を
、

平
成

2
0
年

5
月

に
山

形
の

善
宝

寺
に

て
も

ら
い

、
自

宅
に

て
毎

日
そ

れ
を

拝
ん

で
、

ざ
ん

げ
と

感
謝

の
気

持
ち

か
ら

供
養

し
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
6
1

マ
ス

国
鱒

の
供

養
柱

田
沢

湖
畔

　
ヨ

コ
テ

沢
秋

田
仙

北
市

田
沢

湖
田

沢
湖

で
は

漁
業

、
養

蚕
が

昔
の

産
業

で
、

そ
の

供
養

、
生

産
・
豊

漁
を

祈
願

す
る

た
め

に
こ

の
塚

が
造

ら
れ

た
と

い
う

。
昭

和
4
2
～

4
3
年

ま
で

、
二

つ
の

土
を

も
っ

た
土

ま
ん

じ
ゅ

う
の

土
塚

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

に
墨

書
き

し
た

角
柱

が
一

本
づ

つ
た

っ
て

い
た

。
国

鱒
と

蚕
の

供
養

を
し

た
塚

と
言

わ
れ

る
[鎌

田
1
9
9
5
]。

現
在

、
復

元
さ

れ
た

塚
が

あ
り

、
奥

が
蚕

塚
、

手
前

が
国

鱒
塚

で
、

あ
わ

せ
て

蚕
魚

墳
と

呼
ば

れ
る

。
[鎌

田
1
9
9
5
]

1
6
2

マ
ス

国
鱒

供
養

の
塔

婆
田

沢
湖

畔
　

ウ
ト

ロ
沢

秋
田

仙
北

市
田

沢
湖

大
森

山
の

裾
か

ら
湖

に
流

れ
込

む
小

沢
が

あ
り

、
そ

こ
に

小
屋

を
た

て
、

泊
ま

り
が

け
で

国
鱒

漁
を

し
、

ま
た

、
国

鱒
1
0
0
匹

獲
っ

た
ら

供
養

す
る

と
言

わ
れ

た
。

明
治

の
初

め
こ

ろ
ま

で
塔

婆
が

あ
っ

た
と

さ
れ

る
。

[鎌
田

1
9
9
5
]

1
6
3

魚
類

姫
観

音
田

沢
湖

秋
田

仙
北

市
田

沢
湖

田
沢

湖
に

は
辰

子
姫

を
象

っ
た

像
が

4
体

あ
り

、
そ

の
一

つ
が

姫
観

音
像

で
あ

る
。

辰
子

姫
、

魚
、

工
事

犠
牲

者
の

供
養

の
意

で
建

立
さ

れ
た

。

1
6
4

サ
ケ

鮭
供

養
碑

川
袋

鮭
漁

業
生

産
組

合
採

捕
場

秋
田

に
か

ほ
市

象
潟

町
川

袋
滝

ノ
下

2
0
0
5

平
成

1
7
年

平
成

1
7
年

（
2
0
0
5
年

）
5
月

に
川

袋
鮭

漁
業

生
産

組
合

の
4
0
周

年
記

念
で

建
立

。
背

後
に

鳥
海

山
を

望
む

絶
好

の
配

置
で

あ
る

。
毎

年
4
0
0
万

匹
以

上
の

鮭
卵

を
ふ

化
さ

せ
、

稚
魚

を
放

流
し

て
い

る
。

そ
の

成
果

も
あ

り
季

節
に

は
1
万

数
千

匹
の

鮭
が

捕
獲

さ
れ

る
と

い
う

。
動

物
の

お
墓

Ｈ
Ｐ

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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1
6
5

サ
ケ

（
三
界
萬
霊
等
の
位

牌
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
川
袋

1
9
8
0

昭
和
5
5
年

昭
和
4
0
年
に
集
落
全
員
が
部
落
事
業
に
参
加
し
、
人
工
ふ
化
事
業
に
着
手
し
、
徐
々
に
成
果
を
あ
げ
、
現
在
で
は
年
２
万
本
を
採
捕
す
る
。
漁
期
が
終
わ
る
と
供
養
を
行
う
。
小
砂

川
に
な
ら
っ
て
、
昭
和
5
5
年
に
は
じ
め
て
千
本
の
鮭
が
獲
れ
た
と
き
に
鮭
の
供
養
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
5
9
年
に
千
本
以
上
を
採
捕
し
、
2
度
目
の
供
養
を
行
っ
た
。
昭
和
6
2
年

以
降
は
毎
年
千
本
以
上
の
採
捕
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
の
恒
例
行
事
に
な
っ
た
。
供
養
は
2
月
中
に
、
孵
化
場
に
隣
接
す
る
萬
照
寺
を
会
場
に
行
う
。
組
合
が
用
意
し
た

塔
婆
を
萬
照
寺
の
和
尚
が
銘
を
入
れ
、
供
物
と
し
て
メ
ス
の
鮭
、
米
、
水
、
さ
い
の
目
に
切
っ
た
大
根
や
畑
の
幸
、
海
の
幸
を
供
え
る
。

[高
木
2
0
0
5
]

1
6
6

サ
ケ

鮭
供
養
塚

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町

1
9
8
7

昭
和
6
2
年

象
潟
南
部
漁
協
2
4
名
で
建
立
。

[鎌
田
1
9
9
1
]

1
6
7

サ
ケ

鮭
の
万
本
供
養

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町

昭
和
5
2
年
に
設
立
さ
れ
た
潟
の
口
建
網
組
合
で
は
、
漁
の
前
に
鶴
岡
市
の
善
宝
寺
に
参
拝
し
、
お
札
を
も
ら
っ
て
く
る
。
ハ
タ
ハ
タ
漁
の
前
に
町
内
の
熊
野
神
社
に
お
参
り
に
行

く
。
漁
の
合
間
を
見
て
、
鮭
の
万
本
供
養
を
行
う
。
「
鮭
千
本
殺
す
と
、
人
一
人
に
な
る
」
と
い
う
伝
承
に
従
い
、
千
本
供
養
と
し
て
木
製
の
塔
婆
を
立
て
て
い
た
が
、
あ
ま
り
に
数
が

増
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
鮭
供
養
碑
を
建
立
し
た
。
現
在
で
は
、
鮭
漁
の
終
漁
後
、
ハ
タ
ハ
タ
漁
の
合
間
に
万
本
供
養
と
し
て
、
供
養
碑
に
献
花
・
焼
香
を
し
て
供
養
し
て
い
る
。

[高
木
2
0
0
5
]

1
6
8

サ
ケ

鮭
供
養
柱

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町

象
潟
町
漁
協
で
は
、
鮭
豊
漁
へ
の
感
謝
と
鮭
の
萬
本
供
養
祭
を
し
て
い
る
。
象
潟
の
蚶
満
寺
で
供
養
し
た
鮭
の
供
養
柱
を
、
漁
場
が
一
望
で
き
る
物
見
山
に
建
て
た
。
鮭
は
千
本

で
人
間
一
人
分
に
相
当
す
る
と
さ
れ
、
千
本
獲
れ
る
と
供
養
の
角
柱
1
本
を
建
て
た
。

[鎌
田
1
9
8
9
]、
[鎌
田
1
9
9
5
]、

[鎌
田
2
0
0
4
]

1
6
9

サ
ケ

（
鮭
の
千
本
祭
り
の

碑
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
岩
舘

1
8
7
0
's
明
治
初
年
頃

一
シ
ー
ズ
ン
に
千
本
以
上
の
鮭
が
水
揚
げ
し
た
感
謝
の
祭
り
で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
建
立
し
た
碑
と
思
わ
れ
る
。
紀
年
銘
は
不
明
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
0

サ
ケ

鮭
の
千
本
供
養
柱

小
砂
川
漁
港
（
海
岸
の
松
林
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川

平
成
6
年
の
調
査
で
は
、
海
岸
の
松
林
に
角
柱
が
5
本
あ
っ
た
[鎌
田
1
9
9
5
]、
そ
の
う
ち
の
1
本
。

鮭
建
網
が
あ
っ
た
頃
（
平
成
に
な
っ
て
や
め
た
）
は
、
千
本
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
。
小
砂
川
の
雲
昌
寺
で
読
経
を
行
い
、
塔
婆
を
網
を
入
れ
る
場
所
の
見
え
る
丘
の
上
に
立
て
て

い
た
。
そ
の
丘
で
塔
婆
が
立
て
ら
れ
な
い
場
合
、
寺
に
立
て
て
い
た
と
い
う
。
漁
獲
量
が
増
え
て
、
毎
年
千
本
以
上
獲
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
千
本
、
三
千
本
、
七
千
本
で
供
養
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
建
網
の
廃
絶
と
と
も
に
千
本
供
養
の
儀
礼
も
な
く
な
っ
た
[高
木
2
0
0
5
]。

[鎌
田
1
9
9
5
]、
[高
木
2
0
0
5
]

1
7
1

サ
ケ

鮭
の
千
本
供
養
柱

小
砂
川
漁
港
（
海
岸
の
松
林
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川

平
成
6
年
の
調
査
で
は
、
海
岸
の
松
林
に
角
柱
が
5
本
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
１
本
。
鮭
千
本
は
人
間
一
人
分
に
相
当
す
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
千
本
漁
獲
が
あ
る
と
角
柱
１
本
が

建
て
ら
れ
た
。
墨
書
き
さ
れ
た
文
字
は
風
化
し
て
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
ず
。
「
仏
道
無
上
」
が
か
す
か
に
読
め
る
[鎌
田
1
9
9
5
]。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
2

サ
ケ

鮭
の
千
本
供
養
柱

小
砂
川
漁
港
（
海
岸
の
松
林
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川

平
成
6
年
の
調
査
で
は
、
海
岸
の
松
林
に
角
柱
が
5
本
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
１
本
。
鮭
千
本
は
人
間
一
人
分
に
相
当
す
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
千
本
漁
獲
が
あ
る
と
角
柱
１
本
が

建
て
ら
れ
た
。
墨
書
き
さ
れ
た
文
字
は
風
化
し
て
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
ず
[鎌
田
1
9
9
5
]。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
3

サ
ケ

鮭
の
千
本
供
養
柱

小
砂
川
漁
港
（
海
岸
の
松
林
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川

平
成
6
年
の
調
査
で
は
、
海
岸
の
松
林
に
角
柱
が
5
本
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
１
本
。
鮭
千
本
は
人
間
一
人
分
に
相
当
す
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
千
本
漁
獲
が
あ
る
と
角
柱
１
本
が

建
て
ら
れ
た
。
墨
書
き
さ
れ
た
文
字
は
風
化
し
て
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
ず
[鎌
田
1
9
9
5
]。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
4

サ
ケ

鮭
の
千
本
供
養
柱

小
砂
川
漁
港
（
海
岸
の
松
林
）

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
砂
川

平
成
6
年
の
調
査
で
は
、
海
岸
の
松
林
に
角
柱
が
5
本
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
１
本
で
倒
れ
て
い
た
。
墨
書
き
さ
れ
た
文
字
は
風
化
し
て
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
ず
[鎌
田
1
9
9
5
]。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
5
ハ
タ
ハ
タ
鰰
地
蔵

旧
船
着
場
脇

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
大
澗

上
部
に
お
地
蔵
さ
ん
、
下
部
に
文
字
が
二
行
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
磨
滅
し
て
判
読
で
き
ず
。
鰰
の
大
漁
祈
願
と
そ
の
供
養
を
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
鰰
供
養

の
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
6

ウ
ミ
ガ
メ
亀
塚

旧
船
着
場
脇

秋
田

に
か
ほ
市
象
潟
町
大
澗

鰰
地
蔵
の
隣
に
、
小
型
の
石
碑
が
あ
る
。
浜
に
寄
っ
て
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
め
て
供
養
し
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
7

イ
ワ
シ

五
輪
塔

秋
田

能
代
市
向
能
代
下
浜

1
7
1
8

享
保
3
年

向
能
代
の
徳
昌
俺
に
い
た
徳
善
民
道
和
尚
は
、
豊
漁
の
鰯
供
養
の
た
め
に
建
立
。

[鎌
田
1
9
8
9
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
7
8

ド
ジ
ョ
ウ

南
無
阿
弥
陀
仏

大
福
寺

秋
田

南
秋
田
郡
五
城
目
町
大
川

1
8
5
7

安
政
4
年

通
称
、
鰌
塚
。
「
安
政
4
丁
己
」
、
裏
面
に
「
願
主
長
吉
」
と
あ
る
。
地
域
で
「
ド
ジ
ョ
ウ
の
家
」
と
し
て
知
ら
れ
る
浅
野
家
は
、
古
く
か
ら
ド
ジ
ョ
ウ
で
生
計
を
た
て
た
と
す
る
伝
承
を
も
つ
。

浅
野
長
吉
が
、
供
養
の
た
め
に
湖
岸
（
大
川
の
河
口
で
ヨ
シ
の
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
）
に
鰌
塚
を
建
て
た
と
い
う
。
八
郎
潟
干
拓
に
際
し
、
河
川
改
修
工
事
が
は
じ
ま
り
、
こ
の
塚
を
浅

野
家
の
墓
地
内
に
移
動
し
た
。

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]、

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
7
9

ボ
ラ

大
漁
奉
納
額

菅
原
神
社

秋
田

南
秋
田
郡
五
城
目
町
大
川

1
9
2
4

大
正
1
3
年

八
郎
潟
で
の
大
漁
を
記
念
し
て
、
漁
業
者
一
同
が
奉
納
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
8
0

ボ
ラ

魚
供
養
塚

秋
田

南
秋
田
郡
井
川
町
小
今
戸
下

1
8
6
4

文
久
4
年

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
1

ボ
ラ

供
養
塚

秋
田

南
秋
田
郡
井
川
町
小
今
戸
下

1
8
1
9

文
政
2
年

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
2

魚
・
カ
モ

鴨
魚
供
養

秋
田

南
秋
田
郡
井
川
町
小
今
戸
下

1
8
5
4

嘉
永
7
年

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
3

エ
ビ

海
老
供
養
塚

秋
田

南
秋
田
郡
井
川
町
小
今
戸
下

1
8
7
2

明
治
5
年

[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
4

魚
類

魚
供
養
碑

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
一
日
市

1
8
1
4

文
化
1
1
年

[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
5

魚
類

魚
八
龍
大
権
現
神
社

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
一
日
市

恵
比
須
塚
と
並
ん
で
、
「
魚
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
古
く
は
湖
岸
の
八
幡
沼
に
あ
っ
た
も
の
を
、
後
に
神
社
境
内
に
移
し
た
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
8
6

魚
類

魚
業
供
養
碑

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
真
坂

1
8
3
7

天
保
8
年

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
7

ボ
ラ

大
漁
記
念
之
碑

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
鯉
川

1
9
4
3

昭
和
1
8
年

昭
和
1
8
年
1
2
月
1
5
日
建
立
。
記
念
碑
の
裏
に
は
、
大
鰡
の
み
で
も
3
7
0
0
貫
、
売
り
上
げ
価
格
1
2
0
0
0
円
と
前
代
未
聞
の
大
漁
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
記
念
に
建
立
し
た
と
あ
る
。

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
8
9
]、

[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
8

ボ
ラ

大
漁
記
念

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
鯉
川

1
9
4
4

昭
和
1
9
年

昭
和
1
9
年
4
月
建
立
。

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
8
9
]、

[鎌
田
1
9
9
1
]

1
8
9

魚
類

魚
供
養
碑

旧
道
橋
の
た
も
と

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
夜
叉
袋

1
8
1
3

文
化
1
0
年

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
9
0

魚
類

帝
釈
/
妙
法
魚
供
養

旧
道
橋
の
た
も
と

秋
田

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
夜
叉
袋

魚
供
養
碑
と
並
ん
で
建
っ
て
い
る
。
正
面
に
「
帝
釈
」
、
側
面
に
「
妙
法
魚
供
養
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
9
1

魚
類

大
漁
紀
念

秋
田

山
本
郡
琴
丘
町
鹿
渡

1
9
1
7

大
正
6
年

大
正
6
年
旧
3
月
吉
日
と
あ
る
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
9
2

魚
類

神
明
社

神
明
社

秋
田

山
本
郡
琴
丘
町
鹿
渡

1
9
3
5

昭
和
1
0
年

昭
和
1
0
年
1
月
2
日
、
裏
面
に
「
大
漁
記
念
」
と
あ
る
。
発
起
人
1
1
人
、
寄
付
者
は
五
城
目
町
－
長
谷
亀
商
店
、
能
代
町
－
相
澤
治
一
郎
、
山
林
有
権
者
一
同
と
あ
る
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
9
3

魚
類

（
石
灯
籠
）

神
明
社

秋
田

山
本
郡
琴
丘
町
鹿
渡

右
に
は
、
「
奉
大
漁
」
に
8
名
の
発
起
人
名
、
左
は
、
「
納
記
念
」
に
8
名
の
発
起
人
名
。

[鎌
田
1
9
9
5
]

1
9
4

イ
ワ
シ

背
黒
壱
百
四
尾
漁
獲

紀
念
碑

墓
地
内

秋
田

山
本
郡
三
種
町
大
口

1
9
6
6

昭
和
4
1
年

昭
和
4
1
年
旧
6
月
2
6
日
建
立
。

[鎌
田
1
9
9
1
]

1
9
5

魚
類

（
供
養
碑
）

秋
田

山
本
郡
三
種
町
久
米
岡

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
9
6

エ
ビ

エ
ビ
供
養
塔

八
郎
神
社

秋
田

山
本
郡
三
種
町
富
岡
新
田

1
9
2
6
-
1
9
8
9
昭
和
年
代

木
製
の
塔
。

[鎌
田
1
9
8
7
]、
[鎌
田
1
9
9
1
]

1
9
7

イ
ワ
ナ

岩
魚
供
養
碑

神
宝
亭

秋
田

湯
沢
市
秋
ノ
宮
字
太
田

1
9
8

イ
ワ
ナ

慰
霊
塔

秋
の
宮
イ
ワ
ナ
養
殖
組
合

秋
田

湯
沢
市
秋
ノ
宮
字
桑
沢

1
9
8
3

昭
和
5
8
年

昭
和
5
8
年
に
慰
霊
塔
を
建
て
て
、
祭
事
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
何
も
し
て
い
な
い
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

1
9
9

サ
ケ

鮭
の
千
本
塔
婆

庄
内
浜

山
形

飽
海
郡
遊
佐
町
吹
浦

遊
佐
町
吹
浦
の
十
六
羅
漢
を
見
下
ろ
す
丘
の
う
え
に
、
｢鮭
の
千
本
塔
婆
｣と
呼
ば
れ
る
供
養
塔
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
吹
浦
の
沖
合
い
は
、
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
サ
ケ
の
よ
い
漁

場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
サ
ケ
が
千
本
、
五
千
本
と
捕
れ
た
と
き
、
漁
師
ら
は
近
く
の
海
禅
寺
の
和
尚
に
頼
ん
で
、
こ
の
供
養
塔
婆
を
立
て
る
こ
と
を
習
い
と
し
て
き
た
。
サ
ケ
の
値

段
が
暴
落
し
て
、
採
算
が
取
れ
な
く
な
り
、
い
つ
し
か
サ
ケ
の
定
置
網
も
姿
を
消
し
た
。
丘
の
う
え
の
草
む
ら
の
な
か
に
は
、
木
の
供
養
塔
が
重
な
り
倒
れ
、
朽
ち
か
け
の
姿
を
さ
ら

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
サ
ケ
の
供
養
塔
は
、
昔
か
ら
サ
ケ
漁
に
し
た
が
っ
て
き
た
川
沿
い
の
村
々
に
も
、
点
在
し
て
い
る
。

2
0
0

サ
ケ

鮭
の
千
本
塔
婆

升
川
の
採
捕
場

山
形

飽
海
郡
遊
佐
町

鳥
海
山
を
源
流
と
す
る
月
光
川
は
か
つ
て
、
東
北
で
も
有
数
の
サ
ケ
の
上
る
川
と
し
て
知
ら
れ
た
。
そ
の
支
流
の
ひ
と
つ
、
滝
淵
川
の
流
域
に
は
、
い
ま
も
サ
ケ
の
孵
化
場
が
あ

り
、
サ
ケ
漁
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
升
川
の
採
捕
場
の
か
た
わ
ら
に
も
、
サ
ケ
の
千
本
供
養
塔
が
立
っ
て
い
る
。
供
養
の
祭
り
は
、
毎
年
、
漁
期
の
終
わ
り
近
く
に
行
な
わ
れ
て
い

る
。

2
0
1

サ
ケ

鮭
供
養
之
塔

山
形

飽
海
郡
遊
佐
町
十
里
塚

1
9
8
3

昭
和
5
8
年

昭
和
3
2
年
こ
ろ
に
地
曳
網
が
な
く
な
っ
て
以
降
、
鮭
建
網
が
唯
一
の
地
先
漁
業
と
な
る
が
、
平
成
9
年
に
廃
絶
す
る
。
動
力
船
の
導
入
な
ど
を
機
に
「
十
里
塚
鮭
建
網
組
合
」
を
設

立
。
十
里
塚
で
は
千
本
獲
れ
ば
供
養
を
行
う
習
慣
が
あ
り
、
毎
年
交
替
す
る
組
合
の
代
表
者
の
家
に
集
ま
り
、
代
表
者
が
檀
家
に
な
っ
て
い
る
寺
か
ら
和
尚
を
呼
ん
で
、
塔
婆
に

経
文
、
年
号
、
月
日
を
書
い
て
も
ら
い
、
網
を
入
れ
る
場
所
を
臨
む
タ
テ
バ
に
立
て
た
。
昭
和
3
0
～
4
0
年
ご
ろ
は
四
千
、
五
千
本
と
獲
れ
る
年
が
多
く
、
必
ず
千
本
ご
と
に
供
養
を

行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
漁
獲
量
の
増
加
で
、
千
本
供
養
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
漁
期
の
終
わ
り
に
供
養
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

[高
木
2
0
0
5
]

2
0
2

サ
ケ

鮭
霊
塔

箕
輪
鮭
漁
業
生
産
組
合

山
形

飽
海
郡
遊
佐
町
直
世
字
箕
輪

1
9
7
6

昭
和
5
1
年

「
鮭
霊
塔
」
、
昭
和
5
1
年
に
箕
輪
ふ
化
場
に
建
立
さ
れ
た
。
2
月
の
第
一
日
曜
日
に
、
鮭
の
遡
上
が
終
わ
る
と
供
養
が
行
わ
れ
る
。
隣
の
落
伏
集
落
に
あ
る
永
泉
寺
（
箕
輪
の
人
た

ち
の
檀
那
寺
）
に
依
頼
し
、
事
務
所
に
て
供
養
を
行
う
。
組
合
で
用
意
し
た
塔
婆
に
和
尚
が
経
文
を
入
れ
る
。
供
物
を
神
棚
の
下
に
供
え
る
。
以
前
は
生
き
た
魚
を
用
意
し
て
供
養

の
後
に
川
に
放
し
て
い
た
が
、
和
尚
の
提
案
で
や
め
る
。
和
尚
の
持
参
し
た
五
色
の
幟
を
か
け
、
文
を
入
れ
た
塔
婆
を
た
て
か
け
る
と
読
経
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
塔
婆
を
稚
魚

池
の
脇
に
あ
る
鮭
霊
塔
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
き
、
鮭
霊
塔
の
後
ろ
に
立
て
る
。
供
養
に
は
組
合
員
の
ほ
か
、
漁
を
手
伝
っ
た
人
も
参
加
す
る
。
供
養
の
目
的
は
、
鮭
の
成
仏
と
鮭

を
殺
し
た
人
の
安
全
に
あ
る
の
で
、
手
伝
い
の
人
も
参
加
す
る
。

[高
木
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

2
0
3

サ
ケ

鮭
神
社

御
所
神
社

山
形

尾
花
沢
市

サ
ー
モ
ン
H
P

2
0
4

サ
ケ

鮭
神
社

阿
弥
陀
寺

山
形

西
村
山
郡
河
北
町
大
字
溝
延

サ
ー
モ
ン
H
P

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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2
0
5

生
き

物
万

物
之

霊
供

養
山

形
西

村
山

郡
西

川
町

大
井

沢
こ

う
し

た
草

木
塔

や
サ

ケ
の

供
養

塔
の

ほ
か

に
も

、
鳥

獣
虫

魚
に

ま
つ

わ
る

供
養

塔
を

見
か

け
る

こ
と

は
多

い
。

狩
猟

を
生

業
と

し
て

、
家

族
を

養
い

、
生

き
て

き
た

一
人

の
狩

人
が

、
人

生
の

終
わ

り
近

く
に

立
て

た
石

塔
を

、
西

川
町

大
井

沢
で

見
た

こ
と

が
あ

る
。

「
万

物
之

霊
供

養
」
と

刻
ま

れ
た

石
の

塔
に

は
、

生
き

る
た

め
に

獣
た

ち
の

命
を

捕
ら

ざ
る

を
え

な
か

っ
た

狩
人

の
、

獣
た

ち
へ

の
痛

切
な

供
養

と
感

謝
の

思
い

が
込

め
ら

れ
て

い
た

。

2
0
6

サ
ケ

鮭
神

社
岩

屋
十

八
屋

観
音

堂
山

形
東

村
山

郡
中

山
町

岩
谷

サ
ー

モ
ン

H
P

2
0
7

サ
ケ

鮭
神

社
大

日
堂

山
形

最
上

郡
真

室
川

町
小

国
サ

ー
モ

ン
H

P

2
0
8

コ
イ

鯉
供

養
碑

上
杉

神
社

山
形

米
沢

市
丸

の
内

「
鯉

供
養

碑
」
。

米
沢

鯉
商

組
合

が
供

養
祭

を
実

施
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
0
9

魚
類

魚
霊

碑
赤

井
岳

常
福

寺
福

島
い

わ
き

市
平

赤
井

字
赤

井
嶽

1
9
7
5

昭
和

5
0
年

4
月

2
4
日

。
い

わ
き

市
中

央
卸

売
市

場
の

水
産

物
関

係
者

と
そ

の
家

族
常

福
寺

の
住

職
が

読
経

供
養

。
そ

の
後

参
列

者
が

焼
香

。
そ

し
て

子
供

た
ち

が
1
5
0
匹

の
金

魚
を

池
に

放
ち

ま
す

。
魚

の
売

買
を

生
業

と
し

て
い

る
当

社
の

社
員

や
家

族
も

8
0
人

ほ
ど

参
加

し
ま

し
た

。
昭

和
5
0
年

に
「
魚

霊
碑

」
は

い
わ

き
市

内
の

水
産

関
係

者
が

建
立

。
そ

の
後

「
魚

霊
碑

保
存

会
」
が

発
足

し
、

以
後

毎
年

「
魚

霊
碑

保
存

会
」
が

主
催

す
る

「
魚

霊
祭

」
が

執
り

行
わ

れ
る

。

2
1
0

ウ
ミ

ガ
メ

亀
大

神
諏

訪
神

社
福

島
い

わ
き

市
中

之
作

1
9
3
8

昭
和

1
3
年

「
昭

和
1
3
年

7
月

2
9
日

建
設

、
昭

和
2
7
年

8
月

吉
日

」
「
漁

業
組

合
　

小
漁

船
組

合
」
と

あ
る

。
昭

和
1
3
年

に
ワ

カ
メ

採
集

中
に

見
つ

け
た

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

の
漂

着
死

体
を

埋
葬

し
、

墓
塔

を
建

立
。

そ
の

後
、

不
漁

の
年

に
、

ユ
ウ

キ
チ

稲
荷

と
い

う
拝

み
屋

に
み

て
も

ら
う

と
、

ア
カ

ガ
メ

様
の

信
心

が
足

り
な

い
と

い
わ

れ
、

ア
カ

ガ
メ

大
神

と
し

て
祀

り
な

お
し

た
。

[小
島

2
0
0
5
]、

[川
島

2
0
0
5
]

2
1
1

魚
類

魚
籃

観
音

小
名

浜
村

漁
港

福
島

い
わ

き
市

不
漁

に
混

迷
し

た
小

名
浜

村
漁

港
の

依
頼

で
、

牧
島

如
鳩

が
「
魚

籃
観

音
像

」
を

制
作

し
た

。
「
魚

籃
観

音
像

」
は

、
完

成
後

ト
ラ

ッ
ク

に
乗

せ
ら

れ
町

中
を

走
り

回
り

、
そ

の
後

、
め

で
た

く
豊

漁
が

続
い

た
と

の
こ

と
。

2
1
2

ウ
ミ

ガ
メ

亀
大

明
神

津
神

社
福

島
南

相
馬

市
鹿

島
区

島
崎

1
9
5
5

昭
和

3
0
年

代
ヒ

ラ
メ

の
刺

し
網

に
入

っ
て

死
ん

だ
ウ

ミ
ガ

メ
を

祀
っ

た
も

の
。

も
と

も
と

、
海

の
近

く
に

建
て

ら
れ

た
も

の
だ

が
、

奉
納

月
日

の
4
月

1
2
日

が
烏

崎
の

津
神

社
の

祭
典

日
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
日

に
ウ

ミ
ガ

メ
の

供
養

を
行

い
、

碑
も

ま
た

、
後

日
、

神
社

境
内

に
移

し
た

と
い

う
。

[川
島

2
0
0
5
]、

[小
島

2
0
0
5
]、

[田
中

2
0
0
6
]

2
1
3

ク
ジ

ラ
鯨

大
明

神
津
神
社

福
島

南
相

馬
市

鹿
島

区
島

崎
1
8
6
8
-
1
9
1
2

明
治

時
代

 明
治

時
代

。
鳥

崎
の

津
神

社
に

は
、

鯨
の

霊
を

ま
つ

る
鯨

大
明

神
の

石
塔

が
あ

る
。

そ
の

隣
に

は
亀

の
霊

を
ま

つ
る

亀
明

神
の

石
塔

も
あ

る
。

鯨
文

化
H

P
、

[田
中

2
0
0
6
]

2
1
4

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
碑

茨
城

稲
敷
市

2
1
5

ウ
ミ

ガ
メ

大
亀

大
明

神
茨

城
神

栖
市

波
崎

町
東

町
1
9
8
6

昭
和

6
1
年

昭
和

6
1
年

旧
1
1
月

1
日

建
立

　
儀

津
屋

丸
他

計
2
4
名

が
、

8
体

を
埋

葬
し

た
と

さ
れ

る
。

[小
島

2
0
0
5
]

2
1
6

ウ
ミ

ガ
メ

亀
塚

佐
波

波
地

祇
神

社
茨

城
北

茨
城

市
大

津
町

1
9
7
1

昭
和

4
6
年

「
昭

和
4
6
年

5
月

吉
祥

日
　

東
京

　
亀

寿
し

　
鈴

木
七

郎
高

橋
ハ

ツ
建

之
」
と

あ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

2
1
7

ウ
ミ

ガ
メ

亀
塚

佐
波

波
地

祇
神

社
茨

城
北

茨
城

市
大

津
町

1
9
8
3

昭
和

5
8
年

「
昭

和
5
8
年

1
2
月

吉
日

　
金

徳
丸

　
鈴

木
徳

穂
建

之
」
と

あ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

2
1
8

ウ
ミ

ガ
メ

亀
塚

佐
波

波
地

祇
神

社
茨

城
北

茨
城

市
大

津
町

2
0
0
1

平
成

1
3
年

「
平

成
1
3
年

3
月

吉
日

　
建

之
福

栄
丸

」
と

あ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

2
1
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
墓

）
八

幡
神

社
茨

城
北

茨
城

市
大

津
町

石
碑

等
は

な
く
、

埋
葬

し
た

の
み

。
[小

島
2
0
0
5
]

2
2
0

ジ
ン

ベ
イ

ザ
メ

甚
平

鮫
神

社
八

幡
神

社
茨

城
北

茨
城

市
平

潟
1
9
4
5

戦
後

す
ぐ

平
潟

の
網

主
が

ジ
ン

ベ
イ

ザ
メ

を
食

べ
た

ら
、

不
漁

に
な

っ
た

の
で

、
祀

り
始

め
た

と
い

う
。

[川
島

2
0
0
5
]

2
2
1

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

茨
城

下
妻
市
　

砂
沼

愛
魚

会
が

、
へ

ら
鮒

供
養

塔
の

前
で

5
月

1
3
日

行
っ

た
（
2
0
0
7
）
。

第
4
1
回

へ
ら

ま
つ

り
で

は
、

午
前

中
へ

ら
鮒

の
供

養
と

釣
り

の
安

全
を

祈
念

し
て

へ
ら

鮒
供

養
塔

の
前

で
神

主
に

よ
る

祝
詞

。

2
2
2

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

吉
野
公
園

茨
城

常
総
市
上
蛇
町

吉
野

橋
の

袂
に

「
へ

ら
鮒

供
養

塔
」

2
2
3

魚
類

魚
供

養
碑

鬼
怒
小
貝
漁
協

茨
城

筑
西
市
女
方

1
9
7
4

昭
和

4
9
年

「
魚

供
養

碑
」
、

昭
和

4
9
年

建
立

。
毎

年
9
月

に
供

養
祭

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
2
4

魚
類

・
海

難
者

（
慰

霊
碑

）
久
慈
町
漁
協

茨
城

日
立
市
久
慈
町

1
9
9
7

平
成

9
年

慰
霊

碑
（
水

難
者

と
魚

霊
）
を

平
成

9
年

建
立

。
水

難
者

供
養

お
よ

び
慰

霊
祭

。
阿

波
さ

ま
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
2
5

ヘ
ラ

ブ
ナ

鮒
供

養
碑

船
渡
門
跡
付
近

茨
城

古
河
市

2
2
6

ア
ユ

魚
魂

之
碑

鬼
怒

川
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
エ

リ
ア

管
理

釣
り

場
栃

木
宇

都
宮

市
岡

本
町

1
9
8
6

昭
和

6
1
年

鬼
怒

川
漁

業
協

同
組

合
に

よ
れ

ば
、

「
魚

魂
之

碑
」
を

昭
和

6
1
年

1
0
月

6
日

に
建

立
。

鬼
怒

川
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
エ

リ
ア

管
理

釣
り

場
に

あ
る

。
当

地
は

、
宇

都
宮

フ
ィ

ッ
シ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

管
理

釣
り

場
と

鮎
の

養
殖

事
業

を
行

な
っ

て
い

た
。

昭
和

6
1
年

8
月

4
日

の
豪

雨
で

増
水

被
害

を
受

け
た

こ
と

が
き

っ
か

け
と

考
え

ら
れ

る
。

毎
年

、
4
月

1
日

に
、

鮎
の

放
流

初
日

に
、

魚
魂

之
碑

前
で

、
魚

の
供

養
と

豊
漁

・
安

全
祈

願
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
2
7

魚
類

魚
魂

碑
那

珂
川

北
部

漁
業

協
同

組
合

栃
木

大
田

原
市

桧
木

沢
1
9
9
2

平
成

4
年

「
魚

魂
碑

」
、

平
成

4
年

に
事

務
所

正
面

に
建

立
。

不
定

期
だ

が
、

供
養

碑
の

前
で

、
魚

の
供

養
を

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
2
8

魚
類

魚
之

供
養

碑
　

自
然

に
感

謝
栃

木
日

光
市

鬼
怒

川
2
0
0
7

平
成

1
9
年

「
魚

之
供

養
碑

　
自

然
に

感
謝

」
。

男
鹿

渓
流

会
会

長
の

阿
久

津
等

さ
ん

（
6
9
歳

）
が

、
「
山

や
川

の
自

然
に

感
謝

し
、

魚
の

供
養

と
釣

り
人

の
安

全
祈

願
を

し
て

い
た

だ
く
た

め
」
自

費
で

建
立

し
た

も
の

。
（
2
0
0
7
年

7
月

2
0
日

と
ち

ぎ
朝

日
3
面

）
と

ち
ぎ

朝
日

2
2
9

魚
類

魚
籃

観
音

鬼
怒

川
温

泉
ホ

テ
ル

栃
木

日
光

市
鬼

怒
川

温
泉

滝
ホ

テ
ル

玄
関

脇
に

富
貴

観
音

（
魚

籃
観

音
）
。

0
9
年

1
月

1
9
日

（
月

）
に

法
要

。

2
3
0

マ
ス

鱒
供

養
碑

湯
滝

の
滝

壷
脇

栃
木

日
光

湯
川

湯
滝

の
滝

壷
脇

に
“
鱒

供
養

”
の

石
碑

が
あ

る
。

2
3
1

魚
類

魚
籃

観
音

光
泉

寺
群

馬
吾

妻
郡

草
津

町
（
草

津
温

泉
）

2
3
2

魚
類

古
峰

神
社

日
向

漁
業

協
同

組
合

船
場

近
く

群
馬

館
林

市
日

向
町

「
古

峰
神

社
」
。

漁
場

の
船

着
場

近
く
に

あ
り

、
明

治
初

期
に

建
て

替
え

た
。

古
峰

神
社

に
て

、
毎

年
１

月
の

大
寒

の
日

に
漁

協
祭

、
5
月

5
日

に
神

社
大

祭
を

行
い

、
豊

漁
と

安
全

を
祈

願
す

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
3
3

ニ
ジ

マ
ス

鱒
供

養
搭

ニ
ジ

マ
ス

の
釣

り
堀

・
民

宿
鱒

池
群

馬
多

野
郡

上
野

村
楢

原
1
9
7
4

昭
和

4
9
年

昭
和

4
9
年

４
月

　
鱒

供
養

搭
を

建
立

。

2
3
4

魚
類

魚
族

供
養

之
碑

群
馬

県
水

産
試

験
場

　
本

場
群

馬
前

橋
市

敷
島

町
1
9
8
4

昭
和

5
9
年

「
魚

族
供

養
之

碑
」
。

昭
和

5
9
年

に
水

産
試

験
場

敷
地

内
に

漁
協

連
合

会
が

建
立

。
知

事
書

の
碑

で
、

群
馬

県
の

形
の

上
に

魚
の

形
の

碑
が

立
っ

て
い

る
デ

ザ
イ

ン
。

県
内

に
生

息
し

て
い

る
魚

の
供

養
の

た
め

に
建

立
。

県
漁

連
で

は
、

魚
の

供
養

と
漁

の
安

全
祈

願
の

た
め

に
6
月

の
総

会
時

に
東

照
宮

の
宮

司
を

呼
ん

で
、

供
養

碑
前

に
て

「
魚

魂
祭

」
を

行
な

っ
て

き
た

。
こ

こ
3
年

ほ
ど

休
止

し
て

い
た

が
、

役
員

の
家

族
に

不
幸

が
続

い
た

た
め

、
平

成
2
2
年

か
ら

宮
司

を
呼

ば
ず

に
簡

略
化

し
て

再
開

し
た

。
水

産
試

験
場

で
は

、
群

馬
県

水
産

試
験

場
川

場
養

魚
セ

ン
タ

ー
と

合
同

で
、

以
前

は
5
月

に
供

養
祭

を
行

な
っ

て
い

た
が

、
現

在
は

し
て

い
な

い
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
3
5

魚
類

魚
霊

碑
埼

玉
中

央
漁

業
協

同
組

合
埼

玉
熊

谷
市

久
下

1
9
8
2

昭
和

5
7
年

「
魚

霊
碑

」
、

昭
和

5
7
年

建
立

の
石

碑
が

本
部

に
あ

る
。

2
月

に
傘

下
の

5
支

部
も

集
ま

っ
て

、
魚

霊
碑

の
前

で
「
魚

霊
祭

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

2
3
6

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

武
蔵

の
池

へ
ら

鮒
管

理
釣

り
場

埼
玉

さ
い

た
ま

市
西

区
指

扇
領

辻
事

務
所

脇
に

へ
ら

鮒
供

養
塔

が
あ

る
。

2
3
7

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

道
満

河
岸

釣
り

場
埼

玉
戸

田
市

大
字

重
瀬

売
店

横
に

へ
ら

鮒
供

養
塔

、
供

養
塔

の
横

に
は

水
神

碑
が

あ
る

。

2
3
8

魚
類

魚
霊

碑
羽

生
水

郷
公

園
・
さ

い
た

ま
水

族
館

埼
玉

羽
生

市
三

田
ケ

谷

2
3
9

魚
類

淡
水

魚
介

類
一

切
之

霊
追

善
供

養
（
塔

婆
）

城
立

寺
埼

玉
本

庄
市

銀
座

城
立

寺
に

は
、

本
堂

の
鴨

居
に

珍
し

い
畳

１
畳

大
の

日
蓮

上
人

の
面

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

。
境

内
に

は
「
淡

水
魚

介
類

一
切

之
霊

追
善

供
養

」
の

塔
婆

も
見

ら
れ

る
。

2
4
0

ウ
ナ

ギ
虚

空
蔵

尊
（
ウ

ナ
ギ

供
養

）
彦

倉
虚

空
蔵

尊
 延

命
院

埼
玉

三
郷

市
彦

倉

「
う

な
ぎ

は
虚

空
蔵

さ
ま

の
使

者
や

化
身

で
あ

る
」
と

い
う

理
由

か
ら

、
彦

倉
虚

空
蔵

尊
を

祀
る

三
郷

市
彦

倉
で

も
、

言
い

伝
え

に
よ

り
現

在
で

も
う

な
ぎ

を
食

べ
な

い
人

が
い

る
。

「
秋

の
大

雨
が

数
日

つ
づ

き
、

古
利

根
川

が
増

水
し

堤
防

が
決

壊
、

み
る

み
る

う
ち

に
床

上
ま

で
浸

水
し

、
つ

い
に

は
軒

先
ま

で
き

て
し

ま
っ

た
。

方
々

か
ら

“
助

け
て

く
れ

ぇ
”
と

い
う

叫
び

声
が

き
こ

え
小

船
を

漕
ぎ

だ
し

て
探

し
て

い
る

と
、

子
供

や
老

人
が

太
い

丸
太

の
よ

う
な

も
の

に
乗

っ
た

り
つ

か
ま

っ
た

り
し

て
、

流
れ

の
は

や
い

濁
流

の
中

で
流

さ
れ

ず
に

浮
い

て
い

た
。

よ
く
み

れ
ば

そ
れ

は
丸

太
で

は
な

く
う

な
ぎ

の
大

群
で

、
縄

の
よ

う
に

な
っ

て
よ

り
集

ま
り

、
子

供
や

老
人

を
助

け
た

と
い

う
。

2
4
1

魚
類

魚
籃

観
音

布
佐

観
音

堂
千

葉
我

孫
子

市
布

佐
 仙

遊
寺

伊
予

佐
礼

山
“
鮮

魚
街

道
”
の

出
発

地
点

に
建

つ
お

堂
。

国
道

3
5
6
号

を
渡

り
旧

成
田

街
道

の
手

前
右

手
に

あ
っ

た
。

布
佐

は
利

根
水

運
の

中
継

地
と

し
て

栄
え

、
布

佐
河

岸
に

荷
揚

げ
さ

れ
た

鮮
魚

を
江

戸
に

運
ぶ

馬
は

１
日

1
5
0
頭

も
要

し
た

と
い

う
。

布
佐

観
音

堂
は

、
こ

れ
ら

の
馬

の
慰

霊
の

た
め

に
魚

問
屋

や
馬

主
に

よ
っ

て
建

立
さ

れ
た

。
相

馬
霊

場
5
8
番

の
札

所
に

な
っ

て
い

る
。

お
堂

は
明

治
3
年

の
利

根
川

決
壊

に
よ

り
流

失
、

大
正

２
年

に
再

建
さ

れ
た

も
の

。
 本

尊
は

馬
頭

観
音

で
魚

籃
観

音
も

祀
る

。
ご

開
帳

は
4
月

2
1
日

。

2
4
2

ク
ジ

ラ
鯨

塚
加

治
山

神
社

千
葉

安
房

郡
鋸

南
町

勝
山

1
6
5
5
-
1
8
6
5

醍
醐

家
ゆ

か
り

の
神

社
。

本
殿

の
左

側
の

斜
面

や
小

屋
の

周
辺

に
石

宮
が

た
く
さ

ん
置

か
れ

て
い

る
。

説
明

板
に

よ
れ

ば
1
0
0
基

ほ
ど

あ
る

。
○

2
4
3

ク
ジ

ラ
鯨

塚
弁

財
天

千
葉

安
房

郡
鋸

南
町

板
井

ケ
谷

1
8
3
8

天
保

9
年

勝
山

藩
主

酒
井

家
の

分
家

で
「
竜

神
の

殿
さ

ま
」
と

呼
ば

れ
た

旗
本

酒
井

家
の

弁
財

天
。

醍
醐

新
兵

衛
定

香
が

天
保

9
年

に
寄

進
し

た
祠

が
あ

り
、

そ
れ

を
取

り
囲

む
よ

う
に

し
て

小
さ

な
石

宮
が

建
っ

て
い

る
。

出
刃

組
3
組

1
2
人

が
1
年

に
1
基

、
解

体
し

た
鯨

の
供

養
・
祈

願
の

た
め

に
建

て
た

。
1
0
0
基

ほ
ど

あ
っ

た
が

、
破

損
し

た
も

の
は

埋
め

て
し

ま
い

、
現

在
は

5
2
基

あ
る

。
祠

の
場

所
は

、
少

し
上

の
洞

に
あ

っ
た

が
、

土
砂

崩
れ

な
ど

が
あ

り
現

在
の

位
置

に
移

動
。

祠
の

中
に

3
基

あ
る

。
供

養
碑

の
大

き
さ

に
よ

り
、

捕
鯨

数
が

わ
か

る
と

い
う

。

○
鋸

南
町

H
P

、
鯨

文
化

H
P

、
[松

崎
2
0
0
4
]

2
4
4

ノ
リ

漁
場

開
放

記
念

碑
稲

荷
神

社
境

内
千

葉
市

原
市

岩
崎

1
9
6
1

昭
和

3
6
年

京
葉

工
業

地
帯

造
成

の
た

め
に

、
漁

場
を

開
放

す
る

に
決

し
、

昭
和

3
6
年

2
月

2
0
日

に
、

千
葉

県
と

交
渉

妥
結

す
る

。
昭

和
3
6
年

5
月

吉
日

に
岩

崎
漁

師
組

合
員

一
同

が
、

郷
土

の
発

展
隆

盛
を

念
願

し
、

記
念

と
し

て
碑

を
建

て
た

。
姉

崎
H

P

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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2
4
5

ノ
リ

海
苔
□
功
業
記

八
坂
神
社
境
内

千
葉

市
原
市
青
柳

1
9
0
7

明
治
4
0
年

市
原
郡
千
種
村
の
青
柳
浦
漁
業
組
合
が
頭
取
・
山
下
庄
蔵
氏
、
副
頭
取
・
地
引
英
吉
氏
等
外
3
6
名
が
明
治
3
3
年
に
有
志
の
賛
同
を
得
て
海
苔
□
業
を
起
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し

て
明
治
40
年
1
0月
建
立
。

姉
崎
H
P

2
4
6

ノ
リ

顕
彰
碑

八
坂
神
社
境
内

千
葉

市
原
市
青
柳

1
9
6
3

昭
和
3
8
年

青
柳
浦
漁
業
に
は
、
明
治
中
期
に
海
苔
養
殖
の
技
が
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
3
4
年
に
漁
業
法
が
制
定
さ
れ
、
漁
業
組
合
を
創
立
し
、
海
苔
な
ら
び
に
貝
類
養
殖
の
漁
業
権
を
取
得
。

水
産
業
協
同
組
合
法
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
2
4
年
1
0
月
6
日
に
青
柳
漁
業
協
同
組
合
を
設
立
し
、
共
同
漁
業
権
並
に
区
画
漁
業
権
を
享
有
。
京
葉
工
業
地
帯
の
造
成
計
画

で
、
し
、
昭
和
3
5
年
５
月
に
知
事
よ
り
漁
業
権
放
棄
の
要
請
を
受
け
た
。
同
3
6
年
8
月
2
6
日
に
臨
時
総
会
を
開
き
、
共
同
漁
業
権
の
放
棄
を
決
議
し
、
同
3
7
年
8
月
2
4
日
に
漁
業
権

放
棄
の
手
続
き
を
完
了
。
同
3
8
年
5
月
2
7
日
総
会
を
開
い
て
解
散
を
決
議
し
た
。
解
散
に
あ
た
り
沿
革
の
概
要
を
記
し
た
記
念
碑
を
建
て
た
。

姉
崎
H
P

2
4
7
ハ
マ
グ
リ
は
ま
ぐ
り
の
碑

緑
地
運
動
公
園
臨
海
競
技
場

千
葉

市
原
市
岩
崎

1
9
6
9

昭
和
4
4
年

昭
和
3
0
年
代
か
ら
埋
め
立
て
が
始
ま
る
ま
で
は
、
漁
業
や
海
苔
の
養
殖
が
行
わ
れ
、
ハ
マ
グ
リ
や
ア
オ
ヤ
ギ
が
大
量
に
採
れ
た
。
昭
和
3
2
年
よ
り
3
7
年
に
わ
た
っ
て
漁
業
補
償
の

交
渉
が
行
わ
れ
、
関
係
漁
民
3
2
8
4
名
が
漁
業
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
岸
よ
り
沖
合
い
ま
で
、
面
積
2
1
4
2
万
平
方
ｍ
が
埋
立
て
ら
れ
工
場
用
地
に
造
成
さ
れ
た
。
工
場

群
の
建
物
の
下
に
は
、
今
な
お
生
き
な
が
ら
葬
ら
れ
た
幾
千
万
の
成
貝
稚
貝
が
あ
り
、
こ
の
供
養
を
通
じ
て
、
こ
の
海
に
生
活
し
て
来
た
私
達
の
先
祖
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
昭
和

4
4
年
8
月
に
建
立
。

姉
崎
H
P

2
4
8

ノ
リ

（
記
念
碑
）

大
宮
神
社
境
内

千
葉

市
原
市
五
井

1
9
6
2

昭
和
3
7
年

宝
暦
2
年
、
幕
府
へ
魚
貝
類
を
漁
業
運
上
し
て
以
来
、
五
井
浦
お
よ
び
近
隣
の
漁
民
の
漁
獲
物
を
徴
収
し
、
幕
府
に
納
付
し
て
き
た
。
天
保
年
間
に
は
境
界
争
な
ど
も
あ
っ
た
が
、

明
治
2
6
年
4
月
に
規
約
を
設
け
、
五
井
漁
業
組
合
を
創
設
。
明
治
3
5
年
1
2
月
の
漁
業
法
改
正
に
よ
り
、
五
井
浦
漁
業
組
合
が
成
立
さ
れ
、
次
い
で
明
治
4
2
年
1
1
月
に
専
用
漁
業
権

を
許
可
さ
れ
、
こ
の
年
よ
り
海
苔
養
殖
業
を
創
設
し
た
。
昭
和
3
3
年
1
2
月
、
県
の
提
唱
し
た
京
葉
工
業
地
帯
五
井
地
区
造
成
に
協
力
し
、
埋
立
に
同
意
し
、
共
同
漁
業
区
画
漁
業

権
を
放
棄
。
組
合
も
ま
た
昭
和
3
7
年
7
月
3
1
日
を
も
つ
て
解
散
し
、
昭
和
3
7
年
9
月
に
記
念
碑
を
建
立
。

姉
崎
H
P

2
4
9

ノ
リ

（
記
念
碑
）

大
宮
神
社
境
内

千
葉

市
原
市
五
井

1
9
6
3

昭
和
3
8
年

千
葉
県
は
昭
和
3
2
年
か
ら
大
規
模
の
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
事
業
に
着
手
し
た
。
東
京
内
湾
地
域
の
遠
浅
海
面
を
埋
立
て
、
新
た
に
土
地
を
造
る
事
業
で
、
工
業
地
帯
の
造
成

の
た
め
昭
和
3
6
年
3
月
に
海
苔
の
漁
場
を
放
棄
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
岩
崎
地
区
の
農
地
入
地
一
町
歩
に
つ
い
て
埋
立
計
画
に
よ
る
道
路
鉄
道
等
の
公
共
用
地
と
し
て
譲
渡

の
交
渉
を
う
け
、
昭
和
3
8
年
4
月
に
地
主
4
8
名
は
県
に
売
渡
す
こ
と
に
同
意
し
た
。
昭
和
3
8
年
1
2
月
に
、
県
に
協
力
し
て
土
地
を
譲
渡
し
た
の
を
記
念
し
て
こ
の
碑
を
建
立
し
た
。

姉
崎
H
P

2
5
0

魚
類

魚
霊
供
養
の
碑

宗
像
神
社

千
葉

印
旛
郡
印
旛
村
吉
高

境
内
に
は
巨
大
古
木
の
ク
ス
、
ス
ギ
な
ど
や
、
木
祠
、
石
祠
、
石
像
な
ど
多
数
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
魚
霊
供
養
の
碑
（
右
）
が
あ
る
。

2
5
1

ク
ジ
ラ

鯨
供
養
塔

花
蔵
院

千
葉

浦
安
市
猫
実

明
治
2
5
年
ご
ろ
に
海
岸
に
乗
り
上
げ
た
鯨
を
買
い
取
っ
た
興
行
師
が
、
見
世
物
に
し
よ
う
と
思
っ
た
が
重
く
て
運
べ
ず
、
鯨
が
腐
っ
た
の
で
、
花
蔵
院
に
葬
り
供
養
塔
を
建
て
た
と
さ

れ
る
が
、
供
養
塔
の
存
在
は
不
明
。

[吉
原
1
9
8
2
]

2
5
2

ク
ジ
ラ

大
鯨

稲
荷
神
社

千
葉

浦
安
市
当
代
島

1
8
7
5

明
治
8
年

「
明
治
八
年
亥
年
十
一
月
一
日
　
大
鯨
　
高
橋
源
平
　
西
脇
清
吉
」
と
あ
る
。
明
治
8
年
2
人
の
漁
師
が
大
鯨
を
捕
ま
え
て
大
金
を
得
、
有
名
人
扱
い
さ
れ
、
有
頂
天
に
な
っ
て
し
ま
い

そ
の
反
省
に
建
て
た
も
の
。
稲
荷
神
社
に
石
碑
が
あ
る
。

鯨
文
化
H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]

2
5
3

ウ
ミ
ガ
メ
宝
来
亀

恵
日
寺

千
葉

勝
浦
市
串
浜

施
主
小
三
郎
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
5
4

ウ
ミ
ガ
メ
大
海
亀
供
養
塚

恵
日
寺

千
葉

勝
浦
市
串
浜

1
9
8
5

昭
和
6
0
年

昭
和
6
0
年
6
月
2
4
日
　
新
道
町
有
志
一
同
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
5
5

ク
ジ
ラ

鯨
塚

千
葉

勝
山
市
仁
浜
海
岸

胎
児
を
哀
れ
ん
で
建
て
ら
れ
た
[新
藤
1
9
7
0
]。

[吉
原
1
9
8
2
]

2
5
6

サ
ケ

鮭
神
社

山
倉
神
社

千
葉

香
取
郡
山
田
町
山
倉

サ
ー
モ
ン
H
P

2
5
7

ウ
ミ
ガ
メ
亀
龍
神

布
入
弁
天
堂

千
葉

鴨
川
市
天
津
小
湊
町
布
入

1
8
6
6

慶
応
2
年

小
島
に
よ
れ
ば
「
慶
応
2
丙
寅
年
5
月
1
5
日
手
船
漁
先
ヨ
リ
亀
拾
来
此
所
祭
」
、
酒
屋
惣
八
が
漂
着
死
体
を
祀
っ
た
と
い
う
。
亀
龍
神
し
か
判
別
で
き
ず
。
お
堂
の
正
面
に
お
か
れ
て

い
る
。
地
震
が
あ
り
、
海
岸
線
と
道
の
工
事
で
、
お
堂
が
現
在
の
位
置
に
移
動
。

[小
島
2
0
0
5
]、
［
依
田
2
0
0
7
］

2
5
8

タ
イ

妙
の
浦
タ
イ
之
墓

誕
生
寺

千
葉

鴨
川
市
小
湊

1
9
7
9
昭
和
5
4
年

昭
和
5
4
年
8
月
吉
日
建
立
。
石
碑
の
後
ろ
に
2
本
の
「
妙
の
浦
鯛
一
族
之
霊
位
　
秋
季
彼
岸
追
善
供
養
」
と
書
か
れ
た
卒
塔
婆
が
あ
り
、
施
主
は
小
湊
妙
の
浦
の
遊
覧
船
協
業
組

合
で
、
平
成
2
1
年
に
供
養
祭
を
行
っ
た
。
鯛
の
浦
の
鯛
は
日
蓮
上
人
の
化
身
と
さ
れ
、
漁
が
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。
誤
っ
て
獲
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
火
葬
場
で
処
理
し
、
誕
生
寺
に

あ
る
鯛
塚
に
て
供
養
を
さ
れ
て
き
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

2
5
9

魚
類

魚
籃
観
音

芝
堂
（
西
行
院
別
院
）

千
葉

館
山
市
那
古
船
形

崖
の
観
音
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
裏
山
に
あ
る
。
安
房
周
辺
で
は
、
海
上
で
水
難
犠
牲
者
を
発
見
し
た
と
き
、
船
を
流
し
、
そ
の
周
辺
を
お
さ
え
廻
り
（
右
廻
り
）
に
三
回
廻
り
、
「
大

漁
を
頼
む
ぞ
」
と
か
「
軽
く
あ
が
れ
」
と
か
声
を
か
け
な
が
ら
、
一
定
の
所
か
ら
船
上
に
引
き
上
げ
た
と
い
う
。
漁
師
た
ち
は
、
流
れ
ボ
ト
ケ
と
い
っ
て
、
丁
寧
に
供
養
し
、
こ
の
石
碑
も

そ
の
一
つ
。

2
6
0

ウ
ミ
ガ
メ
大
海
亀
之
霊

御
嶽
神
社

千
葉

銚
子
市
植
松
町

1
9
2
5

大
正
1
4
年

「
大
海
亀
之
霊
　
大
正
1
4
年
1
0
月
　
西
廣
良
吉
」
と
あ
り
、
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
1

ウ
ミ
ガ
メ
海
神
亀
之
霊

御
嶽
神
社

千
葉

銚
子
市
植
松
町

1
9
6
7

昭
和
4
2
年

「
海
神
亀
之
霊
　
昭
和
4
2
年
9
月
　
御
嶽
丸
　
船
主
西
広
秀
子
　
沖
合
鈴
木
正
次
　
合
友
荒
木
喜
三
郎
　
乗
船
員
一
同
」
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
2

ウ
ミ
ガ
メ
神
愛
亀
之
霊

御
嶽
神
社

千
葉

銚
子
市
植
松
町
（
西
宮
大
宮
）

1
9
1
4

大
正
3
年

「
神
愛
亀
之
霊
　
大
正
3
年
8
月
　
西
廣
良
吉
」
と
あ
る
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。
御
嶽
神
社
は
、
御
嶽
丸
漁
業
を
経
営
す
る
西
広
家
が
信
仰
し
て
き
た
神
社
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
3

ウ
ミ
ガ
メ
（
カ
メ
ノ
コ
サ
マ
）

海
鹿
島
海
岸

千
葉

銚
子
市
海
鹿
島
海
岸

無
銘
の
石
祠
。
カ
メ
ノ
コ
サ
マ
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
4
ク
ジ
ラ
/
ウ
ミ

ガ
メ

大
漁
之
神

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
8
6
2

文
久
2
年

「
大
漁
之
神
　
増
田
三
平
」
、
背
面
に
は
「
瘞
鯨
顱
銘
」
と
あ
る
。

[小
島
2
0
0
5
]、
[松
崎
2
0
0
4
]

2
6
5

ウ
ミ
ガ
メ
大
漁
神

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
8
7
4

明
治
7
年

「
大
漁
神
　
明
治
7
年
戌
年
吉
日
　
籠
屋
市
五
郎
」
と
あ
る
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
6

ウ
ミ
ガ
メ
海
幸
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
1
1

明
治
4
4
年

「
海
幸
亀
之
霊
　
明
治
4
4
年
□
月
2
日
　
銚
子
漁
業
組
合
　
銚
子
生
魚
商
組
合
　
内
濱
猪
牙
船
中
他
」
と
あ
る
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
7

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
1
8

大
正
7
年

「
海
亀
之
霊
　
大
正
7
年
9
月
　
浅
野
周
吉
」

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
8

ウ
ミ
ガ
メ
海
幸
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
2
7

昭
和
2
年

「
海
幸
亀
之
霊
　
昭
和
2
年
　
岩
田
丸
」
と
あ
る
。
銚
子
船
籍
？

[小
島
2
0
0
5
]

2
6
9

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
2
9

昭
和
4
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
4
年
1
1
月
　
御
嶽
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
0

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
3
1

昭
和
6
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
6
年
旧
4
月
　
大
徳
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
1

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
3
2

昭
和
7
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
7
年
4
月
　
伊
勢
丸
　
前
野
竹
松
」
と
あ
る
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
2

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
3
7

昭
和
1
2
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
1
2
年
1
0
月
　
第
一
金
毘
羅
丸
」
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
3

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
3
9

昭
和
1
4
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
1
4
年
1
0
月
　
仲
吉
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。
鳥
居
つ
き
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
4

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
4
2

昭
和
1
7
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
1
7
年
1
1
月
吉
日
霊
祭
　
白
土
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
5

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
4
8

昭
和
2
3
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
2
3
年
1
0
月
2
日
　
恵
比
寿
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
6

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
5
0

昭
和
2
5
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
2
5
年
1
1
月
吉
日
霊
祭
　
第
二
十
海
光
丸
」
。
銚
子
船
籍
で
は
な
い
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
7

ウ
ミ
ガ
メ
海
幸
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
5
1

昭
和
2
6
年

「
海
幸
亀
之
霊
　
昭
和
2
6
年
6
月
7
日
建
立
　
七
面
丸
　
勘
亀
魚
問
屋
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
8

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
5
1

昭
和
2
6
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
2
6
年
1
0
月
1
4
日
　
明
神
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
？
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
7
9

ウ
ミ
ガ
メ
海
運
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
5
3

昭
和
2
8
年

「
海
運
亀
之
霊
　
昭
和
2
8
年
1
月
3
日
　
第
一
利
早
丸
　
坂
本
庄
三
郎
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
0

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
6
0

昭
和
3
5
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
3
5
年
6
月
2
7
日
　
東
盛
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]、
［
依
田
2
0
0
7
］

2
8
1

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
6
2

昭
和
3
7
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
3
7
年
5
月
2
3
日
　
第
三
兄
弟
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
2

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
7
9

昭
和
5
4
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
5
4
年
2
月
9
日
　
尾
張
丸
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
3

ウ
ミ
ガ
メ
海
亀
之
霊

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
8
7

昭
和
6
2
年

「
海
亀
之
霊
　
昭
和
6
2
年
3
月
　
第
二
十
一
富
丸
　
久
保
甚
」
。
銚
子
船
籍
の
漁
船
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
4

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
石
祠
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
5

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
石
祠
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
6

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
厚
板
石
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
7

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
自
然
石
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
8

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
自
然
石
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
8
9

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
自
然
石
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
9
0

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

無
銘
の
自
然
石
。

[小
島
2
0
0
5
]

2
9
1

ウ
ミ
ガ
メ
(亀
塚
)

川
口
神
社

千
葉

銚
子
市
川
口
町

1
9
9
6

平
成
8
年

平
成
8
年
　
伊
東
丸
に
よ
る
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
。
石
塔
は
な
し
。
代
替
わ
り
を
し
た
宮
司
が
神
域
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
体
を
葬
る
の
は
不
浄
だ
か
ら
、
場
所
を
移
す
よ
う
要
請
を
し

た
が
、
漁
師
た
ち
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
祟
り
を
口
に
し
て
同
意
せ
ず
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
遺
骸
を
見
つ
け
た
漁
夫
が
、
川
口
神
社
に
電
話
で
お
祀
り
を
依
頼
。
数
名
が
丸

太
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
担
ぎ
あ
げ
て
く
る
。
埋
葬
後
、
神
官
が
お
祓
い
を
し
、
米
・
塩
・
水
・
清
酒
を
供
え
て
供
養
が
終
わ
る
。
ご
祈
禱
料
で
１
万
円
を
納
め
る
。

[小
島
2
0
0
5
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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2
9
2

ウ
ミ

ガ
メ

(亀
塚

)
川

口
神

社
千

葉
銚

子
市

川
口

町
2
0
0
2

平
成

1
4
年

平
成

１
４

年
６

月
に

伊
東

丸
が

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

を
埋

葬
。

石
塔

は
な

し
。

[小
島

2
0
0
5
]

2
9
3

ク
ジ

ラ
（
鯨

供
養

碑
）

川
口

神
社

千
葉

銚
子

市
川

口
町

1
8
6
2

文
久

2
年

宮
司

が
撰

文
を

刻
ん

だ
、

漂
着

鯨
の

供
養

碑
。

[小
島

2
0
0
5
]

2
9
4

ウ
ミ

ガ
メ

（
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
）

黒
生

海
岸

千
葉

銚
子

市
黒

生
海

岸
「
船

橋
正

雄
」
。

死
亡

漂
着

し
た

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

を
埋

葬
。

カ
メ

ノ
コ

サ
マ

。
[小

島
2
0
0
5
]

2
9
5

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

葬
黒

生
大

神
宮

千
葉

銚
子

市
黒

生
町

1
9
2
6

大
正

1
5
年

「
海

亀
葬

　
大

正
1
5
年

1
0
月

　
仁

濱
竹

松
」
と

あ
り

、
銚

子
船

籍
の

漁
船

[小
島

2
0
0
5
]

2
9
6

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

霊
恵

比
須

神
社

千
葉

銚
子

市
名

洗
町

西
宮

神
社

風
化

の
た

め
判

読
不

可
。

[小
島

2
0
0
5
]

2
9
7

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

霊
恵

比
須

神
社

千
葉

銚
子

市
名

洗
町

西
宮

神
社

1
9
6
6

昭
和

4
1
年

「
亀

之
霊

　
昭

和
4
1
年

8
月

　
名

洗
町

水
夫

一
同

」
。

銚
子

船
籍

の
漁

船
。

[小
島

2
0
0
5
]

2
9
8

ウ
ミ

ガ
メ

（
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
）

長
崎

海
岸

千
葉

銚
子

市
長

崎
海

岸
無

銘
の

石
祠

。
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
。

[小
島

2
0
0
5
]

2
9
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
）

長
崎

海
岸

千
葉

銚
子

市
長

崎
海

岸
木

村
某

。
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
と

呼
ば

れ
る

石
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
0
0

ウ
ミ

ガ
メ

（
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
）

長
崎

海
岸

千
葉

銚
子

市
長

崎
海

岸
木

村
某

。
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
と

呼
ば

れ
る

石
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
0
1

ウ
ミ

ガ
メ

（
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
）

長
崎

海
岸

千
葉

銚
子

市
長

崎
海

岸
木

村
某

。
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
と

呼
ば

れ
る

石
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
0
2

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

大
善

人
長

崎
海

岸
千

葉
銚

子
市

長
崎

海
岸

「
海

亀
大

善
人

」
と

銘
の

お
堂

。
カ

メ
ノ

コ
サ

マ
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
0
3

ウ
ミ

ガ
メ

平
川

龍
神

霊
妙

福
寺

・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
0
4

明
治

3
7
年

「
平

川
龍

神
霊

　
明

治
3
7
年

旧
4
月

2
2
日

　
願

主
　

佐
野

長
吉

　
世

話
人

　
工

藤
九

平
　

篠
塚

つ
ね

」
。

妙
見

宮
本

殿
と

平
川

竜
神

の
則

堂
に

ウ
ミ

ガ
メ

の
墓

が
並

ん
で

い
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

3
0
4

ウ
ミ

ガ
メ

鈴
亀

龍
亀

霊
妙

福
寺

・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
1
4

大
正

3
年

「
鈴

亀
龍

亀
霊

　
大

正
3
年

4
月

7
日

　
房

州
西

岬
村

　
坂

田
鈴

木
八

五
郎

　
宿

白
鳥

久
米

吉
」

[小
島

2
0
0
5
]

3
0
5

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

大
明

神
妙

福
寺

・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
2
4

大
正

1
3
年

「
海

亀
大

明
神

　
大

正
1
3
年

1
0
月

　
熊

野
丸

」
と

あ
り

、
銚

子
船

籍
の

漁
船

。
[小

島
2
0
0
5
]

3
0
6

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

神
妙

福
寺

・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
2
4

大
正

1
3
年

「
海

亀
神

　
大

正
1
3
年

1
0
月

1
7
日

　
伊

勢
丸

　
伊

藤
仙

松
」
と

あ
り

、
銚

子
船

籍
の

漁
船

。
[小

島
2
0
0
5
]

3
0
7

ウ
ミ

ガ
メ

松
亀

亀
霊

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
2
9

昭
和

4
年

「
松

亀
神

霊
　

昭
和

4
年

旧
7
月

　
松

勢
丸

」
。

銚
子

船
籍

の
漁

船
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
0
8

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

神
霊

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
3
1

昭
和

6
年

「
海

亀
神

霊
　

昭
和

6
年

1
2
月

　
第

三
熊

野
丸

」
と

あ
る

。
銚

子
船

籍
の

漁
船

。
[小

島
2
0
0
5
]

3
0
9

ウ
ミ

ガ
メ

嘩
海

亀
神

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
5
8

昭
和

3
3
年

「
嘩

海
亀

神
　

昭
和

3
3
年

1
0
月

1
4
日

　
佐

野
妙

見
丸

」
。

銚
子

船
籍

の
漁

船
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
1
0

ウ
ミ

ガ
メ

白
朗

亀
神

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

1
9
5
5

昭
和

3
5
年

「
白

朗
亀

神
　

昭
和

3
5
年

1
月

1
1
日

　
金

毘
羅

丸
」
。

銚
子

市
外

川
船

籍
の

漁
船

。
[小

島
2
0
0
5
]

3
1
1

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

無
銘

の
石

祠
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
1
2

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

無
銘

の
石

祠
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
1
3

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

妙
福

寺
・
妙

見
宮

千
葉

銚
子

市
妙

見
町

無
銘

の
石

祠
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
1
4

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

之
霊

渡
海

神
社

千
葉

銚
子

市
高

神
西

町
1
9
8
7

昭
和

6
2
年

「
海

亀
之

霊
　

昭
和

6
2
年

5
月

　
坂

井
一

男
　

越
川

孝
子

」
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
1
5

ノ
リ

海
苔

五
十

年
記

念
南
白
亀
川
漁
協

千
葉

長
生
郡
白
子
町
古
所

1
9
2
2

大
正

1
1
年

「
海

苔
五

十
年

記
念

」
、

大
正

1
1
年

建
立

と
他

2
基

（
昭

和
7
年

、
昭

和
4
年

建
立

）
が

南
白

亀
川

付
近

に
あ

る
。

青
海

苔
の

記
念

で
あ

ろ
う

。
9
月

上
旬

に
は

、
「
川

施
餓

鬼
」
を

行
な

う
。

海
水

浴
場

で
水

死
者

が
出

て
か

ら
始

ま
り

、
人

の
他

に
獲

っ
た

魚
の

供
養

と
し

て
も

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
1
6

ノ
リ

（
海

苔
記

念
碑

）
南
白
亀
川
漁
協

千
葉

長
生
郡
白
子
町
古
所

1
9
3
2

昭
和

7
年

「
海

苔
五

十
年

記
念

」
、

昭
和

7
年

建
立

と
他

2
基

が
南

白
亀

川
付

近
に

あ
る

。
青

海
苔

の
記

念
で

あ
ろ

う
。

9
月

上
旬

に
は

、
「
川

施
餓

鬼
」
を

行
な

う
。

海
水

浴
場

で
水

死
者

が
出

て
か

ら
始

ま
り

、
人

の
他

に
獲

っ
た

魚
の

供
養

と
し

て
も

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
1
7

ノ
リ

（
海

苔
記

念
碑

）
南
白
亀
川
漁
協

千
葉

長
生
郡
白
子
町
古
所

1
9
2
9

昭
和

4
年

「
海

苔
五

十
年

記
念

」
、

昭
和

4
年

建
立

と
他

2
基

が
南

白
亀

川
付

近
に

あ
る

。
青

海
苔

の
記

念
で

あ
ろ

う
。

9
月

上
旬

に
は

、
「
川

施
餓

鬼
」
を

行
な

う
。

海
水

浴
場

で
水

死
者

が
出

て
か

ら
始

ま
り

、
人

の
他

に
獲

っ
た

魚
の

供
養

と
し

て
も

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
1
8

ク
ジ

ラ
鯨

神
社

富
津
御
嶽
神
社

千
葉

富
津
市
雪
南
台

こ
の

神
社

は
富

津
岬

の
付

け
根

あ
た

り
に

あ
る

。
別

の
場

所
の

岩
山

に
は

明
治

3
2
年

に
祀

ら
れ

た
「
鯨

神
社

」
が

あ
る

。
鯨

文
化

H
P

3
1
9

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

野
田

幸
手

園
千

葉
野

田
市

中
里

野
田

幸
手

園
の

駐
車

場
の

横
に

へ
ら

鮒
供

養
塔

。

3
2
0

魚
類

魚
籃

観
音

萬
満

寺
千

葉
松

戸
市

馬
橋

中
国

・
明

の
時

代
に

製
作

さ
れ

た
と

思
わ

れ
る

小
形

の
金

銅
製

鋳
造

仏
。

魚
の

入
っ

た
篭

を
持

つ
右

手
に

補
修

の
形

跡
が

見
ら

れ
る

。

3
2
1

ク
ジ

ラ
鯨

塚
（
角

塔
婆

）
千

葉
南

房
総

市
白

浜
町

大
字

乙
浜

1
9
4
7

昭
和

2
2
年

東
海

漁
業

主
の

青
山

織
人

氏
が

鯨
の

供
養

の
た

め
に

建
立

。
「
角

塔
婆

　
一

器
浄

飯
　

普
施

十
万

　
爰

施
餓

鬼
会

者
為

鯨
魚

類
成

三
菩

提
也

　
維

持
　

昭
和

2
2
年

6
月

1
6
日

」
[吉

原
1
9
8
2
]。

公
園

の
一

角
に

並
ぶ

2
基

の
石

宮
の

う
ち

の
一

つ
か

？
塔

婆
は

確
認

で
き

ず
。

△
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

3
2
2

ク
ジ

ラ
鯨

塚
千

葉
南

房
総

市
白

浜
町

大
字

乙
浜

1
9
1
6

大
正

5
年

吉
原

に
よ

れ
ば

、
大

正
5
年

頃
に

、
淵

辺
知

之
氏

が
親

鯨
の

頭
骨

と
胎

児
を

埋
め

て
供

養
し

た
も

の
[吉

原
1
9
8
2
]。

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
と

こ
ろ

に
埋

も
れ

て
い

た
石

宮
を

見
つ

け
、

海
浜

公
園

の
一

角
に

お
く
。

2
基

の
石

宮
が

な
ら

び
、

台
座

と
鯨

塚
の

説
明

板
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

○
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

3
2
3

ウ
ミ

ガ
メ

海
野

亀
塚

千
葉

南
房

総
市

白
浜

町
塩

浜
1
9
5
8

昭
和

3
3
年

「
昭

和
3
3
年

5
月

吉
日

」
な

ど
。

[小
島

2
0
0
5
]

3
2
4

ク
ジ

ラ
（
絵

馬
）

下
立

松
原

神
社

千
葉

南
房

総
市

白
浜

町
滝

口
1
9
6
0

昭
和

3
5
年

南
氷

洋
出

漁
記

念
で

奉
納

さ
れ

た
鯨

の
ヒ

ゲ
の

絵
馬

。
昭

和
3
5
年

4
月

吉
日

。
1
3
名

の
名

前
。

○

3
2
5

シ
ン

ジ
ュ

（
絵

馬
）

下
立

松
原

神
社

千
葉

南
房

総
市

白
浜

町
滝

口
1
9
3
8

昭
和

1
3
年

昭
和

1
3
年

1
1
月

吉
日

に
長

尾
村

字
川

下
の

中
山

照
太

郎
に

よ
る

寄
進

。
ア

コ
ヤ

貝
？

の
貝

○

3
2
6

ク
ジ

ラ
鯨

塚
長

性
寺

千
葉

南
房

総
市

千
倉

町
千

田
1
8
9
6

明
治

2
9
年

明
治

2
9
年

に
千

倉
の

浜
に

鯨
が

座
礁

し
て

打
ち

上
が

っ
た

。
浦

人
が

食
べ

ら
れ

る
も

の
は

持
ち

帰
り

、
残

っ
た

部
分

を
埋

葬
し

、
寺

の
余

っ
た

石
塔

な
ど

を
利

用
し

て
鯨

塚
を

た
て

た
。

鯨
の

供
養

が
特

に
し

て
い

な
い

が
、

鯨
塚

の
奥

に
あ

る
観

音
堂

の
観

音
は

、
宝

暦
1
3
年

に
網

に
か

か
っ

て
引

き
上

げ
ら

れ
た

観
音

像
を

祀
っ

て
い

る
。

サ
ン

マ
漁

が
盛

ん
だ

っ
た

こ
ろ

は
、

初
漁

の
際

、
「
オ

ブ
リ

」
を

奉
納

し
た

。
し

っ
ぽ

は
触

ら
ず

に
持

っ
て

き
た

。
ま

た
、

地
元

の
人

が
1
1
月

に
、

「
オ

ジ
ュ

ウ
ヤ

（
お

重
夜

）
」
と

称
し

て
、

漁
を

休
ん

で
、

オ
タ

イ
ヤ

と
し

て
お

堂
に

こ
も

っ
て

念
仏

を
唱

え
る

な
ど

し
た

。

○

3
2
7

魚
類

魚
籃

観
音

長
円

寺
東

京
足

立
区

千
住

 4
丁

目
1
6
2
7
年

の
創

建
。

山
門

を
入

っ
て

す
ぐ

左
に

魚
籃

観
音

の
小

堂
。

魚
籃

観
音

は
隣

の
氷

川
神

社
の

か
つ

て
の

本
地

仏
で

明
治

の
廃

仏
の

時
に

当
寺

に
移

さ
れ

た
も

の
。

そ
の

ほ
か

に
山

門
北

側
に

外
に

向
か

っ
て

「
眼

や
み

地
蔵

」
が

あ
り

、
「
め

」
の

絵
馬

が
多

く
奉

納
さ

れ
て

い
る

。

3
2
8

カ
エ

ル
蛙

塚
南

泉
寺

東
京

荒
川

区
西

日
暮

里
1
9
1
7

大
正

6
年

大
正

6
年

5
月

1
3
日

建
立

の
自

然
石

。
蝦

蟇
蛙

の
皮

を
な

め
し

た
靴

や
袋

物
を

製
造

し
て

い
た

国
際

産
業

株
式

会
社

が
建

立
。

毎
年

5
月

1
3
日

に
は

社
員

全
員

で
供

養
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

［
依

田
2
0
0
7
］

3
2
9

カ
エ

ル
食

用
蛙

供
養

塔
法

龍
寺

東
京

江
戸

川
区

船
堀

1
9
5
2

昭
和

2
7
年

東
京

都
食

用
蛙

組
合

に
よ

っ
て

、
昭

和
２

７
年

に
建

立
さ

れ
た

と
の

こ
と

。
江

戸
川

区
教

育
委

員
会

が
設

置
し

た
看

板
が

な
く
な

っ
て

い
た

。
石

の
風

化
が

激
し

く
裏

面
の

字
は

「
昭

和
」
と

だ
け

し
か

読
取

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
基

礎
部

分
の

前
面

に
は

「
親

和
會

」
と

横
書

き
に

書
か

れ
、

縦
書

き
で

1
0
名

の
役

員
と

2
2
名

の
会

員
の

名
前

、
最

後
に

両
国

の
鳥

喜
商

店
と

記
さ

れ
て

い
る

。

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］

3
3
0

ノ
リ

北
村

神
社

三
輪

神
社

東
京

大
田

区
大

森
堀

之
内

大
正

4
年

（
1
9
2
9
）
に

貴
船

・
天

祖
神

社
を

合
祀

し
て

三
輪

神
社

と
な

る
。

境
内

に
は

東
海

道
の

常
夜

灯
と

し
て

使
わ

れ
た

灯
籠

の
笠

石
と

台
石

の
部

分
が

残
さ

れ
て

お
り

、
冨

士
講

の
目

印
と

し
て

使
わ

れ
た

。
海

苔
養

殖
業

者
が

崇
敬

す
る

北
村

石
見

守
を

祭
る

北
村

神
社

の
小

社
と

北
村

神
社

由
来

碑
が

あ
る

。

3
3
1

ノ
リ

漁
業

納
畢

の
碑

諏
訪

神
社

東
京

大
田

区
大

森
西

1
9
6
4

昭
和

3
9
年

大
森

海
苔

と
し

て
知

ら
れ

た
区

内
沿

岸
の

海
苔

養
殖

も
、

工
業

発
展

に
よ

る
汚

水
流

入
と

、
埋

立
工

事
の

進
行

に
と

も
な

う
漁

場
の

縮
小

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

昭
和

3
7
年

に
終

止
符

を
う

っ
た

。
海

苔
養

殖
を

生
業

と
し

て
い

た
業

者
た

ち
は

、
海

苔
漁

業
終

焉
の

記
念

と
し

て
区

内
3
ヶ

所
に

石
碑

を
建

立
し

、
こ

の
碑

は
、

昭
和

3
9
年

（
1
9
6
4
）
8
月

吉
日

に
建

立
。

裏
面

に
世

話
人

金
子

誠
吉

を
は

じ
め

と
し

、
東

・
南

・
北

山
谷

丁
場

の
魚

業
者

4
7
名

の
名

が
刻

さ
れ

て
い

る
。

3
3
2

ノ
リ

漁
業

記
念

碑
児

童
館

前
東

京
大

田
区

大
森

東
1
9
6
7

昭
和

4
2
年

大
森

海
苔

と
し

て
知

ら
れ

た
区

内
沿

岸
の

海
苔

養
殖

も
、

工
業

発
展

に
よ

る
汚

水
流

入
と

、
埋

立
工

事
の

進
行

に
と

も
な

う
漁

場
の

縮
小

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

昭
和

3
7
年

に
終

止
符

を
う

っ
た

。
先

祖
代

々
、

海
苔

養
殖

を
生

業
と

し
て

い
た

業
者

た
ち

は
、

海
苔

漁
業

終
焉

の
記

念
と

し
て

区
内

3
ヶ

所
に

石
碑

を
建

立
し

、
こ

の
碑

は
、

昭
和

4
2
年

（
1
9
6
7
）
5
月

吉
日

に
建

立
。

こ
の

碑
は

大
森

漁
業

組
合

の
建

立
で

、
同

組
合

跡
地

に
あ

り
、

裏
面

に
組

合
の

略
史

を
刻

し
て

あ
る

。

3
3
3

ノ
リ

漁
業

納
畢

之
碑

貴
船

神
社

東
京

大
田

区
大

森
東

1
9
6
4

昭
和

3
9
年

大
森

海
苔

と
し

て
知

ら
れ

た
区

内
沿

岸
の

海
苔

養
殖

も
工

業
発

展
に

よ
る

汚
水

流
入

と
、

埋
立

工
事

の
進

行
に

と
も

な
う

漁
場

の
縮

小
を

余
儀

な
く
さ

れ
、

昭
和

3
7
年

に
終

止
符

を
う

っ
た

。
海

苔
の

養
殖

業
者

た
ち

は
、

そ
れ

を
惜

し
み

、
海

苔
漁

業
終

焉
の

記
念

と
し

て
区

内
3
ヶ

所
に

石
碑

を
建

立
し

た
。

こ
の

碑
は

、
昭

和
3
9
年

（
1
9
6
4
）
吉

日
に

建
立

。
裏

面
に

浜
端

連
合

会
世

話
人

代
表

平
林

徳
太

郎
ほ

か
、

各
丁

場
の

漁
業

者
3
0
0
名

の
氏

名
が

発
起

人
と

し
て

刻
さ

れ
て

い
る

。

3
3
4

コ
イ

鯉
塚

の
句

碑
大

森
第

一
中

学
近

く
東

京
大

田
区

大
森

南
1
9
1
8

大
正

7
年

森
ヶ

崎
の

海
岸

近
く
、

現
在

の
大

森
第

一
中

学
校

あ
た

り
に

、
大

き
な

養
殖

場
が

経
営

さ
れ

て
い

た
。

こ
の

鯉
塚

の
句

碑
は

大
正

7
年

（
1
9
1
8
）
8
月

に
、

こ
の

養
魚

場
の

池
畔

に
鯉

供
養

を
か

ね
て

建
て

ら
れ

た
も

の
。

3
3
5

ノ
リ

糀
谷

浦
海

苔
漁

業
発

祥
之

地
の

碑
北

前
掘

緑
地

東
京

大
田

区
東

糀
谷

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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3
3
6

カ
メ

・
コ

イ
亀

鯉
供

養
之

碑
深

川
不

動
堂

東
京

江
東

区
富

岡
台

形
の

碑
の

真
ん

中
に

「
亀

鯉
供

養
之

碑
／

秋
山

照
英

書
」
と

彫
ら

れ
て

い
て

、
右

に
発

起
人

、
左

に
賛

助
員

の
名

が
ず

ら
り

と
並

ぶ
。

ま
た

裏
側

に
も

た
く
さ

ん
の

名
が

彫
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

裏
側

は
石

の
表

面
が

風
化

し
て

大
方

の
字

が
読

め
な

く
な

っ
て

い
る

。
動

物
の

お
墓

H
P

3
3
7

ク
ジ

ラ
鯨

碑
利

田
神

社
東

京
品

川
区

東
品

川
1
7
9
8

寛
政

1
0
年

旧
目

黒
川

の
河

口
の

砂
州

に
弁

財
天

を
祀

っ
た

と
こ

ろ
で

、
小

さ
な

境
内

の
一

隅
に

自
然

石
に

刻
さ

れ
た

「
鯨

碑
」
が

2
基

な
ら

ん
で

建
っ

て
い

る
。

寛
政

1
0
年

に
鯨

が
あ

が
り

、
骨

の
一

部
を

川
崎

弁
天

（
現

在
の

利
田

神
社

）
に

埋
め

て
塚

を
た

て
た

と
さ

れ
、

「
武

州
在

原
郡

品
川

浦
天

王
洲

漁
人

等
建

立
」
と

あ
る

。
こ

の
他

に
も

文
政

3
年

（
1
8
2
0
）
に

2
頭

、
嘉

永
4
年

（
1
8
5
1
）
に

死
骸

、
享

保
1
9
年

（
1
7
3
4
）
に

流
れ

鯨
が

あ
り

、
両

国
で

見
世

物
に

な
り

、
安

永
元

年
（
1
7
7
2
）
に

も
鯨

が
あ

が
っ

て
い

る
。

品
川

区
指

定
有

形
文

化
財

で
平

成
1
8
年

1
1
月

2
8
日

に
指

定
さ

れ
た

。

○
[吉

原
1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

3
3
8

コ
イ

鯉
塚

大
経

寺
東

京
品

川
区

南
大

井
通

称
、

鈴
ケ

森
鬼

子
母

神
堂

。
境

内
に

は
、

処
刑

に
使

用
さ

れ
た

「
磔

台
石

」
「
火

灸
台

石
」
「
首

洗
い

の
井

戸
」
、

受
刑

者
た

ち
の

供
養

塔
の

他
に

、
天

災
や

戦
火

で
被

害
を

受
け

た
地

元
民

や
家

畜
の

供
養

塔
が

、
自

然
に

集
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
「
馬

頭
観

世
音

」
「
水

難
供

養
塔

」
「
鯉

塚
」
「
無

縁
供

養
塔

」
「
六

十
六

部
供

養
塔

」
な

ど
が

立
ち

並
ぶ

。
○

3
3
9

ク
ジ

ラ
鯨

の
墓

鮫
洲

八
幡

神
社

東
京

品
川

区
東

大
井

1
8
5
1

嘉
永

4
年

嘉
永

4
年

4
月

1
1
日

朝
に

、
大

井
村

御
林

長
の

海
岸

に
、

死
ん

だ
鯨

が
漂

着
し

た
。

そ
の

鯨
の

墓
が

あ
っ

た
と

い
う

。
[吉

原
1
9
8
2
]

3
4
0

ノ
リ

江
戸

漁
業

根
元

之
碑

寄
木

神
社

東
京

品
川

区
東

品
川

1
9
4
8

昭
和

2
3
年

品
川

猟
師

町
の

鎮
守

で
、

「
江

戸
漁

業
根

元
之

碑
」
が

建
っ

て
い

る
。

碑
は

、
昭

和
2
3
年

に
建

て
ら

れ
、

料
理

研
究

家
で

随
筆

家
の

本
山

荻
舟

が
寄

木
神

社
の

由
来

と
品

川
浦

の
漁

業
に

つ
い

て
記

し
て

い
る

。
「
大

正
五

年
に

こ
れ

を
求

め
た

る
も

建
碑

に
至

ら
ず

」
と

あ
り

、
碑

石
が

3
0
余

年
境

内
に

放
置

さ
れ

て
い

た
こ

と
が

記
さ

れ
て

い
る

。
碑

文
に

よ
れ

ば
、

「
品

川
浦

は
本

芝
浦

金
杉

浦
と

共
に

三
浦

元
と

称
さ

れ
た

が
當

浦
が

事
実

上
元

締
と

な
っ

た
」
と

あ
る

。
ま

た
「
江

戸
名

産
の

海
苔

は
天

正
以

降
品

川
洲

崎
の

天
王

洲
を

本
場

と
し

た
乾

燥
製

品
は

東
叡

山
（
寛

永
寺

）
御

用
達

の
あ

る
集

散
地

を
冠

称
し

て
浅

草
海

苔
と

呼
ば

れ
た

」
と

あ
る

。

○

3
4
1

コ
イ

鯉
塚

戸
越

公
園

の
池

東
京

品
川

区
豊

町
数

年
前

か
ら

よ
く
発

生
し

た
鯉

ヘ
ル

ペ
ス

で
犠

牲
に

な
っ

た
鯉

を
供

養
し

た
鯉

塚
。

3
4
2

ウ
ミ

ホ
ウ

ズ
キ

海
ほ

う
づ

き
供

養
塔

光
照

寺
東

京
新

宿
区

袋
町

1
9
4
1

昭
和

1
6
年

昭
和

1
6
年

7
月

に
、

森
野

喜
三

郎
な

ど
3
人

が
施

主
と

な
り

建
立

。
な

ん
ば

や
商

店
や

、
浅

草
、

牛
込

、
本

郷
等

々
、

東
京

の
海

ほ
う

ず
き

業
者

が
中

心
に

発
起

人
と

な
り

建
立

。
海

ほ
う

ず
き

と
は

ニ
シ

ガ
イ

の
仲

間
の

卵
嚢

の
こ

と
。

中
身

を
抜

い
て

乾
燥

さ
せ

て
笛

の
よ

う
に

鳴
ら

す
。

○

3
4
3

生
き

物
放

生
供

養
碑

光
松

山
威

盛
院

放
生

寺
東

京
新

宿
区

西
早

稲
田

境
内

の
放

生
池

に
鯉

を
放

し
（
後

で
秋

川
に

法
流

）
、

放
生

碑
に

塔
婆

を
供

え
供

養
し

て
い

る
。

当
山

開
創

以
来

放
生

会
を

修
し

三
代

将
軍

家
光

公
よ

り
威

盛
院

光
松

山
放

生
会

寺
の

寺
号

を
賜

っ
て

い
る

。

3
4
4

オ
ッ

ト
セ

イ
膃

肭
臍

供
養

塔
回

向
院

東
京

墨
田

区
両

国
1
9
2
6

大
正

1
5
年

「
膃

肭
臍

供
養

塔
」
　

「
大

正
十

五
年

八
月

建
之

　
国

技
館

有
志

一
同

」
。

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］

3
4
5

ス
ッ

ポ
ン

ス
ッ

ポ
ン

感
謝

之
塔

弁
天

堂
東

京
台

東
区

上
野

公
園

1
9
6
5

昭
和

4
0
年

村
上

本
家

第
十

八
代

当
主

村
上

友
次

郎
。

食
や

薬
膳

と
し

て
人

類
に

貢
献

し
た

ス
ッ

ポ
ン

へ
の

感
謝

で
建

立
。

[松
崎

2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[中
牧

1
9
9
0
]

3
4
6

フ
グ

ふ
ぐ

供
養

碑
弁

天
堂

東
京

台
東

区
上

野
公

園
1
9
6
5

昭
和

4
0
年

東
京

ふ
ぐ

料
理

連
盟

建
立

。
[松

崎
2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[中
牧

1
9
9
0
]

3
4
7

魚
類

魚
塚

弁
天

堂
東

京
台

東
区

上
野

公
園

1
9
7
6

昭
和

5
1
年

昭
和

5
1
年

9
月

に
中

央
卸

売
市

場
内

の
東

京
魚

商
協

同
組

合
が

建
立

。
組

合
成

立
5
0
周

年
の

記
念

。
[松

崎
2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[中
牧

1
9
9
0
]

3
4
8

魚
・
包

丁
包

丁
塚

弁
天

堂
東

京
台

東
区

上
野

公
園

1
9
6
1

昭
和

3
6
年

東
京

、
千

葉
、

茨
城

各
都

県
の

料
理

店
で

つ
く
る

団
体

、
上

豊
調

理
師

会
は

昭
和

2
2
年

こ
ろ

か
ら

供
養

祭
と

し
て

放
生

会
を

し
て

き
た

。
石

塔
を

建
立

後
は

年
に

１
回

追
善

供
養

を
行

う
。

[松
崎

2
0
0
4
]、

[中
牧

1
9
9
0
]

3
4
9

コ
イ

鯉
塚

龍
宝

寺
東

京
台

東
区

寿
1
6
1
1

慶
長

1
6
年

慶
長

1
6
年

（
約

4
0
0
年

前
）
、

境
内

地
に

「
鯉

塚
」
が

建
立

さ
れ

、
「
鯉

寺
」
と

呼
ば

れ
、

親
し

ま
れ

て
い

る
。

こ
の

「
鯉

塚
」
に

参
拝

す
る

と
安

産
、

子
育

て
、

開
運

出
世

に
御

利
益

が
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

、
特

に
「
鯉

」
が

「
恋

」
に

結
び

付
く
と

い
う

こ
と

で
、

縁
結

び
に

は
御

利
益

が
あ

り
、

参
詣

す
る

人
が

多
い

。

3
5
0

マ
グ

ロ
鮪

塚
中

央
卸

売
市

場
築

地
市

場
東

京
中

央
区

築
地

5
丁

目
1
9
9
9

平
成

1
1
年

平
成

1
1
年

3
月

に
、

1
9
5
4
年

3
月

に
南

太
平

洋
の

ビ
キ

ニ
環

礁
で

の
米

国
の

水
爆

実
験

で
放

射
能

被
爆

し
た

第
五

福
竜

丸
の

も
と

乗
組

員
大

石
又

七
さ

ん
ら

が
反

核
と

平
和

を
訴

え
る

た
め

に
建

立
。

［
依

田
2
0
0
7
］

3
5
1

ア
ン

コ
ウ

鮟
鱇

塚
波
除
稲
荷
神
社

東
京

中
央

区
築

地
6
丁

目
1
9
7
3

昭
和

4
8
年

昭
和

4
8
年

7
月

　
碑

文
「
父

の
意

を
承

け
建

立
　

尾
邦

　
三

浦
啓

雄
」
。

先
代

を
は

じ
め

関
係

者
の

何
人

か
が

、
鮟

鱇
と

同
じ

よ
う

に
腹

を
切

ら
れ

て
亡

く
な

っ
た

（
開

腹
手

術
）
こ

と
か

ら
、

鮟
鱇

の
供

養
を

思
い

至
っ

た
と

い
う

。
○

[松
崎

2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[田
中

2
0
0
6
]

3
5
2

エ
ビ

海
老

塚
波
除
稲
荷
神
社

東
京

中
央

区
築

地
6
丁

目
1
9
7
3

昭
和

4
8
年

東
天

会
て

ん
ぷ

ら
料

理
協

同
組

合
に

よ
り

建
立

。
○

[松
崎

2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[田
中

2
0
0
6
]

3
5
3

魚
類

す
し

塚
波
除
稲
荷
神
社

東
京

中
央

区
築

地
6
丁

目
1
9
7
2

昭
和

4
7
年

昭
和

4
7
年

1
1
月

1
日

　
東

京
都

寿
司

商
環

境
衛

生
同

業
組

合
建

立
。

横
に

す
し

塚
の

由
来

を
記

し
た

碑
が

あ
る

。
寿

司
と

な
っ

た
魚

介
の

霊
を

慰
め

る
た

め
に

建
立

。
○

[松
崎

2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[田
中

2
0
0
6
]

3
5
4

魚
類

活
魚

塚
波
除
稲
荷
神
社

東
京

中
央

区
築

地
6
丁

目
1
9
8
3

昭
和

5
8
年

「
昭

和
5
8
年

5
月

　
東

京
都

築
地

魚
市

場
活

物
組

合
　

組
合

長
　

水
溜

　
石

川
留

吉
」
。

昭
和

3
0
年

ご
ろ

か
ら

活
魚

供
養

を
行

っ
て

き
た

。
供

養
碑

建
立

後
は

、
放

流
行

事
が

取
り

や
め

た
。

○
[松

崎
2
0
0
4
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

[田
中

2
0
0
6
]

3
5
5

ハ
マ

グ
リ

（
蛤

塚
）

波
除
稲
荷
神
社

東
京

中
央

区
築

地
6
丁

目
無

銘
の

碑
で

、
「
奉

納
網

弁
」
と

書
い

た
木

札
が

そ
え

ら
れ

て
い

る
。

○
[松

崎
2
0
0
4
]、

[田
中

2
0
0
6
]

3
5
6

カ
ツ

オ
鰹

塚
住

吉
神

社
東

京
中

央
区

佃
1
9
5
3

昭
和

2
8
年

昭
和

2
8
年

5
月

に
東

京
鰹

節
類

御
商

業
協

同
組

合
、

株
式

会
社

東
京

鰹
節

取
引

所
に

よ
り

建
立

。
毎

年
4
月

に
大

漁
祈

願
祭

と
慰

霊
祭

が
行

わ
れ

て
い

る
。

大
正

年
間

か
ら

昭
和

初
期

ま
で

鰹
節

需
要

の
全

盛
期

。
鰹

節
の

需
要

喚
起

の
策

と
し

て
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

が
作

成
さ

れ
、

住
吉

神
社

に
あ

る
鰹

塚
の

建
設

も
鰹

節
業

界
の

Ｐ
Ｒ

策
だ

っ
た

。
完

成
ま

で
に

2
，

3
年

の
歳

月
が

か
か

り
、

昭
和

2
9
年

1
1
月

5
日

、
除

幕
式

が
佃

島
の

住
吉

神
社

で
取

り
行

わ
れ

た
。

『
鰹

塚
』
の

文
字

は
中

弥
店

主
、

山
崎

弥
兵

衛
（
節

堂
）
建

設
委

員
の

書
。

以
後

、
毎

年
4
月

2
0
日

開
催

の
総

会
に

際
し

、
住

吉
神

社
神

殿
に

お
い

て
大

漁
祈

願
祭

を
行

い
、

そ
の

後
、

鰹
塚

に
詣

で
る

。

○
動

物
の

お
墓

H
P

、
［
依

田
2
0
0
7
］
、

[川
島

2
0
0
5
]、

鯨
文

化
H

P
、

[田
中

2
0
0
6
]

3
5
7

ウ
ナ

ギ
う

な
ぎ

供
養

塔
妙

行
寺

東
京

豊
島

区
西

巣
鴨

都
内

の
全

う
な

ぎ
商

の
菩

提
心

に
よ

り
建

て
ら

れ
た

。
動

物
の

お
墓

H
P

3
5
8

魚
類

魚
が

し
供

養
塔

妙
行

寺
東

京
豊

島
区

西
巣

鴨
魚

河
岸

で
犠

牲
に

な
っ

た
生

類
の

供
養

す
る

魚
が

し
供

養
塔

。
動

物
の

お
墓

H
P

3
5
9

ヘ
ラ

ブ
ナ

鮒
供

養
釣

堀
衆

楽
園

東
京

港
区

南
麻

布
釣

堀
衆

楽
園

の
隅

の
奥

ま
っ

た
と

こ
ろ

に
、

「
鮒

供
養

」
の

石
碑

。
毎

年
2
月

7
日

に
供

養
。

3
6
0

ク
ジ

ラ
（
背

美
鯨

骨
格

標
本

）
東

京
水

産
大

学
内

東
京

港
区

港
東

1
9
6
1

昭
和

3
6
年

[吉
原

1
9
8
2
]

3
6
1

魚
類

魚
籃

観
音

魚
籃

寺
本

堂
東

京
港

区
三

田

漁
業

繁
栄

や
、

海
上

安
全

に
ご

利
益

が
あ

る
と

さ
れ

、
祈

願
に

訪
れ

る
船

舶
関

係
者

も
多

い
と

い
う

。
1
8
5
9
年

（
安

政
6
年

）
版

『
武

江
遊

観
志

略
』
に

は
、

1
2
月

9
日

の
項

に
「
三

田
魚

籃
観

音
煤

払
開

帳
、

日
不

定
湯

島
天

満
宮

煤
は

ら
ひ

開
帳

」
と

あ
り

、
1
2
日

の
項

に
も

「
目

黒
不

動
尊

煤
払

開
帳

、
浅

草
観

世
音

煤
払

開
帳

、
平

河
天

満
宮

開
帳

、
谷

中
天

王
寺

毘
沙

門
煤

払
開

帳
」
と

あ
っ

て
、

こ
の

時
代

に
は

こ
れ

ら
寺

社
で

、
い

わ
ば

煤
払

い
を

呼
び

物
に

し
つ

つ
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
盛

大
な

開
帳

神
事

・
法

会
が

な
さ

れ
て

い
て

、
多

く
の

参
詣

客
を

集
め

て
い

た
こ

と
が

わ
か

る
。

3
6
2

魚
類

魚
供

養
之

碑
増

上
寺

東
京

港
区

芝
公

園
1
9
8
5

昭
和

6
0
年

昭
和

6
0
年

3
月

8
日

建
立

。
東

京
都

中
央

卸
売

市
場

築
地

市
場

・
卸

売
業

者
の

千
代

田
水

産
が

建
立

。
説

明
文

に
は

「
魚

が
し

に
会

社
を

起
こ

し
、

水
産

物
を

商
っ

て
3
7
年

ひ
た

す
ら

業
界

の
発

展
と

社
会

へ
の

貢
献

を
志

し
、

困
難

を
克

服
し

て
現

在
に

至
っ

た
足

跡
を

顧
み

る
と

き
、

感
慨

ひ
と

し
お

無
量

な
る

も
の

が
あ

る
。

今
日

あ
る

は
、

水
産

物
と

り
わ

け
魚

類
の

お
か

げ
で

あ
る

こ
と

に
思

い
を

い
た

し
、

深
い

感
謝

を
こ

め
て

、
こ

こ
に

魚
供

養
碑

を
建

立
す

る
も

の
で

あ
る

。
　

 願
わ

く
は

、
生

業
を

同
じ

く
す

る
人

々
よ

、
し

ば
し

歩
み

を
こ

こ
に

と
ど

め
、

彼
ら

の
た

め
に

感
謝

の
祈

り
を

捧
げ

ら
れ

ん
こ

と
を

。
  
千

代
田

水
産

株
式

会
社

」
と

あ
る

。

動
物

の
お

墓
H

P

3
6
3

マ
ス

水
神

宮
奥

多
摩

漁
協

東
京

青
梅

市
御

岳
水

神
様

の
石

宮
が

奥
多

摩
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
内

の
、

川
沿

い
の

岩
の

上
に

建
て

ら
れ

て
い

る
。

管
理

釣
り

場
で

使
用

す
る

ニ
ジ

マ
ス

を
供

養
す

る
た

め
に

設
置

し
た

。
毎

年
、

1
1
月

2
0
日

ご
ろ

に
、

関
係

者
で

「
マ

ス
供

養
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed

75魚類供養の研究



3
6
4

魚
類

魚
の

供
養

碑
㈱

ふ
ぃ

っ
し

ゅ
い

ん
て

り
あ

東
京

東
村

山
市

青
葉

日
頃

か
ら

恩
恵

を
受

け
て

い
る

魚
介

類
に

対
し

て
弊

社
で

は
供

養
塔

を
設

け
て

い
ま

す
。

年
に

１
度

の
恒

例
に

な
っ

て
い

る
供

養
祭

。
神

社
の

宮
司

様
に

よ
り

厳
粛

に
執

り
行

っ
て

お
り

ま
す

。

3
6
5

サ
バ

鯖
大

師
福

生
院

東
京

福
生

市
熊

川
奥

多
摩

新
四

国
札

所
。

3
6
6

ク
ジ

ラ
鯨

神
社

東
京

三
宅

村
古

錆
ケ

浜
1
8
3
2

天
保

3
年

鯨
神

社
は

天
保

3
年

に
供

養
の

た
め

建
立

。
鯨

文
化

H
P

3
6
7

魚
類

魚
族

供
養

碑
中
津
川
漁
協

神
奈

川
愛
甲
郡
愛
川
町
半
原

1
9
9
2

平
成

4
年

「
魚

族
供

養
碑

」
、

平
成

4
年

1
2
月

に
、

管
理

釣
り

場
敷

地
内

に
建

立
し

た
。

1
0
月

下
旬

に
は

、
河

川
お

よ
び

管
理

釣
り

場
の

放
流

魚
族

の
供

養
を

行
な

っ
て

い
る

。
漁

協
、

入
漁

者
、

友
鮎

販
売

店
の

関
係

者
が

参
加

。
漁

族
供

養
祭

と
、

魚
族

供
養

祭
が

あ
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
6
8

魚
類

魚
霊

供
養

碑
箱

根
神

社
神

奈
川

足
柄

下
郡

箱
根

町
元

箱
根

芦
之

湖
漁

業
協

同
組

合
水

恩
感

謝
祭

併
魚

供
養

祭
が

行
わ

れ
た

。
湖

水
の

恵
み

と
魚

へ
の

感
謝

を
込

め
て

毎
年

1
2
月

1
5
日

に
魚

供
養

碑
の

前
で

行
わ

れ
、

祭
典

に
続

い
て

放
生

会
も

行
わ

れ
ま

す
。

3
6
9

魚
類

魚
霊

供
養

塔
寄

自
然

休
養

村
神

奈
川

足
柄

上
郡

松
田

町
寄

「
松

田
町

寄
自

然
休

養
村

」
の

文
字

が
掲

げ
ら

れ
た

寄
漁

業
組

合
の

建
物

が
あ

り
、

そ
こ

を
過

ぎ
て

い
く
と

広
場

が
あ

る
。

突
き

当
た

り
か

ら
右

手
の

沢
沿

い
に

山
道

が
続

い
て

お
り

、
こ

こ
が

最
明

寺
史

跡
公

園
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
の

入
口

。
手

前
に

は
大

き
な

石
の

上
に

「
魚

霊
供

養
塔

」
と

刻
ま

れ
た

石
碑

と
観

音
像

が
立

っ
て

い
る

。

3
7
0

ア
ユ

鮎
塚

旧
十
文
字
橋
上
流
左
岸

神
奈

川
足
柄
上
郡
松
田
町
松
田
惣
領

1
9
5
8

昭
和

3
3
年

「
鮎

塚
」
、

昭
和

3
3
年

7
月

1
3
日

に
、

旧
十

文
字

橋
上

流
左

岸
に

酒
匂

川
漁

協
組

合
が

建
立

。
5
月

3
1
日

と
1
0
月

1
4
日

に
「
鮎

供
養

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
7
1

ア
ユ

鮎
供

養
石

塔
堤

防
脇

神
奈

川
厚

木
市

中
依

知
中

依
知

の
堤

防
道

の
路

傍
に

鮎
供

養
石

塔
と

久
所

の
渡

し
石

柱
が

た
つ

。

3
7
2

魚
類

魚
魂

碑
元

湯
旅

館
神

奈
川

厚
木

市
飯

山
温

泉
厚

木
市

飯
山

温
泉

の
元

湯
旅

館
で

5
月

6
日

に
「
魚

鳥
菜

」
が

行
な

わ
れ

た
。

魚
な

ど
の

食
材

を
供

養
し

感
謝

の
気

持
ち

を
表

そ
う

と
、

昭
和

6
2
年

か
ら

続
け

て
い

る
も

の
で

、
同

旅
館

駐
車

場
に

建
立

さ
れ

て
い

る
「
魚

魂
碑

」
の

前
で

、
調

理
人

や
関

係
者

5
0
人

が
参

加
し

て
、

仏
式

に
よ

る
供

養
と

感
謝

祭
を

執
り

行
っ

た
。

続
い

て
、

四
條

真
流

一
門

に
よ

る
包

丁
式

が
行

な
わ

れ
、

そ
の

後
、

鯉
や

鮎
、

う
な

ぎ
な

ど
７

千
尾

が
同

旅
館

裏
の

小
鮎

川
に

放
流

さ
れ

た
。

3
7
3

ア
ユ

鮎
供

養
碑

酒
匂
川
漁
協
組
合

神
奈

川
小
田
原
市
桑
原

1
9
5
8

昭
和

3
3
年

「
鮎

供
養

碑
」
、

昭
和

3
3
年

7
月

に
、

組
合

横
の

下
流

左
岸

に
建

立
。

5
月

3
1
日

と
1
0
月

1
4
日

に
組

合
に

て
「
鮎

供
養

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
「
昭

和
三

十
三

年
六

月
一

日
釣

人
待

望
の

解
禁

日
朝

狩
川

上
流

　
よ

り
流

出
せ

る
猛

毒
水

に
よ

り
川

口
に

至
る

八
キ

ロ
間

の
魚

類
は

　
全

滅
し

浮
き

上
が

る
折

柄
入

漁
中

の
釣

人
数

千
名

は
餘

り
の

激
変

に
　

竿
を

投
げ

出
し

呆
然

声
を

の
む

け
だ

し
前

代
未

聞
の

大
惨

事
な

り
　

当
日

斃
死

せ
る

八
千

貫
の

鮎
を

始
め

日
頃

釣
り

揚
げ

ら
れ

る
　

一
般

漁
族

の
●

●
此

の
地

●
●

●
し

小
碑

を
建

て
供

養
す

　
昭

和
三

十
三

年
九

月
吉

日
　

酒
匂

川
漁

業
協

同
組

合
建

之
」

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
7
4

魚
類

魚
籃

観
音

東
善

院
神

奈
川

小
田

原
市

早
川

地
区

1
9
8
2

昭
和

5
7
年

早
川

地
区

の
東

善
院

の
境

内
に

立
っ

て
い

る
。

魚
貝

類
へ

の
報

恩
の

た
め

、
昭

和
5
7
年

に
建

立
。

3
7
5

魚
類

魚
籃

観
音

円
覚

寺
神

奈
川

鎌
倉

市
山

ノ
内

魚
籃

観
音

は
毒

を
除

く
力

を
持

つ
と

信
じ

ら
れ

、
ふ

ぐ
を

扱
う

職
人

、
漁

師
、

網
元

な
ど

漁
業

関
係

者
に

信
仰

さ
れ

て
き

た
。

3
7
6

魚
類

鱗
供

養
塔

妙
長

寺
神

奈
川

鎌
倉

市
材

木
座

1
8
7
8

明
治

1
1
年

3
7
7

ノ
リ

海
苔

弁
天

若
宮

八
幡

宮
神

奈
川

川
崎

市
川

崎
区

大
師

駅
前

境
内

に
厳

島
神

社
（
海

苔
弁

天
）
を

祀
る

。
田

町
河

岸
に

祀
ら

れ
て

い
た

弁
天

様
で

海
苔

師
達

の
守

護
神

だ
っ

た
。

川
崎

漁
協

が
昭

和
4
8
年

4
月

1
4
日

に
解

散
し

た
た

め
、

神
社

護
持

の
後

継
者

が
途

絶
え

る
の

を
恐

れ
た

有
志

に
よ

り
、

昭
和

6
1
年

4
月

1
6
日

若
宮

八
幡

宮
参

集
殿

郷
土

資
料

室
の

中
に

遷
座

さ
れ

た
。

3
7
8

ノ
リ

海
苔

供
養

祭
祭

文
の

碑
川

崎
大

師
平

間
寺

神
奈

川
川

崎
市

川
崎

区
大

師
町

3
7
9

ノ
リ

大
師

海
苔

の
碑

川
崎

大
師

平
間

寺
神

奈
川

川
崎

市
川

崎
区

大
師

町

3
8
0

ノ
リ

川
崎

漁
業

ゆ
か

り
の

地
東

扇
島

の
海

底
ト

ン
ネ

ル
の

上
神

奈
川

川
崎

市
川

崎
区

東
扇

島
1
9
7
3

昭
和

4
8
年

川
崎

区
東

扇
島

の
海

底
ト

ン
ネ

ル
の

上
に

建
っ

て
い

る
。

こ
の

あ
た

り
は

「
大

師
の

海
」
と

呼
ば

れ
た

遠
浅

の
海

が
広

が
っ

て
い

た
。

明
治

4
年

（
1
8
7
1
）
、

村
の

有
志

が
国

か
ら

海
面

の
使

用
権

を
借

り
受

け
、

海
苔

の
養

殖
を

始
め

た
。

海
苔

は
「
大

師
の

り
」
と

し
て

全
国

に
知

ら
れ

、
大

正
年

間
に

は
漁

協
の

組
合

員
が

5
0
0
人

を
数

え
、

遠
く
東

北
地

方
な

ど
か

ら
も

1
,0

0
0
人

を
超

す
出

稼
ぎ

の
人

が
来

て
い

た
と

い
う

。
し

か
し

、
昭

和
に

な
っ

て
海

は
順

々
に

埋
め

立
て

ら
れ

、
大

規
模

な
工

場
や

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

が
建

設
さ

れ
て

い
っ

た
。

昭
和

4
8
年

（
1
9
7
3
）
、

さ
ら

に
大

規
模

な
埋

め
立

て
工

事
に

よ
っ

て
漁

場
が

失
わ

れ
た

。

3
8
1

魚
類

魚
霊

供
養

塔
本

遠
寺

神
奈

川
川

崎
市

宮
前

区
初

山
1
9
9
0

平
成

2
年

川
崎

市
中

央
卸

売
市

場
北

部
市

場
が

開
場

し
て

3
年

目
か

ら
始

ま
り

、
現

在
ま

で
続

い
て

い
る

と
の

こ
と

。
当

初
は

、
せ

り
場

で
行

っ
て

い
た

が
、

平
成

 2
年

に
丸

魚
、

魚
市

の
2
つ

の
卸

売
会

社
と

北
水

協
の

水
産

物
部

が
中

心
と

な
り

、
関

係
業

界
と

協
力

し
て

立
派

な
供

養
塔

が
建

て
ら

れ
た

。

3
8
2

魚
類

魚
類

供
養

塔
神

奈
川

県
水

産
技

術
セ

ン
タ

ー
内

水
面

試
験

場
神

奈
川

相
模

原
市

大
島

1
9
9
6

平
成

8
年

「
魚

類
供

養
塔

」
、

木
製

の
塔

を
1
9
9
6
年

9
月

1
0
日

に
試

験
上

内
に

建
立

。
事

業
遂

行
で

犠
牲

に
な

っ
た

魚
の

供
養

の
た

め
に

、
職

員
親

睦
会

が
建

立
し

た
。

毎
年

8
月

ご
ろ

に
魚

類
供

養
祭

を
職

員
親

睦
会

が
実

施
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
8
3

マ
ス

マ
ス

供
養

塔
リ

ヴ
ァ

ス
ポ

ッ
ト

早
戸

神
奈

川
相

模
原

市
緑

区
鳥

屋

3
8
4

魚
類

魚
霊

供
養

碑
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
・
パ

ー
ク

跡
地

神
奈

川
相

模
原

市
　

神
奈

川
県

相
模

原
公

園
「
フ

ィ
ッ

シ
ン

グ
パ

ー
ク

跡
地

」
は

河
岸

段
丘

の
崖

下
に

木
々

に
包

ま
れ

て
横

た
わ

り
、

ひ
っ

そ
り

と
落

ち
着

い
た

佇
ま

い
だ

。
園

内
に

は
道

保
川

の
水

を
引

き
入

れ
て

小
川

が
流

れ
、

そ
の

流
れ

を
集

め
て

「
上

池
」
、

「
中

池
」
、

「
下

池
」
と

、
三

つ
の

池
が

造
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
池

や
小

川
の

周
囲

を
巡

っ
て

散
策

路
が

辿
り

、
ゆ

っ
た

り
と

散
策

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

。
園

内
奧

部
に

「
魚

霊
供

養
塔

」
が

建
て

ら
れ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]

3
8
5

ア
ユ

鮎
供

養
塔

相
模
川

神
奈

川
相
模
原
市
南
区
下
溝

1
9
6
7

昭
和

4
2
年

「
鮎

供
養

塔
」
、

昭
和

4
2
年

3
月

建
立

。
当

時
の

漁
協

役
員

が
ア

ユ
の

供
養

の
た

め
に

建
立

し
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
8
6

ヘ
ラ

ブ
ナ

箆
鮒

供
養

塔
相

模
湖

　
五

宝
亭

神
奈

川
津

久
井

郡
相

模
湖

町
与

瀬

3
8
7

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

天
狗

岩
釣

案
内

所
神

奈
川

津
久

井
郡

藤
野

町
日

蓮

3
8
8

魚
類

実
験

動
物

慰
霊

碑
食

品
安

全
セ

ン
タ

ー
神

奈
川

秦
野

市
落

合
1
9
2
6
-
1
9
8
9

昭
和

3
8
9

魚
類

須
賀

の
阿

弥
陀

さ
ま

平
塚
市

神
奈

川
平
塚
市
千
石
河
岸

「
須

賀
の

お
阿

弥
陀

様
」
が

あ
り

、
台

座
に

は
海

上
安

全
の

文
字

。
浜

施
餓

鬼
な

ど
も

実
施

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
9
0

ク
ジ

ラ
く
ぢ

ら
塚

延
命

地
蔵

（
地

蔵
堂

）
神

奈
川

三
浦

市
三

崎
西

浜
1
8
3
4

天
保

5
年

「
天

保
5
年

甲
午

年
　

2
月

1
2
日

　
施

主
　

宇
八

、
宗

右
衛

門
、

権
助

、
七

右
衛

門
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

鯨
文

化
H

P

3
9
1

サ
ケ

鮭
塚

妙
法

寺
神

奈
川

横
浜

市
磯

子
区

杉
田

1
9
2
8

昭
和

3
年

昭
和

3
年

1
1
月

に
横

浜
塩

魚
商

組
合

が
創

立
廿

周
年

記
念

の
た

め
妙

法
寺

池
畔

に
こ

の
巨

碑
を

建
立

。
こ

の
池

を
珠

簾
池

と
い

い
、

妙
法

寺
前

照
水

池
畔

に
鮭

塚
建

立
。

そ
の

後
、

金
蔵

院
に

移
転

。

3
9
2

サ
ケ

鮭
塚

金
蔵

院
神

奈
川

横
浜

市
磯

子
区

磯
子

町
1
9
7
5

昭
和

5
0
年

毎
年

、
横

浜
中

央
市

場
水

産
部

自
治

会
に

よ
り

魚
介

類
の

御
霊

に
感

謝
す

る
「
鮭

供
養

祭
」
が

執
り

行
わ

れ
て

い
る

。
「
建

碑
擔

當
者

　
組

合
長

　
畑

川
大

作
　

副
組

合
長

　
中

田
伴

平
」
な

ど
。

　
組

合
設

立
2
0
周

年
に

あ
わ

せ
て

建
立

。

3
9
3

魚
貝

藻
本

牧
漁

業
共

同
組

合
記

念
碑

本
牧

市
民

公
園

神
奈

川
横

浜
市

中
区

横
浜

港
開

港
で

、
一

寒
村

に
し

か
す

ぎ
な

か
っ

た
横

浜
村

も
凄

い
勢

い
で

発
展

し
て

い
っ

た
。

そ
ん

な
中

1
9
6
3
年

に
本

牧
ふ

頭
の

造
成

で
、

そ
れ

ま
で

海
だ

っ
た

と
こ

ろ
が

一
部

埋
め

尽
く
さ

れ
た

。
こ

の
地

が
か

つ
て

海
で

海
苔

や
魚

貝
類

を
採

っ
て

い
た

こ
と

と
、

一
つ

の
村

か
ら

都
市

に
ま

で
上

り
詰

め
た

横
浜

を
記

念
し

て
、

本
牧

市
民

公
園

の
中

に
記

念
碑

と
し

て
建

っ
て

い
る

。

3
9
4

魚
類

魚
籃

観
音

大
泉

寺
神

奈
川

横
須

賀
市

浦
賀

　
観

音
崎

江
戸

時
代

初
期

の
代

官
・
長

谷
川

長
綱

が
支

源
臨

乎
を

招
き

開
山

と
し

、
そ

の
弟

子
霊

屋
が

中
興

。
本

尊
は

室
町

時
代

初
期

作
と

伝
わ

る
延

命
地

蔵
で

、
魚

籃
観

音
も

祀
ら

れ
て

い
る

。

3
9
5

サ
ケ

鮭
供

養
塔

青
海
町
漁
協

新
潟

糸
魚
川
市
大
字
市
振

「
鮭

供
養

塔
」
、

鮭
供

養
祭

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

3
9
6

魚
類

魚
籃

観
音

成
田

山
明

王
院

新
潟

魚
沼

市
青

島
お

寺
の

境
内

。
3
3
観

音
の

一
つ

。

3
9
7

魚
類

魚
籃

観
音

小
千

谷
市

錦
鯉

振
興

セ
ン

タ
ー

新
潟

小
千

谷
市

生
乙

1
9
9
2

平
成

4
年

全
日

本
錦

鯉
振

興
会

が
 平

成
四

年
一

月
二

十
四

日
に

建
立

。
「
生

け
と

し
生

け
る

魚
に

お
恵

み
を

、
魚

霊
の

崇
り

な
く
、

業
界

栄
え

永
遠

に
」

3
9
8

ク
ジ

ラ
記

念
鯨

頭
骨

宮
川

神
社

新
潟

柏
崎

市
大

字
宮

川
1
9
1
0

明
治

4
3
年

明
治

4
3
年

3
月

5
日

に
、

海
岸

に
身

長
1
3
間

3
尺

、
重

量
1
8
0
0
0
貫

の
巨

大
な

ナ
ガ

ス
鯨

が
漂

着
。

そ
の

頭
骨

を
埋

葬
し

た
供

養
塔

っ
で

、
当

町
山

田
吉

三
郎

、
山

形
県

の
吉

田
金

三
郎

・
会

田
常

太
郎

、
石

地
町

押
見

善
治

が
奉

納
。

漂
着

鯨
へ

の
感

謝
と

供
養

。
[柏

崎
市

立
博

物
館

1
9
9
8
]、

鯨
文

化
H

P

3
9
9

タ
イ

鯛
塚

六
宜

閣
新

潟
柏

崎
市

上
輪

新
田

1
9
8
5

昭
和

6
0
年

鯛
料

理
店

・
六

宜
閣

に
よ

る
魚

介
供

養
塔

。
「
古

来
よ

り
米

山
海

岸
沖

に
鯛

の
生

殖
多

く
美

味
た

る
事

日
本

随
一

と
絶

賛
さ

れ
今

日
に

至
る

　
六

宜
書

く
名

物
料

理
と

し
て

お
お

く
の

食
膳

に
供

す
る

　
滋

魚
介

供
養

の
為

　
碑

を
建

立
し

て
末

永
く
供

養
す

る
も

の
な

り
」

[柏
崎

市
立

博
物

館
1
9
9
8
]

4
0
0

魚
介

類
蟹

鱆
魚

供
養

塔
新

潟
柏

崎
市

上
輪

新
田

1
8
7
9

明
治

1
2
年

正
面

は
「
水

神
宮

　
蟹

鱆
魚

供
養

塔
」
、

裏
に

「
明

治
1
2
年

卯
3
月

　
廣

田
勘

助
」
と

あ
る

。
漁

師
が

旧
漁

港
近

く
の

海
岸

段
砂

丘
上

に
建

て
た

。
漁

獲
へ

の
感

謝
と

供
養

の
た

め
に

建
立

。
[柏

崎
市

立
博

物
館

1
9
9
8
]

4
0
1

魚
類

魚
籃

観
音

鬼
穴

新
潟

柏
崎

市
鯨

波
1
9
1
3

大
正

2
年

柏
崎

町
の

山
岸

偽
右

衛
門

の
母

が
発

起
人

。
大

正
2
年

7
月

建
立

。
[柏

崎
市

立
博

物
館

1
9
9
8
]

4
0
2

魚
類

魚
籃

観
音

諏
訪

神
社

新
潟

柏
崎

市
松

波
1
丁

目
[柏

崎
市

立
博

物
館

1
9
9
8
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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4
0
3

サ
ケ

さ
け

供
養

塔
鮭

増
殖

セ
ン

タ
ー

新
潟

柏
崎

市
米

山
大

橋
下

/
青

海
川

1
9
8
5

昭
和

6
0
年

昭
和

5
3
年

に
開

始
し

た
鮭

の
放

流
事

業
が

軌
道

に
の

り
、

造
立

年
に

は
前

年
の

倍
以

上
と

な
る

2
2
0
0
匹

あ
ま

り
が

谷
根

川
を

遡
上

し
た

。
事

業
の

大
成

功
ま

で
に

犠
牲

と
な

っ
た

鮭
の

供
養

で
、

昭
和

6
0
年

1
0
月

に
建

立
。

[柏
崎

市
立

博
物

館
1
9
9
8
]

4
0
4

ク
ジ

ラ
鯨

鯢
相

寄
供

養
塔

真
蔵

院
新

潟
柏

崎
市

西
山

町
大

崎
1
9
5
6

昭
和

3
1
年

1
9
5
6
年

コ
ビ

レ
ゴ

ン
ド

ウ
5
頭

集
団

漂
着

の
供

養
。

現
在

見
当

た
ら

な
い

。
鯨

文
化

H
P

4
0
5

ウ
ミ

ガ
メ

青
龍

大
権

現
丹

藤
家

地
内

新
潟

佐
渡

市
赤

泊
地

区
大

杉
元

～
1
9
2
9

昭
和

4
年

以
前

ア
オ

ウ
ミ

ガ
メ

の
漂

着
死

体
そ

の
も

の
を

ご
神

体
と

し
て

祀
っ

た
亀

祠
。

[小
島

2
0
0
5
]

4
0
6

ク
ジ

ラ
（
過

去
帳

）
（
地

蔵
院

）
新

潟
佐

渡
市

両
津

地
区

片
野

尾
1
8
6
0

万
延

元
年

地
蔵

院
で

盛
大

な
大

念
仏

を
行

っ
た

が
、

明
治

3
7
年

に
寺

院
が

焼
失

し
た

。
「
万

延
元

申
天

1
2
月

　
村

中
　

海
王

妙
応

信
女

　
鯨

戒
名

」
と

い
う

過
去

帳
の

み
が

残
っ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

4
0
7

ク
ジ

ラ
百

万
遍

（
鯨

供
養

塔
）

新
潟

佐
渡

市
両

津
地

区
片

野
尾

1
8
6
7

慶
応

3
年

「
奉

誦
　

念
仏

　
百

万
遍

　
慶

応
卯

三
●

●
」
と

あ
り

、
鯨

の
供

養
の

た
め

に
建

て
ら

れ
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

4
0
8

ク
ジ

ラ
鯨

骨
新

潟
佐

渡
市

両
津

地
区

片
野

尾
北

手
1
8
6
0

万
延

元
年

万
延

元
年

の
1
2
月

晦
日

の
早

朝
に

、
月

布
施

の
漁

夫
が

、
片

野
尾

の
沖

に
大

き
な

鯨
を

お
発

見
。

そ
の

鯨
は

雌
で

す
で

に
死

ん
で

お
り

、
片

野
尾

の
漁

夫
が

ロ
ー

プ
で

曳
航

し
た

。
鯨

は
上

半
身

を
片

野
尾

、
下

半
身

を
月

布
施

で
と

っ
た

。
両

集
落

と
も

そ
れ

ぞ
れ

顎
骨

を
一

本
ず

つ
と

っ
て

立
て

、
鯨

の
成

仏
と

冥
福

の
た

め
の

供
養

を
盛

大
に

お
こ

な
っ

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

4
0
9

ク
ジ

ラ
釈

震
聾

能
度

鯨
魚

願
誓

寺
新

潟
佐

渡
市

両
津

地
区

椎
泊

1
8
8
8

明
治

2
1
年

明
治

2
1
年

旧
2
月

1
3
日

に
、

椎
泊

の
宇

佐
美

弥
三

左
門

が
沖

に
タ

カ
リ

（
大

魚
に

襲
わ

れ
た

浮
上

す
る

鰯
の

群
れ

を
ね

ら
っ

て
カ

モ
メ

が
集

ま
る

）
を

見
つ

け
た

。
鯨

の
群

れ
が

去
っ

た
あ

と
、

一
頭

の
水

鯨
が

浮
い

て
い

た
。

各
地

か
ら

集
ま

っ
て

い
た

漁
船

が
こ

の
鯨

の
所

有
権

を
争

っ
た

。
椎

泊
と

湊
（
両

津
）
が

先
取

権
を

主
張

し
、

裁
判

に
な

り
、

椎
泊

が
勝

訴
し

た
。

椎
泊

は
こ

の
碑

を
建

て
、

勝
訴

を
祝

い
、

鯨
の

霊
を

弔
っ

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[田
中

2
0
0
6
]

4
1
0

ク
ジ

ラ
（
鯨

骨
）

三
浦

岬
新

潟
佐

渡
市

両
津

地
区

月
布

施
1
8
6
0

万
延

元
年

万
延

元
年

の
1
2
月

晦
日

の
早

朝
に

、
月

布
施

の
漁

夫
が

、
片

野
尾

の
沖

に
大

き
な

鯨
を

お
発

見
。

そ
の

鯨
は

雌
で

す
で

に
死

ん
で

お
り

、
片

野
尾

の
漁

夫
が

ロ
ー

プ
で

曳
航

し
た

。
鯨

は
上

半
身

を
片

野
尾

、
下

半
身

を
月

布
施

で
と

っ
た

。
両

集
落

と
も

そ
れ

ぞ
れ

顎
骨

を
一

本
ず

つ
と

っ
て

立
て

、
鯨

の
成

仏
と

冥
福

の
た

め
の

供
養

を
盛

大
に

お
こ

な
っ

た
。

し
か

し
、

三
浦

岬
に

た
て

た
も

の
は

、
大

正
年

間
に

盗
難

に
あ

っ
て

失
わ

れ
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]

4
1
1

ウ
ミ

ガ
メ

富
亀

明
神

北
鵜

島
神

社
新

潟
佐

渡
市

両
津

地
区

北
鵜

島
1
9
3
8

昭
和

1
3
年

漂
着

死
体

を
祀

っ
た

亀
祠

。
昭

和
1
3
年

3
月

1
日

。
水

元
ツ

ネ
。

[小
島

2
0
0
5
]

4
1
2

ウ
ミ

ガ
メ

亀
堂

順
徳

皇
大

神
新

潟
佐

渡
市

両
津

地
区

鷲
崎

字
藻

浦
1
9
2
8

昭
和

3
年

頃
漂

着
死

体
を

祀
っ

た
亀

祠
。

「
本

間
ツ

ヤ
　

市
橋

英
蔵

」
と

あ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

4
1
3

ウ
ミ

ガ
メ

亀
墓

玉
泉

寺
新

潟
佐

渡
市

相
川

地
区

五
郎

左
衛

門
町

1
8
4
8

嘉
永

元
年

「
嘉

永
元

甲
祀

3
月

3
日

」
の

石
墓

。
[小

島
2
0
0
5
]

4
1
4

ウ
ミ

ガ
メ

為
亀

如
是

菩
提

新
潟

佐
渡

市
相

川
地

区
戸

地
海

岸
1
8
6
4

文
久

4
年

「
甲

文
久

4
年

　
正

月
2
6
日

」
建

立
。

[小
島

2
0
0
5
]

4
1
5

魚
類

魚
供

養
碑

入
崎

キ
ャ

ン
プ

場
新

潟
佐

渡
市

高
干

の
千

本
鼻

の
大

岩
新

潟
県

佐
渡

市
高

干
の

千
本

鼻
の

大
岩

の
所

に
魚

供
養

の
碑

が
あ

る
。

。

4
1
6

魚
類

魚
籃

観
音

水
津

漁
協

新
潟

佐
渡

市
水

津
無

番
地

1
9
9
9

平
成

1
1
年

「
魚

籃
観

音
像

」
、

平
成

1
1
年

に
建

立
。

6
月

に
魚

籃
観

音
供

養
祭

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
1
7

ク
ジ

ラ
（
卒

塔
婆

）
新

潟
佐

渡
市

畑
野

町
松

ヶ
崎

弁
天

崎
 

1
9
8
5

昭
和

6
0
年

 1
9
8
5
年

漂
流

し
た

ヒ
ゲ

ク
ジ

ラ
下

顎
骨

の
卒

塔
婆

。
鯨

文
化

H
P

4
1
8

ク
ジ

ラ
大

鯨
の

魚
霊

塔
新

潟
佐

渡
市

羽
二

生
  

1
8
8
1
,8
2

明
治

1
4
，

5
年

明
治

1
4
～

1
5
年

漂
着

し
た

大
鯨

の
も

の
。

鯨
文

化
H

P

4
1
9

サ
ケ

・
マ

ス
鮭

鱒
供

養
塔

五
十

嵐
川

漁
業

協
同

組
合

新
潟

三
条

市
高

岡
「
鮭

鱒
供

養
塔

」
。

建
立

年
不

明
。

敷
地

内
に

あ
る

。
鮭

の
ふ

化
事

業
を

行
な

っ
て

い
る

た
め

、
そ

れ
ら

の
供

養
の

た
め

に
建

立
し

た
。

毎
年

1
2
月

2
5
日

に
供

養
塔

の
前

で
、

「
鮭

ま
す

供
養

祭
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
2
0

魚
類

魚
籃

観
音

新
潟

上
越

市
高

田
4
月

8
日

に
魚

籃
観

音
の

供
養

祭
。

池
の

中
央

に
安

置
。

安
産

や
毒

蛇
の

魔
除

け
も

す
る

と
伝

わ
る

。

4
2
1

ク
ジ

ラ
鯨

塚
観

音
堂

境
内

　
新

潟
長

岡
市

寺
泊

大
和

田
1
8
9
7

明
治

3
0
年

 鯨
塚

 明
治

3
0
年

に
ク

ジ
ラ

の
肋

骨
を

併
置

し
た

塚
。

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

4
2
2

ク
ジ

ラ
鯨

塚
新

潟
長

岡
市

寺
泊

松
沢

1
8
4
9

 嘉
永

2
年

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

4
2
3

ク
ジ

ラ
（
ク

ジ
ラ

の
頭

蓋
骨

）
西

生
寺

宝
物

殿
新

潟
長

岡
市

寺
泊

野
積

　
 

鯨
頭

御
霊

験
と

墨
筆

 。
鯨

文
化

H
P

、
[松

崎
2
0
0
4
]

4
2
4

ク
ジ

ラ
（
鯨

骨
）

山
王

神
社

新
潟

長
岡

市
寺

泊
昭

和
3
0
年

代
ま

で
鯨

骨
が

あ
っ

た
。

[松
崎

2
0
0
4
]

4
2
5

カ
ニ

水
族

動
類

慈
の

位
牌

生
福

寺
新

潟
長

岡
市

寺
泊

大
町

タ
コ

漁
を

行
う

磯
見

の
漁

師
た

ち
が

、
タ

コ
漁

に
必

要
な

餌
の

カ
ニ

を
供

養
す

る
た

め
。

[松
崎

2
0
0
4
]

4
2
6

魚
類

魚
籃

観
音

海
上

山
 大

慈
悲

院
竜

照
寺

新
潟

新
潟

市
横

七
番

町
通

本
堂

入
口

に
「
大

漁
祈

願
」
の

扁
額

。
明

治
8
年

(1
9
7
5
)に

、
お

堂
を

蠑
螺

堂
に

改
築

し
た

が
、

二
度

焼
失

し
、

大
正

4
年

(1
9
1
5
)に

再
建

さ
れ

た
。

蠑
螺

堂
は

三
層

で
あ

っ
た

が
、

昭
和

5
年

に
二

層
に

改
修

さ
れ

、
一

層
に

三
尊

阿
弥

陀
如

来
、

三
途

の
川

、
賽

の
河

原
、

閻
魔

王
、

二
層

に
魚

籃
観

音
、

釈
迦

牟
尼

仏
、

三
十

三
番

観
世

音
、

軒
下

に
は

胎
内

潜
り

が
あ

る
。

海
上

航
海

者
が

お
ま

い
り

し
て

無
事

安
穏

を
祈

っ
た

。

4
2
7

ウ
ミ

ガ
メ

亀
塚

藤
忠

兵
衛

屋
敷

跡
新

潟
新

潟
市

西
蒲

区
巻

町
五

ヶ
浜

遠
1
9
1
0

明
治

4
3
年

明
治

4
3
年

1
月

に
十

代
目

忠
兵

衛
が

建
之

。
[小

島
2
0
0
5
]

4
2
8

魚
類

越
後

七
浦

観
音

岩
室

温
泉

新
潟

新
潟

市
西

蒲
区

西
中

1
9
8
5

昭
和

6
0
年

昭
和

6
0
年

6
月

1
日

建
立

。
海

難
救

助
、

遭
難

者
の

冥
福

、
家

内
安

全
、

交
通

安
全

、
商

売
繁

盛
、

魚
霊

供
養

を
祈

願
。

毎
年

６
月

上
旬

に
海

開
き

と
と

も
に

、
越

後
七

浦
観

音
例

大
祭

が
開

催
さ

れ
る

。

4
2
9

魚
介

類
魚

介
供

養
塔

吉
祥

院
新

潟
新

潟
市

東
堀

通
十

三
番

町
「
魚

介
供

養
塔

」
と

書
か

れ
た

観
音

様
の

像
を

見
つ

け
た

。

4
3
0

ク
ジ

ラ
鯨

塚
海

雲
寺

新
潟

西
蒲

原
郡

岩
室

村
間

瀬
　

 
1
9
3
4

昭
和

9
年

 1
9
3
4
年

間
瀬

海
岸

に
漂

着
し

た
ナ

ガ
ス

ク
ジ

ラ
の

塚
。

鯨
文

化
H

P

4
3
1

サ
ケ

村
上

種
川

碑
新

潟
村

上
市

三
面

川
1
8
8
7
's

明
治

2
0
年

代
市

指
定

の
文

化
財

「
村

上
種

川
碑

」
。

旧
村

上
藩

の
先

人
達

が
、

鮭
の

回
帰

性
に

世
界

で
は

じ
め

て
着

目
し

、
そ

の
仮

説
に

立
っ

て
鮭

が
産

卵
し

易
い

よ
う

な
環

境
（
種

川
）
を

造
り

、
た

く
さ

ん
の

鮭
卵

を
得

、
稚

魚
を

育
て

海
へ

送
り

出
し

、
結

果
と

し
て

長
年

に
わ

た
り

漁
獲

量
を

確
保

し
地

域
財

政
に

役
立

て
た

経
緯

が
書

か
れ

て
い

る
。

建
立

の
年

月
は

明
治

2
0
年

以
降

の
数

年
の

間
と

さ
れ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]

4
3
2

サ
ケ

鮭
の

供
養

塔
大

川
漁

業
協

同
組

合
新

潟
村

上
市

府
屋

村
上

市
勝

木
に

供
養

塔
が

あ
る

。
以

前
は

、
鮭

の
千

本
供

養
祭

を
し

て
い

た
が

、
現

在
は

、
個

人
で

お
寺

さ
ん

に
供

養
し

て
も

ら
っ

て
い

る
人

が
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
3
3

魚
類

魚
霊

碑
庄

川
沿

岸
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

富
山

射
水

市
広

上
1
9
8
9

平
成

元
年

「
魚

霊
碑

」
、

平
成

元
年

に
事

務
所

前
庭

に
建

立
。

6
月

の
鮎

漁
の

解
禁

前
日

に
「
魚

霊
供

養
祭

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
も

と
も

と
は

鮭
、

鱒
を

祀
る

も
の

と
し

て
建

立
し

た
が

、
魚

類
一

般
を

対
象

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
3
4

魚
類

エ
ビ

ス
宮

大
門

漁
業

協
同

組
合

富
山

射
水

市
二

口
1
8
6
8
's

明
治

初
期

河
川

改
修

を
き

っ
か

け
に

明
治

初
期

、
恵

比
須

宮
が

枇
杷

首
地

内
に

建
て

ら
れ

た
。

大
門

漁
協

が
管

理
し

て
お

り
、

毎
年

1
1
月

2
1
日

に
豊

漁
と

安
全

祈
願

の
た

め
に

恵
比

須
祭

礼
を

行
な

っ
て

い
る

。
年

々
、

興
味

が
薄

れ
、

参
加

者
が

減
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
3
5

魚
類

魚
霊

碑
朝

日
内

水
面

漁
業

協
同

組
合

富
山

下
新

川
郡

朝
日

町
草

野
1
9
9
3

平
成

5
年

「
魚

霊
碑

」
、

平
成

5
年

に
漁

協
事

務
所

敷
地

内
に

建
立

。
6
月

の
鮎

の
解

禁
日

に
、

鮎
の

供
養

、
豊

漁
と

安
全

祈
願

の
た

め
に

「
魚

霊
供

養
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
3
6

魚
類

魚
霊

碑
黒

部
川

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
富

山
下

新
川

郡
入

善
町

高
畠

1
9
8
9

平
成

元
年

「
魚

霊
碑

」
、

平
成

元
年

1
2
月

建
立

。
漁

協
敷

地
内

に
あ

り
、

本
州

鮭
鱒

増
殖

振
興

会
や

鈴
木

善
幸

の
名

前
な

ど
。

漁
に

よ
っ

て
た

く
さ

ん
の

魚
族

の
命

を
い

た
だ

い
て

い
る

の
で

、
そ

の
こ

と
に

感
謝

し
、

丁
重

に
供

養
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
考

え
、

建
立

し
た

。
碑

の
建

立
だ

け
で

な
く
、

供
養

を
行

な
わ

な
け

れ
ば

意
味

が
な

い
と

い
う

意
見

も
あ

り
、

毎
年

9
月

下
旬

～
1
0
月

上
旬

ご
ろ

に
、

お
寺

さ
ん

を
呼

ん
で

、
慰

霊
祭

を
行

な
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
3
7

サ
ケ

魚
霊

碑
神

通
川

サ
ケ

増
殖

場
富

山
富

山
市

塩
1
9
8
4

昭
和

5
9
年

富
山

漁
協

に
よ

れ
ば

、
昭

和
5
9
年

に
建

立
さ

れ
た

「
魚

霊
碑

」
が

、
神

通
川

サ
ケ

増
殖

場
内

に
あ

る
。

こ
こ

で
毎

年
6
月

1
1
日

に
魚

霊
供

養
を

行
な

っ
て

い
る

。
川

魚
全

般
を

供
養

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

4
3
8

ブ
リ

永
明

院
五

重
塔

酒
井

さ
ん

宅
富

山
氷

見
市

宇
波

2
0
0
2

平
成

1
4
年

寒
鰤

定
置

網
の

網
元

で
、

酒
井

水
産

4
代

目
の

酒
井

光
雄

さ
ん

が
、

平
成

7
年

に
急

逝
し

た
長

男
で

五
代

目
の

光
家

さ
ん

の
死

を
き

っ
か

け
に

五
重

塔
の

建
立

を
計

画
し

た
。

酒
井

家
の

先
祖

代
々

の
霊

と
、

家
業

の
礎

と
な

っ
て

い
る

鰤
を

は
じ

め
と

し
た

魚
類

に
感

謝
し

、
漁

業
の

発
展

を
祈

る
象

徴
と

し
て

、
自

宅
敷

地
内

に
建

立
し

た
。

塔
の

な
か

に
は

、
魚

籃
観

音
を

安
置

し
て

い
る

。
[酒

井
2
0
0
4
]

4
3
9

ブ
リ

魚
招

観
音

酒
井

さ
ん

宅
富

山
氷

見
市

宇
波

1
9
8
0

昭
和

5
5
年

酒
井

水
産

3
代

目
の

酒
井

光
一

氏
が

、
酒

井
漁

業
部

創
業

5
0
周

年
を

記
念

し
て

建
立

し
た

3
体

の
観

音
さ

ま
の

う
ち

の
一

つ
。

当
初

は
3
体

と
も

氷
見

の
自

宅
敷

地
内

に
あ

っ
た

が
、

五
重

塔
建

立
に

伴
い

2
体

を
移

設
し

、
一

番
大

き
い

魚
招

観
音

は
自

宅
に

残
し

た
。

[酒
井

2
0
0
4
]

4
4
0

ブ
リ

招
魚

観
音

真
常

寺
富

山
氷

見
市

泊
1
9
7
8

昭
和

5
3
年

酒
井

水
産

3
代

目
の

酒
井

光
一

氏
が

、
酒

井
漁

業
部

創
業

5
0
周

年
を

記
念

し
て

建
立

し
た

3
体

の
観

音
さ

ま
の

う
ち

の
一

つ
。

当
初

は
氷

見
の

自
宅

敷
地

内
に

あ
っ

た
が

、
五

重
塔

建
立

に
伴

い
移

設
。

[酒
井

2
0
0
4
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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4
4
1

ブ
リ

魚
取
社

氷
見
女
良
支
所

富
山

氷
見
市
中
波

2
月
に
「
魚
取
社
」
と
い
う
お
宮
で
起
船
祭
を
行
い
、
そ
の
際
に
鯛
を
供
物
に
捧
げ
、
大
漁
祈
願
を
行
な
う
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
4
2

魚
類

魚
族
碑

J
F
石
川
　
加
賀
支
所

石
川

加
賀
市
小
塩
町

1
9
6
8
昭
和
4
3
年

「
魚
族
碑
」
、
昭
和
4
3
年
7
月
に
橋
立
漁
協
が
頃
建
立
。
毎
年
8
月
1
4
日
に
魚
族
碑
の
前
で
魚
族
慰
霊
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
出
漁
祈
願
祭
、
み
な
と
祭
、
海
幸
祭
、
み
に

え
講
大
祭
な
ど
も
あ
る
。
魚
族
碑
は
天
崎
の
先
端
の
岬
に
あ
り
、
恵
比
須
神
社
の
参
道
脇
に
あ
る
。
魚
族
碑
の
他
に
、
恵
比
須
神
社
の
社
や
、
漁
港
・
功
労
者
の
顕
彰
碑
な
ど
も

あ
る
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
4
3

魚
類

招
魚
、
魚
籃
観
音

網
明
園

石
川

金
沢
市
南
森
本
町

1
9
8
6

昭
和
6
1
年

中
外
製
網
株
式
会
社
が
、
各
地
の
漁
場
の
豊
漁
・
平
穏
を
願
っ
て
、
構
内
の
「
網
名
園
」
に
観
音
を
招
へ
い
。

4
4
4
ク
ジ
ラ
・
魚
介
類
巨
鯨
魚
介
類
慰
霊
碑

石
川

珠
洲
市
馬
緤
町
鰐
崎
海
岸

1
9
8
8
昭
和
6
3
年

碑
文
に
は
、
明
治
1
1
年
の
白
長
須
鯨
、
昭
和
2
6
年
の
白
長
須
鯨
、
昭
和
6
2
年
の
鰯
鯨
が
漂
着
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

『
珠
洲
地
方
の
昔
ば
な
し
』
[珠
洲
市
観
光
協
会
編
1
9
8
1
]に
、
「
鯨
の
恩
返
し
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
新
畠
の
「
新
め
い
」
ば
あ
さ
ま
の
火
の
不
始
末
で
、
新
畠
に
７
軒
あ
っ
た
家
が
す

べ
て
燃
え
て
し
ま
い
、
ば
あ
さ
ま
は
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
鯨
に
で
も
な
っ
て
、
在
所
の
人
た
ち
に
お
詫
び
を
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
。
ば
あ
さ
ま
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
、
八
島
屋
の
船

が
馬
蝶
の
浜
に
流
れ
着
き
、
積
ん
で
あ
っ
た
綿
を
村
人
が
盗
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
村
人
は
代
官
所
に
訴
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
綿
の
代
金
と
し
て
1
5
0
両
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た

村
人
た
ち
は
途
方
に
く
れ
て
い
た
が
、
翌
年
に
、
鰐
崎
に
浜
に
大
き
な
鯨
が
流
れ
着
い
た
。
高
屋
と
鯨
の
取
り
合
い
が
お
き
た
が
、
村
人
は
大
鯨
を
馬
蝶
の
浜
に
引
き
上
げ
た
。
そ

の
鯨
を
売
っ
た
金
で
、
綿
の
代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
人
々
は
、
あ
の
鯨
は
「
新
め
い
」
ば
あ
さ
ま
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
語
り
合
っ
た
と
い
う
。

○
[松
崎
2
0
0
4
]、
[珠
洲
市
観
光

協
会
編
1
9
8
1
]

4
4
5

カ
ニ

蟹
寺
（
ガ
ン
デ
ラ
）

永
禅
寺

石
川

珠
洲
市
上
戸
町
寺
社

今
か
ら
5
0
0
年
ほ
ど
前
、
永
禅
寺
に
怪
し
い
化
け
物
が
現
れ
、
代
々
に
住
職
に
問
答
を
し
か
え
、
返
答
に
困
る
と
そ
の
和
尚
を
食
い
殺
し
て
い
た
。
そ
の
お
化
け
寺
の
噂
が
村
中
に

広
が
り
、
住
寺
す
る
人
も
い
な
く
な
り
、
寺
は
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
噂
を
伝
え
聞
い
た
月
庵
と
い
う
禅
僧
が
鹿
島
路
か
ら
や
っ
て
き
て
、
寺
で
一
人
座
禅
を
組
ん
で
い

た
。
丑
満
刻
に
な
る
と
、
も
の
す
ご
い
音
を
た
て
て
白
髪
の
老
人
が
現
れ
、
「
小
足
、
八
足
。
大
足
、
二
足
。
天
に
両
眼
あ
り
。
こ
れ
い
か
に
」
と
問
う
て
き
た
。
月
庵
は
「
汝
は
こ
の
裏

の
池
に
す
む
蟹
に
非
ず
や
」
と
、
払
子
で
も
っ
て
化
け
物
を
打
ち
払
う
と
、
化
け
物
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
村
人
が
月
庵
と
と
も
に
裏
山
の
池
に
い
く
と
、
大
き
な
蟹
が
、
甲
羅

を
八
つ
に
割
ら
れ
て
死
ん
で
い
た
。
そ
れ
以
来
、
化
け
物
は
現
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
人
々
は
永
禅
寺
を
「
蟹
寺
（
が
ん
で
ら
）
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

○
[珠
洲
市
観
光
協
会
編
1
9
8
1
]

4
4
6

サ
ケ

辛
鮭
宮

気
多
神
社

石
川

珠
洲
市
上
戸
町
寺
社

辛
鮭
宮
は
、
上
戸
気
多
神
社
の
前
身
。
『
能
登
名
跡
志
』
（
安
永
6
年
(1
7
7
7
)・
太
田
頼
資
著
）
に
よ
れ
ば
、
辛
鮭
宮
は
、
も
と
は
上
戸
三
ヶ
村
の
宗
社
だ
っ
た
。
昔
、
村
人
が
辛
鮭
を

拾
っ
て
、
何
物
な
の
か
を
知
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
を
氏
神
に
と
祀
っ
た
と
こ
ろ
、
怪
異
が
起
き
る
よ
う
に
な
り
、
挙
句
に
人
を
と
っ
て
食
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
僧
行
基
に
退
治
し
て

も
ら
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
そ
し
て
、
羽
咋
の
気
多
神
社
か
ら
大
穴
持
命
を
勧
請
し
、
「
一
宮
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
『
上
戸
集
落
誌
』
（
上
戸
知
ろ
う
会
編

1
9
9
2
）
に
も
同
様
の
伝
承
が
の
っ
て
い
る
。

［
岩
井
田
1
9
1
6
］
、
[太
田

1
7
7
7
]、
[上
戸
知
ろ
う
会
編

1
9
9
2
]

4
4
7

魚
類

魚
籃
観
音

旧
養
魚
場

石
川

七
尾
市
能
登
島

1
9
9
5
平
成
7
年

養
魚
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
。
養
魚
場
の
経
営
者
が
建
立
し
た
も
の
。
し
か
し
、
倒
産
し
、
競
売
に
か
け
ら
れ
4
年
た
つ
場
所
で
、
碑
文
も
は
が
れ
、
放
置
さ
れ
て
い
る
。

○

4
4
8

ブ
リ

魚
霊
観
音

東
浜

石
川

七
尾
市
黒
崎
町

1
9
8
0

昭
和
5
5
年

酒
井
水
産
3
代
目
の
酒
井
光
一
氏
が
、
酒
井
漁
業
部
創
業
5
0
周
年
を
記
念
し
て
建
立
し
た
3
体
の
観
音
さ
ま
の
う
ち
の
一
つ
。
当
初
は
氷
見
の
自
宅
敷
地
内
に
あ
っ
た
が
、
五
重

塔
建
立
に
伴
い
、
寒
鰤
大
敷
網
の
漁
場
で
あ
る
東
浜
に
移
設
。
平
成
1
3
年
に
東
浜
町
お
よ
び
東
浜
町
漁
協
に
6
代
目
光
二
さ
ん
が
寄
贈
し
た
。

[酒
井
2
0
0
4
]

4
4
9
魚
類
・
海
難
者
七
面
様

宝
泉
寺

石
川

羽
咋
市
柴
垣
町

J
F
石
川
柴
垣
支
所
に
よ
れ
ば
、
魚
の
供
養
、
豊
漁
と
安
全
祈
願
、
海
難
者
の
慰
霊
の
た
め
に
、
3
月
末
に
柴
垣
町
の
宝
泉
寺
に
て
「
大
海
供
養
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
海
上
安
全
と

豊
漁
祈
願
の
た
め
、
毎
月
1
9
日
に
「
七
面
様
」
。
特
に
3
月
と
8
月
は
「
七
面
様
大
祭
」
を
実
施
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
5
0

魚
類

魚
取
神
社

石
川

羽
咋
市
滝
町

J
F
石
川
羽
咋
支
所
は
、
豊
漁
と
安
全
祈
願
の
た
め
に
、
滝
町
の
魚
取
神
社
に
て
、
3
月
2
0
日
に
「
え
び
す
祭
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
神
社
は
白
山
神
社
の
そ
ば
。
慰
霊
の
碑
も
あ
る
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
5
1

キ
ン
ギ
ョ
金
魚
地
蔵

千
路
町
駅

石
川

羽
咋
市
千
路
町

1
8
7
0
～
明
治
時
代

駅
前
の
小
さ
い
お
堂
の
な
か
に
2
体
の
地
蔵
が
あ
る
。
毎
年
7
月
1
0
日
か
ら
1
5
日
ま
で
、
千
路
町
の
金
魚
商
人
の
あ
い
だ
で
「
金
魚
お
講
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
死
ん
だ
金
魚
の
供

養
の
た
め
で
、
明
治
末
ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。
地
蔵
講
の
日
に
は
、
お
講
の
宿
に
二
体
の
お
地
蔵
さ
ま
を
迎
え
、
床
の
間
に
安
置
し
、
お
供
え
を
し
て
、
お
坊
さ
ん
を
呼
ん

で
お
参
り
し
た
と
い
う
。
ま
た
得
意
先
や
金
魚
の
仲
買
人
か
ら
寄
附
し
て
も
ら
っ
た
「
南
無
八
幡
大
菩
薩
」
の
幟
が
4
0
本
ほ
ど
1
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
で
た
と
い
う
。
二
体
の
お
地
蔵
さ
ん

の
う
ち
、
小
さ
い
ほ
う
は
は
じ
め
か
ら
の
も
の
で
川
底
か
ら
出
た
も
の
と
い
う
。
大
き
い
方
は
明
治
初
年
に
造
ら
せ
た
も
の
と
い
う
。
千
路
・
鹿
島
路
町
の
金
魚
商
人
は
昭
和
5
，
6
年

ご
ろ
の
最
盛
期
に
は
6
，
7
0
人
も
い
た
と
い
う
が
、
昭
和
4
0
年
ご
ろ
か
ら
行
商
人
が
い
な
く
な
り
、
地
蔵
講
も
す
た
れ
て
い
っ
た
。

[羽
咋
の
歴
史
編
集
委
員
会
編

1
9
8
7
]

4
5
2

魚
類

魚
霊
碑

恵
比
寿
弁
天
神
社
（
海
瀬
神
社
）

石
川

鳳
珠
郡
穴
水
町
前
波
（
弁
天
島
）

1
9
7
3

昭
和
4
8
年

前
波
大
敷
網
組
合
が
建
立
し
た
。
創
業
1
0
周
年
を
記
念
し
て
建
立
し
た
。
魚
霊
塔
の
他
に
、
平
成
1
4
年
の
創
立
4
0
周
年
で
建
立
し
た
恵
比
須
、
弁
天
像
や
、
平
成
1
0
年
建
立
の

碑
、
海
瀬
神
社
創
設
に
貢
献
し
た
故
鰐
淵
小
七
ノ
碑
な
ど
が
あ
る
。

4
5
3

イ
ル
カ

日
本
漁
業
発
祥
の
地
真
脇
遺
跡

石
川

鳳
珠
郡
能
登
町
真
脇

1
9
9
7
平
成
9
年

真
脇
遺
跡
の
縄
文
館
入
り
口
に
あ
る
。
真
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
大
量
の
イ
ル
カ
の
骨
か
ら
、
組
織
的
な
漁
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
真
脇
遺
跡
を
漁
業

の
発
祥
地
と
と
ら
え
て
碑
を
建
立
し
た
。

○

4
5
4

サ
ケ

辛
鮭
宮

産
土
神

石
川

輪
島
市
門
前
町
（
旧
七
浦
村
大
字
皆
月
）

ご
神
体
が
鮭
と
伝
え
ら
れ
る
。

［
岩
井
田
1
9
1
6
］

4
5
5
ヘ
ラ
ブ
ナ
へ
ら
鮒
供
養
碑

北
潟
漁
協

福
井

あ
わ
ら
市
北
潟

1
9
7
6
昭
和
5
1
年

「
へ
ら
鮒
供
養
碑
」
、
昭
和
5
1
年
1
1
月
1
4
日
に
、
日
本
へ
ら
鮒
釣
研
究
会
福
井
支
部
が
北
潟
湖
の
日
の
出
橋
南
下
に
建
立
し
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
5
6

ク
ジ
ラ

鯨
塚

福
井

あ
わ
ら
市
浜
坂

1
8
1
2
文
化
9
年

文
化
9
年
1
月
1
1
日
建
立
。
文
化
9
年
（
1
8
1
2
年
）
頃
浜
坂
は
、
約
1
7
0
戸
7
0
0
人
の
大
き
な
漁
村
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
天
候
不
順
で
不
漁
や
凶
作
が
相
次
ぎ
、
村
は
苦
し
い
状
態
に

あ
っ
た
と
い
う
。
鯨
塚
建
立
前
年
の
文
化
8
年
に
一
揆
ら
し
き
事
件
も
発
生
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
一
頭
の
大
鯨
が
浜
坂
の
浜
に
迷
い
込
み
、
村
人
は
そ
の
大
鯨
を
捕
獲
し
て
食
料

と
し
た
。
大
鯨
一
頭
の
お
か
げ
で
1
0
日
も
飢
え
を
し
の
い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

探
し
て
み
た
が
、
見
つ
か
ら
ず
。

△
鯨
文
化
H
P

4
5
7

魚
類

大
島
魚
霊
碑

福
井

大
飯
郡
お
お
い
町
大
島

2
0
0
7
年
8
月
2
2
日
（
水
曜
日
）
に
大
島
の
魚
霊
碑
の
前
で
魚
霊
祭
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

4
5
8

ク
ジ
ラ

鯨
の
供
養
塔

青
戸
入
江

福
井

大
飯
郡
お
お
い
町
青
戸

あ
わ
ら
市
観
光
ガ
イ
ド
H
P
に
よ
る
と
、
小
浜
線
の
本
郷
駅
と
和
田
駅
の
中
程
の
青
戸
入
江
に
面
し
て
、
鯨
の
供
養
塚
が
立
っ
て
い
る
。

4
5
9

魚
類

魚
魂
碑

九
頭
竜
ダ
ム

福
井

大
野
市

1
9
6
6

昭
和
4
1
年

奥
越
漁
業
協
同
組
合
が
昭
和
4
1
年
7
月
に
建
立
。
石
碑
は
説
明
文
の
碑
と
と
も
に
九
頭
竜
ダ
ム
湖
畔
の
丘
の
上
に
立
つ
。
も
と
も
と
サ
ケ
が
遡
上
し
、
ア
ユ
や
ア
マ
ゴ
が
豊
富
な
地

域
だ
っ
た
。
大
正
8
年
に
最
初
の
水
力
発
電
ダ
ム
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
際
、
取
水
堰
に
魚
道
を
つ
け
る
な
ど
を
し
、
ま
た
、
サ
ケ
、
マ
ス
の
増
殖
を
は
か
る
た
め
に
、
下
流
の
土
布
に

増
殖
場
を
設
け
た
が
、
漁
業
資
源
は
減
少
し
た
。
昭
和
4
年
に
は
九
頭
竜
川
漁
魚
業
協
同
組
合
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ケ
、
マ
ス
の
増
殖
の
経
験
を
生
か
し
て
ヤ
マ
メ
の
増
殖
を

は
じ
め
成
功
を
お
さ
め
る
も
、
戦
争
の
た
め
に
停
滞
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
3
0
年
に
奥
越
漁
協
設
立
の
話
が
出
て
、
昭
和
3
1
年
に
5
0
0
人
の
組
合
員
か
ら
な
る
漁
協
が
で
き
、
県
内

随
一
の
漁
協
と
し
て
活
躍
し
た
。
昭
和
3
9
年
か
ら
の
九
頭
竜
川
総
合
開
発
計
画
に
よ
っ
て
、
ダ
ム
建
設
事
業
が
は
じ
ま
り
、
漁
業
権
へ
の
補
償
な
ど
に
よ
っ
て
組
合
が
供
養
碑
を
建

立
。
多
く
の
魚
族
の
繁
栄
を
願
っ
て
建
立
。

○

4
6
0

魚
類

鱗
介
群
霊

西
津
漁
港

福
井

小
浜
市
小
松
原

1
9
6
3

昭
和
3
8
年

昭
和
3
8
年
秋
に
、
「
鱗
介
群
霊
」
の
石
碑
が
魚
霊
の
成
仏
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
隣
に
は
、
西
津
漁
業
と
西
津
港
の
発
展
に
貢
献
し
た
加
納
琢
磨
翁
之
碑
が
あ
る
。

○

4
6
1

魚
類

感
謝
の
碑

小
浜
海
産
物
株
式
会
社
（
丸
海
）

福
井

小
浜
市
川
崎

1
9
9
8

平
成
1
0
年

丸
海
創
業
5
0
年
の
記
念
に
、
会
社
有
志
で
建
立
し
た
。
社
業
の
礎
と
発
展
に
貢
献
し
た
人
々
や
魚
介
を
は
じ
め
、
天
地
自
然
す
べ
て
の
も
の
に
感
謝
す
る
た
め
に
建
立
。
工
場
の

入
り
口
に
あ
り
、
感
謝
の
碑
の
奥
に
は
、
稲
荷
の
祠
が
あ
る
。
小
鯛
の
さ
さ
漬
で
有
名
な
丸
海
は
、
若
狭
小
浜
港
が
鯖
ま
た
鯖
で
沸
き
か
え
る
昭
和
2
3
年
春
に
誕
生
。

○

4
6
2

ク
ジ
ラ

大
湊
神
社

雄
島

福
井

坂
井
市
三
国
町
安
島

ク
ジ
ラ
は
神
の
使
い
。
神
主
家
族
は
ク
ジ
ラ
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
た
。

○

4
6
3

魚
類

魚
霊
碑

福
井
県
水
産
試
験
場

福
井

敦
賀
市
浦
底

1
9
9
4
平
成
6
年

「
魚
霊
碑
」
を
平
成
6
年
に
場
内
に
建
立
。
当
時
の
場
長
な
ど
幹
部
数
名
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
建
立
し
た
。
魚
の
形
を
し
た
石
が
網
に
か
か
っ
て
海
か
ら
あ
が
り
、
そ
れ
を
業
者
が

持
ち
込
ん
で
き
た
。
予
算
の
あ
ま
り
で
建
立
を
検
討
し
た
が
、
職
員
か
ら
の
反
対
に
あ
っ
て
、
幹
部
有
志
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
前
は
、
職
員
有
志
で

魚
供
養
祭
を
行
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
在
は
な
に
も
実
施
し
て
い
な
い
。
場
内
を
掃
除
す
る
人
が
、
下
草
を
刈
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
だ
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
6
4

魚
類

魚
霊
塔

瑞
泉
院

福
井

三
方
上
中
郡
若
狭
町
塩
坂
越

1
9
8
5

昭
和
6
0
年

瑞
泉
院
の
墓
地
内
に
魚
霊
塔
が
あ
る
。
昭
和
6
0
年
5
月
に
建
立
さ
れ
た
。

○

4
6
5

魚
類

湖
守
神
社

鳥
浜
漁
協

福
井

三
方
上
中
郡
若
狭
町
鳥
浜

鳥
浜
漁
協
に
よ
れ
ば
、
祠
が
あ
る
。
毎
年
5
月
1
2
日
の
午
後
4
時
か
ら
、
湖
守
神
社
祭
礼
を
湖
守
神
社
で
行
な
う
。
魚
の
供
養
と
豊
漁
や
安
全
の
祈
願
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
6
6

ア
ユ

鮎
供
養
塔

九
頭
竜
川
中
部
漁
業
協
同
組
合

福
井

吉
田
郡
永
平
寺
町
松
岡
葵

2
0
0
3
平
成
1
5
年

「
鮎
供
養
塔
」
、
平
成
1
5
年
に
組
合
で
作
っ
た
。
前
理
事
が
持
ち
山
か
ら
石
を
提
供
し
て
、
石
材
店
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
の
、
設
置
場
所
が
な
い
の
で
、
石
材
店
（
福
井
石
材
店
）

預
け
に
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
6
7

ア
ユ

魚
霊
供
養
之
塔

桂
川
漁
業
協
同
組
合

山
梨

上
野
原
市
上
野
原

1
9
9
3

平
成
5
年

「
魚
霊
供
養
之
塔
」
、
平
成
5
年
に
桂
川
漁
業
協
同
組
合
が
漁
協
本
部
内
に
設
置
。
桂
川
に
毎
年
放
流
し
て
い
る
ア
ユ
（
1
0
0
万
尾
）
の
供
養
に
た
め
に
設
け
た
。
魚
籃
観
音
と
並
ん

で
い
る
。
供
養
祭
を
行
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
6
8

魚
類

魚
霊
碑

F
IS
H
-
O
N
鹿
留

山
梨

都
留
市
鹿
留

4
6
9

ア
ユ

鮎
供
養
之
碑

山
梨

南
都
留
郡
道
志
村

山
梨
県
道
志
村
か
ら
丹
沢
山
地
を
穿
ち
な
が
ら
流
れ
る
カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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4
7
0

ア
ユ

魚
籃
観
音

桂
川
漁
業
協
同
組
合

山
梨

上
野
原
市
上
野
原

1
9
9
3

平
成
5
年

「
魚
籃
観
音
像
」
。
平
成
5
年
に
桂
川
漁
業
協
同
組
合
本
部
内
に
設
置
。
桂
川
に
毎
年
放
流
し
て
い
る
ア
ユ
（
1
0
0
万
尾
）
の
供
養
に
た
め
に
設
け
た
。
供
養
塔
と
並
ん
で
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
1

魚
類

（
石
碑
）

山
梨
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

忍
野
支
所
敷
地
内

山
梨

甲
斐
市
牛
句

忍
野
支
所
敷
地
内
に
石
碑
が
あ
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
2

魚
類

魚
族
供
養
塔

五
十
間
会
、
桜
本
正
一

山
梨

甲
斐
市
守
津
谷
地
内
　
塩
川
堤
防

1
9
8
3

昭
和
5
8
年

「
魚
族
供
養
塔
」
、
昭
和
5
8
年
5
月
建
立
。
河
川
清
掃
を
長
く
続
け
て
き
た
仲
間
か
ら
の
発
案
で
建
立
し
た
。
毎
年
6
下
旬
か
7
月
上
旬
に
、
堤
防
傍
ら
の
供
養
碑
前
で
、
魚
族
供
養

祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
3

魚
類

（
石
碑
）

山
中
湖
漁
業
協
同
組
合

山
梨

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野

石
碑
と
木
製
の
塔
婆
が
あ
り
、
毎
年
1
0
月
1
0
日
に
魚
族
供
養
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
4

魚
類

（
卒
塔
婆
）

山
中
湖
漁
業
協
同
組
合

山
梨

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野

石
碑
と
木
製
の
塔
婆
が
あ
り
、
毎
年
1
0
月
1
0
日
に
魚
族
供
養
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
5

魚
類

魚
族
供
養
塔

山
梨

山
梨
市
万
力

1
9
9
3

平
成
5
年

峡
東
漁
業
協
同
組
合
に
よ
れ
ば
、
「
魚
族
供
養
塔
」
を
平
成
5
年
4
月
1
6
日
に
建
立
。
長
年
、
魚
供
養
の
話
は
出
て
い
て
、
組
合
員
に
石
材
店
が
あ
り
、
そ
の
好
意
に
よ
っ
て
建
立
し

た
。
解
禁
前
に
、
供
養
塔
の
前
で
、
魚
の
供
養
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
6

コ
イ

鯉
供
養
の
碑

山
中
湖
湖
畔

山
梨

富
士
吉
田
市

4
7
7

魚
類

魚
霊
碑

長
野

上
田
市
小
牧
橋
千
曲
川
下
流

4
7
8

魚
類

魚
供
養
碑

コ
ヲ
ミ
平
釣
り
堀
セ
ン
タ
ー

長
野

大
町
市
平
高
瀬
入

2
0
0
9

平
成
2
0
年

2
0
0
9
年
3
月
2
5
日
に
、
北
安
中
部
漁
業
協
同
組
合
は
「
魚
供
養
碑
」
の
除
幕
式
と
入
魂
式
を
行
っ
た
。
西
山
八
王
子
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
イ
ワ
ナ
を
池
に
放
流

し
供
養
し
た
。
魚
供
養
碑
は
、
漁
協
コ
ヲ
ミ
平
釣
堀
セ
ン
タ
ー
内
に
建
立
さ
れ
た
。
4
月
2
0
日
ご
ろ
に
、
魚
供
養
と
豊
漁
祈
願
の
た
め
に
供
養
碑
の
前
で
「
魚
類
慰
霊
」
を
行
な
っ
て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
7
9

ウ
ナ
ギ

鰻
供
養
塔

観
光
荘

長
野

岡
谷
市
川
岸
東

2
0
0
2

平
成
1
4
年

平
成
1
4
年
2
月
1
1
日
。
観
光
荘
。

［
依
田
2
0
0
7
］

4
8
0

魚
類

魚
族
供
養
之
碑

長
福
寺

長
野

木
曽
郡
木
曽
町
福
島

1
9
8
9

平
成
元
年

木
曽
川
漁
業
協
同
組
合
が
「
魚
族
供
養
之
碑
」
を
平
成
元
年
に
立
替
え
た
。
長
福
寺
境
内
に
あ
る
。
禁
漁
期
間
開
始
後
の
1
0
月
か
ら
1
1
月
初
旬
ご
ろ
に
、
碑
の
前
で
魚
族
供
養
祭

を
行
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
3
0
～
4
0
万
円
く
ら
い
か
け
て
い
た
が
、
規
模
を
縮
小
し
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
8
1

コ
イ

鯉
観
音

貞
祥
寺

長
野

佐
久
市
前
山

佐
久
養
殖
漁
業
協
同
組
合
に
よ
れ
ば
、
「
包
丁
塚
」
、
「
鯉
観
音
」
が
あ
り
、
佐
久
市
前
山
の
貞
祥
寺
に
て
、
5
月
5
日
に
鯉
供
養
法
要
と
、
包
丁
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。
5
日
が
佐
久

鯉
ま
つ
り
。
鯉
観
音
奉
賛
会
主
催
で
、
鯉
販
売
業
者
、
養
殖
業
者
が
参
加
。
昭
和
3
0
年
代
に
、
鯉
を
切
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
供
養
で
始
め
た
が
、
今
で
は
包
丁
供
養
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
祭
り
も
新
生
児
の
出
世
健
康
祈
願
の
が
主
体
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
8
2
ヘ
ラ
ブ
ナ
ヘ
ラ
ブ
ナ
供
養
碑

み
ど
り
湖

長
野

塩
尻
市
塩
尻
町

へ
ら
鮒
釣
り
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
な
み
ど
り
湖
に
ヘ
ラ
ブ
ナ
供
養
碑
。

4
8
3

魚
類

魚
籃
観
音

安
代
薬
師
堂

長
野

下
高
井
郡
山
ノ
内
町
平
穏

安
代
薬
師
堂
に
魚
籃
観
音
の
石
像
。

4
8
4

魚
類

魚
供
養
碑

波
田
漁
業
協
同
組
合

長
野

松
本
市
波
田

1
9
9
1

平
成
3
年

「
魚
供
養
碑
」
、
平
成
3
年
建
立
。
波
田
下
島
橋
に
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
木
製
の
供
養
碑
。
1
0
月
か
1
1
月
ご
ろ
に
、
盛
泉
寺
の
住
職
を
呼
ん
で
、
供
養
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
8
5

魚
類

魚
籃
観
音

谷
汲
山
華
厳
寺

岐
阜

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
谷
汲
徳
積

手
水
奥
に
魚
籃
観
世
音
菩
薩

4
8
6

ア
ユ

郡
上
鮎
の
碑

秋
葉
三
尺
坊

岐
阜

郡
上
市
八
幡
町
柳
町

八
幡
町
4
支
部
が
合
同
で
開
催
。
1
9
7
7
年
よ
り
毎
年
八
幡
支
部
単
独
に
て
供
養
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
記
録
的
な
豊
漁
と
な
っ
た
た
め
、
初
め
て
4
支
部
合
同
に
て
行
っ
た
。

4
8
7

魚
類

魚
霊
供
養
碑

益
田
川
漁
協

岐
阜

下
呂
市
萩
原
町
羽
根

益
田
川
漁
協
で
は
魚
霊
供
養
を
役
職
員
関
係
者
で
行
い
ま
し
た
。

4
8
8

魚
類

供
養

岐
阜
県
河
川
環
境
研
究
所

下
呂
支
所

岐
阜

下
呂
市
萩
原
町
羽
根

1
9
7
2
昭
和
4
7
年

「
供
養
」
、
1
9
7
2
年
に
、
採
卵
業
務
や
調
査
で
殺
傷
し
た
水
生
生
物
の
供
養
の
た
め
に
岐
阜
県
水
産
試
験
場
が
敷
地
内
に
建
立
し
た
。
毎
年
1
回
、
不
定
期
に
職
員
有
志
が
供
養

祭
を
実
施
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
8
9

魚
・
家
畜
畜
霊
魚
霊
塔

飛
騨
下
呂
温
泉
牧
場

岐
阜

下
呂
市
蛇
之
尾

畜
霊
魚
霊
塔
奉
賛
会
（
滝
多
賀
男
会
長
）
の
関
係
者
ら
約
5
0
人
が
出
席
。
同
牧
場
の
高
台
に
あ
る
「
畜
霊
魚
霊
塔
」
の
前
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
向
か
い
、
関
係
者
が
次
々
と
焼

香
を
し
て
手
を
合
わ
せ
て
い
た
（
2
0
1
0
0
7
1
6
）
。

4
9
0

ア
マ
ゴ

魚
霊
供
養
塔

麦
島
あ
ま
ご
養
殖
場

岐
阜

下
呂
市
小
坂
町
落
合

1
9
7
7

昭
和
5
2
年

益
田
川
漁
業
協
同
組
合
に
よ
れ
ば
、
「
魚
霊
供
養
塔
」
を
昭
和
5
2
年
に
建
て
た
。
池
の
改
修
工
事
を
し
た
ら
、
現
場
の
土
中
か
ら
供
養
塔
が
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
、
小
坂
町
の

麦
島
養
殖
場
内
に
建
て
た
。
毎
年
1
2
月
2
0
日
ご
ろ
に
魚
霊
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。
養
殖
場
で
は
、
多
量
に
魚
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
魚
の
命
で
商
売
を
し
て
い
る
の
で
供

養
す
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

4
9
1

ア
ユ

供
養
塔

ロ
ー
マ
ン
や
な

岐
阜

中
津
川
市
福
岡
細
ヶ
谷
（
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
隣
）

恵
那
漁
協
の
付
知
川
筋
三
支
部
（
付
知
、
福
岡
、
苗
木
）
に
よ
る
漁
族
慰
霊
祭
が
、
ロ
ー
マ
ン
や
な
横
の
供
養
塔
で
執
り
行
わ
れ
た
。

4
9
2

魚
類

魚
供
養
観
音
菩
薩

円
鏡
寺

岐
阜

本
巣
郡
北
方
町
北
方

4
9
3

魚
・
鳥

魚
鳥
供
養
塔

誓
欣
院

静
岡

熱
海
市
上
宿
町

1
9
5
9

昭
和
3
4
年

熱
海
割
烹
調
理
師
会
と
睦
調
理
師
会
は
、
熱
海
市
上
宿
町
の
誓
欣
院
で
物
故
会
員
と
魚
鳥
類
の
合
同
慰
霊
祭
を
行
い
、
近
く
の
糸
川
に
ド
ジ
ョ
ウ
を
放
っ
て
観
光
・
熱
海
の
調
理

場
を
支
え
て
い
る
魚
、
鳥
な
ど
の
供
養
を
し
た
。
同
寺
に
は
昭
和
3
4
年
に
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
、
毎
年
こ
の
時
期
に
先
輩
た
ち
を
し
の
び
、
魚
な
ど
の
霊
を
慰
め
て
き
た
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

4
9
4

魚
・
鳥

魚
鳥
供
養
碑

源
氏
公
園

静
岡

伊
豆
の
国
市
修
善
寺
町
修
善
寺

1
9
8
9

平
成
元
年

修
善
寺
調
理
師
協
会
（
大
滝
実
会
長
）
が
建
立
を
進
め
て
い
た
魚
鳥
供
養
碑
が
完
成
し
、
1
1
日
、
田
方
郡
修
善
寺
町
修
善
寺
の
源
氏
公
園
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

4
9
5

イ
ル
カ

い
る
か
供
養
碑

弁
天
社
境
内

静
岡

伊
豆
の
国
市
土
肥
町
大
藪

1
9
5
9

昭
和
3
4
年

土
肥
町
漁
協
が
イ
ル
カ
漁
最
盛
期
の
と
き
に
建
立
[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会
　
1
9
8
8
]。
「
い
る
か
供
養
碑
　
昭
和
3
4
年
3
月
　
土
肥
町
漁
業
協
同
組
合
」
と
あ
る
。
傍
ら
に
は
「
施

餓
鬼
会
為
海
難
死
者
精
霊
漁
獲
類
群
生
供
養
塔
」
等
の
卒
塔
婆
が
供
え
ら
れ
て
い
た
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]。

○
[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]、
鯨
文
化
H
P
、
動
物
の

お
墓
H
P

4
9
6

イ
ル
カ

（
卒
塔
婆
）

弁
天
社
境
内

静
岡

伊
豆
の
国
市
土
肥
町
大
藪

イ
ル
カ
供
養
碑
の
背
後
に
卒
塔
婆
。
毎
年
漁
協
が
供
養
を
実
施
。

○
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]

4
9
7

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

静
岡

伊
東
市

誤
記
の
可
能
性
が
高
い
。
藤
井
[1
9
9
8
]が
参
考
に
し
た
文
献
に
は
伊
東
市
の
亀
塚
の
情
報
が
な
い
。
ま
た
、
小
島
[2
0
0
5
]は
、
藤
井
[1
9
9
8
]を
も
と
に
し
て
い
る
。

[藤
井
1
9
9
8
]、
[小
島
2
0
0
5
]

4
9
8

イ
ル
カ

海
豚
漁
記
念
碑

三
島
神
社

静
岡

伊
東
市
川
奈

1
9
2
3

大
正
1
1
年

三
嶋
神
社
の
鳥
居
近
く
、
石
段
の
下
、
左
手
に
あ
る
。
川
名
の
イ
ル
カ
漁
は
明
治
2
1
年
に
は
じ
ま
り
、
同
年
1
2
月
に
初
漁
を
え
る
。
明
治
4
3
年
に
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
漁
に
恵
ま

れ
た
。
川
名
漁
協
創
設
2
0
周
年
を
記
念
し
て
、
大
正
1
1
年
7
月
に
こ
の
碑
を
建
立
し
た
。

[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]、
鯨
文
化
H
P
、
動
物
の

お
墓
H
P

4
9
9

イ
ル
カ

い
る
か
供
養
塔

海
蔵
寺

静
岡

伊
東
市
川
奈

1
9
7
7
昭
和
5
2
年

「
い
る
か
供
養
塔
」
、
昭
和
5
2
年
に
漁
協
川
名
支
所
で
建
立
。
9
月
に
浦
祭
り
で
豊
漁
と
安
全
祈
願
。
8
月
に
魚
類
供
養
の
た
め
に
浜
施
餓
鬼
を
行
な
う
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ、
鯨
文
化
H
P
、
動
物

の
お
墓
H
P

5
0
0

イ
ル
カ

供
養
　
南
妙
法
蓮
華

経
い
と
う
漁
協
　
富
戸
支
所

静
岡

伊
東
市
富
戸

1
9
4
5
昭
和
2
0
年

「
供
養
　
南
妙
法
蓮
華
経
」
と
書
か
れ
た
角
柱
が
海
に
向
か
っ
て
建
っ
て
い
る
。
昭
和
2
0
年
に
再
建
し
た
イ
ル
カ
供
養
碑
。
漁
協
で
は
、
浦
祭
り
や
お
会
式
、
三
ヶ
寺
法
要
を
、
漁
獲

物
の
供
養
、
豊
漁
・
安
全
祈
願
、
海
難
者
慰
霊
な
ど
を
目
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
0
1

ク
ジ
ラ

（
絵
馬
）
ク
ジ
ラ
ツ
キ

の
大
漁

六
所
神
社

静
岡

磐
田
市
福
田
町

[川
島
2
0
0
5
]

5
0
2

魚
介
類

魚
介
類
之
霊
供
養
碑
福
田
町
漁
協
前
広
場

静
岡

磐
田
市
福
田
町

1
9
9
0

平
成
2
年

福
田
町
漁
業
協
同
組
合
が
同
漁
協
前
広
場
に
「
魚
介
類
之
霊
供
養
碑
」
を
建
設
し
た
。
同
漁
協
（
現
遠
州
漁
協
）
で
は
毎
年
、
魚
族
供
養
祭
を
実
施
し
て
い
る
が
、
供
養
碑
は
な

か
っ
た
。
周
辺
が
静
岡
県
の
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
公
園
化
さ
れ
た
こ
と
で
建
設
が
進
ん
だ
。
7
月
最
終
土
曜
日
に
魚
族
供
養
祭
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ
、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
0
3

ウ
ミ
ガ
メ
亀
塚

円
通
寺
観
音
寺

静
岡

磐
田
市
福
田
町
福
田

1
9
6
7

昭
和
4
2
年

昭
和
4
2
年
9
月
に
立
て
ら
れ
た
自
然
石
。
産
卵
後
に
海
へ
帰
れ
ず
死
ん
だ
亀
の
霊
を
慰
め
、
航
海
安
全
を
祈
願
し
て
建
立
さ
れ
た
。
向
岡
の
亀
塚
の
石
碑
と
同
じ
も
の
。
解
説
板
も

あ
る
。

[静
岡
県
1
9
8
9
］
、
［
依
田

2
0
0
7
］

5
0
4

魚
類

魚
籃
観
音

円
通
寺
観
音
寺

静
岡

磐
田
市
福
田
町
福
田

2
0
0
0

平
成
1
2
年

平
成
1
2
年
1
1
月
建
立

5
0
5

ウ
ミ
ガ
メ
亀
塚

寺
田
家

静
岡

磐
田
市
福
田
町
向
岡

1
9
6
7

昭
和
4
2
年

昭
和
初
期
ま
で
向
岡
集
落
で
地
曳
網
を
し
て
い
た
。
地
曳
網
に
大
き
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
か
か
り
、
塚
を
築
い
て
「
亀
塚
様
」
と
し
た
。
盆
と
彼
岸
に
は
塚
に
詣
で
て
線
香
を
あ
げ

て
供
養
を
し
た
が
、
昭
和
2
5
年
に
寺
田
家
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
で
、
塚
と
一
本
の
松
は
同
屋
敷
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
た
。
昭
和
4
2
年
に
寺
田
昭
平
ら
有
志
に
よ
っ
て
「
亀

塚
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

［
静
岡
県
1
9
8
9
］

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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5
0
6

ウ
ミ
ガ
メ
子
亀
塚

ウ
ミ
ガ
メ
孵
化
場

静
岡

御
前
崎
市

2
0
0
2

平
成
1
4
年

孵
化
が
1
0
月
以
降
、
気
温
が
低
く
く
な
り
、
孵
化
の
途
中
で
死
ん
で
し
ま
う
子
亀
も
多
い
。
そ
う
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
子
亀
を
慰
霊
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
塔
。
孵
化
の
遅
れ
た

3
0
匹
く
ら
い
は
御
前
崎
第
一
小
学
校
に
預
け
て
育
て
て
も
ら
い
、
翌
年
に
放
流
す
る
が
、
残
り
は
死
ん
で
し
ま
う
。
4
月
に
な
っ
て
、
そ
の
年
の
監
視
作
業
を
始
め
る
ま
え
に
、
孵
化

場
の
砂
を
掘
り
返
し
て
準
備
を
始
め
る
が
、
作
業
後
に
子
亀
塚
の
前
に
供
養
を
行
う
。
掘
り
返
し
た
と
き
出
て
き
た
卵
は
集
め
て
処
理
場
へ
持
っ
て
い
く
。
毎
年
の
産
卵
数
の
半
分
く

ら
が
孵
化
す
る
。
石
の
供
養
碑
を
建
て
る
前
は
木
の
棒
だ
っ
た
。
ま
た
、
毎
年
1
0
頭
く
ら
い
の
死
骸
が
あ
が
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
は
監
視
員
が
１
区
の
浜
辺
の
一
角
に
埋
め

る
。
埋
め
た
と
こ
ろ
に
は
棒
を
立
て
た
。

○

5
0
7

ウ
ミ
ガ
メ
亀
塚

波
切
不
動

静
岡

御
前
崎
市
大
山

1
9
0
3

明
治
3
6
年

「
亀
塚
　
沢
入
幸
左
衛
門
船
中
」
の
銘
の
あ
る
石
碑
。
沢
入
さ
ん
宅
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
亀
塚
と
一
緒
に
青
之
峰
さ
ん
と
波
切
不
動
尊
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

［
静
岡
県
1
9
8
9
］

5
0
8

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

浜
田
稲
荷

静
岡

御
前
崎
市
白
羽

ウ
ミ
ガ
メ
監
視
員
の
尾
池
さ
ん
が
、
4
0
年
ほ
ど
前
に
、
母
親
が
見
つ
け
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
二
人
で
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
埋
葬
し
た
。
埋
め
た
場
所
に
石
を
置
い
た
。
そ
の
う
ち
キ

ツ
ネ
の
骨
壺
も
い
っ
し
ょ
に
埋
め
て
「
浜
田
稲
荷
」
と
し
て
祠
や
鳥
居
1
0
本
も
供
え
て
熱
心
に
お
参
り
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
近
く
の
山
中
で
山
梨
の
人
が
心
中
し
て
い
る
の
を
発
見

し
、
そ
の
人
の
年
忌
も
浜
田
稲
荷
で
し
て
い
た
。
母
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
、
奥
さ
ん
が
世
話
を
し
て
い
た
。
浜
岡
発
電
所
の
建
設
工
事
の
際
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
（
砂
や
砂
利
）
を

納
入
し
、
そ
れ
ら
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
、
石
も
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
今
は
更
地
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

5
0
9

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

静
岡

御
前
崎
市
白
羽
尾
高

浜
岡
町
史
で
指
摘
。
道
脇
の
雑
林
の
中
。
下
は
砂
地
で
、
幟
と
塔
婆
（
棒
杭
？
）
も
あ
る
。
幟
は
「
平
成
2
0
年
　
御
亀
大
明
神
　
御
礼
拝
　
第
７
光
照
丸
」
「
平
成
1
9
年
　
御
亀
大
明
神

御
礼
拝
　
第
７
光
照
丸
」
の
赤
い
幟
。
塔
婆
に
は
「
大
国
鏡
智
　
奉
為
海
亀
霊
位
供
養
之
塔
」
と
記
銘
。
花
筒
や
供
え
物
な
ど
。

○
［
浜
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会

2
0
0
4
］

5
1
0

ウ
ミ
ガ
メ
亀
塚
大
明
神

静
岡

御
前
崎
市
中
原

1
8
6
6

慶
応
2
年

「
亀
塚
大
明
神
　
慶
応
2
年
寅
年
6
月
1
6
日
2
3
日
　
彦
八
船
　
甚
兵
衛
船
」
と
あ
る
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
林
の
中
に
あ
る
[静
岡
県
史
]。
周
り
が
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
道
端
に
祠
が
あ
る
。

も
と
は
近
く
の
林
の
中
に
あ
っ
た
の
が
、
上
水
道
施
設
を
建
設
す
る
際
に
林
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
の
場
所
に
移
っ
た
。
平
成
5
年
1
0
月
に
建
立
。
祠
の
中
に
は
「
亀
塚

大
明
神
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
あ
る
。

○
［
静
岡
県
1
9
8
9
］
、
［
浜
岡
町
史

編
さ
ん
委
員
会
2
0
0
4
］
、
［
依

田
2
0
0
7
］

5
1
1

ウ
ミ
ガ
メ
亀
塚
大
明
神

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

静
岡

御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉

1
9
0
4

明
治
1
6
年

明
治
1
6
年
5
月
3
0
日
に
佐
倉
村
船
元
中
が
建
立
。
浜
岡
町
史
に
も
記
載
。
漁
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
に
、
大
き
な
ウ
ミ
ガ
メ
が
浜
で
死
ん
で
い
る
の
を
通
り
が
か
り
の
漁
師
が
見
つ

け
、
そ
の
場
に
埋
め
て
漁
に
出
た
が
、
こ
の
漁
師
の
船
だ
け
が
不
漁
が
続
い
た
。
漁
師
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
祟
り
で
は
な
い
か
と
思
い
、
塚
を
築
き
「
亀
塚
大
明
神
」
と
し
て
祀
っ
た
。
近
隣

の
漁
師
た
ち
も
豊
漁
祈
願
の
神
様
と
し
て
崇
め
て
き
た
が
、
漁
業
の
衰
退
と
と
も
に
い
つ
し
か
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
4
6
年
の
春
に
、
2
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
北
側
に
砂
に
埋

も
れ
て
い
た
も
の
を
見
つ
け
、
馬
頭
観
音
と
と
も
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
側
に
移
し
て
、
毎
年
祭
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
［
浜
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会

2
0
0
4
］

5
1
2

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

静
岡

御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉

2
0
0
8

平
成
2
0
年

亀
塚
大
明
神
、
馬
頭
観
音
、
五
輪
塔
の
周
辺
。
柵
囲
い
し
た
中
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
。
花
筒
を
そ
え
る
。
取
水
口
か
ら
冷
却
用
プ
ー
ル
に
紛
れ
込
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
葬
。

2
0
0
8
年
は
2
2
頭
が
迷
い
込
み
、
う
ち
2
頭
が
死
骸
だ
っ
た
。
1
0
年
く
ら
い
前
か
ら
。

○

5
1
3

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

静
岡

御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉

2
0
0
7

平
成
1
9
年

亀
塚
大
明
神
、
馬
頭
観
音
、
五
輪
塔
の
周
辺
。
柵
囲
い
し
た
中
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
。
花
筒
を
そ
え
る
。
取
水
口
か
ら
冷
却
用
プ
ー
ル
に
紛
れ
込
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
葬
。
年

間
2
0
頭
前
後
が
迷
い
こ
み
１
割
が
死
骸
。
生
き
て
い
る
も
の
は
海
に
戻
し
、
死
骸
は
プ
ー
ル
か
ら
引
き
上
げ
埋
葬
。

○

5
1
4

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

静
岡

御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉

2
0
0
6

平
成
1
8
年

亀
塚
大
明
神
、
馬
頭
観
音
、
五
輪
塔
の
周
辺
。
柵
囲
い
し
た
中
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
。
花
筒
を
そ
え
る
。
取
水
口
か
ら
冷
却
用
プ
ー
ル
に
紛
れ
込
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
葬
。
年

間
2
0
頭
前
後
が
迷
い
こ
み
１
割
が
死
骸
。
生
き
て
い
る
も
の
は
海
に
戻
し
、
死
骸
は
プ
ー
ル
か
ら
引
き
上
げ
埋
葬
。

○

5
1
5

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

静
岡

御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉

2
0
0
5

平
成
1
7
年

亀
塚
大
明
神
、
馬
頭
観
音
、
五
輪
塔
の
周
辺
。
柵
囲
い
し
た
中
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
。
花
筒
を
そ
え
る
。
取
水
口
か
ら
冷
却
用
プ
ー
ル
に
紛
れ
込
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
葬
。
年

間
2
0
頭
前
後
が
迷
い
こ
み
１
割
が
死
骸
。
生
き
て
い
る
も
の
は
海
に
戻
し
、
死
骸
は
プ
ー
ル
か
ら
引
き
上
げ
埋
葬
。

○

5
1
6

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

静
岡

御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉

2
0
0
4

平
成
1
6
年

亀
塚
大
明
神
、
馬
頭
観
音
、
五
輪
塔
の
周
辺
。
柵
囲
い
し
た
中
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
。
花
筒
を
そ
え
る
。
取
水
口
か
ら
冷
却
用
プ
ー
ル
に
紛
れ
込
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
葬
。
年

間
2
0
頭
前
後
が
迷
い
こ
み
１
割
が
死
骸
。
生
き
て
い
る
も
の
は
海
に
戻
し
、
死
骸
は
プ
ー
ル
か
ら
引
き
上
げ
埋
葬
。

○

5
1
7

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

静
岡

御
前
崎
市
久
々
生

浜
岡
町
史
で
指
摘
。
雑
林
の
中
の
空
間
。
下
は
砂
地
で
石
や
花
を
生
け
る
筒
、
飲
み
物
の
容
器
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。
「
平
成
2
0
年
　
御
亀
大
明
神
　
御
礼
拝
　
第
八
光
照
丸
」

「
平
成
2
0
年
　
御
亀
大
明
神
　
御
礼
拝
　
第
七
光
照
丸
」
「
平
成
1
9
年
　
御
亀
大
明
神
　
御
礼
拝
　
第
八
光
照
丸
」
「
平
成
1
9
年
　
御
亀
大
明
神
　
御
礼
拝
　
第
七
光
照
丸
」
の
赤
い

幟
が
4
本
。

○
［
浜
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会

2
0
0
4
］

5
1
8

ウ
ミ
ガ
メ
亀
の
祠

松
尾
家

静
岡

御
前
崎
市
女
岩

1
9
5
7

昭
和
3
2
年

ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
埋
め
て
祠
を
設
け
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
傍
ら
に
は
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
も
供
え
て
あ
る
。
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
、
昭
和
3
2
年
夏
に
、
大
八
日
光
丸
の
船
長
だ
っ
た
当
主
の

松
尾
長
作
氏
が
、
硫
黄
島
の
南
西
2
5
マ
イ
ル
の
海
上
で
鰹
釣
漁
中
に
発
見
し
た
も
の
。
漂
流
し
て
衰
弱
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
と
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
持
ち
帰
り
、
祠
に
埋
め
た
。
出
漁
の
際
に

は
「
大
漁
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
拝
み
、
家
族
も
毎
日
線
香
を
供
え
て
い
た
[静
岡
県
史
]。
1
1
年
前
に
亡
く
な
っ
た
長
作
さ
ん
の
母
親
が
、
浜
に
打
ち
上
が
っ
た
カ
メ
を
家
ま
で
運
ん
で

埋
め
た
。
そ
の
場
所
に
祠
を
建
て
、
毎
日
お
参
り
を
し
て
い
た
。
亀
塚
を
た
て
た
女
性
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
長
作
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
年
に
一
回
で
面
倒
を
み
て
い
る
。

○
［
静
岡
県
1
9
8
9
］
、
［
浜
岡
町
史

編
さ
ん
委
員
会
2
0
0
4
］

5
1
9

ウ
ミ
ガ
メ
大
州
霊
神

曽
根
家

静
岡

御
前
崎
市
女
岩

1
9
6
2
's
昭
和
3
7
年
頃

昭
和
3
7
年
ご
ろ
に
ハ
マ
マ
ワ
リ
を
し
て
い
た
当
主
の
母
親
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
見
つ
け
た
。
供
養
の
た
め
に
屋
敷
に
埋
め
た
。
そ
の
後
、
信
心
家
に
伺
い
を
た
て
た
と
こ
ろ
、
祀
ら

な
い
と
禍
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
塚
の
上
に
祠
を
建
て
、
「
大
州
霊
神
」
と
し
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
月
1
5
日
を
祭
日
と
し
、
1
0
人
く
ら
い
の
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
集
ま
り
、
祭
文
や

般
若
心
経
を
唱
え
、
大
漁
祈
願
を
行
っ
て
い
る
[静
岡
県
史
]。
曽
根
さ
ん
と
い
う
お
宅
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
祠
だ
が
、
曽
根
家
は
、
現
在
は
山
の
方
に
移
っ
た
。
祠
の
中
に

は
、
「
大
州
霊
神
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
あ
る
。

○
［
静
岡
県
1
9
8
9
］
、
［
浜
岡
町
史

編
さ
ん
委
員
会
2
0
0
4
］

5
2
0

魚
類

魚
籃
観
音

紅
雲
寺

静
岡

御
前
崎
市
白
羽

5
2
1

カ
ツ
オ

魚
霊
塔

御
前
崎
市
港
緑
地
公
園

静
岡

御
前
崎
市
港

1
9
8
9
's
平
成
元
年
頃

御
前
崎
漁
協
が
「
魚
霊
塔
（
カ
ツ
オ
）
」
を
平
成
元
年
ご
ろ
建
立
。
8
月
の
う
ら
盆
に
海
福
寺
の
住
職
を
呼
ん
で
、
海
難
者
と
魚
の
供
養
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
2
2

イ
ル
カ

海
豚
供
養
之
碑

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
安
良
里
浦
上

1
8
8
2

明
治
1
5
年

明
治
1
5
年
1
月
1
9
日
に
6
0
0
頭
以
上
の
イ
ル
カ
の
追
い
込
み
に
成
功
し
、
１
万
余
円
の
収
入
が
あ
り
、
そ
の
供
養
と
し
て
鎌
倉
円
覚
寺
住
職
洪
川
が
村
民
の
依
頼
に
よ
っ
て
撰
し
た

こ
と
、
イ
ル
カ
の
た
め
に
戒
徒
と
な
っ
て
懺
悔
礼
拝
を
行
っ
た
。

○

[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]、
［
依
田
2
0
0
7
］
、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ

ﾄ、
鯨
文
化
H
P
、
動
物
の
お
墓

H
P

5
2
3

イ
ル
カ

い
る
か
供
養
碑

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
安
良
里
浦
上

1
9
4
9

昭
和
2
4
年

昭
和
９
年
か
ら
２
４
年
に
至
る
毎
年
の
捕
獲
頭
数
を
記
し
て
お
り
、
安
良
里
の
龍
泉
寺
の
和
尚
が
文
章
を
記
し
た
。
海
豚
組
合
の
発
願
で
「
昭
和
１
７
年
よ
り
２
１
年
に
至
る
大
東
亜

戦
時
漁
船
の
徴
用
空
襲
下
の
不
況
並
に
終
戦
後
の
食
糧
事
情
等
に
於
い
て
外
食
糧
資
源
に
貢
献
し
内
村
民
を
振
済
し
た
る
功
大
な
る
も
の
あ
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

○

[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]、
［
依
田
2
0
0
7
］
、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ

ﾄ、
鯨
文
化
H
P
、
動
物
の
お
墓

H
P

5
2
4

イ
ル
カ

海
豚
供
養
碑

県
道
脇

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
安
良
里
浦
上

1
9
3
5

昭
和
1
0
年

昭
和
７
年
に
1
4
7
2
本
の
イ
ル
カ
を
追
い
込
み
、
約
１
カ
月
か
か
っ
て
捕
り
終
え
た
。
こ
の
お
不
動
さ
ん
の
日
の
大
漁
を
記
念
し
た
石
碑
。

○

[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]、
［
依
田
2
0
0
7
］
、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ

ﾄ、
鯨
文
化
H
P
、
動
物
の
お
墓

H
P

5
2
5

イ
ル
カ

鯆
靈
供
養
塔

稲
取
役
場

静
岡

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取

1
8
2
7

文
政
1
0
年

巡
礼
供
養
塔
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
文
政
1
0
年
に
建
立
さ
れ
た
が
、
台
座
は
安
政
2
年
（
1
8
5
5
）
に
作
ら
れ
、
「
当
村
漁
師
中
・
世
話
人
三
町
若
者
」
と
あ
る
。
稲
取
漁
協
で
は
、
4
月

に
せ
り
場
で
、
豊
漁
と
安
全
祈
願
の
た
め
に
水
産
祭
を
行
な
う
。

[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]、
［
依
田
2
0
0
7
］
、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ

ﾄ、
鯨
文
化
H
P
、
動
物
の
お
墓

H
P

5
2
6

魚
・
鳥

魚
鳥
之
碑

延
命
寺

静
岡

加
茂
郡
河
津
町
上
佐
ケ
野

2
0
0
3

平
成
1
5
年

河
津
町
の
調
理
師
た
ち
が
食
材
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
さ
さ
げ
る
「
魚
鳥
之
碑
」
と
「
包
丁
塚
」
を
建
立
。
同
町
上
佐
ケ
野
の
延
命
寺
境
内
で
点
眼
供
養
祭
を
営
ん
だ
。
河
津
新
栄

会
が
供
養
塔
を
建
立
し
よ
う
と
企
画
。
会
員
た
ち
が
平
成
8
年
か
ら
資
金
を
積
み
立
て
て
き
た
。
魚
鳥
之
碑
は
高
さ
2
.5
メ
ー
ト
ル
、
幅
1
.2
メ
ー
ト
ル
、
包
丁
塚
は
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
、

幅
.0
.6
メ
ー
ト
ル
。
根
府
川
石
を
使
っ
て
制
作
し
た
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
2
7

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
須
様
像
周
辺
の
カ
ツ
オ
供
養
塔
。
文
字
は
表
面
の
み
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
2
8

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
左
上
半
分
は
割
れ
て
崩
れ
て
い
る
。
文
字
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
2
9

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
表
面
み
文
字
。
「
堅
●
●
●
・
・
」
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
0

カ
ツ
オ

堅
魚
供
養

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
「
堅
魚
供
養
」
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
1

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
文
字
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
2

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
梵
字
　
「
●
●
●
魚
供
養
●
●
　
親
見
直
総
●
鱗
」
な
ど
。
文
字
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
3

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
「
堅
●
●
万
●
」
で
文
字
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
4

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
「
堅
魚
万
供
養
塔
」
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
5

カ
ツ
オ

堅
魚
万
供
養
塔

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
「
●
●
魚
供
養
」
で
文
字
不
明
。
上
部
の
石
が
は
げ
て
い
る
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
6

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
「
堅
●
●
●
●
●
」
文
字
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
7

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
周
辺
の
鰹
の
供
養
塔
。
左
上
半
分
は
割
れ
て
崩
れ
て
い
る
。
文
字
不
明
。

○
[川
島
2
0
0
5
]

5
3
8

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

弁
天
堂
脇

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
に
向
か
う
歩
道
入
り
口
の
弁
天
堂
脇
。
向
か
い
の
小
山
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
。
無
縁
仏
の
墓
と
い
う
話
も
あ
る
。

○

5
3
9

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

弁
天
堂
脇

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
に
向
か
う
歩
道
入
り
口
の
弁
天
堂
脇
。
向
か
い
の
小
山
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
。
無
縁
仏
の
墓
と
い
う
話
も
あ
る
。

○

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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5
4
0

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

弁
天
堂
脇

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
に
向
か
う
歩
道
入
り
口
の
弁
天
堂
脇
。
向
か
い
の
小
山
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
。
無
縁
仏
の
墓
と
い
う
話
も
あ
る
。

○

5
4
1

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

弁
天
堂
脇

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
に
向
か
う
歩
道
入
り
口
の
弁
天
堂
脇
。
向
か
い
の
小
山
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
。
無
縁
仏
の
墓
と
い
う
話
も
あ
る
。

○

5
4
2

カ
ツ
オ

（
鰹
の
供
養
塔
）

弁
天
堂
脇

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
寿
像
に
向
か
う
歩
道
入
り
口
の
弁
天
堂
脇
。
向
か
い
の
小
山
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
。
無
縁
仏
の
墓
と
い
う
話
も
あ
る
。

○

5
4
3

魚
類

エ
ブ
ッ
サ
ン

恵
比
須
様
像

静
岡

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子
瀬
浜

恵
比
須
様
の
周
辺
に
は
カ
ツ
オ
供
養
塔
が
1
0
本
あ
り
、
写
真
を
見
る
と
傍
ら
の
卒
塔
婆
に
「
・
・
・
供
養
魚
鱗
百
億
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
る
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]。
表
面
に

「
堅
魚
供
養
塔
」
が
書
か
れ
て
い
る
が
年
代
は
無
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
全
1
5
基
。
漁
獲
し
た
カ
ツ
オ
の
供
養
と
航
海
安
全
、
大
漁
を
祈
願
す
る
も
の
。
カ
ツ
オ
漁
師
に
よ
っ
て
奉
納
。

付
近
に
弁
天
の
祠
、
背
後
に
小
さ
な
水
神
の
祠
も
あ
る
。

○
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]

5
4
4

ク
ジ
ラ

鯨
供
養
碑

雲
見
海
岸
（
雲
見
く
じ
ら
館
）

静
岡

賀
茂
郡
松
崎
町
雲
見

1
9
8
9

昭
和
6
4
年

松
崎
町
雲
見
海
岸
で
鯨
供
養
碑
の
除
幕
式
。
1
2
年
前
に
浜
で
息
絶
え
た
セ
ミ
ク
ジ
ラ
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
、
雲
見
観
光
協
会
が
建
立
し
た
。
供
養
碑
に
は
「
雲
見
の
浦
に
漂
い
つ
き

ぬ
大
魚
　
こ
こ
ろ
優
し
き
人
々
に
よ
り
　
こ
こ
に
眠
る
」
の
碑
文
と
、
鯨
の
姿
が
刻
ま
れ
た
。
建
立
に
伴
い
鯨
に
は
、
「
滄
海
院
鯨
音
魚
士
（
そ
う
か
い
い
ん
・
げ
い
い
ん
ぎ
ょ
じ
）
」
の
戒

名
が
与
え
ら
れ
た
。
鯨
が
迷
い
込
ん
だ
の
は
、
昭
和
5
2
年
４
月
1
5
日
。
沖
合
に
現
れ
た
鯨
２
頭
の
う
ち
１
頭
が
、
入
江
内
に
”
座
礁
”
。
暴
れ
る
度
に
砂
浜
に
埋
ま
り
、
翌
日
、
地
元

民
の
気
遣
い
も
む
な
し
く
息
絶
え
た
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
4
5

ウ
ミ
ガ
メ
万
年
塚

日
和
山
山
頂

静
岡

賀
茂
郡
松
崎
町
岩
地

1
9
3
7

昭
和
1
2
年

「
堅
魚
万
供
養
　
明
治
2
9
年
丙
申
8
月
4
日
　
弁
天
丸
船
中
（
略
）
八
幡
丸
船
中
(略
）
」
と
あ
る
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]。

○
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]、

[小
島
2
0
0
5
]

5
4
6

カ
ツ
オ

堅
魚
万
供
養

日
和
山
山
頂

静
岡

賀
茂
郡
松
崎
町
岩
地

1
8
9
6

明
治
2
9
年

「
堅
魚
万
供
養
　
明
治
2
9
年
丙
申
8
年
4
月
　
弁
天
丸
船
主
（
略
）
八
幡
丸
船
主
」
と
あ
る
。

○
[静
岡
県
教
育
委
員
会
1
9
8
6
]

5
4
7

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

日
和
山
山
頂

静
岡

賀
茂
郡
松
崎
町
岩
地

[静
岡
県
1
9
9
1
]に
よ
る
。

[小
島
2
0
0
5
]

5
4
8

ウ
ミ
ガ
メ
亀

日
和
山
中
腹

静
岡

賀
茂
郡
松
崎
町
岩
地

日
和
山
の
中
腹
に
弁
天
を
祀
る
祠
と
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
が
供
え
ら
れ
て
た
岩
が
3
基
（
う
ち
1
つ
に
「
亀
」
と
記
さ
れ
、
残
り
の
2
つ
は
不
明
。
）

○

5
4
9

魚
類

魚
籃
観
世
音
菩
薩

少
林
寺

静
岡

静
岡
市
清
水
区
立
花

1
9
9
0

平
成
2
年

清
水
市
立
花
の
少
林
寺
境
内
に
魚
籃
観
音
が
建
立
さ
れ
開
眼
法
要
。
同
観
音
像
を
寄
進
し
た
能
島
の
マ
グ
ロ
・
カ
ツ
オ
専
用
釣
り
針
メ
ー
カ
ー
「
会
見
漁
具
製
作
所
」
や
協
賛
し
た

興
津
川
漁
協
（
漁
業
協
同
組
合
）
、
清
水
漁
港
振
興
会
の
関
係
者
、
同
寺
壇
家
ら
が
参
列
し
て
建
立
を
祝
い
、
ア
ユ
を
は
じ
め
と
す
る
川
や
海
の
魚
、
鳥
獣
を
供
養
し
た
。
終
了
後

に
は
漁
協
組
合
員
ら
が
、
生
き
た
ま
ま
観
音
像
の
前
に
供
え
ら
れ
た
ア
ユ
を
再
び
興
津
川
に
戻
し
、
ア
ユ
の
霊
に
感
謝
し
た
。
人
間
の
食
生
活
を
支
え
て
き
た
魚
類
や
鳥
獣
の
霊

を
弔
う
方
法
は
な
い
か
と
、
戸
田
住
職
が
も
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
同
製
作
所
が
寄
進
を
申
し
出
た
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ
、
ア
ン
ケ
ー
ト

5
5
0

ノ
リ

田
中
孫
七
翁
貢
功
碑
御
穂
神
社

静
岡

静
岡
市
清
水
区
三
保

1
9
1
4

大
正
3
年

大
正
3
年
1
2
月
1
5
日
建
立
。
文
政
2
年
に
大
森
か
ら
三
保
に
来
て
、
海
苔
作
り
を
伝
え
た
田
中
孫
七
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
に
、
建
立
。
清
水
、
村
松
、
三
保
の
海
苔
養
殖
組

合
、
駒
越
の
漁
協
や
、
東
京
牛
乳
店
、
三
保
内
の
商
店
の
関
係
者
な
ど
、
建
碑
有
志
の
名
前
が
裏
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
。

5
5
1

ウ
ナ
ギ

う
な
ぎ
供
養
之
碑

観
昌
院

静
岡

静
岡
市
駿
河
区
丸
子

1
9
9
5

平
成
7
年

静
岡
市
蒲
焼
業
組
合
に
よ
り
建
立
。

○
［
依
田
2
0
0
7
］

5
5
2

サ
バ

鯖
大
師

崇
福
寺

静
岡

静
岡
市
駿
河
区
稲
川

5
5
3
キ
ン
メ
ダ
イ
き
ん
め
だ
い
魚
霊
碑

雁
島

静
岡

下
田
市
雁
島

1
9
9
2
平
成
4
年

伊
豆
漁
協
下
田
支
所
が
、
「
き
ん
め
だ
い
魚
霊
碑
」
を
平
成
４
年
に
建
て
た
。
金
目
漁
船
遭
難
事
故
に
よ
る
保
険
金
を
用
い
て
、
金
目
供
養
と
安
全
祈
願
の
た
め
に
建
立
し
た
。
下

田
市
須
崎
で
は
1
0
月
に
水
神
祭
、
4
月
に
天
草
口
開
祈
願
を
行
な
う
。
下
田
市
田
牛
で
は
、
1
0
月
に
恵
比
寿
講
、
下
田
市
白
浜
で
は
4
月
に
天
草
浦
始
祭
、
1
0
月
に
感
謝
祭
を
行

な
い
、
豊
漁
と
安
全
を
祈
願
す
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
5
4

生
き
物

虫
・
魚
、
鳥
・
獣
、
草

木
供
養
塔

曹
洞
宗
士
詠
山
大
泉
寺

静
岡

沼
津
市
井
出

1
9
9
3

（
1
9
9
2
？
）
平
成
5
年

沼
津
市
井
出
の
曹
洞
宗
士
詠
山
大
泉
寺
（
小
島
捷
亮
住
職
）
境
内
に
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
供
養
す
る
「
虫
・
魚
、
鳥
・
獣
、
草
木
供
養
塔
」
が
完
成
し
、
除
幕
式
・
慰
霊
法
要
が
行
わ

れ
た
。

［
依
田
2
0
0
7
］
、
静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
5
5
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
戎
鮫
ノ
墓

住
本
寺

静
岡

沼
津
市
内
浦
長
浜

1
9
3
4

昭
和
9
年

中
乃
島
水
族
館
（
現
、
伊
豆
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
）
が
世
界
初
の
飼
育
に
成
功
し
た
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
墓
。
円
筒
形
の
碑
の
内
部
に
は
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
海

産
生
物
の
特
定
の
個
体
を
供
養
す
る
碑
は
希
少
。
お
彼
岸
の
日
に
水
族
館
関
係
者
が
寺
を
訪
れ
、
供
養
祭
を
行
っ
て
い
る
。
春
は
水
族
館
関
係
者
の
み
、
秋
は
お
寺
も
呼
ん
で

供
養
を
す
る
。
カ
ツ
オ
漁
の
関
係
で
地
域
に
は
元
々
戎
鮫
に
対
す
る
信
仰
が
あ
っ
た
。
同
水
族
館
は
昭
和
9
年
、
飼
育
中
に
死
ん
だ
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
供
養
す
る
た
め
水
族
館
敷
地

内
に
鮫
塚
を
建
て
た
。
水
族
館
施
設
の
改
築
を
機
会
に
、
住
本
寺
に
移
す
。

○
静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
5
6

魚
・
獣

為
海
獣
魚
類
之
霊
供

養
塔

住
本
寺

静
岡

沼
津
市
内
浦
長
浜

1
9
8
6

昭
和
6
1
年

伊
豆
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
飼
育
さ
れ
た
生
物
の
供
養
碑
。
お
彼
岸
の
日
に
水
族
館
関
係
者
が
寺
を
訪
れ
、
供
養
祭
を
行
っ
て
い
る
。

○
静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
5
7

魚
類

魚
霊
塔

正
眼
寺

静
岡

沼
津
市
西
浦
平
沢

1
9
8
8

昭
和
6
3
年

沼
津
市
西
浦
平
沢
の
正
眼
寺
に
魚
霊
塔
が
建
立
さ
れ
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
。
同
所
の
民
宿
経
営
渡
辺
稔
さ
ん
が
魚
の
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
幸
せ
を
願
っ
て

設
置
し
た
。
開
眼
供
養
で
は
渡
辺
さ
ん
夫
妻
が
除
幕
を
し
た
後
、
読
経
が
流
れ
る
中
、
出
席
者
全
員
が
焼
香
し
た
。
ま
た
、
開
眼
供
養
に
先
立
っ
て
、
同
寺
前
の
海
に
ア
ジ
な
ど

3
0
0
匹
も
放
流
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
5
8

魚
介
類

（
卒
塔
婆
）

戸
田
岬
（
先
端
）

静
岡

沼
津
市
戸
田

「
魚
類
海
老
蟹
貝
類
・
・
・
」
の
角
塔
婆

○

5
5
9

魚
介
類

（
卒
塔
婆
）

戸
田
岬
（
先
端
）

静
岡

沼
津
市
戸
田

「
当
浦
漁
協
所
志
　
海
難
横
死
諸
精
霊
」
の
角
塔
婆

○

5
6
0

イ
ル
カ

（
施
餓
鬼
塔
婆
）

戸
田
岬
（
内
海
）

静
岡

沼
津
市
戸
田
（
内
海
）

「
当
浦
所
漁
獲
海
豚
抜
苦
与
楽
盂
蘭
盆
会
水
向
供
養
」
と
記
さ
れ
て
い
る
[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会
　
1
9
8
8
]。
「
当
浦
年
中
漁
□
□
魚
貝
蝦
蟹
之
精
霊
　
盂
蘭
盆
会
水
向
供
養

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
施
餓
鬼
会
法
要
」
な
ど
。

○
[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]

5
6
1

イ
ル
カ

南
無
妙
法
蓮
華
経
大

魚
亡
霊

戸
田
岬
（
内
海
）

静
岡

沼
津
市
戸
田
（
内
海
）

1
8
3
0

文
政
1
3
年

○
[静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会

1
9
8
8
]

5
6
2

魚
類

（
石
碑
）

吉
田
町
漁
協

静
岡

榛
原
郡
吉
田
町
住
吉

港
内
に
石
碑
。
青
峰
山
と
呼
ぶ
祭
事
で
、
豊
漁
と
安
全
祈
願
お
よ
び
海
難
者
の
慰
霊
を
行
な
う
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
6
3

ウ
ナ
ギ

魚
籃
観
音
（
う
な
ぎ
観

音
）

大
幡
川
漁
協

静
岡

榛
原
郡
吉
田
町
川
尻

丸
榛
う
な
ぎ
漁
協
協
同
組
合
は
、
恒
例
の
ウ
ナ
ギ
供
養
祭
を
吉
田
町
川
尻
の
大
幡
川
沿
い
の
魚
籃
観
音
前
で
開
い
た
。
町
内
の
養
鰻
業
者
や
町
内
外
の
仲
買
・
加
工
業
者
ら
が

出
席
。
観
音
像
前
で
僧
侶
の
読
経
の
中
、
出
席
者
は
焼
香
し
、
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
ウ
ナ
ギ
の
冥
福
と
養
鰻
業
界
の
発
展
を
祈
っ
た
。
出
席
者
は
ウ
ナ
ギ
を
川
に
放
流
し
た
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
6
4

ウ
ナ
ギ

魚
籃
観
音
（
鰻
霊
塔
）
乙
女
園
公
園

静
岡

浜
松
市
西
区
舞
阪
町
弁
天
島

1
9
3
7

昭
和
1
2
年

昭
和
1
2
年
9
月
2
3
日
に
建
立
。
東
海
三
県
養
魚
組
合
連
合
会
駿
東
三
川
魚
商
組
合
浜
名
水
産
会
主
催
の
も
と
に
建
立
。
建
立
以
来
、
ウ
ナ
ギ
の
供
養
祭
が
「
ウ
ナ
ギ
観
音
」
の
異

名
を
持
つ
魚
籃
観
音
の
前
で
、
毎
年
営
ま
れ
て
い
る
。
8
月
に
は
浜
名
湖
養
魚
漁
業
協
同
組
合
主
催
で
、
浜
名
湖
周
辺
の
養
鰻
業
者
や
全
国
の
問
屋
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
供

養
祭
が
行
な
わ
れ
た
。
　
式
典
終
了
後
、
祭
壇
に
供
え
て
あ
っ
た
ウ
ナ
ギ
を
浜
名
湖
に
放
流
。

○
静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
6
5
ア
カ
ガ
イ
・
ハ

マ
グ
リ

（
祭
神
）

岐
佐
神
社

静
岡

浜
松
市
西
区
舞
阪
町

赤
貝
の
神
・
蚶
貝
比
売
命
と
蛤
の
神
・
蛤
貝
比
売
命
を
祭
神
と
し
て
神
社
。

5
6
6

ウ
ミ
ガ
メ
南
海
霊
龜
碑

東
光
寺

静
岡

浜
松
市
坪
井

1
8
1
1

文
化
8
年

文
化
8
年
8
月
に
立
て
ら
れ
た
石
像
。
死
ん
で
浜
に
う
ち
あ
げ
ら
れ
た
海
亀
を
村
人
が
葬
っ
た
も
の
。
遠
州
灘
沿
い
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
風
習
。

［
静
岡
県
1
9
8
9
］
、
［
依
田

2
0
0
7
］

5
6
7

魚
・
鳥

魚
鳥
供
養
碑
（
や
す

ら
ぎ
地
蔵
）

西
見
寺

静
岡

浜
松
市
西
鴨
江
町

1
9
9
4

平
成
6
年

平
成
6
年
4
月
に
浜
松
割
烹
調
理
師
会
、
舘
山
寺
割
烹
調
理
師
会
、
全
日
本
司
厨
士
協
会
静
岡
県
西
部
支
部
、
日
本
中
国
料
理
調
理
師
会
東
海
地
区
西
部
支
部
、
浜
松
氷
彫
刻

会
な
ど
の
関
係
者
が
、
浜
松
市
西
鴨
江
の
西
見
寺
境
内
に
魚
鳥
供
養
碑
（
や
す
ら
ぎ
地
蔵
）
と
(包
丁
供
養
碑
）
を
建
立
。
県
西
部
地
域
の
調
理
師
会
な
ど
で
つ
く
る
浜
松
魚
鳥
供

養
祭
実
行
委
員
会
が
、
同
寺
で
「
魚
鳥
・
包
丁
供
養
祭
」
。
長
年
愛
用
し
た
包
丁
を
塚
に
納
め
る
包
丁
供
養
や
キ
ジ
バ
ト
と
コ
イ
の
放
鳥
、
放
流
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ

5
6
8

ナ
マ
ズ

な
ま
ず
神
社

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
　
あ
た
ご

静
岡

浜
松
市
天
竜
区
石
神

1
9
9
1

平
成
3
年

平
成
3
年
に
「
な
ま
ず
神
社
」
を
建
て
た
。
夏
の
川
遊
び
に
や
っ
て
く
る
客
が
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
く
こ
と
が
多
く
、
住
民
か
ら
の
苦
情
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
阿
多
古
川
に
生
息
す
る
な
ま

ず
を
も
と
に
、
ゴ
ミ
除
け
の
た
め
に
神
社
を
設
置
し
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
6
9

ノ
リ

浜
名
湖
の
り
養
殖
供

養
宝
珠
院

宝
珠
院

静
岡

浜
松
市
天
竜
区
横
山
町

1
9
2
5

大
正
1
4
年

1
8
8
7
年
ご
ろ
、
舞
阪
の
海
苔
業
者
は
彦
之
丞
の
遺
徳
を
偲
び
、
分
骨
を
行
い
、
指
月
院
に
供
養
碑
を
建
立
。
廃
寺
に
伴
い
宝
珠
院
に
移
し
替
え
、
1
9
2
5
年
に
現
在
の
慰
霊
碑
が

建
て
ら
れ
た
。
1
9
3
5
年
「
森
田
屋
海
苔
粗
神
」
の
神
札
を
配
布
し
、
供
養
祭
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
1
9
6
7
年
か
ら
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
定
め
た
海
苔
の
日
（
2

月
6
日
）
に
、
舞
坂
漁
協
主
催
の
「
海
苔
供
養
祭
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

5
7
0

魚
類

（
諏
訪
大
社
祈
祷
神

符
）

気
田
川
漁
業
協
同
組
合

静
岡

浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
堀
之
内

「
諏
訪
大
社
祈
祷
神
符
」
。
水
神
様
を
祀
っ
た
も
の
で
、
平
成
5
年
6
月
か
ら
敷
地
内
に
あ
る
。
1
1
月
下
旬
か
ら
1
2
月
上
旬
あ
た
り
に
、
魚
の
供
養
と
豊
漁
祈
願
の
た
め
に
「
供
養
祭
」

を
漁
協
敷
地
内
で
行
な
っ
て
い
る
。
他
に
、
鮎
解
禁
の
6
月
1
日
に
、
川
開
祭
を
し
て
い
る
。

静
岡
新
聞
Ｄ
Ｂ
、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

5
7
1

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
の
松
）

静
岡

袋
井
市
浅
羽
町
西
同
笠

1
3
7
0
's
永
和
年
代
？

大
地
震
に
よ
っ
て
津
波
が
村
を
襲
い
、
あ
る
男
性
の
妻
子
も
津
波
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
男
性
は
村
の
鎮
守
様
に
お
祈
り
す
る
と
、
夢
に
美
女
が
現
れ
、
海
岸
に
子
供
が
い
る

か
ら
と
い
う
。
美
女
に
案
内
さ
れ
、
海
岸
に
行
っ
て
み
る
と
、
流
れ
着
い
た
木
端
の
山
が
あ
り
、
そ
の
上
に
行
方
不
明
だ
っ
た
子
供
が
い
た
。
木
端
の
山
の
下
に
は
大
き
な
亀
が
死

ん
で
い
た
。
男
性
の
妻
が
津
波
の
な
か
で
亀
に
化
身
し
て
子
供
を
助
け
、
鎮
守
の
神
も
男
性
の
願
い
を
聞
い
て
子
供
を
守
っ
た
の
だ
と
、
男
性
は
感
謝
し
、
一
本
の
松
を
植
え
て
、

そ
こ
に
亀
を
葬
り
、
木
端
の
一
部
を
鎮
守
様
に
祀
っ
た
と
い
う
。

［
静
岡
県
1
9
8
9
］
、
［
依
田

2
0
0
7
］

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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5
7
2

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

静
岡

袋
井

市
大

須
賀

町
新

井
亀

塚
「
亀

塚
」
と

呼
ば

れ
る

丘
陵

が
あ

る
[静

岡
県

史
]。

昔
、

漁
を

し
て

い
た

時
代

に
、

こ
の

丘
陵

に
大

漁
祈

願
の

旗
を

持
っ

て
い

っ
た

。
現

在
は

、
人

間
の

墓
地

に
な

っ
て

お
り

、
お

墓
参

り
以

外
に

人
が

入
る

こ
と

は
な

い
。

昔
は

棒
杭

が
あ

っ
た

ら
し

い
が

、
現

在
は

何
も

残
っ

て
い

な
か

っ
た

。
［
静

岡
県

1
9
8
9
］

5
7
3

ウ
ナ

ギ
魚

籃
観

音
可

睡
斎

内
放

生
池

静
岡

袋
井

市
久

能
可

睡
斎

中
遠

養
鰻

漁
業

協
同

組
合

が
ウ

ナ
ギ

の
供

養
祭

を
袋

井
市

久
能

の
可

睡
斎

放
生

池
の

中
央

に
あ

る
魚

籃
観

音
の

前
で

行
っ

た
。

供
養

祭
に

続
き

、
福

田
町

の
太

田
川

河
口

で
ウ

ナ
ギ

を
放

流
し

た
。

静
岡

新
聞

Ｄ
Ｂ

5
7
4

ニ
ジ

マ
ス

虹
鱒

供
養

塔
富

士
養

鱒
漁

業
協

同
組

合
静

岡
富

士
宮

市
淀

師
1
9
8
4

昭
和

5
9
年

「
虹

鱒
供

養
塔

」
、

昭
和

5
9
年

に
組

合
敷

地
内

に
建

立
。

昭
和

5
7
年

に
1
3
件

、
昭

和
5
9
年

に
集

中
的

に
出

荷
し

て
い

た
取

引
先

が
倒

産
し

、
非

常
に

ダ
メ

ー
ジ

を
受

け
た

。
そ

の
こ

と
を

契
機

と
し

て
、

虹
鱒

の
供

養
を

す
る

た
め

に
供

養
塔

を
建

て
、

供
養

を
始

め
た

。
6
月

の
漁

協
総

会
時

に
、

お
寺

さ
ん

を
呼

ん
で

、
供

養
祭

を
行

な
っ

て
い

る
。

組
合

加
盟

の
養

殖
場

に
は

供
養

塔
は

な
く
、

漁
協

に
一

つ
あ

る
。

○
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
7
5

ニ
ジ

マ
ス

供
養

塔
静

岡
県

水
産

技
術

研
究

所
富

士
養

鱒
場

静
岡

富
士

宮
市

猪
之

頭
1
9
9
0
's

昭
和

5
0
年

代
後

半
か

昭
和

6
0
年

く
ら

い

毎
年

1
回

、
職

員
が

集
ま

っ
て

供
養

を
し

て
い

た
。

平
成

9
年

よ
り

養
殖

場
の

組
織

改
変

や
事

業
内

容
の

変
更

に
よ

っ
て

、
魚

卵
の

販
売

を
漁

協
に

委
託

す
る

よ
う

に
な

り
（
民

営
化

）
、

ニ
ジ

マ
ス

の
供

養
も

漁
協

の
供

養
祭

に
職

員
が

参
加

す
る

形
に

変
わ

っ
た

。
供

養
塔

に
は

ニ
ジ

マ
ス

が
3
匹

彫
ら

れ
て

い
る

が
、

本
館

に
あ

る
山

下
清

の
絵

を
真

似
て

、
職

員
が

彫
っ

た
。

○

5
7
6

ウ
ナ

ギ
（
神

使
、

供
養

祭
）

三
嶋

神
社

静
岡

三
島

市
大

宮
町

三
嶋

神
社

で
ウ

ナ
ギ

供
養

、
放

生
会

も
－

東
部

蒲
焼

商
組

合
連

合
会

静
岡

新
聞

Ｄ
Ｂ

5
7
7

生
き

物
一

切
経

蔵
飛

島
新

田
愛

知
海

部
郡

飛
鳥

村
1
8
1
0

文
化

7
年

文
化

7
年

（
1
8
1
0
）
、

木
村

忠
右

衛
門

（
現

在
の

弥
富

町
鎌

島
の

地
主

）
が

、
海

が
埋

め
立

て
ら

れ
て

飛
島

新
田

が
開

拓
さ

れ
た

と
き

、
多

く
の

魚
介

類
や

虫
が

死
ん

だ
の

を
哀

れ
に

思
い

、
そ

の
供

養
を

す
る

た
め

に
建

て
た

と
さ

れ
る

。
農

林
水

省
H

P

5
7
8

ノ
リ

蓬
莱

海
苔

の
碑

愛
知

海
部

郡
弥

富
町

尾
張

藩
主

か
ら

「
蓬

莱
海

苔
」
の

名
前

を
頂

戴
し

た
と

い
う

海
苔

養
殖

は
古

く
か

ら
有

名
で

あ
っ

た
ら

し
い

。

5
7
9

魚
類

放
生

碑
愛
北
漁
協

愛
知

犬
山
市
犬
山
字
西
古
巻

「
放

生
碑

」
、

犬
山

市
北

古
券

地
内

に
あ

る
。

1
0
月

に
漁

協
と

犬
山

仏
教

会
で

、
魚

の
供

養
、

豊
漁

や
安

全
祈

願
の

た
め

に
放

生
会

を
行

う
。

か
つ

て
は

、
川

魚
を

扱
う

料
理

屋
も

多
か

っ
た

が
、

地
域

産
業

が
廃

れ
る

と
と

も
に

放
生

会
も

衰
退

し
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
8
0

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

愛
知

蒲
郡

市
西

浦
[藤

井
2
0
0
5
]

5
8
1

ア
ユ

・
ア

マ
ゴ

あ
ゆ

　
あ

ま
ご

供
養

碑
振
草
川
漁
協

愛
知

北
設
楽
郡
東
栄
町
大
字
本
郷
字
杉
田

1
9
8
8

昭
和

6
3
年

「
あ

ゆ
　

あ
ま

ご
供

養
碑

」
、

昭
和

6
3
年

1
0
月

建
立

。
漁

協
敷

地
内

に
あ

る
。

1
0
月

～
1
1
月

ご
ろ

に
、

敷
地

内
に

て
魚

の
供

養
、

豊
漁

と
安

全
祈

願
の

た
め

に
「
あ

ゆ
・
あ

ま
ご

供
養

祭
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
8
2

魚
類

魚
霊

碑
桜

淵
自

然
公

園
愛

知
新
城
市
庭
野
字
八
名
井
田

1
9
9
3

平
成

5
年

豊
川

上
漁

協
が

建
立

し
た

「
魚

霊
碑

」
が

新
城

の
桜

淵
公

園
内

に
あ

る
。

9
月

に
漁

協
が

魚
族

慰
霊

祭
を

行
な

っ
て

い
る

。
以

前
は

神
主

を
呼

ん
で

実
施

し
た

が
、

経
費

の
関

係
か

ら
簡

素
化

さ
せ

、
漁

協
内

だ
け

で
行

な
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
8
3

魚
類

魚
霊

供
養

碑
寒

狭
川

広
見

ヤ
ナ

愛
知

新
城

市
只

持
作

角
新

城
市

只
持

の
寒

狭
川

広
見

ヤ
ナ

で
の

ヤ
ナ

開
き

で
は

、
魚

霊
供

養
碑

の
前

で
の

神
事

で
期

間
中

の
安

全
、

豊
漁

祈
願

を
し

、
集

ま
っ

た
子

ど
も

た
ち

に
ア

ユ
漁

や
魚

の
つ

か
み

取
り

を
楽

し
ん

で
も

ら
っ

た
。

5
8
4

ウ
ミ

ガ
メ

延
命

長
寿

無
病

息
災

慶
亀

尊
天

慶
亀

山
徳

正
寺

愛
知

武
豊

町
字

里
中

1
9
3
0

昭
和

5
年

昭
和

の
は

じ
め

頃
に

、
海

藻
に

か
ら

ま
っ

て
溺

死
し

た
カ

メ
が

台
風

で
打

ち
あ

が
っ

た
。

漁
民

が
寺

に
持

っ
て

き
て

、
供

養
を

し
た

。
「
オ

カ
メ

サ
ン

」
「
オ

カ
メ

堂
」
と

呼
ば

れ
る

祠
で

祀
っ

て
い

た
が

、
平

成
2
年

に
、

背
中

に
石

碑
を

乗
せ

た
石

の
カ

メ
像

と
覆

い
屋

を
建

て
た

。
○

[藤
井

2
0
0
5
]

5
8
5

魚
類

魚
鱗

塔
長

仙
寺

愛
知

田
原

市
六

連
町

居
屋

敷

長
仙

寺
の

あ
る

六
連

は
、

表
浜

に
面

し
、

表
浜

の
漁

業
は

、
地

引
網

と
沿

岸
漁

業
が

主
で

あ
る

。
そ

の
年

の
命

運
を

占
う

と
し

て
、

お
た

が
ま

つ
り

の
玉

取
り

は
、

さ
な

が
ら

網
元

の
意

地
の

ぶ
つ

か
り

合
い

と
な

っ
た

そ
う

で
あ

る
。

晴
れ

て
金

の
玉

を
取

っ
た

若
者

は
、

地
元

に
帰

り
、

方
辺

（
表

浜
の

断
崖

）
に

立
っ

て
勝

利
を

海
に

報
告

し
、

大
漁

を
祈

願
し

た
と

い
う

。
こ

の
よ

う
に

海
と

お
た

が
ま

つ
り

は
、

切
っ

て
も

切
れ

な
い

関
係

だ
っ

た
ら

し
い

。
近

年
、

漁
業

は
観

光
地

引
網

程
度

に
衰

退
し

、
長

仙
寺

の
東

に
あ

る
幽

玄
庭

に
そ

び
え

る
魚

鱗
塔

に
刻

ま
れ

た
多

く
の

網
元

達
の

名
前

に
、

往
時

の
面

影
が

伺
う

こ
と

が
で

き
る

。

5
8
6

ウ
ミ

ガ
メ

海
亀

霊
神

大
龍

寺
愛

知
知

多
市

日
長

山
之

腰
1
9
2
2

大
正

1
1
年

浜
に

死
ん

だ
つ

が
い

の
カ

メ
が

打
ち

あ
が

り
、

地
元

の
人

が
大

龍
寺

に
運

び
、

埋
葬

し
た

。
大

正
1
1
年

1
0
月

に
建

立
。

[藤
井

2
0
0
5
]

5
8
7

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

真
楽

寺
愛

知
知

多
郡

武
豊

町
大

字
東

大
高

字
郷

道
南

石
碑

が
あ

る
。

[藤
井

2
0
0
5
]

5
8
8

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

墓
松

仙
寺

愛
知

常
滑

市
蒲

池
町

1
丁

目
1
9
4
5
's

昭
和

2
0
年

頃
昭

和
3
0
年

ご
ろ

、
蒲

池
の

底
曳

網
に

カ
メ

が
入

っ
た

。
引

き
上

げ
て

酒
を

飲
ま

せ
た

が
死

ん
で

し
ま

っ
た

。
同

じ
時

期
に

別
な

漁
民

の
底

曳
網

に
も

カ
メ

が
入

っ
て

死
ん

で
し

ま
っ

た
。

二
人

で
共

同
し

て
松

仙
寺

に
墓

を
建

て
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

5
8
9

ウ
ミ

ガ
メ

世
亀

尊
共

同
墓

地
愛

知
常

滑
市

瀬
木

1
9
2
2

大
正

1
1
年

瀬
木

の
海

岸
に

死
ん

だ
カ

メ
が

あ
が

り
、

古
老

が
丁

重
に

扱
っ

て
「
世

亀
尊

」
の

石
碑

を
た

て
た

。
カ

メ
に

祈
願

す
る

と
長

寿
や

筆
が

上
達

す
る

と
い

わ
れ

、
一

時
は

賑
わ

っ
た

と
い

う
。

[藤
井

2
0
0
5
]

5
9
0

ウ
ミ

ガ
メ

慈
眼

殿
共

同
墓

地
愛

知
常

滑
市

瀬
木

1
9
3
5

昭
和

1
0
年

瀬
木

の
海

岸
に

死
ん

だ
カ

メ
が

あ
が

り
、

石
碑

の
横

に
「
慈

眼
殿

」
の

石
碑

を
た

て
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

5
9
1

魚
類

魚
霊

碑
矢
作
川
漁
協

愛
知

豊
田
市
平
戸
橋
町
波
岩

1
9
8
1

昭
和

5
6
年

「
魚

霊
碑

」
、

昭
和

5
6
年

1
2
月

建
立

。
漁

協
敷

地
内

に
あ

る
。

1
2
月

に
魚

霊
祭

を
魚

霊
碑

前
で

、
5
月

上
旬

に
矢

作
川

漁
協

豊
田

支
部

と
し

て
川

原
で

「
天

然
ア

ユ
遡

上
祈

願
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
9
2

魚
類

魚
霊

碑
平

井
つ

り
セ

ン
タ

ー
愛

知
豊

田
市

平
井

町
池

の
前

に
建

て
た

魚
霊

碑

5
9
3

ラ
ッ

コ
ラ

ッ
コ

慰
霊

碑
豊

橋
総

合
動

植
物

公
園

愛
知

豊
橋

市
大

岩
町

字
大

穴
1
9
9
5

平
成

7
年

平
成

7
年

3
月

建
立

。
園

で
死

ん
だ

ラ
ッ

コ
の

墓
。

［
依

田
2
0
0
7
］

5
9
4

ノ
リ

阿
千

輪
兼

吉
之

碑
（
あ

い
ち

海
苔

の
養

殖
記

念
碑

）
神

明
社

愛
知

名
古

屋
市

南
区

大
同

町
１

丁
目

大
江

新
田

が
開

拓
さ

れ
た

と
き

(1
8
0
4
)に

創
建

さ
れ

た
神

明
社

の
境

内
に

あ
る

。
名

古
屋

周
辺

お
よ

び
知

多
半

島
で

の
ノ

リ
の

養
殖

は
、

明
治

4
0
年

に
笠

寺
村

の
阿

千
輪

兼
吉

に
よ

っ
て

始
め

ら
れ

た
。

そ
の

後
「
あ

ゆ
ち

海
苔

」
「
愛

知
海

苔
」
と

い
う

名
前

で
知

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
南

区
を

代
表

す
る

産
業

の
ひ

と
つ

に
な

っ
た

。

5
9
5

魚
類

（
お

地
蔵

さ
ん

）
西
三
河
西
尾
支
所

愛
知

西
尾
市
寺
津
町
東
一
割

1
9
2
5

大
正

1
4
年

「
お

地
蔵

さ
ん

」
、

大
正

1
4
年

に
建

立
。

亡
く
な

っ
た

方
と

魚
類

の
供

養
の

た
め

、
お

地
蔵

さ
ん

の
前

で
、

8
月

に
川

施
餓

鬼
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

5
9
6

ウ
ミ

ガ
メ

お
か

め
塚

豊
受

大
神

愛
知

幡
豆

郡
幡

豆
町

鳥
羽

崎
山

1
9
5
7

昭
和

3
2
年

正
面

に
「
お

か
め

塚
」
、

側
面

に
「
昭

和
3
2
年

6
月

　
第

五
秀

栄
丸

」
と

あ
る

。
豊

受
さ

ん
の

祠
の

脇
に

あ
る

。
○

[幡
豆

町
教

育
委

員
会

編
2
0
0
5
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

5
9
7

ウ
ミ

ガ
メ

（
カ

メ
塚

）
崎

山
観

音
堂

愛
知

幡
豆

郡
幡

豆
町

鳥
羽

崎
山

5
9
8

ノ
リ

糟
谷

常
助

碑
高

島
水

門
の

側
愛

知
幡

豆
郡

吉
良

町
大

字
吉

田
1
9
4
8

昭
和

2
3
年

明
治

3
3
年

（
1
9
0
0
）
、

創
業

者
が

愛
知

県
三

河
湾

西
部

の
豊

か
な

海
で

海
苔

養
殖

を
始

め
た

。
4
年

後
の

明
治

3
7
年

の
冬

に
海

苔
養

殖
に

成
功

。
海

苔
養

殖
は

西
三

河
地

方
の

海
に

広
が

っ
て

い
っ

た
。

昭
和

2
3
年

（
1
9
4
8
年

）
6
月

に
、

吉
良

漁
業

組
合

の
有

志
に

よ
り

、
碑

を
高

島
水

門
の

傍
ら

に
建

設
し

、
創

業
者

の
功

績
を

顕
賞

し
た

。

5
9
9

サ
バ

鯖
大

師
金

剛
寺

愛
知

半
田

市
亀

崎
知

多
半

島
に

は
鯖

大
師

が
三

体
あ

り
、

そ
の

ひ
と

つ
。

6
0
0

魚
類

（
観

音
像

）
大
浜
漁
協

愛
知

碧
南
市
築
山
町

1
9
2
0

大
正

9
年

「
観

音
像

」
、

「
石

碑
」
（
蜆

牡
蠣

？
）
、

大
正

9
年

建
立

。
8
月

に
魚

と
水

難
者

の
供

養
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

6
0
1

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

片
名

漁
港

脇
の

墓
地

愛
知

南
知

多
町

1
9
4
5
's

昭
和

2
0
年

頃
網

に
か

か
っ

た
カ

メ
を

共
同

墓
地

に
埋

め
た

。
経

緯
は

不
明

。
△

[藤
井

2
0
0
5
]

6
0
2

タ
コ

た
こ

阿
弥

陀
如

来
安

楽
寺

愛
知

南
知

多
町

　
日

間
賀

島
漁

師
の

網
に

か
か

っ
て

阿
弥

陀
仏

が
引

き
上

げ
ら

れ
た

際
、

大
タ

コ
が

阿
弥

陀
仏

を
守

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

タ
コ

阿
弥

陀
と

呼
ば

れ
る

。
1
月

3
日

に
タ

コ
供

養
も

行
う

と
い

う
。

6
0
3

サ
バ

鯖
大

師
呑

海
院

 鯖
大

師
堂

愛
知

南
知

多
町

　
日

間
賀

島

6
0
4

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

共
同

墓
地

愛
知

南
知

多
町

内
海

共
同

墓
地

の
裏

手
の

丘
陵

地
に

カ
メ

の
墓

が
あ

っ
た

が
、

墓
地

が
移

転
し

て
カ

メ
の

墓
も

な
く
な

っ
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed

82 田口理恵・関いずみ・加藤　登



6
0
5

ウ
ミ
ガ
メ
龍
亀
菩
薩
供
養
塔

神
護
寺

愛
知

南
知
多
町
大
字
師
崎
字
鳥
西

1
9
7
0
's
昭
和
4
5
年
頃

森
に
よ
る
と
、
3
0
年
ほ
ど
前
に
、
美
浜
町
河
和
在
住
の
畠
山
和
雄
さ
ん
が
、
渥
美
半
島
赤
羽
根
の
高
松
の
沖
で
伊
勢
エ
ビ
捕
り
の
建
て
網
に
引
っ
掛
か
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た

も
の
[森
2
0
0
0
]。
木
製
の
墓
標
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
木
柱
の
文
字
は
判
読
で
き
ず
。
平
成
1
2
年
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
カ
メ
像
が
置
か
れ
る
。
そ
の
ま
わ
り
を
ブ
ロ
ッ
ク
で

囲
み
、
花
筒
な
ど
添
え
る
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
た
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
0
6

魚
類

魚
霊
観
音

神
護
寺

愛
知

南
知
多
町
大
字
師
崎
字
鳥
西

1
9
8
7

昭
和
6
2
年

南
知
多
町
豊
丘
新
屋
敷
の
平
山
若
松
8
0
才
が
昭
和
6
2
年
9
月
に
建
立
。
観
音
像
の
台
座
な
ど
に
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
で
加
工
し
た
魚
類
や
ア
ワ
ビ
の
貝
が
置
か
れ
て
い
る
。
卒
塔
婆

が
2
本
あ
り
、
「
為
魚
介
類
一
切
精
霊
離
苦
得
楽
発
菩
提
之
塔
」
と
あ
り
、
1
本
が
「
平
成
2
2
年
１
月
8
日
　
日
本
世
界
●
徳
会
」
。
も
う
1
本
に
は
「
平
成
2
2
年
１
月
2
4
日
、
師
崎
し
ら
す

網
組
合
」
と
あ
る
。

○

6
0
7

ウ
ミ
ガ
メ
亀
像

意
徳
院

愛
知

南
知
多
町
大
泊

1
9
5
5
's
昭
和
3
0
年
頃

森
に
よ
れ
ば
、
約
5
0
年
ほ
ど
前
に
、
浜
に
流
さ
れ
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
祀
る
た
め
、
近
所
の
石
屋
さ
ん
が
彫
っ
た
も
の
。
本
堂
西
側
の
三
畳
敷
き
く
ら
い
の
お
堂
に
祀
っ
て
い

た
も
の
で
、
紫
の
幕
を
張
っ
て
祀
っ
て
い
た
が
、
お
堂
が
伊
勢
湾
台
風
で
倒
れ
て
以
来
、
墓
地
で
祀
っ
て
い
る
[森
2
0
0
0
]。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
0
8

ウ
ミ
ガ
メ
亀
代
々
墓

松
寿
寺

愛
知

南
知
多
町
篠
島

大
正
時
代
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
当
初
は
境
内
内
の
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
こ
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
を
持
っ
て
き
た
人
が
次
々
と
埋
葬
し
て
い
っ
た
が
、
近
年
、
現
在
の
位

置
に
移
さ
れ
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
0
9

ウ
ミ
ガ
メ
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩

正
衆
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

1
9
5
5

昭
和
3
0
年

檀
家
の
漁
民
は
、
網
に
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
衆
寺
で
埋
葬
。
寺
の
正
面
門
脇
の
斜
面
が
動
物
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
あ
が
る
た
び
に
、
埋
葬

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
仕
切
ら
れ
た
一
画
が
あ
り
、
4
本
の
木
柱
が
た
っ
て
い
た
。
一
本
は
正
面
は
読
め
ず
、
裏
面
に
「
昭
和
3
0
年
」
と
書
か
れ
て
い
た
[森

2
0
0
0
]。
現
在
は
、
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
1
0

ウ
ミ
ガ
メ
(摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
)
正
衆
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

檀
家
の
漁
民
は
、
網
に
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
衆
寺
で
埋
葬
。
寺
の
正
面
門
脇
の
斜
面
が
動
物
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
あ
が
る
た
び
に
、
埋
葬

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
仕
切
ら
れ
た
一
画
が
あ
り
、
4
本
の
木
柱
が
た
っ
て
い
た
。
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
書
か
れ
て
い
た
３
本
の
う
ち
の
一
本
[森
2
0
0
0
]。

現
在
は
、
木
柱
が
建
っ
て
い
た
痕
跡
は
あ
る
も
の
の
、
現
物
な
し
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
1
1

ウ
ミ
ガ
メ
(摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
)
正
衆
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

檀
家
の
漁
民
は
、
網
に
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
衆
寺
で
埋
葬
。
寺
の
正
面
門
脇
の
斜
面
が
動
物
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
あ
が
る
た
び
に
、
埋
葬

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
仕
切
ら
れ
た
一
画
が
あ
り
、
4
本
の
木
柱
が
た
っ
て
い
た
。
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
書
か
れ
て
い
た
３
本
の
う
ち
の
一
本
[森
2
0
0
0
]。

現
在
、
木
柱
は
傾
い
て
お
り
、
文
字
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
1
2

ウ
ミ
ガ
メ
(摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
)
正
衆
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

檀
家
の
漁
民
は
、
網
に
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
衆
寺
で
埋
葬
。
寺
の
正
面
門
脇
の
斜
面
が
動
物
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
あ
が
る
た
び
に
、
埋
葬

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
仕
切
ら
れ
た
一
画
が
あ
り
、
4
本
の
木
柱
が
た
っ
て
い
た
。
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
書
か
れ
て
い
た
３
本
の
う
ち
の
一
本
[森
2
0
0
0
]。

現
在
、
木
柱
は
傾
い
て
お
り
、
文
字
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
1
3

ウ
ミ
ガ
メ
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩

正
衆
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

1
9
8
4

昭
和
5
9
年

檀
家
の
漁
民
は
、
網
に
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
衆
寺
で
埋
葬
。
寺
の
正
面
門
脇
の
斜
面
が
動
物
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
あ
が
る
た
び
に
、
埋
葬

し
て
い
た
と
さ
れ
、
昭
和
5
9
年
8
月
に
、
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
供
養
す
る
た
め
に
」
と
、
カ
メ
の
像
を
作
っ
て
お
祀
り
し
た
も
の
[森
2
0
0
0
]。
ま
わ
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
み
、
花
筒
な
ど

も
お
か
れ
て
い
る
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
1
4

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

正
衆
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

檀
家
の
漁
民
は
、
網
に
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
る
と
、
正
衆
寺
で
埋
葬
。
寺
の
正
面
門
脇
の
斜
面
が
動
物
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
あ
が
る
た
び
に
、
埋
葬

し
て
い
た
と
さ
れ
、
墓
標
の
な
い
も
の
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
、
十
数
基
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
[森
2
0
0
0
]。
墓
標
の
な
い
墓
よ
り
も
、
全
体
と
し

て
、
地
蔵
な
ど
が
置
か
れ
た
新
し
い
ペ
ッ
ト
の
墓
が
増
え
、
ペ
ッ
ト
霊
園
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
う
け
る
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
1
5

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

極
楽
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

1
9
7
9
，
8
0
昭
和
5
4
，
5
年

内
海
の
沖
で
マ
メ
網
を
し
て
い
た
田
中
憲
治
さ
ん
の
網
に
、
死
ん
だ
カ
メ
が
か
か
り
、
引
き
上
げ
た
。
檀
那
寺
の
極
楽
寺
に
電
話
を
す
る
と
、
住
職
が
寺
に
運
ぶ
よ
う
指
示
し
、
二
人

で
担
い
で
運
ん
だ
。
埋
葬
し
た
上
に
は
石
を
墓
標
と
し
て
お
い
た
。
周
辺
に
は
、
近
所
の
人
が
犬
や
猫
を
埋
葬
し
て
い
る
。

[藤
井
2
0
0
5
]

6
1
6

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

極
楽
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜

田
中
さ
ん
の
建
て
た
石
の
墓
標
の
ほ
か
に
塚
が
あ
る
。

[藤
井
2
0
0
5
]

6
1
7

ウ
ミ
ガ
メ
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
之

塔
峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

1
9
8
8

昭
和
6
3
年

地
蔵
堂
の
左
側
に
囲
い
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
之
塔
」
と
書
か
れ
た
木
柱
が
あ
る
。
昭
和
6
3
年
1
月
1
8
日
に
飯
田
家
が
建
立
し
た
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
1
8

ウ
ミ
ガ
メ
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

1
9
5
9

昭
和
3
4
年

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
「
昭
和
3
4
年
1
2
月
　
山
本
」
と
掘
ら
れ
た
石
製
の
墓
標
が
あ
る
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
1
9

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
0

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
1

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
2

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
3

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
4

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
5

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
6

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
7

ウ
ミ
ガ
メ
（
亀
塚
）

峠
の
地
蔵

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

地
蔵
堂
の
右
側
の
空
き
地
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
場
所
で
、
森
[2
0
0
0
]に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
「
摩
訶
龍
亀
大
菩
薩
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
製
の
墓
標
が
十
数
本
あ
っ

た
が
、
文
字
が
読
め
ず
、
墓
標
に
も
倒
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た
が
、
1
0
か
所
の
埋
葬
場
所
を
確
認
で
き
た
と
い
う
[森
2
0
0
0
]。
現
在
は
、
墓
標
も
花
筒

な
ど
も
確
認
で
き
ず
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]、
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

6
2
8

ウ
ミ
ガ
メ
龍
亀
大
菩
薩
出
現

小
佐

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
峠

浄
土
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
カ
メ
が
打
ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
龍
亀
大
菩
薩
出
現
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑
。
背
面
に
は
施
主
4
名
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
[森
2
0
0
0
]。

○
[森
2
0
0
0
]

6
2
9

魚
類

魚
天
観
音

ま
る
は
食
堂
旅
館

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
字
峠

店
の
入
り
口
に
魚
天
観
音
像
が
あ
る
。
光
明
寺
の
お
札
な
ど
。

○

6
3
0

ウ
ミ
ガ
メ
龍
亀
大
菩
薩

光
明
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
鳥
居

1
9
5
2

昭
和
2
7
年

昭
和
2
7
年
に
家
田
忠
道
さ
ん
が
漁
船
の
サ
ワ
ラ
網
に
か
か
っ
た
カ
メ
の
死
骸
を
、
光
明
寺
の
自
分
の
墓
地
の
一
画
に
埋
葬
し
た
。
カ
メ
の
墓
に
は
細
い
石
製
の
墓
標
が
建
っ
て
お

り
、
「
龍
亀
大
菩
薩
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
平
成
元
年
に
墓
地
の
区
画
整
理
を
し
、
カ
メ
の
墓
標
は
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
[森
2
0
0
0
]。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
　
2
0
0
5
]

6
3
1

フ
グ

ふ
ぐ
供
養
塔

光
明
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
鳥
居

1
9
8
1

昭
和
5
6
年

昭
和
5
6
年
4
月
2
9
日
に
、
名
古
屋
の
フ
グ
料
理
店
「
カ
ン
ト
ラ
」
が
建
立
。
毎
年
4
月
2
9
日
に
、
カ
ン
ト
ラ
従
業
員
が
バ
ス
で
や
っ
て
き
て
午
前
中
に
フ
グ
供
養
を
行
う
。
そ
の
後
、
地
元

の
人
（
豊
浜
の
西
側
の
地
区
）
が
魚
供
養
を
行
い
、
タ
イ
な
ど
を
放
流
。
か
つ
て
の
「
お
ひ
ま
ち
」
の
か
わ
り
に
魚
供
養
。

○

6
3
2

魚
類

魚
天
観
音

光
明
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
鳥
居

1
9
9
0

平
成
2
年

平
成
2
年
9
月
1
3
日
に
塩
乾
組
合
が
不
定
期
に
魚
供
養
を
行
う
。
魚
の
放
流
も
実
施
。

○

6
3
3

ウ
ミ
ガ
メ
大
海
寄
龍
亀
大
菩
薩
浄
土
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
小
佐
郷

1
9
0
9

明
治
4
2
年

明
治
4
2
年
9
月
に
、
小
佐
の
海
岸
に
瀕
死
状
態
の
大
カ
メ
が
あ
が
り
、
甲
羅
に
「
奉
大
海
龍
大
神
」
と
伊
賀
上
野
の
谷
村
佐
助
以
下
1
1
名
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ウ
ミ
ガ

メ
の
死
骸
を
、
境
内
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
（
昭
和
6
3
年
に
伐
採
）
の
根
元
に
埋
葬
し
た
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]、
[小

島
2
0
0
5
]

6
3
4

ウ
ミ
ガ
メ
龍
亀
閣

浄
土
寺

愛
知

南
知
多
町
豊
浜
小
佐
郷

1
9
2
8

昭
和
3
年

昭
和
3
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
建
物
は
伊
賀
上
野
の
谷
村
佐
助
、
屋
根
は
久
野
竹
松
、
各
天
井
は
岐
阜
市
の
片
尾
志
げ
さ
ん
の
寄
附
に
よ
る
も
の
。
「
お
亀
堂
」
と
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
。

○
[森
2
0
0
0
]、
[藤
井
2
0
0
5
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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6
3
5

ウ
ミ

ガ
メ

奉
請

大
海

寄
龍

亀
大

菩
薩

霊
位

浄
土

寺
愛

知
南

知
多

町
豊

浜
小

佐
郷

龍
亀

閣
に

「
奉

請
大

海
寄

龍
亀

大
菩

薩
霊

位
」
の

木
柱

が
残

っ
て

い
て

、
谷

村
さ

ん
一

族
や

発
見

者
の

山
本

長
太

郎
さ

ん
ほ

か
５

名
の

氏
名

が
四

つ
の

面
に

書
か

れ
て

い
た

[森
2
0
0
0
]。

○
[森

2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

6
3
6

ウ
ミ

ガ
メ

新
四

国
手

引
大

師
龍

亀
大

菩
薩

浄
土

寺
愛

知
南

知
多

町
豊

浜
小

佐
郷

1
9
1
7

大
正

6
年

大
正

6
年

3
月

に
、

大
正

琴
の

考
案

者
で

名
古

屋
市

の
川

口
音

海
が

寄
進

し
た

。
○

[森
2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

6
3
7

ウ
ミ

ガ
メ

新
四

国
龍

亀
霊

場
浄

土
寺

愛
知

南
知

多
町

豊
浜

小
佐

郷
1
9
3
6

昭
和

1
1
年

昭
和

1
1
年

1
1
月

に
、

一
宮

市
の

市
場

仲
買

店
一

同
に

よ
る

寄
進

。
加

藤
鉄

蔵
、

鈴
木

亀
太

郎
な

ど
。

○
[森

2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

6
3
8

ウ
ミ

ガ
メ

奉
大

海
龍

大
神

浄
土

寺
愛

知
南

知
多

町
豊

浜
小

佐
郷

1
9
2
6
,2
7

大
正

末
～

昭
和

初
期

大
正

末
～

昭
和

初
期

に
奉

納
さ

れ
た

大
亀

の
像

。
甲

羅
が

石
製

、
頭

や
手

足
が

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
で

、
背

中
に

は
「
」
が

彫
ら

れ
て

い
る

。
明

治
4
4
年

に
碧

海
郡

新
川

町
（
現

碧
南

市
）
の

久
野

竹
松

さ
ん

と
い

う
瓦

職
人

が
、

座
骨

神
経

通
に

悩
ん

で
い

て
、

近
所

の
お

婆
さ

ん
か

ら
浄

土
寺

の
大

海
龍

大
亀

菩
薩

の
御

霊
石

を
も

ら
っ

て
拝

ん
だ

と
こ

ろ
、

難
病

が
治

癒
し

た
。

こ
れ

を
き

っ
か

け
に

新
川

町
に

講
が

で
き

、
1
年

に
一

度
泊

ま
り

が
け

で
参

詣
す

る
よ

う
に

な
り

、
講

の
メ

ン
バ

ー
の

吉
田

姓
の

左
官

が
大

亀
の

像
を

作
成

し
た

。
○

[森
2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

6
3
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
お

亀
さ

ん
の

奥
の

院
）

浄
土

寺
愛

知
南

知
多

町
豊

浜
小

佐
郷

1
9
5
0
,5
1

昭
和

2
5
，

6
年

昭
和

2
5
，

6
年

に
整

備
さ

れ
た

洞
窟

で
、

亀
を

乗
せ

て
き

た
竜

神
さ

ま
で

あ
る

「
八

代
龍

王
」
が

祀
ら

れ
て

い
る

[森
2
0
0
0
]。

○
[森

2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

6
4
0

ウ
ミ

ガ
メ

龍
亀

燈
浄

土
寺

愛
知

南
知

多
町

豊
浜

小
佐

郷
1
9
5
3

昭
和

2
8
年

昭
和

2
8
年

に
久

野
竹

松
さ

ん
が

建
立

し
た

石
灯

籠
で

「
龍

亀
燈

」
と

い
う

文
字

が
刻

ま
れ

て
い

る
。

○
[森

2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]

6
4
1

ウ
ミ

ガ
メ

爲
亀

翁
善

生
之

墓
標

内
海

川
河

口
愛

知
南

知
多

町
内

海
1
9
1
4

大
正

3
年

「
爲

亀
翁

善
生

之
墓

標
　

大
正

3
年

7
月

2
4
日

　
内

田
茂

助
」
が

書
か

れ
た

石
の

角
柱

。
横

に
は

天
明

6
年

に
前

野
家

ほ
か

人
び

と
に

よ
っ

て
建

て
ら

れ
た

海
難

除
地

蔵
尊

が
あ

る
。

も
と

も
と

は
東

浜
海

水
浴

場
前

の
共

同
墓

地
の

一
角

に
あ

っ
た

が
、

昭
和

5
7
年

の
海

岸
整

備
に

よ
っ

て
、

現
在

の
位

置
に

移
さ

れ
た

。
「
亀

翁
（
お

亀
さ

ん
）
ノ

墓
」
に

つ
い

て
の

看
板

が
た

っ
て

い
る

[森
2
0
0
0
]。

○
[森

2
0
0
0
]、

[藤
井

2
0
0
5
]、

[小
島

　
2
0
0
5
]

6
4
2

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

宗
真

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
～

1
9
3
5

昭
和

1
0
年

以
前

打
瀬

網
に

か
か

っ
た

カ
メ

を
宗

真
寺

の
参

道
に

埋
葬

す
る

以
前

に
も

、
カ

メ
を

埋
め

て
い

た
。

墓
標

を
建

て
て

祀
っ

て
い

た
が

、
現

在
は

な
く
な

っ
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
4
3

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

宗
真

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
1
9
3
0
's

昭
和

1
0
年

代
昭

和
1
0
年

代
に

、
打

瀬
網

に
か

か
っ

た
カ

メ
を

宗
真

寺
の

参
道

に
埋

葬
し

た
。

そ
れ

以
前

に
も

埋
め

て
い

た
の

で
、

石
段

の
下

に
埋

葬
し

、
「
上

の
オ

カ
メ

サ
ン

」
「
下

の
オ

カ
メ

サ
ン

」
と

呼
ん

で
い

た
。

墓
標

を
建

て
て

祀
っ

て
い

た
が

、
現

在
は

な
く
な

っ
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
4
4

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

延
命

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
檀

家
の

漁
民

の
網

に
カ

メ
が

か
か

る
と

、
延

命
寺

に
持

っ
て

い
っ

て
埋

葬
し

て
い

た
。

カ
メ

を
埋

め
る

と
墓

標
を

建
て

た
が

、
大

正
期

に
は

石
の

塚
も

あ
っ

た
。

1
9
7
0
年

ご
ろ

ま
で

あ
っ

た
。

[藤
井

2
0
0
5
]

6
4
5

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

延
命

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
檀

家
の

漁
民

の
網

に
カ

メ
が

か
か

る
と

、
延

命
寺

に
持

っ
て

い
っ

て
埋

葬
し

て
い

た
。

カ
メ

を
埋

め
る

と
墓

標
を

建
て

た
。

1
9
7
0
年

ご
ろ

ま
で

あ
っ

た
が

消
滅

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
4
6

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

延
命

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
檀

家
の

漁
民

の
網

に
カ

メ
が

か
か

る
と

、
延

命
寺

に
持

っ
て

い
っ

て
埋

葬
し

て
い

た
。

カ
メ

を
埋

め
る

と
墓

標
を

建
て

た
。

1
9
7
0
年

ご
ろ

ま
で

あ
っ

た
が

消
滅

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
4
7

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

延
命

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
檀

家
の

漁
民

の
網

に
カ

メ
が

か
か

る
と

、
延

命
寺

に
持

っ
て

い
っ

て
埋

葬
し

て
い

た
。

カ
メ

を
埋

め
る

と
墓

標
を

建
て

た
。

1
9
7
0
年

ご
ろ

ま
で

あ
っ

た
が

消
滅

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
4
8

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

延
命

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
的

場
檀

家
の

漁
民

の
網

に
カ

メ
が

か
か

る
と

、
延

命
寺

に
持

っ
て

い
っ

て
埋

葬
し

て
い

た
。

カ
メ

を
埋

め
る

と
墓

標
を

建
て

た
。

1
9
7
0
年

ご
ろ

ま
で

あ
っ

た
が

消
滅

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
4
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

豊
泉

寺
愛

知
南

知
多

町
師

崎
鳥

車
打

瀬
網

を
し

て
い

た
頃

、
よ

く
カ

メ
が

か
か

り
、

死
ん

だ
カ

メ
は

、
間

瀬
家

の
管

理
す

る
豊

泉
寺

の
裏

に
埋

め
て

い
た

。
半

田
で

買
っ

て
き

た
祠

を
埋

葬
場

所
の

上
に

お
い

て
祀

っ
て

い
た

。
昭

和
5
年

生
ま

れ
の

間
瀬

さ
ん

が
小

学
生

の
こ

ろ
だ

け
で

、
5
，

6
匹

の
カ

メ
を

埋
め

た
。

戦
後

、
整

地
し

て
壊

し
て

し
ま

っ
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
5
0

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

西
方

寺
愛

知
南

知
多

町
山

海
屋

敷
大

正
1
0
年

生
ま

れ
の

男
性

が
、

2
，

3
0
年

前
に

浜
で

死
ん

だ
カ

メ
を

み
つ

け
、

西
方

寺
に

埋
葬

し
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
5
1

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

西
方

寺
愛

知
南

知
多

町
山

海
屋

敷
死

ん
だ

カ
メ

が
海

岸
に

あ
が

り
、

西
方

寺
で

埋
葬

。
男

性
の

祖
母

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
5
2

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

浜
愛

知
南

知
多

町
山

海
1
9
8
0
's

昭
和

5
5
年

頃
2
0
年

ほ
ど

ま
え

に
、

カ
メ

を
浜

に
埋

葬
し

た
。

山
海

の
観

光
協

会
が

龍
江

寺
の

住
職

に
依

頼
し

て
供

養
し

た
。

消
滅

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
5
3

サ
バ

鯖
大

師
長

山
寺

弘
法

堂
愛

知
南

知
多

町
内

海
東

前
田

知
多

西
国

8
8
ヶ

所
。

知
多

半
島

に
は

鯖
大

師
が

三
体

あ
り

、
そ

の
ひ

と
つ

。

6
5
4

ウ
ミ

ガ
メ

福
寿

法
亀

龍
王

菩
薩

達
磨

山
葦

航
寺

愛
知

美
浜

町
大

字
布

土
字

平
井

1
9
3
5

昭
和

1
0
年

近
く
の

浜
に

打
ち

上
が

っ
た

亀
の

死
骸

を
、

住
民

が
担

ぎ
あ

げ
埋

葬
し

た
。

そ
の

上
に

カ
メ

の
石

像
を

建
て

た
。

石
像

は
岡

崎
の

石
屋

に
頼

み
、

出
来

あ
が

っ
た

あ
と

は
牛

車
に

乗
せ

て
運

ん
で

き
た

。
先

々
代

の
住

職
と

山
本

と
い

う
女

性
行

者
が

昭
和

1
0
年

1
1
月

に
建

立
。

行
者

が
信

者
に

寄
進

を
つ

の
り

、
寄

進
者

の
名

前
も

台
座

に
書

か
れ

て
い

る
。

ウ
ミ

ガ
メ

を
埋

葬
し

た
墓

だ
が

、
カ

メ
の

像
は

ゾ
ウ

ガ
メ

に
な

っ
て

い
る

。
○

[藤
井

1
9
9
8
]、

[藤
井

2
0
0
5
]、

[小
島

2
0
0
5
]

6
5
5

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

安
養

寺
愛

知
美

浜
町

布
土

大
池

1
9
2
0

大
正

1
0
年

大
正

の
終

わ
り

ご
ろ

に
、

海
岸

に
死

ん
だ

カ
メ

が
あ

が
っ

た
の

で
、

境
内

に
祀

っ
た

。
昭

和
4
6
年

の
5
0
回

忌
で

、
祠

を
立

て
替

え
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
5
6

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

墓
正

蔵
寺

愛
知

美
浜

町
野

間
本

郷
1
9
2
0
's

昭
和

初
期

先
代

住
職

が
子

供
の

の
こ

ろ
に

、
カ

メ
の

墓
に

酒
を

か
け

て
供

養
し

て
い

た
と

い
う

。
昭

和
2
9
、

3
0
年

の
6
月

ご
ろ

に
、

細
目

川
の

河
口

付
近

で
畳

一
畳

ほ
ど

の
大

カ
メ

が
死

ん
で

い
た

。
対

岸
の

地
区

と
取

り
合

い
を

し
た

上
、

縄
を

か
け

て
死

骸
を

寺
ま

で
運

び
、

す
で

に
あ

っ
た

カ
メ

の
墓

の
下

に
埋

葬
し

た
。

そ
の

後
、

墓
地

を
宅

地
化

し
た

た
め

、
カ

メ
の

墓
も

他
の

墓
も

寺
の

裏
側

へ
移

転
さ

せ
た

。
[藤

井
2
0
0
5
]

6
5
7

ノ
リ

海
苔

養
殖

の
碑

三
重

伊
勢

市
大

湊

6
5
8

魚
類

諸
魚

供
養

塔
丸

栄
水

産
三

重
伊

勢
市

東
豊

浜
町

1
9
7
5

昭
和

5
0
年

伊
勢

湾
漁

協
に

よ
れ

ば
、

「
諸

魚
供

養
塔

」
が

あ
る

。
昭

和
5
0
年

5
月

に
丸

栄
水

産
が

建
立

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

6
5
9

ク
ジ

ラ
大

海
鯢

之
墓

共
同

墓
地

入
り

口
三

重
伊

勢
市

二
見

町
大

字
荘

 
1
9
0
3

明
治

3
6
年

 明
治

3
6
年

2
月

、
地

引
網

操
業

中
に

一
頭

の
鯨

が
鰯

を
追

っ
て

接
近

し
た

の
を

捕
獲

、
神

領
の

人
々

の
大

き
い

負
担

で
あ

っ
た

伊
勢

神
宮

遷
宮

費
用

に
当

て
て

恩
恵

に
浴

し
た

。
こ

の
霊

を
な

ぐ
さ

め
る

た
め

建
て

た
。

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
6
0

カ
ツ

オ
（
石

経
）

三
重

尾
鷲

市
須

賀
利

正
月

1
5
日

に
、

魚
と

水
死

者
の

供
養

と
し

て
、

「
石

経
」
が

行
わ

れ
て

い
る

。
沖

に
出

て
、

読
経

を
あ

げ
な

が
ら

一
石

に
一

字
を

書
い

た
も

の
を

、
海

に
沈

め
て

い
く
行

事
。

[川
島

2
0
0
5
]

6
6
1

マ
グ

ロ
（
法

華
塔

）
普

済
寺

三
重

尾
鷲

市
須

賀
利

町
1
8
4
1

天
保

1
2
年

須
賀

利
浦

は
、

良
い

漁
場

と
し

て
有

名
だ

っ
た

が
、

天
保

年
代

に
入

る
と

不
漁

が
続

い
た

。
天

保
1
0
年

の
正

月
ご

ろ
よ

り
マ

グ
ロ

が
顔

を
見

せ
は

じ
め

た
。

天
保

1
0
年

の
１

年
で

、
3
7
9
5
尾

も
と

れ
、

伊
勢

山
田

、
松

坂
、

津
方

面
に

運
ば

れ
、

飛
ぶ

よ
う

に
売

れ
た

。
翌

年
の

1
1
年

も
好

漁
が

続
き

、
3
9
0
0
尾

の
水

揚
げ

が
あ

っ
た

。
そ

こ
で

、
鮪

の
恩

を
忘

れ
な

い
よ

う
に

天
保

1
2
年

1
月

に
鮪

の
供

養
塔

を
建

て
て

、
盛

大
に

供
養

を
し

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
6
2

ク
ジ

ラ
（
献

灯
）

九
鬼

神
社

三
重

尾
鷲

市
九

鬼
町

 
1
7
6
4

宝
暦

1
4
年

九
鬼

神
社

境
内

に
九

鬼
浦

鯨
方

勤
人

中
の

「
献

灯
」
が

る
。

宝
暦

1
4
年

（
1
7
6
4
)建

立
。

鯨
文

化
H

P

6
6
3

ム
ロ

ア
ジ

魚
鱗

群
類

含
霊

永
林

寺
三

重
尾

鷲
市

行
野

町
 

1
8
9
5

明
治

2
8
年

明
治

2
2
年

に
、

行
野

が
九

鬼
村

に
な

っ
て

か
ら

、
長

ら
く
不

漁
続

き
で

住
民

は
困

窮
し

て
い

た
が

、
明

治
2
7
年

秋
か

ら
ム

ロ
ア

ジ
が

異
常

な
ほ

ど
と

れ
出

し
た

。
豊

漁
が

続
き

、
時

な
ら

ぬ
ム

ロ
ア

ジ
ブ

ー
ム

が
巻

き
起

こ
っ

た
。

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
6
4

魚
類

魚
魂

塔
三

木
浦

魚
市

場
裏

道
路

脇
三

重
尾

鷲
市

三
木

浦
1
9
7
6

昭
和

5
1
年

昭
和

5
1
年

4
月

に
、

三
協

水
産

の
社

長
・
三

鬼
喜

三
氏

が
、

長
年

処
理

さ
せ

て
き

た
魚

の
霊

を
慰

め
る

た
め

、
会

社
工

場
前

の
道

路
に

面
し

て
魚

魂
塔

を
建

立
し

た
。

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
6
5

魚
・
鳥

・
獣

鳥
獣

魚
供

養
塔

観
音

山
公

園
三

重
亀

山
市

関
町

1
9
7
5

昭
和

5
0
年

鈴
鹿

川
漁

協
に

よ
れ

ば
、

「
鳥

獣
魚

供
養

塔
」
、

昭
和

5
0
年

1
2
月

に
、

亀
山

市
関

町
の

観
音

山
公

園
内

に
関

町
猟

友
会

と
鈴

鹿
川

漁
協

で
建

立
。

毎
年

。
3
～

5
月

ご
ろ

に
、

供
養

塔
の

前
で

、
鳥

獣
魚

供
養

を
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

6
6
6

魚
類

魚
鱗

供
養

塔
仏

光
寺

三
重

紀
伊

長
島

町
長

島
1
9
6
2

昭
和

3
7
年

人
間

に
奉

仕
す

る
魚

族
の

幽
魂

を
弔

う
べ

く
、

愛
宕

一
心

教
会

が
願

主
と

な
り

、
長

島
漁

業
会

と
一

般
有

志
者

の
賛

同
を

え
て

、
昭

和
3
7
年

9
月

に
供

養
塔

を
建

て
た

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
6
7

ク
ジ

ラ
腹

子
持

鯨
菩

提
之

塔
海

幸
神

社
・
常

林
寺

三
重

紀
北

町
海

山
区

白
浦

1
7
5
8

宝
暦

8
年

「
腹

子
持

鯨
菩

提
之

塔
」
（
右

側
面

）
、

「
南

無
大

慈
大

悲
観

世
音

菩
薩

」
（
正

面
）
、

「
宝

暦
八

戌
寅

1
2
月

1
8
日

　
鯨

船
師

植
松

清
助

、
突

羽
師

六
良

太
夫

」
（
左

側
面

）
と

あ
る

。
宝

暦
8
年

に
常

林
寺

和
尚

の
夢

の
な

か
に

子
持

ち
鯨

が
顕

れ
、

身
二

つ
に

な
る

ま
で

見
逃

し
て

ほ
し

い
と

哀
願

し
た

も
の

の
、

漁
師

が
子

持
ち

の
大

背
美

鯨
を

捕
え

た
。

こ
の

鯨
の

怨
霊

に
よ

っ
て

、
悪

疫
が

流
行

り
、

不
漁

が
続

い
た

た
め

、
浦

人
が

供
養

を
営

み
菩

提
を

ま
つ

っ
た

。
腹

子
持

鯨
の

捕
獲

2
0
0
年

を
記

念
し

た
「
2
0
0
年

記
念

碑
」
「
海

幸
神

社
」
も

あ
る

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]、

[田
中

2
0
0
6
]

6
6
8

ク
ジ

ラ
記

念
碑

　
2
0
0
年

祭
海

幸
神

社
・
常

林
寺

三
重

紀
北

町
海

山
区

白
浦

1
9
5
7

昭
和

3
2
年

荒
廃

し
て

い
た

鯨
の

墓
を

、
2
0
0
年

後
の

昭
和

3
2
（
1
9
5
7
）
年

に
修

復
し

、
傍

ら
に

記
念

碑
を

海
幸

神
社

に
建

て
た

。
白

浦
漁

協
や

中
川

産
業

が
建

立
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
6
9

魚
類

法
華

塔
三

重
紀

北
町

海
山

区
島

勝
浦

1
8
3
1

天
保

2
年

島
勝

浦
の

人
々

が
不

漁
続

き
で

困
窮

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

そ
れ

を
憂

え
た

安
楽

寺
住

職
の

発
願

で
、

法
華

経
十

万
巻

を
一

石
に

一
字

ず
つ

写
経

し
て

、
島

勝
湾

の
竜

宮
神

か
ら

二
俣

か
ず

ら
地

、
長

井
、

船
越

の
海

に
投

げ
入

れ
て

豊
漁

を
祈

願
し

た
。

こ
の

祈
祷

の
お

か
げ

か
、

9
月

か
ら

鮪
、

鰹
漁

や
海

老
漁

が
好

漁
と

な
っ

た
。

冬
に

は
サ

ン
マ

が
捕

れ
、

鰹
の

大
漁

も
続

き
、

そ
れ

は
翌

年
ま

で
続

い
た

。
こ

の
豊

漁
に

感
謝

し
、

諸
魚

の
霊

を
供

養
す

る
た

め
に

、
天

保
2
年

に
法

華
塔

を
建

て
た

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
7
0

マ
グ

ロ
砥

水
観

音
砥

水
観

音
堂

三
重

紀
北

町
海

山
区

島
勝

浦
1
8
3
3

天
保

4
年

天
保

3
年

1
2
月

4
日

か
ら

翌
年

の
3
月

3
日

く
ら

い
ま

で
、

マ
グ

ロ
２

万
本

の
漁

を
し

た
。

２
千

両
も

の
も

う
け

が
あ

り
、

浦
人

は
観

音
堂

の
ほ

か
、

大
網

納
屋

な
ど

を
建

て
た

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
7
1

ブ
リ

８
石

段
石

柱
）

島
勝

神
社

三
重

紀
北

町
海

山
区

島
勝

浦
1
9
3
0

昭
和

5
年

「
奉

納
　

太
　

鰤
大

敷
」
、

「
大

漁
紀

念
　

昭
和

５
年

２
月

３
日

」
[平

賀
編

1
9
9
4
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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6
7
2

マ
グ

ロ
法

華
塔

善
光

寺
三

重
紀

北
町

海
山

区
矢

口
浦

1
8
3
3

天
保

4
年

建
立

し
た

浜
中

氏
は

、
矢

口
浦

に
て

鮪
盾

切
網

漁
業

の
網

元
。

そ
の

た
め

、
鮪

の
供

養
塔

で
あ

る
こ

と
が

推
測

で
き

る
。

浜
中

（
藤

兵
衛

）
二

代
目

は
、

家
産

を
消

耗
し

て
鮪

盾
切

網
を

創
始

し
た

。
天

保
ご

ろ
の

鮪
の

大
漁

で
家

産
を

復
興

さ
せ

た
の

で
、

そ
の

報
恩

の
た

め
に

建
立

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
7
3

魚
類

魚
霊

供
養

海
恵

寺
三

重
熊

野
市

磯
崎

町
1
9
8
2

昭
和

5
7
年

磯
崎

漁
協

が
昭

和
5
7
年

2
月

に
建

立
し

た
。

か
つ

て
は

磯
崎

神
社

の
汐

ま
つ

り
の

な
か

で
、

魚
霊

の
供

養
を

行
っ

て
い

た
が

、
昭

和
5
7
年

に
供

養
の

塔
を

建
立

し
て

か
ら

、
毎

年
2

月
に

お
寺

さ
ん

を
呼

ん
で

お
経

を
あ

げ
て

も
ら

い
、

お
参

り
す

る
と

い
う

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
7
4

魚
類

諸
魚

類
萬

霊
之

供
養

塔
漁

民
セ

ン
タ

ー
三

重
熊

野
市

木
本

町
1
9
8
2

昭
和

5
7
年

木
本

漁
協

が
、

殺
し

た
魚

類
の

霊
を

供
養

す
る

た
め

に
建

立
し

た
。

漁
師

た
ち

は
そ

れ
ぞ

れ
に

供
物

を
そ

な
え

て
、

供
養

塔
に

参
っ

て
い

る
と

い
う

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
7
5

ク
ジ

ラ
鯨

魚
供

養
塔

堤
防

外
海

側
三

重
熊

野
市

二
木

島
町

脇
之

浜
1
8
8
0

明
治

1
3
年

明
治

1
3
年

秋
に

早
朝

、
シ

ャ
チ

に
追

わ
れ

て
、

大
鯨

が
脇

之
浜

に
打

ち
上

が
っ

た
。

岩
屋

で
野

宿
し

て
い

た
武

士
が

発
見

し
、

漁
夫

た
ち

に
伝

え
、

捕
獲

し
た

。
木

本
浦

で
得

た
大

鯨
の

代
金

1
5
0
0
円

の
う

ち
5
0
0
円

を
基

金
と

し
て

学
校

を
建

て
た

と
き

に
、

脇
の

浜
に

建
て

た
。

昭
和

5
4
年

に
熊

野
市

の
有

形
民

俗
文

化
財

に
指

定
さ

れ
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
7
6

ク
ジ

ラ
鯨

三
十

三
本

供
養

塔
浅

間
神

社
登

山
口

三
重

熊
野

市
二

木
島

町
相

川
1
6
7
1

寛
文

1
1
年

捕
鯨

に
よ

っ
て

捕
ら

え
ら

れ
た

鯨
の

慰
霊

碑
。

「
寛

文
1
1
年

竜
集

辛
亥

　
鯨

三
十

三
本

供
養

塔
　

三
月

吉
日

　
木

下
彦

兵
衛

建
」
と

あ
る

。
昭

和
4
4
年

7
月

1
7
日

に
熊

野
市

の
文

化
財

に
指

定
さ

れ
た

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]、

[田
中

2
0
0
6
]

6
7
7

ク
ジ

ラ
鯨

の
供

養
碑

三
重

熊
野

市
二

木
島

町
逢

川
『
南

牟
婁

郡
誌

』
に

は
書

か
れ

て
い

る
が

、
流

出
し

て
現

存
せ

ず
。

[吉
原

1
9
8
2
]

6
7
8

ク
ジ

ラ
鯨

の
供

養
碑

三
重

熊
野

市
二

木
島

町
逢

川
『
南

牟
婁

郡
誌

』
に

は
書

か
れ

て
い

る
が

、
流

出
し

て
現

存
せ

ず
。

[吉
原

1
9
8
2
]

6
7
9

ク
ジ

ラ
鯨

の
供

養
碑

三
重

熊
野

市
二

木
島

町
逢

川
『
南

牟
婁

郡
誌

』
に

は
書

か
れ

て
い

る
が

、
流

出
し

て
現

存
せ

ず
。

[吉
原

1
9
8
2
]

6
8
0

ク
ジ

ラ
鯨

の
供

養
碑

三
重

熊
野

市
二

木
島

町
逢

川
『
南

牟
婁

郡
誌

』
に

は
書

か
れ

て
い

る
が

、
流

出
し

て
現

存
せ

ず
。

[吉
原

1
9
8
2
]

6
8
1

マ
グ

ロ
法

華
塔

海
禅

寺
三

重
熊

野
市

甫
母

町
1
8
6
8

慶
応

4
年

/
明

治
元

年

1
8
5
4
年

（
安

政
元

年
）
、

1
1
月

4
日

大
地

震
に

よ
る

大
津

波
が

発
生

し
須

賀
利

の
浦

を
襲

い
、

甚
大

な
被

害
を

受
け

た
。

失
意

の
ど

ん
底

に
陥

っ
た

須
賀

利
の

人
々

だ
が

、
1
8
5
6
年

（
安

政
3
年

）
2
月

に
、

鮪
の

大
群

が
押

し
寄

せ
、

8
0
0
0
両

に
も

及
ぶ

収
益

を
あ

げ
、

浦
の

復
興

が
か

な
っ

た
。

こ
の

鮪
大

漁
に

感
謝

の
念

を
こ

め
て

、
1
8
6
8
年

（
明

治
元

年
・
慶

応
4

年
）
に

、
海

禅
寺

境
内

に
鮪

供
養

の
法

華
塔

を
建

立
。

「
法

界
亡

魚
大

乗
妙

典
一

部
供

養
者

也
」
。

施
主

は
、

庄
屋

彦
左

衛
門

。
肝

煎
常

松
、

組
頭

彦
四

郎
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

熊
野

の
浦

々
H

P
、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
8
2

シ
ラ

ウ
オ

白
魚

塚
浜

の
地

蔵
龍

福
寺

三
重

桑
名

市
地

蔵
1
9
6
4

昭
和

3
9
年

桑
名

時
雨

蛤
商

組
合

が
、

再
建

し
た

も
の

。
旧

塚
は

江
戸

中
期

か
ら

あ
っ

た
が

、
伊

勢
湾

台
風

で
流

出
し

て
し

ま
っ

た
。

そ
れ

を
惜

し
ん

で
、

業
者

が
新

た
に

再
建

し
た

。
ち

な
み

に
、

吉
原

は
桑

名
に

あ
る

白
魚

の
塚

に
つ

い
て

、
芭

蕉
の

白
魚

句
碑

を
挙

げ
て

い
る

[吉
原

1
9
8
2
]。

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
8
3

ハ
マ

グ
リ

蛤
墳

専
正

寺
三

重
桑

名
市

今
中

町
1
8
2
3

文
政

6
年

も
と

は
正

念
寺

で
、

戦
後

は
専

久
寺

と
あ

わ
せ

て
専

正
寺

と
称

し
た

。
碑

の
中

央
に

｢蛤
墳

｣、
そ

の
両

側
に

細
字

で
碑

文
と

一
雲

山
人

行
業

の
歌

一
首

が
刻

ま
れ

て
い

る
。

裏
銘

｢
文

政
六

年
癸

末
九

月
　

今
一

色
谷

氏
建

之
」
。

今
一

色
あ

た
り

は
、

江
戸

初
期

に
は

漁
村

で
、

当
前

蛤
の

貝
殻

で
厚

く
地

面
は

覆
わ

れ
て

い
た

。
文

政
年

間
に

谷
氏

が
、

無
尽

蔵
の

貝
殻

を
み

て
、

蛤
の

供
養

を
思

い
立

ち
、

正
念

寺
の

墓
地

に
こ

の
碑

を
建

て
た

。
大

正
年

間
、

時
雨

蛤
の

同
業

が
者

台
座

前
華

筒
台

な
ど

寄
進

し
、

現
在

の
よ

う
に

改
築

し
た

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
8
4

シ
ン

ジ
ュ

真
珠

貝
供

養
塔

賢
島

丸
山

公
園

三
重

志
摩

市
阿

児
町

神
明

1
9
5
7

昭
和

3
2
年

真
円

真
珠

発
明

5
0
周

年
記

念
で

、
全

国
真

珠
養

殖
漁

業
協

同
組

合
が

昭
和

3
2
年

1
0
月

に
建

立
し

た
。

「
真

珠
貝

供
養

塔
」
。

賢
島

円
山

公
園

（
観

光
船

発
着

港
西

の
丘

）
に

あ
る

。
神

明
真

珠
養

殖
、

間
崎

真
珠

養
殖

ら
真

珠
養

殖
業

者
が

、
1
0
月

2
2
日

に
供

養
塔

の
前

で
、

ア
コ

ヤ
貝

の
供

養
を

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
8
5

シ
ン

ジ
ュ

真
珠

母
貝

供
養

の
石

碑
如

意
庵

寺
三

重
志

摩
市

志
摩

町
片

田
片

田
真

珠
養

殖
に

よ
れ

ば
、

如
意

庵
寺

に
て

石
碑

が
あ

り
、

真
珠

母
貝

を
供

養
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

6
8
6

ブ
リ

・
魚

類
鰤

其
ノ

他
魚

族
之

霊
位

大
野

浦
三

重
志

摩
市

志
摩

町
片

田
1
9
6
8

昭
和

4
3
年

片
田

定
置

漁
協

が
昭

和
4
3
年

4
月

に
建

立
。

片
田

地
区

は
真

珠
の

他
は

、
魚

族
の

供
養

は
行

っ
て

い
な

か
っ

た
が

、
昭

和
4
3
年

に
、

組
合

で
魚

族
供

養
塔

の
建

設
し

、
鰤

そ
の

他
の

魚
族

の
供

養
と

報
恩

感
謝

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
8
7

生
き

物
魚

貝
蟲

鳥
獣

草
木

供
養

塔
鉄

砲
塚

三
重

志
摩

市
志

摩
町

布
施

田
鉄

砲
塚

1
9
8
4

昭
和

5
9
年

昭
和

5
9
年

1
0
月

建
立

。
濱

真
振

興
会

、
日

本
感

光
色

素
研

究
所

、
（
株

）
シ

ー
ベ

ル
、

浜
口

真
珠

養
殖

場
の

関
係

者
が

建
立

し
た

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
8
8

シ
ン

ジ
ュ

地
蔵

（
シ

ャ
モ

ン
サ

三
重

志
摩

市
志

摩
町

布
施

田
一

本
松

真
珠

貝
の

供
養

の
地

蔵
と

し
て

知
ら

れ
て

お
り

、
真

珠
養

殖
業

者
か

ら
信

仰
さ

れ
て

い
る

。
毎

年
秋

の
彼

岸
に

真
珠

供
養

祭
が

行
わ

れ
る

。
[平

賀
編

1
9
9
4
]

6
8
9

シ
ン

ジ
ュ

地
蔵

三
重

志
摩

市
志

摩
町

布
施

田
一

本
松

1
9
3
6

昭
和

1
1
年

昭
和

1
1
年

8
月

に
建

立
さ

れ
た

。
南

安
蔵

、
浦

口
駒

三
郎

、
岩

城
米

蔵
が

発
起

人
と

な
り

、
山

田
市

吹
上

町
の

永
田

義
太

郎
が

刻
む

と
あ

る
。

真
珠

供
養

祭
で

は
、

ま
ず

「
シ

ャ
モ

ン
サ

ン
」
を

お
参

り
し

て
か

ら
、

こ
の

地
蔵

に
お

参
り

す
る

と
い

う
。

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
9
0

ク
ジ

ラ
鯨

石
波

切
神

社
三

重
志

摩
市

大
王

町
大

字
波

切
  

1
6
7
3
～

1
6
8
0

延
宝

年
間

延
宝

の
こ

ろ
、

波
切

の
沖

で
捕

獲
し

た
一

頭
の

大
鯨

を
大

里
の

浜
で

解
体

し
た

と
こ

ろ
、

鯨
の

腹
中

か
ら

4
つ

の
石

が
出

て
き

た
。

こ
れ

を
エ

ビ
ス

神
社

に
ま

つ
っ

た
。

そ
の

後
、

波
切

神
社

に
合

祀
の

た
め

移
設

。
鯨

文
化

H
P

、
[松

崎
2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
9
1

ク
ジ

ラ
地

蔵
石

祥
雲

寺
三

重
志

摩
市

大
王

町
船

越
1
8
2
5

文
政

8
年

も
と

も
と

船
越

の
長

浜
に

あ
っ

た
が

、
国

道
2
6
0
号

線
の

開
通

工
事

に
伴

い
、

現
在

の
地

に
移

動
。

船
越

小
山

島
に

大
鯨

が
流

れ
着

い
た

と
き

、
波

切
の

漁
師

と
船

越
・
長

浜
の

漁
師

が
鯨

を
取

り
合

い
、

そ
れ

が
地

先
海

面
の

争
い

に
ま

で
発

展
し

て
し

ま
っ

た
。

そ
こ

で
庄

屋
が

で
て

話
あ

っ
た

が
、

船
越

の
伊

藤
卯

兵
衛

は
波

切
側

に
言

い
負

か
さ

れ
て

し
ま

っ
た

。
し

か
し

、
卯

兵
衛

は
鯨

の
背

中
に

ま
た

が
り

切
腹

し
、

そ
の

刀
を

鯨
の

背
中

に
突

き
立

て
、

長
浜

は
船

越
の

浜
で

あ
る

と
主

張
。

こ
う

し
て

船
越

の
地

先
を

護
っ

た
。

村
人

は
卯

兵
衛

の
霊

を
祀

り
、

文
政

8
年

2
月

2
4
日

に
地

蔵
を

建
て

た
。

鯨
争

い
か

ら
数

十
年

後
に

建
立

。

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
9
2

バ
カ

ガ
イ

（
常

夜
燈

）
馬

阿
貝

巻
紀

念
大

淀
漁

港
近

く
の

公
園

三
重

多
気

郡
明

和
町

大
淀

1
9
2
1

大
正

1
0
年

大
淀

漁
港

の
近

く
の

神
社

前
に

、
大

正
8
、

9
年

と
続

い
た

バ
カ

貝
大

漁
の

記
念

で
、

大
淀

村
漁

協
が

大
正

1
0
年

1
月

に
建

立
し

た
常

夜
灯

が
あ

る
。

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
9
3

ア
ユ

鮎
供

養
塔

三
重

津
市

白
山

町
南

家
城

1
9
7
6

昭
和

5
1
年

雲
出

川
漁

協
に

よ
れ

ば
、

「
鮎

供
養

塔
」
が

あ
る

。
昭

和
5
1
年

5
月

3
0
日

に
建

立
。

鮎
漁

の
解

禁
前

に
、

魚
の

供
養

、
豊

漁
や

安
全

祈
願

の
た

め
に

、
称

明
寺

の
住

職
を

呼
ん

で
、

供
養

塔
の

前
で

鮎
供

養
を

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

6
9
4

魚
類

魚
籃

観
音

三
重

津
市

一
志

町
庄

村

6
9
5

魚
類

魚
籃

観
音

願
応

寺
三

重
津

市
殿

村
願

応
寺

の
入

っ
て

す
ぐ

の
場

所
に

、
水

掛
魚

籃
観

世
音

菩
薩

像
が

あ
る

。
こ

の
観

音
像

に
は

九
鬼

浦
漁

業
不

振
の

折
り

に
奉

祀
祈

願
を

し
て

大
漁

を
得

た
と

の
い

わ
れ

が
あ

る
。

6
9
6

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

之
塔

三
重

鳥
羽

市
鯨

崎
  

1
9
8
9

平
成

元
年

相
差

町
内

会
。

平
成

１
年

。
鯨

崎
は

太
平

洋
に

突
き

だ
し

た
細

長
い

岬
。

こ
の

岬
に

鯨
に

乗
っ

た
観

音
様

が
現

れ
た

と
い

う
伝

説
か

ら
名

前
が

つ
い

た
。

十
一

面
観

世
音

菩
薩

発
祥

之
碑

、
鯨

の
岬

記
念

碑
、

鯨
供

養
之

塔
、

漁
師

の
守

り
神

な
ど

が
あ

る
 。

鯨
文

化
H

P

6
9
7

イ
ル

カ
イ

ル
カ

供
養

碑
イ

ル
カ

島
三

重
鳥

羽
市

志
摩

  
イ

ル
カ

供
養

。
志

摩
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

内
イ

ル
カ

島
。

鯨
文

化
H

P

6
9
8

ユ
ム

シ
南

無
阿

弥
陀

佛
螠

虫
供

養
碑

済
度

院
三

重
鳥

羽
市

小
浜

町
1
8
9
7

明
治

3
0
年

明
治

3
0
年

7
月

に
坂

本
善

吉
他

5
名

が
建

立
し

た
。

小
浜

村
の

近
海

に
お

け
る

鯛
の

長
縄

の
エ

サ
と

し
て

、
ユ

ム
シ

が
好

適
で

、
そ

れ
ま

で
は

尾
張

や
三

河
か

ら
ユ

ム
シ

を
購

入
し

て
い

た
。

明
治

2
4
年

に
、

井
村

喜
平

と
有

竹
喜

助
の

二
人

が
阿

古
瀬

の
海

底
に

棲
息

す
る

ユ
ム

シ
の

採
取

器
（
ユ

ム
シ

掻
き

）
の

発
明

に
成

功
し

た
。

そ
の

発
明

を
た

た
え

る
た

め
に

建
立

し
た

。
生

息
す

る
吉

原
[1

9
8
2
]、

千
葉

[1
9
7
3
]、

三
重

県
農

水
商

工
部

水
産

基
盤

室
の

情
報

は
、

済
度

院
境

内
に

は
イ

ナ
、

ボ
ラ

、
コ

ノ
シ

ロ
、

ユ
ム

シ
の

供
養

碑
が

あ
る

こ
と

の
み

指
摘

。

三
重

県
農

水
商

工
部

H
P

、
[吉

原
1
9
8
2
]、

[千
葉

1
9
7
3
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

6
9
9

ユ
ム

シ
南

無
阿

弥
陀

佛
螠

虫
供

養
碑

済
度

院
三

重
鳥

羽
市

小
浜

町
1
9
0
1

明
治

3
4
年

明
治

3
4
年

1
2
月

に
井

村
文

右
エ

門
他

2
名

が
建

立
し

た
。

吉
原

[1
9
8
2
]、

千
葉

[1
9
7
3
]、

三
重

県
農

水
商

工
部

水
産

基
盤

室
の

情
報

は
、

済
度

院
境

内
に

は
イ

ナ
、

ボ
ラ

、
コ

ノ
シ

ロ
、

ユ
ム

シ
の

供
養

碑
が

あ
る

こ
と

の
み

指
摘

。

三
重

県
農

水
商

工
部

H
P

、
[吉

原
1
9
8
2
]、

[千
葉

1
9
7
3
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

7
0
0

イ
ナ

・
ボ

ラ
南

無
阿

弥
陀

佛
鯐

鯔
水

族
碑

済
度

院
三

重
鳥

羽
市

小
浜

町
1
8
9
7

明
治

3
0
年

明
治

3
0
年

に
藤

田
磯

七
他

７
名

が
建

立
し

た
。

吉
原

[1
9
8
2
]、

千
葉

[1
9
7
3
]、

三
重

県
農

水
商

工
部

水
産

基
盤

室
の

情
報

は
、

済
度

院
境

内
に

は
イ

ナ
、

ボ
ラ

、
コ

ノ
シ

ロ
、

ユ
ム

シ
の

供
養

碑
が

あ
る

こ
と

の
み

指
摘

。
三

重
県

農
水

商
工

部
H

P
、

[千
葉

1
9
7
3
]

7
0
1

コ
ノ

シ
ロ

・
イ

ナ
・
ボ

ラ
南

無
阿

弥
陀

佛
鯐

鯔
鰶

水
族

碑
済

度
院

三
重

鳥
羽

市
小

浜
町

1
8
8
9

明
治

2
2
年

明
治

2
2
年

1
2
月

に
下

村
兼

吉
他

1
0
名

が
建

立
し

た
。

吉
原

[1
9
8
2
]、

千
葉

[1
9
7
3
]、

三
重

県
農

水
商

工
部

水
産

基
盤

室
の

情
報

は
、

済
度

院
境

内
に

は
イ

ナ
、

ボ
ラ

、
コ

ノ
シ

ロ
、

ユ
ム

シ
の

供
養

碑
が

あ
る

こ
と

の
み

指
摘

。
三

重
県

農
水

商
工

部
H

P
、

[千
葉

1
9
7
3
]

7
0
2

コ
ノ

シ
ロ

・
イ

ナ
・
ボ

ラ
南

無
阿

弥
陀

佛
鯐

鯔
鰶

水
族

碑
済

度
院

三
重

鳥
羽

市
小

浜
町

1
8
9
3

明
治

2
6
年

明
治

2
6
年

1
2
月

に
井

村
文

右
エ

門
他

７
名

が
建

立
し

た
。

吉
原

[1
9
8
2
]、

千
葉

[1
9
7
3
]、

三
重

県
農

水
商

工
部

水
産

基
盤

室
の

情
報

は
、

済
度

院
境

内
に

は
イ

ナ
、

ボ
ラ

、
コ

ノ
シ

ロ
、

ユ
ム

シ
の

供
養

碑
が

あ
る

こ
と

の
み

指
摘

。
三

重
県

農
水

商
工

部
H

P
、

[千
葉

1
9
7
3
]

7
0
3

シ
ン

ジ
ュ

真
珠

一
号

の
碑

真
珠

島
三

重
鳥

羽
市

御
木

本
[千

葉
1
9
7
3
]

7
0
4

シ
ン

ジ
ュ

真
珠

ケ
島

の
碑

真
珠

島
三

重
鳥

羽
市

御
木

本
[千

葉
1
9
7
3
]

7
0
5

ア
ユ

あ
ゆ

供
養

塔
青

蓮
寺

川
香

落
漁

協
三

重
名

張
市

夏
見

「
あ

ゆ
供

養
塔

」
を

青
蓮

寺
男

山
地

区
に

建
立

。
鮎

供
養

も
行

な
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
0
6

ク
ジ

ラ
獲

鯢
誌

江
地

蔵
尊

境
内

三
重

度
会

郡
二

町
江

1
9
0
1

明
治

3
0
年

明
治

2
9
年

に
、

大
き

な
座

頭
鯨

を
捕

獲
し

た
の

で
、

そ
の

功
績

を
後

世
に

伝
え

、
鯨

の
慰

霊
の

た
め

に
石

碑
を

建
立

し
た

。
講

帳
も

あ
っ

た
が

、
行

方
不

明
。

[松
崎

2
0
0
4
]、

[平
賀

編
1
9
9
4
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed

85魚類供養の研究



7
0
7

ブ
リ

鰤
大
漁
紀
念
碑

八
柱
神
社

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
贄
浦

1
9
4
4
昭
和
1
9
年

明
治
3
2
年
創
業
の
鰤
大
敷
網
漁
業
は
、
昭
和
1
8
年
に
富
山
県
氷
見
の
阿
尾
村
の
辻
本
義
太
郎
を
招
へ
い
し
、
改
良
落
網
を
敷
設
し
た
と
こ
ろ
、
7
6
8
5
3
尾
（
8
9
1
6
0
貫
）
の
未
曾
有

の
漁
獲
を
え
た
の
で
、
そ
の
大
漁
を
記
念
し
て
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
0
8

マ
グ
ロ

支
毘
大
命
神

照
泉
寺

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
奈
屋
浦

1
8
6
6
慶
応
4
年

J
F
三
重
外
湾
く
ま
の
灘
支
所
奈
屋
浦
に
よ
れ
ば
、
「
し
び
の
神
様
」
の
祠
が
照
泉
寺
に
あ
り
、
3
月
に
し
び
供
養
祭
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

慶
応
3
年
3
月
3
日
に
、
マ
グ
ロ
の
大
群
が
や
っ
て
き
た
。
湾
口
を
ふ
さ
い
で
、
マ
グ
ロ
の
群
れ
を
湾
内
に
囲
い
込
ん
だ
も
の
の
、
量
が
多
く
捕
獲
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大

敷
を
も
つ
神
前
浦
に
も
応
援
を
頼
ん
で
、
数
日
か
け
て
捕
獲
し
た
。
こ
れ
は
奈
良
浦
生
誕
以
来
の
未
曾
有
の
奇
跡
と
さ
れ
、
浦
人
も
貧
困
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
そ
こ
で
浦
人
は
マ
グ

ロ
に
感
謝
し
、
亡
魚
の
冥
福
を
祈
る
た
め
「
支
毘
大
命
神
」
の
供
養
塔
を
建
て
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ、
[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
0
9

マ
グ
ロ

支
毘
大
命
神

照
泉
寺

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
奈
屋
浦

1
8
8
0
明
治
1
3
年

背
面
に
「
去
卯
1
2
月
1
8
日
、
鮪
2
3
0
0
余
頭
、
其
価
1
8
0
0
0
円
余
な
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
漁
を
記
念
し
て
建
立
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ、
[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
0

マ
グ
ロ

位
牌
（
マ
グ
ロ
）

照
泉
寺

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
奈
屋
浦

1
8
8
0
明
治
1
3
年

「
支
毘
群
霊
離
苦
得
楽
超
生
浄
土
位
」
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
1

マ
グ
ロ

位
牌
（
マ
グ
ロ
）

照
泉
寺

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
奈
屋
浦

1
8
6
6
慶
応
4
年

「
支
毘
群
霊
皆
蒙
慈
恩
解
脱
憂
苦
位
」
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
2

シ
ン
ジ
ュ
供
養
塔
（
弁
財
天
）

獅
子
島

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
五
カ
所
浦

1
9
4
5
-
6
0
昭
和
2
0
，
3
0
年
代
J
F
三
重
外
湾
く
ま
の
灘
支
所
五
カ
所
浦
事
業
所
に
よ
れ
ば
、
「
供
養
塔
」
と
よ
ぶ
弁
財
天
を
、
5
，
6
0
年
前
の
真
珠
最
盛
期
に
獅
子
島
に
建
立
。
弁
財
天
祭
を
真
珠
貝
供
養
祭
と
し

て
7
月
に
行
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
1
3

シ
ン
ジ
ュ
真
珠
貝
供
養
塔

墓
地

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
宿
浦

1
9
6
6
昭
和
4
1
年

昭
和
4
1
年
1
2
月
1
0
日
に
、
宿
浦
漁
協
、
宿
浦
真
珠
養
殖
組
合
、
宿
浦
母
貝
生
産
組
合
お
よ
び
（
㈲
笠
岡
真
珠
協
賛
で
建
立
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
4

ク
ジ
ラ

（
鯨
の
骨
の
御
神
体
）
高
良
神
社

三
重

度
会
郡
南
伊
勢
町
田
曽
浦

江
戸
時
代
、
鰹
船
、
捕
鯨
で
栄
え
た
田
曽
の
高
良
神
社
に
は
鯨
の
骨
の
御
神
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

鯨
文
化
H
P

7
1
5

ボ
ラ

鰡
紀
念

金
蔵
寺

三
重

度
会
郡
大
紀
町
錦

1
9
1
4
大
正
3
年

谷
口
忠
太
郎
の
忠
幸
丸
、
阪
口
幸
次
郎
の
幸
栄
丸
、
西
村
慶
助
の
慶
正
丸
の
３
船
は
、
揚
操
網
元
で
、
こ
れ
ら
３
隻
が
参
加
し
て
、
大
正
3
年
5
月
1
日
に
鰡
数
１
網
3
5
0
0
の
大
漁
を

得
た
。
こ
の
大
漁
で
村
の
貧
困
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
大
漁
の
記
念
と
鰡
霊
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
建
て
た
も
の
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
6

マ
グ
ロ

鮪
大
漁
記
念
碑

金
蔵
寺

三
重

度
会
郡
紀
勢
町
錦

1
9
5
8
昭
和
3
3
年

昭
和
3
年
の
鮪
大
漁
紀
は
、
昭
和
2
8
年
の
1
3
号
台
風
で
倒
れ
た
。
倒
折
部
を
漁
協
が
保
管
し
て
い
た
。
錦
浦
漁
協
は
二
代
目
鮪
大
漁
記
念
碑
を
新
た
に
建
立
し
た
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
7

マ
グ
ロ

鮪
大
漁
紀

漁
協
前

三
重

度
会
郡
大
紀
町
錦

1
9
2
8
昭
和
3
年

鮪
7
8
6
本
、
3
8
4
3
0
円
の
漁
獲
を
得
た
大
漁
を
記
念
し
て
建
立
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
8

マ
グ
ロ

鮪
大
漁
の
記

漁
協
前

三
重

度
会
郡
大
紀
町
錦

1
9
8
7
昭
和
6
2
年

昭
和
3
年
の
鮪
大
漁
に
貢
献
し
た
巡
航
船
経
営
者
の
西
村
兼
助
氏
の
活
躍
や
大
漁
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
建
立
さ
れ
た
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
1
9

ブ
リ

大
漁
記
念
碑
（
鰤
）

錦
神
社

三
重

度
会
郡
紀
勢
町
錦

1
9
3
7
昭
和
1
2
年

昭
和
1
0
年
、
昭
和
1
1
年
の
ブ
リ
の
大
漁
を
記
念
し
て
、
錦
の
大
敷
網
組
合
や
漁
協
関
係
者
が
昭
和
1
2
年
9
月
に
建
立
。

[平
賀
編
1
9
9
4
]

7
2
0

魚
類

魚
籃
観
音

向
源
寺
（
渡
岸
寺
観
音
堂
）

滋
賀

伊
香
郡
高
月
町
渡
岸
寺

7
2
1

魚
類

魚
籃
観
音

戸
岩
寺

滋
賀

伊
香
郡
木
之
本
町
古
橋

製
作
年
代
は
平
安
時
代
の
十
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

7
2
2

魚
類

魚
お
み
碑

沖
島
漁
港

滋
賀

近
江
八
幡
市
沖
島
町

「
魚
お
み
碑
」
。
9
月
に
漁
港
内
で
供
養
法
要
。
1
2
月
に
は
お
寺
で
魚
貝
類
の
供
養
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
2
3

魚
貝
類

魚
貝
類
供
養
塔

沖
島
漁
港

滋
賀

近
江
八
幡
市
沖
島
町

「
魚
貝
類
供
養
塔
」
。
9
月
に
漁
港
内
で
供
養
法
要
。
1
2
月
に
は
お
寺
で
魚
貝
類
の
供
養
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
2
4

シ
ジ
ミ

（
お
地
蔵
さ
ん
）

瀬
田
町
漁
協

滋
賀

大
津
市
瀬
田

1
9
5
5
昭
和
3
0
年
ご
ろ

「
お
地
蔵
さ
ま
」
、
昭
和
3
0
年
ご
ろ
。
蜆
供
養
を
3
，
1
1
月
に
行
う
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
2
5

ア
ユ

湖
魚
供
養
塔

（
株
）
鮎
屋

滋
賀

大
津
市
真
野

1
9
8
8

平
成
元
年

平
成
元
年
1
月
に
琵
琶
湖
産
魚
の
供
養
の
た
め
に
建
立
。

［
依
田
2
0
0
7
］

7
2
6

魚
類

（
石
碑
）

日
野
川
ダ
ム
公
園

滋
賀

蒲
生
郡
日
野
町

1
9
6
7

昭
和
4
2
年

昭
和
4
2
年
に
、
日
野
川
ダ
ム
竣
工
後
、
ダ
ム
公
園
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
弁
天
様
の
社
と
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
2
7

イ
ワ
ナ

い
わ
な
の
里
　
顕
彰

碑
（
有
）
池
田
養
魚
場

滋
賀

東
近
江
市
杠
葉
尾
町

1
9
9
8

平
成
1
0
年

愛
知
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
の
須
谷
川
釣
り
場
（
特
別
放
流
区
）
に
、
「
い
わ
な
の
里
　
顕
彰
碑
」
と
昭
和
5
0
年
建
立
の
観
音
様
像
が
、
養
魚
場
の
高
台
に
あ
る
。
初
代
の
場
長
で

あ
る
池
田
氏
が
イ
ワ
ナ
の
養
殖
に
国
内
で
は
じ
め
て
成
功
し
た
こ
と
を
顕
彰
す
る
碑
で
、
池
田
氏
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
渓
流
会
（
有
志
一
同
）
が
中
心
に
な
り
、
池
田
氏
顕
彰
の
碑

を
観
音
像
の
横
に
建
て
た
。
７
月
中
旬
に
、
光
林
寺
の
住
職
を
呼
ん
で
、
イ
ワ
ナ
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。
約
4
0
年
ほ
ど
前
は
、
創
業
者
が
地
域
の
関
係
者
も
呼
ん
で
魚
供
養
と
祭

事
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
養
魚
場
関
係
者
の
み
で
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
2
8

魚
類

魚
霊
供
養
碑

成
願
寺

滋
賀

東
近
江
市
小
脇
町
太
郎
坊
阿
賀
神
社
前

7
2
9

魚
類

見
塔
寺

多
景
島

滋
賀

彦
根
市
八
坂
町

1
6
5
5

明
暦
元
年

明
暦
元
年
（
1
6
5
5
年
）
に
建
て
ら
れ
た
日
蓮
宗
の
見
塔
寺
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
琵
琶
湖
に
沈
ん
だ
人
々
と
魚
介
類
の
供
養
の
為
に
、
慈
雲
院
日
靖
上
人
が
開
山
。
日
靖
上
人
は
越

前
の
国
大
野
の
出
身
で
、
長
浜
の
妙
法
寺
修
行
中
の
明
暦
元
年
、
夢
の
お
告
げ
で
こ
の
島
に
渡
っ
た
。

7
3
0

ア
ユ

小
鮎
塚

滋
賀
県
水
産
試
験
場
　
醒
井
養

鱒
場

滋
賀

米
原
市
上
丹
生

1
9
4
0

昭
和
1
5
年

琵
琶
湖
産
小
鮎
は
大
正
末
期
よ
り
淡
水
養
魚
界
に
登
場
。
滋
賀
県
当
局
の
指
導
で
採
捕
蓄
養
輸
送
の
施
設
を
完
備
し
、
全
国
河
川
に
移
殖
さ
れ
た
。
そ
の
産
額
は
5
0
0
万
円
を

上
回
り
、
鮎
の
功
徳
を
た
た
え
小
鮎
塚
を
建
立
。
移
殖
放
流
事
業
の
開
始
よ
り
今
日
ま
で
に
犠
牲
と
な
っ
た
小
鮎
3
億
尾
の
慰
霊
と
、
小
鮎
族
の
繁
栄
、
我
が
国
の
水
産
資
源
の
開

発
に
貢
献
す
る
こ
と
を
祈
願
し
て
建
て
た
。

○

7
3
1

カ
エ
ル

か
え
る
の
碑

滋
賀
県
水
産
試
験
場
　
醒
井
養

鱒
場

滋
賀

米
原
市
上
丹
生

1
9
3
5

昭
和
1
0
年

農
家
の
副
業
の
た
め
に
食
用
蛙
の
養
殖
で
、
大
正
9
年
に
メ
ス
5
匹
、
オ
ス
4
匹
を
導
入
。
養
殖
を
は
じ
め
、
繁
殖
を
成
功
さ
せ
、
輸
出
も
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
句

碑
を
建
て
た
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
3
2

ア
ユ

湖
鮎
供
養
塔

（
株
）
鮎
家
　
鮎
家
の
郷

滋
賀

野
洲
市
吉
川

1
9
9
4

平
成
6
年

「
湖
鮎
供
養
塔
」
、
平
成
6
年
に
、
社
屋
移
設
を
き
っ
か
け
に
外
庭
に
建
立
し
た
。
供
養
塔
法
要
を
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
3
3

ク
ジ
ラ

児
鯨
塔

蛭
子
神
社

京
都

伊
根
町
亀
島
青
島

青
島
の
蛭
子
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
石
段
を
上
る
と
左
手
に
小
さ
な
鯨
墓
が
3
基
あ
る
。
「
在
胎
鯨
子
塔
」
「
鯢
胎
凶
霊
追
薦
」
「
兒
鯨
塔
」
と
墓
碑
銘
が
刻
ま
れ
、
そ
の
一
つ
に
「
文

化
五
辰
正
月
二
十
三
日
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
鯨
永
代
帳
」
に
よ
る
と
明
暦
2
年
よ
り
大
正
2
年
ま
で
の
2
5
7
年
間
に
3
5
5
頭
が
数
え
ら
れ
る
が
、
文
化
5
年
正
月
2
3
日
の
記
録
を
見

る
と
「
座
頭
鯨
壱
本
長
五
尋
、
廻
二
尋
壱
尺
、
代
銀
弐
貫
九
拾
匁
」
と
あ
り
、
「
右
之
鯨
子
有
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
鯨
の
墓
」
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
伊
根
町
H
P
、
鯨

文
化
H
P
、
[田
中
2
0
0
6
]

7
3
4

ク
ジ
ラ

在
胎
鯨
子
塔

蛭
子
神
社

京
都

伊
根
町
亀
島
青
島

1
8
0
8

文
化
5
年

「
在
胎
鯨
子
塔
　
文
化
５
辰
　
正
月
廿
三
年
」
。
3
基
の
う
ち
の
1
基
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
伊
根
町
H
P
、
鯨

文
化
H
P
、
[田
中
2
0
0
6
]

7
3
5

ク
ジ
ラ

鯨
胎
凶
霊
追
薦

蛭
子
神
社

京
都

伊
根
町
亀
島
青
島

1
8
0
8

文
化
5
年

「
鯨
胎
凶
霊
追
薦
」
、
3
基
の
う
ち
の
1
基
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
伊
根
町
H
P
、
鯨

文
化
H
P
、
[田
中
2
0
0
6
]

7
3
6

魚
類

十
三
重
塔

塔
の
島

京
都

宇
治
市
宇
治
塔
ノ
川

1
2
8
6

弘
安
9
年

宇
治
川
の
中
洲
・
塔
の
島
の
十
三
重
石
塔
は
、
弘
安
9
年
（
1
2
8
6
）
に
宇
治
橋
を
架
け
替
え
た
奈
良
・
西
大
寺
の
高
僧
・
叡
尊
が
宇
治
橋
の
安
全
と
魚
霊
供
養
の
た
め
に
建
立
し

た
。
江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
6
年
（
1
7
5
6
）
の
大
洪
水
の
時
に
倒
れ
、
川
の
中
に
長
い
間
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
4
1
年
（
1
9
0
8
）
に
発
掘
さ
れ
再
建
さ
れ
た
。

歴
史
街
道
推
進
協
議
会
H
P

7
3
7

カ
ニ

蟹
満
寺

蟹
満
寺

京
都

木
津
川
市
山
城
町
綺
田

今
昔
物
語
の
「
蟹
の
恩
返
し
」
の
話
を
縁
起
と
す
る
寺
。
4
月
に
全
国
の
カ
ニ
業
者
が
集
ま
り
、
蟹
供
養
放
生
会
を
行
う
。

7
3
8

ウ
ミ
ガ
メ
霊
亀
之
墓

島
児
神
社

京
都

京
丹
後
市
網
野
町
湯
茂
川

1
9
0
1

明
治
3
4
年

明
治
3
4
年
5
月
。
[網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会
1
9
8
0
]に
よ
る
。

[小
島
2
0
0
5
]

7
3
9

魚
類

夕
日
魚
籃
観
音
像

福
寿
院

京
都

京
丹
後
市
網
野
町
浜
詰
　
夕
日
ヶ
浦
温

泉
2
0
0
2

平
成
1
4
年

京
都
府
漁
協
網
野
支
所
に
よ
る
と
、
若
者
講
が
中
心
に
な
っ
て
が
「
夕
日
魚
籃
観
音
」
を
平
成
1
4
年
9
月
に
福
寿
院
境
内
に
建
立
。
毎
年
9
月
に
、
魚
の
供
養
と
漁
の
安
全
祈
願
の

た
め
に
「
魚
霊
供
養
祭
」
を
福
寿
院
に
て
行
な
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

7
4
0

ウ
ナ
ギ

三
島
神
社

瀬
尾
神
社

京
都

京
都
市
東
山
区
本
町

7
4
1

魚
類

魚
籃
観
音

小
塩
山
大
原
院
勝
持
寺

京
都

京
都
市
西
京
区
大
原
野
南
春
日
町

7
4
2

コ
イ

鯉
塚

神
泉
苑

京
都

京
都
市
中
京
区
御
池
通
神
泉
苑
町

7
4
3

カ
メ

亀
塚

神
泉
苑

京
都

京
都
市
中
京
区
御
池
通
神
泉
苑
町

7
4
4

コ
イ

鯉
（
恋
）
塚

浄
禅
寺

京
都

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
岩
ノ
本
町

文
覚
上
人
に
よ
り
寿
永
元
年
(1
1
8
2
)に
開
基
。
正
徳
3
年
(1
7
1
3
)の
火
災
で
焼
失
し
、
天
保
年
間
(1
8
3
0
～
1
8
4
3
)に
磧
道
上
人
、
萬
通
上
人
の
尽
力
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
現
在
に
至

る
。
京
の
六
地
蔵
寺
の
一
つ
で
、
恋
塚
浄
禅
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
浄
禅
寺
の
「
恋
塚
」
は
、
実
は
「
鯉
塚
」
と
い
う
説
が
あ
り
、
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
池
に
棲
ん
で
い
た
大
き
な

鯉
が
、
よ
な
よ
な
妖
怪
と
し
て
現
わ
れ
る
の
を
退
治
し
て
埋
め
た
塚
と
い
う
。

7
4
5

カ
エ
ル

蛙
塚

京
都

綴
喜
郡
井
出
町
井
出

1
9
2
8

昭
和
3
年

「
音
に
聞
く
、
井
出
の
山
吹
み
つ
れ
ど
も
、
蛙
の
聲
は
か
わ
ら
ざ
り
け
り
」
と
い
う
紀
貫
之
の
歌
碑
。

［
依
田
2
0
0
7
］

7
4
6

サ
ケ

鮭
神
社

大
原
神
社

京
都

福
知
山
市
三
和
町
大
原
鎮
座

サ
ー
モ
ン
H
P

7
4
7

サ
ケ

（
祭
神
）

大
川
神
社
野
々
宮
社

京
都

舞
鶴
市
大
川

金
色
に
光
る
サ
ケ
に
乗
っ
た
神
が
祭
神
。

sa
lm
o
情
報
館
H
P

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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7
4
8

魚
類

魚
籃

観
音

愛
染

堂
（
勝

鬘
院

）
大

阪
大

阪
市

天
王

寺
区

夕
陽

ヶ
丘

町

7
4
9

ク
ジ

ラ
（
雪

鯨
橋

）
瑞

光
寺

大
阪

大
阪

市
東

淀
川

区
瑞

光
通

1
7
5
6

宝
暦

6
年

宝
暦

6
年

1
1
月

に
瑞

光
寺

の
禅

師
が

行
脚

の
途

中
で

太
地

に
寄

っ
た

。
鯨

組
の

宗
家

・
和

田
各

右
衛

門
か

ら
不

漁
の

た
め

村
が

衰
微

し
て

い
る

の
で

、
豊

漁
を

祈
願

し
て

ほ
し

い
と

頼
ま

れ
る

。
禅

師
が

祈
願

す
る

と
効

果
が

あ
っ

て
大

漁
と

な
っ

た
。

漁
民

は
感

謝
し

て
翌

年
に

金
3
0
両

と
鯨

骨
1
8
本

を
禅

師
に

贈
っ

た
。

禅
師

は
捕

獲
さ

れ
た

鯨
類

を
憐

れ
み

、
境

内
に

弘
済

池
を

掘
り

、
鯨

骨
で

橋
を

作
っ

て
、

鯨
の

冥
福

を
祈

っ
た

。
そ

の
後

、
明

治
6
年

、
大

正
1
2
年

に
建

て
替

え
が

行
わ

れ
た

が
、

そ
れ

が
朽

ち
た

の
で

、
太

地
町

町
長

と
鯨

博
物

館
館

長
に

依
頼

し
、

1
9
7
3
年

に
三

陸
沖

で
捕

れ
た

鯨
骨

を
入

手
し

、
第

5
回

目
の

建
て

替
え

を
行

っ
た

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

7
5
0

コ
イ

鯉
塚

大
長

寺
境

内
大

阪
大

阪
市

都
島

区
中

野
町

1
6
6
8
's

寛
文

8
年

頃
近

松
門

左
衛

門
の

「
心

中
天

網
島

」
ゆ

か
り

の
比

翼
塚

の
あ

る
大

長
寺

は
、

も
と

網
島

に
あ

り
ま

し
た

が
、

明
治

4
2
年

現
在

の
場

所
に

移
転

し
、

そ
れ

と
と

も
に

塚
も

移
さ

れ
た

。
比

翼
塚

の
と

な
り

に
鯉

塚
が

あ
り

、
寛

文
8
年

(1
6
6
8
)淀

川
で

捕
ら

え
ら

れ
た

巴
の

紋
の

つ
い

た
大

き
な

鯉
が

、
見

世
物

に
さ

れ
た

後
に

死
ん

だ
と

こ
ろ

、
大

長
寺

の
住

職
の

夢
枕

に
、

大
坂

夏
の

陣
で

討
ち

死
に

し
成

仏
で

き
な

い
武

士
が

現
れ

た
こ

と
か

ら
、

「
滝

登
鯉

山
居

士
」
の

法
名

を
与

え
、

ね
ん

ご
ろ

に
弔

っ
た

も
の

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

。

7
5
1

魚
介

類
魚

貝
海

虫
慰

霊
碑

船
待

神
社

御
旅

所
大

阪
堺

市
出

島
1
9
6
2

昭
和

3
7
年

船
待

神
社

御
旅

所
の

祠
の

右
隣

が
広

く
整

地
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
中

心
に

「
魚

貝
海

虫
慰

霊
碑

」
が

あ
る

。
両

脇
に

は
延

命
地

蔵
屋

魚
籃

観
音

像
な

ど
。

敷
地

は
、

関
係

者
が

寄
進

し
た

石
柱

で
囲

ま
れ

て
い

る
。

慰
霊

碑
の

前
に

は
、

堺
市

出
島

漁
協

の
マ

ー
ク

の
掘

ら
れ

た
石

台
。

両
サ

イ
ド

に
「
堺

市
出

島
漁

協
底

曳
乗

子
仲

」
、

「
堺

市
出

島
漁

協
延

縄
乗

子
仲

」
と

掘
ら

れ
た

石
製

の
花

筒
が

あ
る

。
慰

霊
碑

の
裏

面
に

は
堺

市
出

島
漁

協
組

合
長

に
よ

る
建

立
の

説
明

文
が

あ
る

。
○

[吉
原

1
9
8
2
]

7
5
2

魚
類

魚
籃

観
音

船
待

神
社

御
旅

所
大

阪
堺

市
出

島
1
9
6
2

昭
和

3
7
年

慰
霊

碑
の

良
サ

イ
ド

に
、

延
命

地
蔵

と
魚

籃
観

音
が

あ
る

。
魚

籃
観

音
像

の
台

座
に

は
、

魚
が

彫
ら

れ
て

い
る

。
○

7
5
3

コ
イ

鯉
塚

椋
橋

神
社

大
阪

豊
中

市
庄

本
町

１
丁

目
別

名
が

鯉
神

社
。

豊
中

市
庄

内
、

庄
本

の
辺

り
は

、
昔

は
「
椋

橋
ノ

荘
」
と

呼
ば

れ
、

東
に

神
崎

川
、

西
に

猪
名

川
が

流
れ

、
荘

の
中

心
が

椋
橋

総
社

で
、

鯉
の

宮
と

さ
れ

る
。

社
殿

に
は

鯉
塚

、
境

内
に

は
鯉

池
が

あ
る

。
言

い
伝

え
で

は
、

素
盞

鳴
尊

が
高

天
原

よ
り

鯉
に

乗
り

神
前

の
水

門
を

経
て

、
降

り
て

来
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

。
 ま

た
、

猪
名

川
に

板
橋

を
架

け
よ

う
と

考
え

た
行

基
が

、
川

の
流

れ
が

速
く
て

困
り

果
て

て
、

椋
橋

総
社

に
お

祈
り

す
る

と
、

た
く
さ

ん
の

鯉
が

集
ま

っ
て

き
て

架
橋

を
手

助
け

し
て

く
れ

た
と

い
う

。

7
5
4

魚
類

魚
籃

観
音

道
明

寺
大

阪
藤

井
寺

道
明

寺
藤

井
寺

の
道

明
寺

で
. 
日

ご
ろ

の
商

売
で

殺
生

し
て

い
る

魚
介

類
た

ち
に

感
謝

を
と

今
年

も
「
魚

籃
観

音
」
の

供
養

が
行

わ
れ

た
。

7
5
5

魚
類

魚
籃

観
音

善
楽

寺
兵

庫
明

石
市

大
観

町
1
9
8
2

昭
和

5
7
年

戒
光

院
の

お
堂

の
前

に
、

魚
籃

観
音

像
が

あ
る

。
屋

根
囲

い
を

さ
れ

、
魚

籃
観

音
像

、
海

難
物

故
者

霊
位

菩
提

之
塔

、
魚

供
養

の
碑

が
並

ん
で

い
る

。
発

願
者

は
戒

光
院

住
職

、
寄

贈
者

が
明

石
浦

漁
業

協
同

組
合

と
な

っ
て

い
る

。
魚

に
乗

っ
た

魚
籃

観
音

像
で

、
よ

く
整

備
さ

れ
て

い
る

。
漁

協
は

毎
年

6
月

に
海

難
物

故
者

の
慰

霊
法

要
と

魚
供

養
、

魚
の

放
流

し
て

い
る

と
い

う
。

○

7
5
6

カ
ニ

蟹
塚

兵
庫

明
石

市
公

園
の

脇
に

「
蟹

塚
」
と

刻
ま

れ
た

石
碑

が
あ

る
。

左
右

、
後

ろ
は

何
も

書
か

れ
て

い
な

い
。

明
石

史
話

会
の

木
製

の
看

板
が

あ
り

、
土

盛
り

に
埋

め
ら

れ
た

カ
ニ

と
、

僧
侶

の
絵

が
描

か
れ

て
い

た
。

○

7
5
7

魚
類

魚
魂

碑
千

種
川

漁
業

協
同

組
合

兵
庫

赤
穂

郡
上

郡
町

岩
木

甲
1
9
8
9

平
成

元
年

「
魚

魂
碑

」
、

平
成

元
年

1
0
月

に
、

組
合

設
立

4
0
周

年
を

記
念

し
て

敷
地

内
に

建
立

し
た

。
隔

年
で

「
魚

魂
祭

」
を

宮
司

を
呼

ん
で

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
5
8

ナ
マ

ズ
（
鯰

神
社

）
白

井
神

社
兵

庫
尼

崎
市

東
園

田
町

旧
穴

太
村

の
白

井
神

社
は

、
古

く
か

ら
歯

の
神

と
し

て
も

有
名

。
鯰

が
神

の
守

り
。

「
蚖

、
蛇

、
蝮

、
蠍

」
の

護
符

が
皮

膚
病

（
ナ

マ
ス

）
に

効
く
と

さ
れ

た
。

歯
の

病
気

が
治

る
と

、
境

内
に

あ
っ

た
池

に
鯰

を
奉

納
し

た
り

、
鯰

の
絵

馬
を

奉
納

し
た

。

7
5
9

魚
類

魚
籃

観
音

白
旗

観
音

寺
（
生

竹
山

観
音

寺
）

兵
庫

加
古

川
市

尾
上

町
池

田
1
9
8
0

昭
和

5
5
年

播
磨

西
国

三
十

三
所

め
ぐ

り
の

二
十

八
番

札
所

。
山

門
を

く
ぐ

る
と

す
ぐ

左
に

、
新

し
い

観
音

様
で

あ
る

が
魚

籃
観

音
が

あ
る

。
渋

谷
家

が
祖

先
供

養
の

た
め

に
奉

納
。

山
門

を
抜

け
る

と
観

音
堂

に
向

か
っ

て
左

側
に

漁
業

絵
馬

を
奉

納
し

た
建

物
が

あ
る

。
広

島
安

芸
、

家
島

、
赤

穂
等

の
船

員
や

船
舶

会
社

が
奉

納
し

た
絵

馬
が

あ
る

。
病

気
祈

願
の

絵
馬

も
あ

る
。

絵
馬

に
は

名
刺

も
。

7
6
0

魚
類

魚
類

成
仏

之
塔

播
磨
町
漁
協

兵
庫

加
古
郡
播
磨
町
古
宮

1
7
5
0

寛
延

3
年

「
魚

類
成

仏
之

塔
」
、

1
7
5
0
年

建
立

。
8
月

に
魚

介
類

供
養

祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
6
1

サ
バ

鯖
大

師
百

代
寺

兵
庫

加
西

市
繁

昌
町

塩
鯖

を
馬

に
負

わ
せ

た
馬

子
が

み
す

ぼ
ら

し
い

坊
主

の
横

を
通

過
し

よ
う

と
す

る
と

、
「
そ

の
鯖

を
く
れ

ん
か

」
と

坊
主

が
言

っ
た

。
馬

子
が

断
る

と
、

坊
主

は
「
大

坂
や

八
坂

坂
中

鯖
一

つ
大

師
に

く
れ

で
馬

の
腹

痛
む

」
と

歌
を

詠
っ

た
。

す
る

と
坂

道
で

馬
が

腹
痛

を
起

こ
し

、
馬

子
は

あ
わ

て
て

引
き

返
し

て
一

尾
の

鯖
を

さ
し

あ
げ

る
と

、
「
大

坂
や

八
坂

坂
中

鯖
一

つ
大

師
に

く
れ

て
馬

の
腹

止
む

」
と

歌
を

詠
み

な
お

し
た

。
馬

の
腹

痛
は

治
り

、
さ

ら
に

大
師

が
塩

鯖
を

海
に

か
え

す
と

、
鯖

は
海

の
彼

方
に

泳
い

で
い

っ
た

と
い

う
。

7
6
2

魚
類

（
竜

神
の

祠
）

兵
庫

加
東

市
上

滝
野

加
古

川
漁

業
協

同
組

合
に

よ
れ

ば
、

竜
神

様
の

祠
が

あ
る

。
5
月

1
日

に
豊

漁
と

安
全

を
祈

願
す

る
「
川

開
き

神
事

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
6
3

魚
類

魚
供

養
碑

駒
ヶ

林
蛭

子
神

社
兵

庫
神

戸
市

長
田

区
長

田
漁

港
1
9
9
8

平
成

1
0
年

魚
市

場
近

く
、

駒
ヶ

林
浦

漁
業

会
の

事
務

所
脇

に
蛭

子
神

社
が

あ
り

、
そ

の
境

内
に

魚
の

供
養

碑
、

カ
メ

塚
が

あ
る

。
魚

の
供

養
碑

っ
は

、
平

成
1
0
年

3
月

に
建

立
。

碑
の

裏
に

は
、

駒
ヶ

林
浦

漁
業

会
の

会
員

名
簿

が
彫

ら
れ

て
い

る
。

○

7
6
4

ウ
ミ

ガ
メ

大
海

亀
之

霊
駒

ヶ
林

蛭
子

神
社

兵
庫

神
戸

市
長

田
区

長
田

漁
港

1
9
4
4

昭
和

1
9
年

昭
和

9
年

に
死

亡
。

昭
和

1
9
年

に
建

立
と

あ
る

。
○

7
6
5

魚
類

魚
に

感
謝

之
碑

中
央

卸
売

市
場

本
場

兵
庫

神
戸

市
兵

庫
区

中
之

島
1
9
9
2

平
成

4
年

神
戸

水
産

物
卸

協
同

組
合

が
魚

に
感

謝
之

碑
建

立
委

員
会

を
発

足
さ

せ
、

平
成

4
年

1
1
月

に
神

戸
市

中
央

卸
売

市
場

本
場

敷
地

内
に

建
立

し
た

。
巨

大
な

石
碑

。
平

成
2
0
年

に
移

設
し

、
現

在
は

市
場

の
端

の
一

画
に

あ
り

、
台

座
等

々
も

立
派

で
、

か
な

り
豪

華
。

「
海

の
恵

み
に

感
謝

の
心

　
忘

る
こ

と
な

く
人

々
の

饗
と

な
り

ぬ
海

の
幸

　
神

の
御

許
に

帰
り

、
安

け
く
平

か
に

鎮
ま

り
坐

せ
」
と

い
う

文
章

が
彫

ら
れ

て
い

る
。

裏
面

に
は

神
戸

市
長

の
挨

拶
。

毎
年

、
市

場
関

係
者

が
集

ま
っ

て
、

碑
の

前
で

「
お

魚
感

謝
祭

」
を

行
っ

て
い

る
。

○
動

物
の

お
墓

H
P

7
6
6

魚
類

魚
霊

供
養

碑
羽

束
川

漁
協

水
槽

前
兵

庫
三

田
市

小
柿

1
9
5
8

昭
和

3
3
年

羽
束

川
漁

業
協

同
組

合
が

「
魚

霊
供

養
碑

」
を

昭
和

3
3
年

に
建

立
。

水
槽

前
に

あ
り

、
漁

場
開

業
時

と
な

る
1
1
月

初
旬

に
小

柿
区

の
組

合
員

で
供

養
祭

を
行

な
っ

て
い

る
。

9
漁

区
あ

る
が

、
営

業
し

て
い

る
の

は
小

柿
区

の
み

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
6
7

ア
ユ

あ
ゆ

供
養

之
碑

正
起

兵
庫

宍
粟

郡
山

崎
町

御
名

正
起

の
お

庭
に

は
、

毎
年

お
料

理
に

供
さ

れ
る

、
た

く
さ

ん
の

鮎
の

霊
に

対
し

て
、

「
あ

ゆ
供

養
之

碑
」
が

建
立

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

7
6
8

魚
類

魚
類

供
養

之
塔

岩
見
漁
協

兵
庫

た
つ
の
市
御
津
町
岩
見

1
9
6
6

昭
和

4
1
年

「
魚

類
供

養
之

塔
」
、

昭
和

4
1
年

建
立

。
7
月

に
魚

供
養

祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
6
9

ウ
ミ

ガ
メ

(亀
塚

)
八

幡
神

社
兵

庫
豊

岡
市

津
居

山
[豊

岡
市

教
育

委
員

会
1
9
8
1
]に

よ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

7
7
0

カ
ニ

か
に

塚
大

師
山

山
頂

兵
庫

富
岡

市
津

居
山

城
崎

温
泉

の
名

物
「
松

葉
ガ

ニ
」
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
と

カ
ニ

の
霊

を
祀

る
意

味
で

、
観

光
協

会
な

ど
が

建
立

。
毎

年
カ

ニ
豊

漁
祈

願
祭

が
お

こ
な

わ
れ

て
い

る
。

○

7
7
1

カ
ニ

お
か

げ
さ

ま
但

馬
漁

港
の

直
販

施
設

前
兵

庫
富

岡
市

津
居

山
1
9
9
6

平
成

8
年

か
に

道
楽

が
報

謝
の

碑
を

建
立

。
○

7
7
2

ウ
ミ

ガ
メ

霊
亀

之
墓

養
源

寺
兵

庫
豊

岡
市

元
町

1
7
3
7

元
文

2
年

元
文

2
年

丁
巳

2
月

1
5
日

。
塩

屋
源

助
が

奉
納

。
[豊

岡
市

老
人

連
合

会
1
9
7
5
]に

よ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

7
7
3

ニ
ジ

マ
ス

ニ
ジ

マ
ス

の
供

養
碑

清
水

の
里

十
戸

ニ
ジ

マ
ス

養
殖

場
兵

庫
富

岡
市

日
高

町
十

戸

7
7
4

コ
イ

船
坂

の
鯉

塚
（
行

基
の

鯉
塚

）

西
宮

北
有

料
道

路
盤

滝
ト

ン
ネ

ル
北

側
船

坂
交

差
点

近
く
の

ゴ
ル

フ
場

兵
庫

西
宮

市
山

口
町

船
坂

行
基

が
摂

津
国

の
有

馬
に

名
湯

が
あ

る
と

聞
い

て
や

っ
て

き
た

時
、

ち
ょ

う
ど

船
坂

あ
た

り
に

さ
し

か
か

る
と

、
行

基
は

一
歩

も
歩

く
こ

と
が

で
き

な
く
な

っ
た

。
そ

こ
へ

山
仕

事
を

終
え

た
村

人
た

ち
が

通
り

か
か

り
、

松
の

木
に

も
た

れ
て

ぐ
っ

た
り

と
し

て
い

る
行

基
を

見
つ

け
、

急
い

で
村

へ
連

れ
て

帰
っ

た
。

村
人

た
ち

は
何

か
元

気
の

出
る

食
物

を
と

考
え

る
が

、
村

は
貧

し
く
、

そ
ま

つ
な

食
物

し
か

な
か

っ
た

。
鯉

を
食

べ
る

と
元

気
が

出
る

そ
う

だ
と

若
者

が
か

け
出

し
、

帰
っ

て
き

た
若

者
の

か
ご

に
は

、
池

の
主

か
と

思
わ

れ
る

よ
う

な
大

鯉
が

入
っ

て
い

た
。

鯉
を

食
べ

た
行

基
は

元
気

を
と

り
も

ど
し

た
。

7
7
5

ウ
ミ

ガ
メ

御
亀

塚
阿

万
漁

港
兵

庫
南

あ
わ

じ
市

阿
万

西
町

1
9
3
7

昭
和

1
2
年

？
昭

和
1
2
年

に
阿

万
西

村
の

浜
に

大
亀

が
う

ち
あ

が
り

、
村

び
と

の
介

抱
も

む
な

し
く
死

ん
で

し
ま

っ
た

。
こ

の
こ

ろ
に

、
盧

溝
橋

事
件

が
あ

り
、

ま
た

、
明

治
2
7
年

、
明

治
3
7
年

と
戦

争
の

た
び

に
カ

メ
が

う
ち

あ
が

っ
て

い
る

の
で

、
村

び
と

は
「
戦

争
の

た
び

に
神

様
が

お
つ

か
わ

し
に

な
る

」
と

、
死

ん
だ

カ
メ

を
気

遣
い

、
亀

岡
八

幡
神

社
の

お
旅

所
の

あ
る

阿
万

漁
港

近
く
に

「
御

亀
塚

」
を

建
て

た
。

[神
戸

新
聞

淡
路

総
局

編
1
9
8
3
]、

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

7
7
6

魚
類

魚
籃

観
音

像
福
良
漁
協

兵
庫

南
あ
わ
じ
市
福
良

「
魚

籃
観

音
像

」
。

9
月

に
魚

籃
観

音
祭

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
7
7

魚
類

淡
水

魚
供

養
塔

赤
人

橋
奈

良
宇

陀
市

室
生

区
室

生
ダ

ム
室

生
湖

に
あ

る
赤

人
橋

の
た

も
と

に
あ

る
。

橋
は

昭
和

4
9
年

1
月

竣
工

。

7
7
8

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

鮒
供

養
塔

八
幡
橋
近
く

奈
良

奈
良
市
月
ヶ
瀬
桃
香
野

八
幡

橋
は

、
奈

良
月

ヶ
瀬

梅
林

と
京

都
相

楽
郡

南
山

城
を

結
ぶ

吊
り

橋
で

、
高

山
ダ

ム
竣

工
後

に
造

ら
れ

た
。

八
幡

橋
の

月
ヶ

瀬
側

に
橋

の
た

も
と

に
「
へ

ら
鮒

供
養

塔
」
の

石
碑

が
あ

る
。

釣
り

業
者

が
寄

付
を

募
っ

て
献

納
し

た
も

の
。

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed

87魚類供養の研究



7
7
9

サ
バ

鯖
大

師
矢

田
寺

・
大

門
坊

奈
良

大
和

郡
山

市
矢

田
町

矢
田

寺
西

国
8
8
ヵ

所
。

7
8
0

魚
類

魚
の

供
養

碑
布

目
ダ

ム
奈

良
山

辺
郡

山
添

村
布

目
ダ

ム
に

も
魚

の
供

養
碑

が
あ

る
。

7
8
1

ア
ユ

鮎
供

養
碑

鈴
ケ

森
行

者
堂

奈
良

吉
野

郡
大

淀
町

下
渕

吉
野

川
近

く
に

あ
る

大
淀

町
下

渕
の

鈴
ケ

森
行

者
堂

で
「
鮎

供
養

」
が

行
わ

れ
、

吉
野

町
吉

野
山

の
金

峯
山

寺
の

五
條

順
教

管
長

や
地

元
の

行
者

ら
が

、
鮎

の
供

養
と

川
の

安
全

を
祈

願
し

た
。

境
内

に
は

鮎
供

養
碑

が
あ

り
、

行
者

は
水

槽
に

入
っ

た
生

き
た

鮎
を

前
に

般
若

心
経

な
ど

を
唱

え
法

要
。

そ
の

後
、

近
く
の

吉
野

川
で

１
匹

ず
つ

川
岸

か
ら

花
を

添
え

て
放

し
た

。

7
8
2

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
墓

）
和

歌
山

有
田

市
初

島
町

地
の

島
初

島
の

向
か

い
に

あ
る

地
の

島
に

あ
る

祠
に

ウ
ミ

ガ
メ

を
祀

っ
て

い
る

と
い

う
情

報
[本

間
1
9
9
0
]が

あ
り

、
初

島
の

人
が

地
の

島
に

ウ
ミ

ガ
メ

を
埋

葬
し

た
こ

と
は

何
度

か
あ

る
と

い
い

、
地

の
島

に
小

祠
が

あ
る

が
、

ウ
ミ

ガ
メ

の
墓

と
は

確
認

で
き

ず
[藤

井
1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]

7
8
3

ウ
ミ

ガ
メ

大
亀

之
碑

戎
神

社
（
初

島
漁

協
の

隣
）
横

和
歌

山
有

田
市

初
島

町
浜

1
9
7
6

昭
和

5
1
年

1
9
7
5
年

夏
に

、
埋

め
立

て
地

（
1
9
6
5
年

こ
ろ

に
で

き
た

）
に

大
ウ

ミ
ガ

メ
の

死
骸

が
流

れ
着

い
た

。
浜

辺
に

持
ち

帰
っ

て
埋

葬
し

た
も

の
の

、
「
お

か
め

さ
ん

」
が

荒
れ

果
て

て
い

る
の

を
憂

え
た

組
合

員
が

、
カ

メ
を

埋
葬

し
た

地
に

「
お

か
め

さ
ん

」
を

移
そ

う
と

の
声

が
あ

が
り

、
初

島
漁

港
内

の
戎

神
社

横
に

、
カ

メ
を

埋
め

て
供

養
し

、
昭

和
5
1
年

1
月

1
0
日

に
「
大

亀
の

碑
」
を

建
て

た
。

1
月

1
0
日

の
十

日
戎

の
と

き
に

碑
の

前
に

お
供

え
な

ど
を

し
て

い
る

[藤
井

1
9
9
8
]。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

7
8
4

ウ
ミ

ガ
メ

大
亀

神
社

大
亀

神
社

和
歌

山
有

田
市

初
島

町
浜

1
8
7
5

明
治

8
年

明
治

8
年

9
月

9
日

に
は

じ
か

み
に

瀕
死

の
大

亀
が

漂
着

し
た

。
人

々
は

酒
を

飲
ま

せ
て

介
抱

し
た

が
、

カ
メ

は
死

ん
で

し
ま

い
、

そ
の

死
骸

を
松

原
の

一
隅

に
埋

葬
し

、
小

祠
を

建
て

た
。

す
る

と
大

漁
に

な
っ

た
の

で
、

人
び

と
の

信
仰

を
集

め
た

。
昭

和
2
9
年

に
祠

を
再

建
し

、
大

亀
神

社
と

称
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
一

回
、

亀
の

命
日

に
縁

日
が

あ
り

、
幟

を
た

て
、

餅
投

げ
な

ど
も

し
、

再
建

後
も

餅
投

げ
を

し
た

が
、

そ
の

後
、

漁
協

の
隣

で
あ

わ
せ

て
祀

る
よ

う
に

な
っ

た
。

「
お

か
め

さ
ん

」
と

呼
ば

れ
、

碑
文

に
は

「
南

無
阿

弥
陀

仏
」
[藤

井
1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

7
8
5

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
墓

）
小

浜
和

歌
山

有
田

郡
湯

浅
町

田
小

浜
橋

本
芳

太
郎

氏
ら

が
、

打
ち

上
が

っ
た

ウ
ミ

ガ
メ

を
埋

め
て

、
木

柱
を

印
に

建
て

、
称

念
寺

の
坊

さ
ん

を
呼

ん
で

供
養

を
し

て
も

ら
っ

た
[藤

井
1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]

7
8
6

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
墓

）
小

浜
和

歌
山

有
田

郡
湯

浅
町

田
小

浜
1
9
3
1
's

昭
和

6
年

頃
橋

本
芳

太
郎

氏
ら

が
、

昭
和

6
，

7
年

こ
ろ

に
、

地
引

網
の

仲
間

で
、

小
浜

に
打

ち
上

が
っ

た
ウ

ミ
ガ

メ
を

埋
め

て
墓

を
つ

く
っ

た
。

竹
垣

で
囲

い
、

墓
石

を
建

て
、

称
念

寺
の

坊
さ

ん
を

呼
ん

で
供

養
を

し
て

も
ら

っ
た

。
墓

は
昭

和
3
6
年

の
第

二
室

戸
台

風
の

と
き

に
流

さ
れ

て
し

ま
い

、
現

在
は

な
い

[藤
井

1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

7
8
7

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
墓

）
和

歌
山

有
田

郡
湯

浅
町

町
田

大
浜

1
9
9
7

平
成

9
年

1
9
9
7
年

6
月

に
、

湯
浅

町
田

の
海

岸
で

カ
メ

の
死

骸
が

発
見

さ
れ

る
。

近
所

の
人

と
一

緒
に

、
ス

コ
ッ

プ
で

穴
を

掘
り

、
石

の
墓

を
建

て
て

、
ね

ん
ご

ろ
に

弔
っ

た
。

そ
の

ウ
ミ

ガ
メ

の
墓

は
、

そ
の

後
に

き
た

大
波

で
沖

に
流

さ
て

し
ま

っ
た

[藤
井

1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]

7
8
8

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
墓

）
国

津
神

社
下

和
歌

山
有

田
郡

湯
浅

町
町

田
大

浜
橋

本
芳

太
郎

氏
ら

が
、

打
ち

上
が

っ
た

ウ
ミ

ガ
メ

を
埋

め
た

[藤
井

1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
」

7
8
9

魚
類

海
の

幸
供

養
碑

高
野

山
遍

照
院

和
歌

山
伊

都
郡

高
野

町
高

野
山

1
9
7
6

昭
和

5
1
年

昭
和

5
1
年

に
県

内
3
漁

協
が

合
併

し
て

、
県

漁
連

が
発

足
し

た
の

に
あ

わ
せ

て
、

高
野

山
に

「
漁

友
鎮

魂
之

塔
」
、

「
海

の
幸

供
養

塔
」
を

建
立

し
た

。
以

降
、

毎
年

、
高

野
山

で
合

同
慰

霊
祭

を
6
月

に
行

い
、

7
月

に
豊

漁
祭

を
県

内
漁

協
も

ち
あ

わ
り

で
行

っ
て

い
る

。
[兵

庫
県

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
2
0
0
5
]

7
9
0

魚
類

鱗
類

一
切

之
霊

海
南

大
崎

支
所

和
歌

山
海

南
市

下
津

町
大

崎
1
9
7
3

昭
和

4
8
年

「
鱗

類
一

切
之

霊
」
、

昭
和

4
8
年

建
立

。
8
月

に
魚

族
お

よ
び

漁
業

関
係

者
、

海
難

者
の

慰
霊

供
養

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
9
1

魚
類

魚
類

供
養

碑
和

歌
山

県
水

産
試

験
場

内
水

面
試

験
地

和
歌

山
紀

の
川

市
桃

山
町

調
月

「
魚

類
供

養
碑

」
が

、
県

水
産

試
験

場
内

水
面

試
験

地
の

敷
地

内
に

あ
る

。
以

前
は

春
に

、
内

水
面

漁
協

連
合

会
と

水
産

試
験

場
と

共
同

で
供

養
祭

を
し

て
い

た
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
9
2

ウ
ミ

ガ
メ

霊
亀

塚
覚

照
寺

和
歌

山
田

辺
市

湊
磯

間
1
8
6
8
-
1
9
1
2

明
治

時
代

住
職

の
曾

祖
父

の
こ

ろ
、

文
里

の
浜

で
、

磯
間

の
漁

師
が

犬
に

か
ま

れ
て

死
ん

で
い

る
カ

メ
を

発
見

し
、

彼
ら

が
覚

照
寺

に
運

ん
で

葬
っ

た
。

明
治

の
こ

ろ
に

、
住

職
の

祖
父

が
、

字
を

か
い

て
「
霊

亀
塚

」
の

石
碑

を
建

て
た

[藤
井

1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

7
9
3

ア
ユ

鮎
供

養
碑

有
田

川
和

歌
山

西
牟

婁
郡

す
さ

み
町

7
9
4

魚
類

魚
籃

観
音

富
田

川
漁

業
協

同
組

合
和

歌
山

西
牟

婁
郡

上
富

田
町

生
馬

魚
籃

観
音

（
白

浜
町

十
九

渕
）
が

あ
る

。
か

つ
て

は
供

養
祭

も
行

な
っ

て
い

た
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

7
9
5

ク
ジ

ラ
亡

鯨
衆

霊
東

明
寺

和
歌

山
東

牟
婁

郡
太

地
町

大
字

太
地

字
奇

子
路

1
7
6
8

明
和

5
年

「
亡

鯨
衆

霊
　

」
と

あ
り

、
願

主
は

太
地

浦
の

浜
入

浜
衛

建
立

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

［
依

田
2
0
0
7
］
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

7
9
6

ク
ジ

ラ
（
位

牌
）

東
明

寺
和

歌
山

東
牟

婁
郡

太
地

町
大

字
太

地
字

奇
子

路
位

牌
が

あ
る

。
[松

崎
2
0
0
4
]

7
9
7

ク
ジ

ラ
南

無
阿

弥
陀

仏
石

東
明

寺
和

歌
山

東
牟

婁
郡

太
地

町
太

地
梶

取
1
8
2
4

文
久

7
年

鯨
の

祟
り

を
免

れ
る

た
め

、
徳

本
上

人
の

す
す

め
で

建
立

さ
れ

た
と

い
わ

れ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

7
9
8

ク
ジ

ラ
く
じ

ら
供

養
碑

和
歌

山
東

牟
婁

郡
太

地
町

太
地

梶
取

崎
1
9
7
9

昭
和

5
4
年

昭
和

5
4
年

3
月

建
立

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
像

。
太

地
の

伝
統

的
な

捕
鯨

業
で

獲
ら

れ
た

鯨
の

供
養

碑
。

［
依

田
2
0
0
7
］
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

7
9
9

ク
ジ

ラ
供

養
碑

く
じ

ら
博

物
館

和
歌

山
東

牟
婁

郡
太

地
町

大
字

太
地

水
族

館
で

死
ん

だ
イ

ル
カ

な
ど

の
供

養
。

順
心

寺
、

東
明

寺
の

住
職

を
交

代
で

呼
ぶ

。
年

1
回

4
月

に
実

施
。

［
宮

脇
・
細

川
2
0
0
8
］

8
0
0

ク
ジ

ラ
魚

鱗
鯨

亡
各

々
霊

位
の

位
牌

順
心

寺
和

歌
山

東
牟

婁
郡

太
地

町
大

字
太

地
3
1
8
6

位
牌

が
あ

り
、

盆
に

は
施

餓
鬼

も
行

わ
れ

る
。

［
宮

脇
・
細

川
2
0
0
8
］
、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
0
1

ク
ジ

ラ
鯨

骨
の

大
鳥

居
恵

比
須

神
社

和
歌

山
東

牟
婁

郡
太

地
町

大
字

太
地

鯨
文

化
H

P

8
0
2

ク
ジ

ラ
鯨

門
串

本
高

校
和

歌
山

東
牟

婁
郡

串
本

町
串

本
1
9
1
0
’
s

大
正

初
期

明
治

4
1
年

に
紀

伊
水

産
が

寄
贈

し
た

鯨
の

下
顎

骨
が

高
校

の
通

用
門

に
立

っ
て

い
た

と
い

う
が

現
存

せ
ず

。
大

正
7
年

の
開

校
記

念
の

絵
葉

書
に

は
鯨

門
の

こ
と

が
書

か
れ

て
あ

っ
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]

8
0
3

ク
ジ

ラ
弔

鯨
塔

日
水

鯨
解

体
場

和
歌

山
東

牟
婁

郡
串

本
町

大
島

1
9
4
0

昭
和

1
5
年

皇
紀

2
6
0
0
年

1
月

3
1
日

建
立

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
0
4

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
祠

）
和

歌
山

東
牟

婁
郡

串
本

町
古

座
西

向
1
8
6
0

万
延

元
年

砂
浜

に
あ

が
っ

て
き

た
と

こ
ろ

を
犬

に
噛

ま
れ

て
死

ん
だ

カ
メ

を
葬

っ
て

建
て

ら
れ

た
石

の
祠

。
「
万

延
元

年
6
月

1
6
日

　
井

筒
屋

弥
五

郎
」
と

あ
り

、
井

筒
氏

は
庄

屋
。

以
前

は
、

石
だ

け
が

あ
り

、
参

る
人

も
い

か
な

っ
た

が
、

近
年

、
覆

い
屋

を
作

り
、

祠
の

中
に

地
蔵

を
祀

っ
て

信
心

し
て

い
る

人
が

い
る

と
い

う
[藤

井
1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

8
0
5

カ
ツ

オ
魚

霊
供

養
碑

那
智

山
青

岸
渡

寺
和

歌
山

東
牟

婁
郡

那
智

勝
浦

町
那

智
山

1
9
6
1

昭
和

3
6
年

那
智

山
青

岸
渡

寺
に

て
勝

浦
漁

協
が

2
月

こ
ろ

に
供

養
祭

。
1
0
月

1
1
日

に
長

久
丸

海
難

者
慰

霊
祭

・
魚

供
養

。
毎

年
2
回

お
こ

な
っ

て
い

る
。

海
で

犠
牲

に
な

っ
た

乗
組

員
と

捕
っ

て
い

る
魚

の
供

養
。

[高
木

2
0
0
8
]、

ア
ン

ケ
ー

ト

8
0
6

ウ
ミ

ガ
メ

亀
の

地
蔵

和
歌

山
日

高
郡

印
南

町
西

ノ
地

昔
、

元
村

の
あ

る
漁

師
が

カ
メ

を
助

け
た

。
そ

の
後

、
漁

師
が

重
い

病
に

か
か

る
と

、
助

け
た

カ
メ

が
現

れ
、

病
気

の
治

療
法

を
教

え
て

去
っ

て
い

っ
た

。
漁

師
が

治
療

法
を

試
す

と
、

病
気

が
治

り
、

お
礼

に
地

蔵
を

建
て

て
祀

っ
た

と
い

う
。

五
輪

塔
。

病
気

を
治

し
て

く
れ

る
と

い
う

こ
と

で
、

漁
師

に
関

係
な

く
人

び
と

が
詣

で
、

3
0
年

ほ
ど

前
か

ら
、

毎
年

3
月

2
4

日
に

西
蓮

寺
の

僧
侶

が
読

経
を

行
っ

て
い

る
[藤

井
1
9
9
8
]。

[藤
井

1
9
9
8
]、

[小
島

2
0
0
5
]

8
0
7

ク
ジ

ラ
（
阿

田
和

浦
捕

鯨
絵

図
）

和
歌

山
御

浜
町

下
市

木
御

浜
町

教
育

委
員

会
。

8
0
8

ク
ジ

ラ
（
上

市
木

八
幡

神
社

捕
鯨

図
絵

馬
）

八
幡

神
社

和
歌

山
御

浜
町

下
市

木

8
0
9

ウ
ミ

ガ
メ

亀
宮

神
鳥

取
気

高
町

1
7
4
1

寛
保

元
年

寛
保

元
年

4
月

に
松

平
摂

津
守

源
澄

猶
が

建
立

。
[小

島
2
0
0
5
]

8
1
0

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

恵
美

須
神

鳥
取

境
港

市
花

町
恵

美
須

神
1
7
0
0
's

江
戸

時
代

中
期

「
大

敷
網

方
」
と

あ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

8
1
1

ウ
ミ

ガ
メ

(亀
塚

)
灘

郷
神

社
鳥

取
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

大
字

泊
1
9
6
0
's

昭
和

3
5
年

頃
[小

島
2
0
0
5
]

8
1
2

魚
類

魚
供

養
塔

米
子

市
漁

協
鳥

取
米

子
市

灘
町

1
丁

目
2
0
0
9

平
成

2
1
年

「
魚

供
養

塔
」
、

平
成

2
1
年

に
お

地
蔵

と
と

も
に

建
立

。
平

成
1
7
年

に
竜

宮
様

を
建

立
。

1
1
月

に
供

養
祭

、
竜

宮
祭

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
1
3

サ
ケ

鮭
神

社
乾

鮭
大

明
神

鳥
取

不
明

乾
サ

ケ
の

骨
を

ご
神

体
と

し
た

乾
鮭

大
明

神
が

鳥
取

県
に

あ
る

[萩
原

1
9
5
1
]。

[菅
2
0
0
0
]

8
1
4

サ
ケ

鮭
神

社
鮭

神
社

島
根

雲
南

市
大

東
町

川
井

8
1
5

ク
ジ

ラ
鯨

墓
安

養
寺

島
根

大
社

町
杵

築
北

鯨
墓

や
魚

地
蔵

と
い

わ
れ

る
も

の
が

あ
る

。
鯨

文
化

H
P

8
1
6

魚
類

魚
地

蔵
安

養
寺

島
根

大
社

町
杵

築
北

鯨
墓

や
魚

地
蔵

と
い

わ
れ

る
も

の
が

あ
る

。
鯨

文
化

H
P

8
1
7

魚
類

魚
霊

供
養

之
碑

島
根

県
水

産
技

術
セ

ン
タ

ー
島

根
浜

田
市

瀬
戸

ヶ
島

町
1
9
4
3

昭
和

1
8
年

「
魚

霊
供

養
之

碑
」
、

昭
和

1
8
年

1
1
月

に
職

員
一

同
で

建
立

。
研

究
調

査
対

象
と

な
っ

た
魚

介
類

の
供

養
の

た
め

。
以

前
は

木
製

の
供

養
塔

だ
っ

た
が

、
朽

ち
て

き
た

の
で

職
員

団
体

の
積

立
金

の
一

部
を

使
っ

て
建

立
し

た
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
1
8

シ
ジ

ミ
し

じ
み

の
碑

宍
道

湖
漁

業
協

同
組

合
島

根
松

江
市

袖
師

町
2
0
0
7

平
成

1
9
年

「
し

じ
み

の
碑

」
、

2
0
0
7
年

に
、

4
月

2
3
日

を
し

じ
み

の
日

に
制

定
し

た
記

念
に

日
本

シ
ジ

ミ
研

究
所

が
建

立
し

た
（
松

江
市

玉
湯

町
）
。

春
と

秋
に

、
宍

道
湖

周
辺

の
船

着
場

や
灘

に
て

、
「
シ

ジ
ミ

供
養

」
を

行
な

い
、

供
養

と
豊

漁
や

安
全

祈
願

を
し

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
1
9

魚
類

魚
霊

供
養

天
台

宗
 醫

王
山

 上
願

寺
岡

山
岡

山
市

下
高

田
新

岡
山

磯
釣

会
で

は
殺

生
し

た
魚

へ
の

慰
霊

と
感

謝
の

気
持

ち
を

込
め

て
魚

霊
供

養
を

行
っ

て
い

る
。

8
2
0

魚
類

魚
供

塔
下

西
漁

協
岡

山
倉

敷
市

下
津

井
「
魚

供
塔

」
。

か
つ

て
は

魚
供

養
を

行
な

っ
て

い
た

が
、

い
ま

は
し

て
い

な
い

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
2
1

魚
類

海
神

瑜
伽

大
権

現
岡

山
倉

敷
市

児
島

由
加

魚
供

養
為

の
た

め
に

奉
納

さ
れ

た
タ

コ
像

が
あ

る
。

8
2
2

ク
ジ

ラ
鯨

墓
岡

山
瀬

戸
内

市
牛

深
町

 
 御

堂
の

浜
に

あ
る

高
さ

9
0
c
m

の
大

鯨
の

墓
、

鯨
を

捕
獲

し
供

養
し

た
も

の
 。

鯨
文

化
H

P
8
2
3

魚
類

魚
放

生
供

養
塚

加
茂

郷
漁

業
協

同
組

合
岡

山
津

山
市

加
茂

町
桑

原
1
9
6
8

昭
和

4
3
年

「
魚

放
生

供
養

塚
」
、

昭
和

4
3
年

5
月

建
立

。
事

務
所

敷
地

内
に

あ
り

、
昭

和
4
3
年

ご
ろ

の
理

事
た

ち
5
人

で
建

立
し

た
。

か
つ

て
は

供
養

祭
も

行
な

っ
て

い
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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8
2
4

ナ
マ

ズ
な

ま
ず

神
社

ふ
る

里
養

魚
場

岡
山

苫
田

郡
鏡

野
原

2
0
0
6

平
成

1
8
年

こ
れ

ま
で

の
失

敗
で

、
死

ん
で

い
っ

た
な

ま
ず

達
の

供
養

と
今

後
の

成
功

を
祈

願
す

る
た

め
。

8
2
5

ニ
ジ

マ
ス

・
ア

マ
ゴ

供
養

塔
第

一
養

魚
場

内
岡

山
新

見
市

唐
松

1
9
6
0

昭
和

3
5
年

新
見

漁
業

協
同

組
合

で
、

「
供

養
塔

」
を

昭
和

3
5
年

5
月

に
職

員
一

同
で

建
立

。
ニ

ジ
マ

ス
や

ア
マ

ゴ
な

ど
に

対
す

る
供

養
で

、
漁

協
の

第
一

養
魚

場
内

に
建

て
た

。
か

つ
て

は
、

供
養

祭
も

行
な

っ
て

い
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
2
6

魚
類

魚
籃

観
音

慈
雲

寺
岡

山
備

前
市

日
生

町
大

多
府

岡
山

県
日

生
町

・
日

生
諸

島
の

一
番

南
の

大
多

府
島

の
、

大
多

府
港

前
方

の
山

上
に

あ
る

慈
雲

寺
の

境
内

に
は

、
弘

法
大

師
像

と
並

ん
で

魚
籃

観
音

像
が

立
っ

て
い

る
。

8
2
7

魚
類

供
養

碑
旭

川
中

央
漁

業
協

同
組

合
岡

山
真

庭
市

勝
山

町
勝

山
真

庭
市

久
世

地
区

に
あ

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
2
8

魚
・
鳥

・
家

畜
・
カ

イ
コ

一
切

畜
類

蚕
魚

家
禽

供
養

塔
広

島
安

芸
太

田
町

加
計

1
9
6
3

昭
和

3
8
年

正
面

の
文

字
は

「
一

切
畜

類
蚕

魚
家

禽
供

養
塔

」
、

横
に

は
「
農

林
大

臣
赤

城
宗

徳
書

」
、

裏
に

は
「
昭

和
三

十
八

年
十

二
月

吉
日

建
之

　
願

主
　

加
計

町
農

業
共

同
組

合
営

農
同

志
会

　
施

主
　

十
方

有
縁

者
」
と

記
さ

れ
て

い
る

。
昭

和
3
8
年

（
1
9
6
3
）
に

は
ま

だ
養

蚕
業

が
残

っ
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
対

象
と

な
る

動
物

に
蚕

の
名

前
が

出
て

く
る

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
2
9

ク
ジ

ラ
（
鯨

絵
馬

）
中

庄
八

幡
宮

広
島

因
島

市
中

庄
町

中
庄

1
8
9
9

明
治

3
2
年

捕
鯨

の
記

念
と

報
恩

の
た

め
に

絵
馬

を
奉

納
。

[吉
原

1
9
8
2
]

8
3
0

魚
類

魚
供

養
塔

守
下

養
魚

場
広

島
江

田
島

市
湯

来
町

菅
沢

1
9
7
3

昭
和

4
8
年

大
き

な
碑

で
、

川
の

一
部

を
せ

き
止

め
て

設
け

た
池

で
養

魚
場

の
畔

に
あ

る
。

養
魚

池
は

、
湯

来
温

泉
に

訪
れ

る
湯

治
客

や
観

光
客

の
た

め
に

釣
堀

と
も

な
っ

て
い

る
。

「
魚

供
養

塔
」
の

表
書

き
と

裏
側

に
は

「
創

立
　

昭
和

三
十

三
年

五
月

　
昭

和
四

十
八

年
六

月
　

守
下

千
尋

建
之

」
の

字
だ

け
が

彫
ら

れ
て

い
る

。
聞

く
と

「
お

祖
父

さ
ん

の
名

前
で

、
お

父
さ

ん
が

建
て

た
」
と

の
こ

と
で

、
守

下
千

尋
氏

が
こ

の
養

魚
場

の
創

設
者

で
あ

る
ら

し
い

。
「
毎

年
、

お
盆

に
は

花
を

飾
り

、
十

二
月

に
は

家
の

ほ
う

で
念

仏
を

唱
え

て
も

ら
う

」
と

の
こ

と
で

あ
る

。

動
物

の
お

墓
H

P

8
3
1

魚
類

魚
魂

恵
美

須
神

社
広

島
江

田
島

市
沖

見
町

是
長

 畑
漁

港
1
9
9
3

平
成

5
年

平
成

5
年

1
0
月

建
立

。
魚

の
霊

に
対

す
る

文
面

は
同

じ
沖

見
町

の
美

能
漁

港
の

も
の

と
同

じ
。

 文
面

は
｢大

海
原

を
ふ

る
さ

と
と

す
る

、
魚

介
も

等
し

く
生

命
あ

り
、

我
等

は
こ

の
生

命
の

上
に

生
活

を
築

き
今

日
の

繁
栄

を
見

る
、

願
わ

く
ば

魚
介

の
霊

よ
安

ら
か

に
、

こ
こ

に
追

弔
の

誠
と

感
謝

の
意

を
こ

め
て

碑
を

建
立

す
　

平
成

五
年

十
月

吉
日

　
沖

漁
業

協
同

組
合

組
合

長
理

事
　

島
津

栄
一

」
と

あ
る

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
3
2

魚
類

魚
魂

美
能

魚
港

広
島

江
田
島
市
沖
美
町
美
能

1
9
8
1

昭
和

5
6
年

昭
和

5
6
年

3
月

建
立

。
美

能
漁

業
協

同
組

合
　

組
合

長
理

事
　

三
浦

裕
直

「
魚

魂
　

衆
議

院
議

員
　

灘
尾

弘
吉

　
書

」
」
と

記
さ

れ
、

説
明

の
石

板
が

あ
る

。
文

面
は

次
の

と
お

り
。

｢
大

海
原

を
ふ

る
さ

と
と

す
る

、
魚

介
も

等
し

く
生

命
あ

り
、

我
等

は
こ

の
生

命
の

上
に

生
活

を
築

き
、

今
日

の
繁

栄
を

見
る

、
願

わ
く
ば

魚
介

の
霊

よ
、

安
ら

か
に

こ
こ

に
追

弔
の

誠
と

感
謝

の
意

を
こ

め
て

碑
を

建
立

す
」
「
魚

魂
／

衆
議

院
議

員
　

灘
尾

弘
吉

　
書

」
。

灘
尾

氏
は

隣
町

の
鹿

川
の

｢魚
之

碑
」
も

書
し

て
い

る
。

供
養

祭
も

し
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

動
物

の
お

墓
H

P

8
3
3

魚
類

魚
之

碑
鹿

川
港

広
島

江
田
島
市
能
美
町
大
字
鹿
川

1
9
8
2

昭
和

5
7
年

こ
の

港
は

昭
和

5
年

に
波

止
場

が
改

修
さ

れ
、

胡
子

神
社

は
昭

和
6
年

に
建

て
ら

れ
た

。
半

世
紀

を
経

て
老

朽
化

し
た

の
で

昭
和

5
7
年

有
志

で
移

転
改

築
し

た
。

文
面

は
｢魚

之
碑

」
灘

尾
弘

吉
書

。
奉

碑
文

は
、

鹿
川

漁
業

協
同

組
合

組
合

長
　

吉
岡

定
雄

に
よ

る
。

「
こ

の
世

に
生

を
う

け
る

も
の

は
、

そ
れ

ぞ
れ

そ
の

尽
く
す

べ
き

天
分

を
分

担
し

、
お

の
お

の
そ

の
●

を
異

に
す

る
 魚

族
は

自
ら

を
捨

て
他

を
養

●
り

、
そ

の
生

涯
は

ま
た

尊
い

も
の

で
あ

り
、

人
●

社
会

に
し

め
し

た
大

き
な

恩
恵

に
対

し
、

深
く
感

謝
し

こ
こ

ろ
か

ら
の

冥
福

を
祈

る
　

昭
和

五
十

七
年

十
一

月
　

鹿
川

漁
業

協
同

組
合

　
組

合
員

一
同

　
建

」
と

あ
る

。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

動
物

の
お

墓
H

P

8
3
4

魚
類

魚
魂

深
江

港
近

く
の

煮
干

し
工

場
広

島
江

田
島

市
能

美
町

深
江

1
9
8
2

昭
和

5
7
年

昭
和

5
7
年

7
月

建
立

。
煮

干
工

場
の

あ
る

河
口

の
一

角
に

「
魚

魂
」
と

「
畜

魂
」
と

刻
ま

れ
た

一
組

の
碑

が
あ

る
。

題
字

の
揮

毫
は

魚
魂

が
衆

議
院

議
院

　
森

井
忠

良
。

動
物

の
お

墓
H

P

8
3
5

魚
貝

類
魚

貝
類

慰
霊

之
碑

阿
多
田
島
漁
協

広
島

大
竹
市
阿
多
田

1
9
7
7

昭
和

5
2
年

「
魚

貝
類

慰
霊

之
碑

」
、

昭
和

5
2
年

建
立

。
5
月

に
魚

介
類

慰
霊

祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
3
6

サ
バ

鯖
大

師
因

島
公

園
の

因
島

ロ
ッ

ジ
前

広
島

尾
道

市
因

島
土

生
町

1
9
2
1

大
正

1
0
年

大
正

8
年

に
因

島
土

生
町

に
住

む
大

師
篤

信
の

村
井

才
吉

氏
が

同
年

3
月

2
0
日

の
深

夜
枕

辺
に

立
た

れ
た

大
師

の
お

姿
を

拝
し

、
こ

の
感

激
を

後
世

に
残

す
べ

く
会

社
財

を
投

じ
て

、
京

都
の

高
橋

才
治

郎
氏

に
鋳

造
を

依
頼

し
、

大
正

1
0
年

1
1
月

に
完

成
、

村
井

氏
宅

前
に

建
立

さ
れ

て
い

た
。

市
の

発
展

と
市

民
の

御
加

護
を

願
っ

て
昭

和
5
2
年

5
月

に
現

在
の

場
所

に
移

転
さ

れ
た

。
鯖

大
師

像
は

明
治

4
5
年

に
作

ら
れ

、
村

井
万

吉
氏

宅
地

に
祭

置
さ

れ
て

い
た

も
の

を
大

師
像

と
共

に
移

転
し

た
も

の
で

あ
る

。

8
3
7

ク
ジ

ラ
鯨

観
音

慈
眼

寺
対

潮
院

広
島

尾
道

市
因

島
薬

師
堂

の
脇

に
鋳

銅
製

の
聖

観
音

が
あ

る
。

捕
鯨

船
に

乗
り

組
み

、
1
4
2
3
頭

の
鯨

を
仕

留
め

た
人

が
供

養
の

た
め

に
寄

進
し

た
も

の
で

地
元

で
は

鯨
観

音
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
鯨

文
化

H
P

8
3
8

ク
ジ

ラ
弔

鯨
塚

広
島

呉
市

1
9
8
3

昭
和

5
8
年

裏
面

に
「
昭

和
五

十
八

年
九

月
　

中
島

健
三

建
之

」
。

鯨
文

化
H

P
、

動
物

の
お

墓
H

P

8
3
9

魚
類

恵
美

須
様

音
戸
漁
協

広
島

呉
市
音
戸
町
北
隠
渡

木
製

の
「
恵

美
須

様
」
と

恵
美

須
神

社
が

北
隠

渡
、

坪
井

、
渡

子
、

奥
の

内
の

有
清

の
４

箇
所

に
あ

り
、

1
1
月

に
恵

美
須

祭
り

を
、

魚
供

養
と

豊
漁

と
安

全
祈

願
の

た
め

に
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
4
0

魚
類

魚
魂

碑
広

島
県

立
総

合
技

術
研

究
所

水
産

海
洋

技
術

セ
ン

タ
ー

広
島

呉
市

音
戸

町
波

多
見

6
丁

目
1
9
8
9

平
成

元
年

「
魚

魂
碑

」
、

平
成

元
年

1
2
月

に
敷

地
内

に
建

立
。

研
究

対
象

の
水

産
生

物
の

供
養

の
た

め
に

職
員

有
志

が
寄

贈
し

た
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
4
1

魚
類

魚
族

轉
生

菩
提

大
西

港
広

島
豊

田
郡

大
崎

上
島

町
中

野
供

養
は

2
年

に
一

度
開

催
さ

れ
る

が
決

ま
っ

た
時

期
は

な
い

と
の

こ
と

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
4
2

魚
貝

藻
魚

貝
藻

之
靈

塔
箱

崎
港

広
島

沼
隈

郡
内

海
町

1
9
4
4

昭
和

1
9
年

内
海

町
の

田
島

に
箱

崎
港

が
あ

り
、

そ
の

波
止

場
の

端
に

瀬
戸

を
海

を
眺

め
る

よ
う

に
屹

立
す

る
塔

が
あ

る
。

そ
の

塔
の

表
に

は
「
魚

貝
藻

之
靈

塔
」
、

裏
面

は
｢昭

和
十

九
年

三
月

十
八

日
建

之
　

田
島

漁
業

會
」
と

書
か

れ
て

い
る

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
4
3

魚
類

魚
籃

観
音

万
古

渓
養

魚
観

光
セ

ン
タ

ー
広

島
廿

日
市

市
虫

所
山

1
9
6
9

昭
和

4
4
年

昭
和

4
4
年

4
月

6
日

建
立

。
こ

の
観

音
様

は
、

魚
族

を
通

し
て

業
に

た
づ

さ
わ

る
関

係
者

が
魚

族
の

供
養

に
と

建
立

し
た

も
の

で
、

毎
年

1
回

魚
供

養
が

行
わ

れ
て

い
る

。
設

計
と

指
導

は
、

群
馬

県
前

橋
市

大
室

町
　

曹
洞

宗
最

善
寺

の
住

職
松

野
自

得
帥

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
4
4

カ
イ

貝
塚

浜
毛
保
漁
協

広
島

廿
日
市
市
大
野
町
下
ノ
浜

1
9
8
6

昭
和

6
1
年

「
貝

塚
」
、

昭
和

6
1
年

建
立

。
ア

サ
リ

貝
に

供
養

の
た

め
に

、
3
月

に
西

教
寺

住
職

を
呼

ん
で

貝
供

養
祭

を
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
4
5

魚
類

魚
碑

太
田

川
漁

協
広

島
広

島
市

安
佐

北
区

可
部

町
今

井
田

1
9
8
6

昭
和

6
1
年

太
田

川
漁

業
協

同
組

合
の

養
魚

場
の

入
口

に
魚

碑
が

あ
る

。
碑

の
裏

に
は

「
昭

和
6
1
年

1
0
月

　
太

田
川

漁
業

協
同

組
合

」
と

刻
ま

れ
、

石
組

み
の

台
に

は
正

面
に

漁
業

組
合

の
沿

革
が

、
裏

面
に

は
建

立
の

由
来

が
記

さ
れ

て
い

る
。

太
田

川
は

広
島

湾
に

流
入

す
る

県
下

最
大

の
大

型
河

川
。

動
物

の
お

墓
H

P

8
4
6

魚
類

魚
魂

吉
浦

港
広

島
広

島
市

吉
浦

町
1
9
8
3

昭
和

5
8
年

古
い

波
止

場
の

石
積

み
を

残
し

た
ま

ま
そ

の
海

側
が

埋
め

立
て

ら
れ

、
波

止
場

の
先

に
小

さ
な

神
社

と
魚

の
慰

霊
碑

が
あ

る
。

昭
和

5
8
年

8
月

1
5
日

に
建

立
さ

れ
、

「
魚

魂
　

衆
議

院
議

員
　

森
井

忠
良

書
」
と

あ
り

、
そ

の
左

に
は

こ
の

碑
の

い
わ

れ
が

「
あ

り
が

と
う

　
魚

介
さ

ん
　

あ
な

た
が

た
の

お
か

げ
で

人
類

は
生

き
ら

れ
る

の
で

す
。

漁
民

は
暮

ら
せ

る
の

で
す

。
命

は
平

等
な

の
に

・
・
・
ご

め
ん

な
さ

い
。

私
た

ち
は

　
た

だ
た

だ
あ

な
た

が
た

の
霊

に
手

を
合

わ
せ

　
安

ら
か

に
眠

っ
て

下
さ

る
よ

う
お

祈
り

す
る

ば
か

り
で

す
。

こ
こ

に
追

弔
の

誠
を

捧
げ

感
謝

の
意

を
表

し
碑

を
建

立
し

ま
す

　
　

吉
浦

漁
業

協
同

組
合

」
と

あ
る

。

動
物

の
お

墓
H

P

8
4
7

カ
キ

安
藝

國
養

蠣
之

碑
漁

民
会

館
広

島
広

島
市

西
区

草
津

南
1
8
9
8

明
治

3
1
年

碑
の

左
側

面
に

は
「
明

治
三

十
一

年
発

起
者

　
下

浦
漁

業
組

合
　

蠣
仲

間
」
、

右
側

面
に

は
こ

の
碑

の
建

立
の

趣
旨

が
書

か
れ

て
い

る
。

元
禄

よ
り

河
面

仁
右

衛
門

ら
を

蠣
仲

間
が

近
畿

の
販

路
を

開
き

、
明

治
三

十
年

第
二

回
水

産
博

覧
會

で
、

河
面

仁
右

衛
門

の
功

績
を

進
賞

せ
ん

と
、

碑
を

建
て

、
恩

を
記

し
て

会
の

總
裁

元
帥

陸
軍

大
将

大
勲

位
●

二
級

彰
仁

よ
り

「
安

藝
國

養
蠣

之
碑

」
の

七
字

を
書

し
賜

う
。

明
治

三
十

一
年

七
月

　
第

二
回

水
産

博
覧

會
審

査
官

長
従

三
位

勲
二

等
村

田
　

保
撰

●
書

」
。

何
度

が
移

動
し

て
お

り
、

昭
和

5
8
年

に
西

部
開

発
事

業
で

で
き

た
埋

め
立

て
地

の
漁

民
会

館
敷

地
内

に
移

設
さ

れ
た

。
6
月

に
は

、
石

碑
の

前
で

、
か

き
供

養
を

行
な

う
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[千
葉

1
9
7
3
]、

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

動
物

の
お

墓
H

P

8
4
8

魚
介

類
魚

介
類

藻
類

供
養

碑
漁

民
会

館
広

島
広

島
市

西
区

草
津

南
1
9
6
7

昭
和

4
2
年

「
魚

介
類

藻
類

供
養

碑
　

広
島

市
議

会
副

議
長

　
増

村
（
畝

）
一

書
」
、

裏
面

に
は

「
昭

和
四

十
二

年
七

月
吉

日
漁

労
者

一
同

　
工

事
施

工
者

　
岩

崎
亀

一
」
。

[千
葉

1
9
7
4
]、

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P

8
4
9

魚
介

類
魚

介
藻

類
慰

霊
碑

江
波

山
公

園
広

島
広

島
市

中
区

江
波

二
本

松
1
9
4
0
（
1
9
7
1
）

昭
和

1
5
年

（
昭

和
4
6
年

）

「
魚

介
藻

類
慰

霊
碑

」
を

江
波

山
に

建
立

。
3
月

に
海

神
宮

祭
、

5
月

に
八

十
八

夜
を

海
神

宮
前

で
行

い
、

漁
獲

物
の

供
養

と
漁

の
安

全
を

祈
願

す
る

。
広

島
工

業
港

修
築

事
業

に
着

手
し

た
の

は
相

川
勝

六
知

事
で

、
広

島
港

を
埋

め
立

て
1
3
0
万

坪
の

用
地

を
造

成
、

道
路

・
鉄

道
イ

ン
フ

ラ
を

整
備

し
て

工
場

を
誘

致
す

る
と

と
も

に
、

１
万

ト
ン

級
船

舶
繋

留
の

港
が

整
備

さ
れ

る
巨

大
事

業
に

よ
っ

て
、

そ
れ

ま
で

の
県

全
体

の
2
倍

の
生

産
額

が
上

が
る

計
算

に
な

る
の

だ
と

さ
れ

た
。

起
工

式
が

昭
和

1
5
年

1
1
月

3
日

に
県

立
商

業
学

校
講

堂
で

挙
行

さ
れ

、
先

立
つ

9
月

2
1
日

に
は

江
波

山
頂

に
「
広

島
工

業
港

関
係

魚
介

藻
類

慰
霊

塔
」
が

建
立

さ
れ

た
。

当
初

は
桧

木
の

角
柱

で
あ

っ
た

が
、

昭
和

4
6
年

6
月

1
3
日

広
島

市
に

よ
り

再
建

さ
れ

た
。

表
は

「
廣

島
工

業
港

 魚
介

藻
類

慰
霊

碑
」
と

刻
ま

れ
、

裏
面

に
は

建
立

の
経

緯
が

記
さ

れ
て

い
る

。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

動
物

の
お

墓
H

P

8
5
0

魚
貝

類
魚

貝
類

供
養

塔
丹

那
港

広
島

広
島

市
南

区
丹

那
町

1
9
6
0

昭
和

3
5
年

丹
那

港
の

東
の

奥
に

大
き

な
碑

が
あ

る
。

碑
の

表
に

は
「
魚

貝
類

供
養

塔
」
、

裏
面

は
｢昭

和
三

十
五

年
十

二
月

三
十

一
日

　
建

之
」
「
魚

介
類

供
養

塔
建

設
　

委
員

　
池

田
為

綱
、

香
川

善
光

、
谷

本
初

登
、

古
月

京
一

、
中

山
農

夫
一

、
古

月
政

一
、

川
上

　
公

、
池

岡
勝

徳
、

大
河

区
　

三
村

明
徳

、
日

宇
那

区
　

加
藤

清
太

郎
、

後
援

　
松

島
　

綵
、

東
洋

工
業

株
式

会
社

、
株

式
会

社
株

　
水

野
組

」
と

あ
る

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
5
1

魚
・
鳥

鳥
魚

供
養

碑
多

聞
院

広
島

広
島

市
南

区
比

治
山

町
1
9
4
0
's

昭
和

1
5
年

頃
表

に
「
鳥

魚
供

養
碑

」
と

記
さ

れ
て

い
る

。
右

側
の

石
灯

籠
の

前
面

に
は

「
親

友
杉

江
章

建
之

」
と

あ
り

、
同

型
の

左
の

灯
篭

に
も

何
か

刻
ま

れ
た

様
子

が
あ

る
が

、
全

く
判

読
で

き
な

い
。

先
々

代
の

住
職

さ
ん

が
、

昭
和

1
5
年

ご
ろ

に
建

て
た

も
の

で
あ

る
と

の
こ

と
で

、
狩

猟
、

漁
労

を
行

う
人

や
料

理
人

が
時

節
に

供
養

を
し

て
い

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

戦
後

の
困

窮
時

に
定

期
的

な
供

養
は

途
絶

え
た

が
、

最
近

碑
を

守
っ

て
く
れ

る
人

が
い

る
と

い
う

。
動

物
の

お
墓

H
P

8
5
2

魚
介

類
（
石

碑
）

仁
保
姫
神
社

広
島

広
島
市
南
区
出
汐

仁
保

姫
神

社
に

石
碑

が
あ

る
。

仁
保

姫
神

社
に

て
漁

獲
物

の
供

養
と

豊
漁

や
安

全
祈

願
の

た
め

の
龍

宮
祭

を
2
月

に
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
5
3

魚
類

魚
霊

塔
西
音
寺

広
島

福
山
市
内
海
町

1
9
7
8

昭
和

5
3
年

横
島

漁
協

に
よ

れ
ば

、
「
魚

霊
塔

」
を

昭
和

5
3
年

に
西

音
寺

内
に

建
立

。
4
月

1
0
日

前
後

に
、

供
養

祭
を

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
5
4

魚
類

魚
魂

碑
広

島
三

次
市

向
江

町
新

開
2
0
0
8

平
成

2
0
年

江
の

川
漁

業
協

同
組

合
に

よ
れ

ば
、

「
魚

魂
碑

」
を

除
幕

式
を

平
成

2
0
年

3
月

2
9
日

に
行

な
っ

た
。

三
次

市
向

江
町

新
開

に
建

立
。

1
1
月

ご
ろ

に
魚

供
養

を
行

な
っ

て
い

る
。

当
初

は
、

神
社

で
魚

供
養

を
し

て
い

た
が

、
2
0
年

ほ
ど

前
に

辞
め

て
し

ま
っ

た
。

近
年

、
漁

獲
が

減
少

し
、

理
事

会
で

魚
供

養
を

し
よ

う
と

い
う

こ
と

に
な

り
、

碑
を

建
立

し
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
5
5

魚
類

魚
供

養
塔

三
段

峡
漁

業
協

同
組

合
広

島
山

県
郡

安
芸

太
田

町
大

字
吉

和
郷

1
9
8
1

昭
和

5
6
年

「
魚

供
養

塔
」
、

昭
和

5
6
年

3
月

建
立

。
養

魚
場

内
に

あ
り

、
故

河
本

一
市

組
合

長
時

代
に

建
立

さ
れ

た
。

年
間

３
，

４
万

尾
の

魚
が

食
用

や
病

気
に

な
っ

て
死

滅
し

て
い

る
の

で
、

毎
年

1
1
～

1
2
月

頃
に

魚
の

供
養

祭
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed

89魚類供養の研究



8
5
6

魚
類

慰
霊

碑
太

田
川

上
流

　
漁

業
協

同
組

合
広

島
山

県
郡

安
芸

太
田

町
加

計
1
9
9
9

平
成

1
1
年

「
慰

霊
碑

」
、

平
成

1
1
年

ご
ろ

に
養

魚
場

に
建

立
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
5
7

ク
ジ

ラ
鯨

塚
跡

龍
頭

山
興

昌
寺

山
口

阿
武

町
宇

田
郷

浦
大

敷
網

で
と

ら
れ

た
鯨

が
浜

に
引

き
上

げ
ら

れ
る

と
、

そ
の

目
玉

を
抜

き
取

っ
て

、
興

昌
寺

の
墓

地
に

手
厚

く
埋

葬
し

、
そ

の
上

に
小

石
を

載
せ

、
住

職
に

読
経

を
頼

み
、

弔
っ

て
も

ら
っ

た
と

い
う

。
そ

の
目

標
の

石
は

見
つ

か
ら

ず
。

[松
崎

2
0
0
4
]

8
5
8

ウ
ミ

ガ
メ

亀
乃

神
山

口
阿

武
町

宇
田

[阿
武

町
史

編
さ

ん
委

員
会

2
0
0
0
]に

よ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

8
5
9

ウ
ミ

ガ
メ

亀
神

社
山

口
阿

武
町

筒
尾

1
9
6
8

昭
和

4
3
年

「
昭

和
4
3
年

2
月

　
筒

尾
部

落
」
と

あ
る

。
[阿

武
町

史
編

さ
ん

委
員

会
2
0
0
0
]に

よ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

8
6
0

ウ
ミ

ガ
メ

亀
地

蔵
假

嶋
神

社
山

口
阿

武
町

奈
古

1
9
2
7

昭
和

2
年

「
奉

献
　

　
昭

和
2
年

1
1
月

2
4
日

　
水

津
甚

太
郎

(朝
日

丸
)」

と
あ

る
。

大
敷

網
の

漁
師

が
亀

地
蔵

を
建

立
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
1

ウ
ミ

ガ
メ

亀
地

蔵
假

嶋
神

社
山

口
阿

武
町

奈
古

「
奉

献
　

昭
和

●
●

年
1
1
月

1
日

　
大

●
丸

」
が

亀
地

蔵
を

建
立

。
大

敷
網

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
2

ウ
ミ

ガ
メ

亀
霊

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
1
9
3
3

昭
和

8
年

[亀
霊

　
昭

和
8
年

1
0
月

1
5
日

　
同

1
1
月

2
5
日

　
國

近
丑

蔵
」
と

あ
る

。
大

敷
網

。
[小

島
2
0
0
5
]

8
6
3

ウ
ミ

ガ
メ

亀
社

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
1
9
7
1

昭
和

4
6
年

「
亀

社
　

昭
和

4
6
年

5
月

建
立

　
富

海
江

丸
」
が

建
立

。
大

敷
網

。
[小

島
2
0
0
5
]

8
6
4

ウ
ミ

ガ
メ

亀
地

蔵
假

嶋
神

社
山

口
阿

武
町

奈
古

1
9
7
8

昭
和

5
3
年

「
奉

献
　

昭
和

5
3
年

7
月

　
海

幸
丸

」
と

書
か

れ
た

亀
地

蔵
。

大
敷

網
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
5

ウ
ミ

ガ
メ

亀
霊

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
1
9
8
6

昭
和

6
1
年

「
亀

霊
　

昭
和

6
1
年

1
0
月

　
天

佑
丸

」
の

角
柱

石
。

大
敷

網
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
6

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
無

銘
の

石
。

大
敷

網
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
7

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
無

銘
の

石
。

定
置

網
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
8

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
無

銘
の

石
。

大
敷

網
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
6
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

假
嶋

神
社

山
口

阿
武

町
奈

古
無

銘
の

石
。

大
敷

網
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
7
0

ク
ジ

ラ
（
鯨

法
会

）
西

福
寺

山
口

大
津

郡
三

隅
町

浅
田

[吉
原

1
9
8
2
]

8
7
1

ク
ジ

ラ
く
じ

ら
感

謝
碑

海
響

館
山

口
下

関
市

あ
る

か
ぽ

ー
と

2
0
0
2

平
成

1
4
年

「
私

た
ち

は
、

鯨
墓

に
象

徴
さ

れ
る

生
き

も
の

の
共

生
と

生
命

の
輪

廻
を

語
り

つ
い

で
き

た
長

州
捕

鯨
史

を
誇

り
に

思
う

。
近

年
、

捕
鯨

を
め

ぐ
る

賛
否

の
対

立
を

み
て

い
る

が
、

た
ゆ

ま
ぬ

説
得

と
誠

意
あ

る
努

力
に

よ
っ

て
、

固
有

の
伝

統
文

化
へ

の
国

際
理

解
は

か
な

ら
ず

得
ら

れ
る

も
の

と
信

じ
る

。
こ

こ
に

第
5
4
回

ＩＷ
Ｃ

下
関

会
議

の
開

催
を

祈
念

し
、

近
代

捕
鯨

の
盛

行
に

応
じ

て
国

内
基

地
の

役
割

を
果

た
し

た
下

関
港

の
一

角
に

石
を

刻
み

、
日

本
捕

鯨
の

苦
闘

と
栄

光
の

歴
史

を
讃

え
る

。
か

つ
新

世
紀

に
む

か
う

捕
鯨

業
の

躍
進

を
祈

り
、

あ
ら

た
め

て
鯨

類
に

た
い

す
る

親
愛

と
感

謝
の

心
を

捧
げ

た
い

」
と

あ
る

。
平

成
1
4
年

4
月

に
建

立
。

動
物

の
お

墓
H

P
、

鯨
文

化
H

P

8
7
2

フ
グ

ふ
く
の

像
亀

山
八

幡
宮

山
口

下
関

市
中

之
町

1
9
9
0

平
成

2
年

昭
和

9
年

関
門

ふ
く
交

友
会

の
人

々
が

境
内

表
参

道
東

側
に

「
波

の
り

ふ
く
の

像
」
を

建
立

の
ふ

く
の

像
は

、
下

関
の

名
物

と
し

て
親

し
ま

れ
旅

人
の

心
を

も
和

ま
せ

て
い

た
。

し
か

し
大

東
亜

戦
争

末
期

昭
和

1
9
年

金
属

供
出

に
よ

り
文

字
通

り
鉄

砲
玉

と
な

り
台

座
の

み
が

残
っ

た
。

平
成

元
年

下
関

の
ふ

く
を

愛
し

て
や

ま
な

い
有

志
に

よ
り

ふ
く
銅

像
再

建
推

進
委

員
会

が
結

成
さ

れ
総

経
費

2
0
0
0
万

円
を

か
け

て
4
6
年

ぶ
り

に
再

建
」
平

成
2
年

9
月

2
9
日

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H
P

8
7
3

フ
グ

ふ
ぐ

の
碑

山
口

下
関

市
阿

弥
陀

町
[千

葉
1
9
7
4
]

8
7
4

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

塔
誓
願
寺

山
口

下
関
市
豊
北
町
粟
野
浦

1
9
7
4

昭
和

4
9
年

昭
和

4
9
年

に
重

水
徳

介
氏

が
個

人
的

に
建

立
。

重
水

氏
は

ニ
ッ

ス
イ

の
捕

鯨
船

に
乗

り
込

み
、

昭
和

2
0
年

こ
ろ

に
は

す
で

に
5
0
0
頭

は
捕

獲
し

た
と

い
う

人
物

で
、

当
時

は
、

粟
野

浦
説

教
所

に
塔

婆
を

た
て

て
、

鯨
の

供
養

を
行

っ
て

き
た

が
、

退
職

と
同

時
に

改
め

て
供

養
塔

を
建

立
し

た
。

[松
崎

2
0
0
4
]

8
7
5

ク
ジ

ラ
（
鯨

塚
）

山
口

下
関
市
豊
北
町
二
見
浦

1
8
9
2
～

明
治

2
5
年

～
明

治
2
5
年

に
岩

戸
沖

の
大

敷
網

に
大

き
な

鯨
が

迷
い

込
み

、
村

中
総

出
で

捕
獲

し
た

。
網

主
が

、
鯨

の
回

遊
す

る
饗

膳
を

眼
下

に
展

望
で

き
る

山
腹

に
、

自
然

石
の

塚
を

立
て

て
、

鯨
を

弔
い

供
養

し
た

と
い

う
。

[松
崎

2
0
0
4
]

8
7
6

ク
ジ

ラ
（
鯨

の
供

養
）

普
門

寺
山

口
長

門
市

中
新

町
日

蓮
宗

派
の

普
門

寺
で

も
、

毎
年

、
鯨

の
供

養
を

行
っ

て
い

る
と

い
う

。
[松

崎
2
0
0
4
]

8
7
7

ク
ジ

ラ
（
鯨

の
位

牌
）
（
鯨

回
向

法
要

）
円

究
寺

山
口

長
門

市
仙

崎
祇

園
町

極
楽

寺
と

隔
年

の
当

番
制

で
、

春
の

彼
岸

ご
ろ

に
、

鯨
回

向
法

要
を

行
っ

て
い

る
。

[松
崎

2
0
0
4
]

8
7
8

ク
ジ

ラ
（
鯨

の
位

牌
）
（
鯨

回
向

法
要

）
極

楽
寺

山
口

長
門

市
仙

崎
新

町
「
業

●
有

情
 　

●
放

不
生

 南
無

阿
弥

陀
仏

 故
宿

人
天

　
同

證
佛

果
」
と

あ
る

。
七

浦
を

潤
し

て
く
れ

た
鯨

、
迷

い
鯨

や
胎

児
の

鯨
、

た
く
さ

ん
の

魚
た

ち
の

こ
と

を
思

っ
て

建
立

さ
れ

た
碑

。
円

究
寺

と
隔

年
の

当
番

制
で

、
春

の
彼

岸
ご

ろ
に

、
鯨

回
向

法
要

を
行

っ
て

い
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
7
9

ク
ジ

ラ
観

音
堂

向
岸

寺
・
清

月
庵

山
口

長
門

市
通

1
6
7
9

延
宝

7
年

第
五

世
心

蓮
社

賛
誉

上
人

が
観

音
堂

を
た

て
、

鯨
の

霊
に

念
仏

回
向

を
た

む
け

、
村

人
に

も
す

す
め

、
鯨

や
魚

へ
の

感
謝

と
慰

霊
の

た
め

、
毎

年
、

鯨
回

向
法

要
を

行
っ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
8
0

ク
ジ

ラ
南

無
阿

弥
陀

仏
（
鯨

墓
）

向
岸

寺
・
清

月
庵

山
口

長
門

市
通

1
6
9
2

元
禄

5
年

「
南

無
阿

弥
陀

仏
　

業
尽

有
情

　
雖

放
不

生
　

故
宿

人
天

　
風

証
仏

果
　

元
禄

五
壬

申
年

五
月

　
願

主
　

設
楽

孫
兵

衛
　

池
永

藤
右

衛
門

　
早

川
源

右
衛

門
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

8
8
1

ク
ジ

ラ
（
位

牌
）

向
岸

寺
山

口
長

門
市

通
1
6
9
2

元
禄

5
年

「
鯨

墓
に

同
じ

　
元

禄
五

壬
申

年
5
月

1
2
日

」
な

ど
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

8
8
2

ク
ジ

ラ
観

音
菩

薩
の

厨
子

向
岸

寺
山

口
長

門
市

通
1
6
7
9

延
宝

7
年

清
月

庵
の

本
尊

・
観

音
菩

薩
の

厨
子

に
は

「
延

宝
7
年

8
月

1
8
日

　
向

岸
寺

五
代

賛
誉

代
寄

附
当

浦
二

世
の

安
楽

並
び

に
鯨

菩
提

の
た

め
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[千
葉

1
9
7
3
]

8
8
3

ク
ジ

ラ
鯨

の
過

去
帳

向
岸

寺
山

口
長

門
市

通
1
8
0
4
～

文
化

文
政

以
降

～
獲

っ
た

鯨
の

全
て

に
、

戒
名

、
捕

獲
場

所
、

種
類

、
体

長
、

値
段

、
年

月
な

ど
を

記
録

。
3
冊

だ
け

が
残

り
、

約
千

頭
分

が
記

入
さ

れ
て

い
る

。
鯨

回
向

法
要

を
4
月

中
旬

に
行

っ
て

い
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]、

[田
中

2
0
0
6
]

8
8
4

ク
ジ

ラ
鯨

胎
墓

向
岸

寺
・
清

月
庵

山
口

長
門

市
通

1
6
9
2
-
1
8
6
8

元
禄

5
年

～
明

治
元

年
鯨

供
養

の
角

塔
婆

の
背

後
の

空
き

地
に

、
解

体
し

た
母

鯨
か

ら
で

て
き

た
胎

児
の

鯨
が

埋
葬

さ
れ

て
い

る
と

い
う

。
元

禄
5
年

～
明

治
元

年
で

7
5
、

6
、

7
頭

を
葬

っ
た

。
昭

和
9
年

に
史

蹟
に

指
定

さ
れ

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]、

鯨
文

化
H

P
、

動
物

の
お

墓
H

P

8
8
5

ク
ジ

ラ
鯨

鯢
魚

鱗
群

霊
地

蔵
尊

向
岸

寺
山

口
長

門
市

通
1
8
6
3

 文
久

3
年

 文
久

三
年

（
1
8
6
3
）
早

川
家

1
3
代

早
川

源
治

右
エ

門
が

鯨
や

魚
類

の
霊

を
弔

う
た

め
に

、
向

岸
寺

歴
代

住
職

の
墓

地
に

石
地

蔵
を

建
立

 。
鯨

文
化

H
P

8
8
6

ク
ジ

ラ
鯨

鱗
之

霊
山

口
長

門
市

油
谷

町
川

尻
1
9
6
1

昭
和

3
6
年

昭
和

3
6
年

3
月

1
1
日

建
立

。
川

尻
漁

協
が

、
元

禄
年

間
か

ら
明

治
末

ま
で

行
わ

れ
た

川
尻

浦
の

捕
鯨

を
記

念
し

て
建

立
。

漁
協

が
中

心
に

な
っ

て
、

他
の

魚
類

の
供

養
も

含
め

た
諸

魚
供

養
を

行
っ

て
い

る
。

[松
崎

2
0
0
4
]、

鯨
文

化
H

P

8
8
7

ク
ジ

ラ
？

魚
霊

の
碑

西
覚

寺
山

口
長

門
市

仙
崎

中
新

浄
土

真
宗

寺
院

の
西

覚
寺

は
、

常
岸

寺
、

遍
照

寺
と

持
ち

回
り

で
、

4
月

の
彼

岸
近

く
に

鯨
法

要
を

行
っ

て
い

る
と

い
う

。
[松

崎
2
0
0
4
]

8
8
8

ウ
ミ

ガ
メ

大
亀

之
墓

山
口

萩
市

田
万

川
町

湊
海

岸
1
9
6
4

昭
和

3
9
年

土
井

郁
人

が
漂

着
死

体
を

埋
葬

。
[田

万
川

町
教

育
委

員
会

]に
よ

る
。

[小
島

2
0
0
5
]

8
8
9

ク
ジ

ラ
鯨

塚
（
無

銘
）

山
麓

山
口

萩
市

見
島

高
見

山
1
7
0
4
-
1
7
1
5

宝
永

～
正

徳
松

島
与

五
郎

が
高

見
山

に
鯨

千
本

塚
も

し
く
は

9
5
本

の
鯨

塚
を

築
い

た
と

い
う

記
録

が
あ

り
、

高
見

山
の

山
麓

に
塚

跡
が

2
0
本

あ
ま

り
荒

れ
放

題
に

放
置

さ
れ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]、

鯨
文

化
H

P

8
9
0

魚
類

水
神

社
那

賀
川

漁
業

協
同

組
合

徳
島

阿
南

市
羽

の
浦

町
岩

脇
字

西
国

1
9
9
8

平
成

1
0
年

漁
協

に
あ

る
「
水

神
社

」
が

あ
る

。
水

難
事

故
が

重
な

っ
た

た
め

平
成

1
0
年

に
設

置
。

8
月

1
6
日

に
は

、
水

神
社

に
て

、
神

主
を

呼
び

、
魚

供
養

と
豊

漁
祈

願
の

た
め

に
供

養
祭

を
行

な
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
9
1

魚
類

（
魚

供
養

の
位

牌
）

宍
喰
漁
協

徳
島

海
部
郡
海
陽
町
宍
喰
浦

「
魚

供
養

の
位

牌
」
。

1
月

の
十

日
戎

で
、

魚
供

養
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
9
2

サ
バ

鯖
大

師
八

坂
寺

（
別

格
4
番

札
所

）
徳

島
海

部
郡

海
陽

町
浅

川

弘
法

大
師

が
修

行
中

の
あ

る
朝

、
通

り
か

か
っ

た
馬

子
に

積
み

荷
の

塩
鯖

を
乞

わ
れ

た
が

、
口

汚
く
の

の
し

ら
れ

、
こ

と
わ

ら
れ

て
し

ま
っ

た
。

馬
子

が
馬

引
坂

ま
で

き
た

時
、

馬
が

急
に

苦
し

み
だ

し
、

先
ほ

ど
の

坊
様

が
お

大
師

様
と

気
づ

い
た

馬
子

は
鯖

を
持

っ
て

お
わ

び
し

、
馬

の
病

気
を

な
お

し
て

く
れ

る
よ

う
に

頼
ん

だ
。

お
大

師
様

が
お

加
持

水
を

与
え

る
と

馬
は

た
ち

ま
ち

元
気

に
な

り
、

お
大

師
様

が
八

坂
八

浜
の

法
生

島
で

塩
鯖

を
加

持
す

る
と

生
き

か
え

っ
て

泳
い

で
い

っ
た

。
仏

の
心

を
起

こ
し

た
馬

子
が

、
こ

の
地

に
庵

を
た

て
霊

場
に

し
た

。
鯖

を
三

年
絶

っ
て

祈
念

す
る

と
願

い
ご

と
が

か
な

い
、

病
気

が
な

お
り

、
幸

福
に

な
れ

る
と

言
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

8
9
3

ア
ユ

鮎
供

養
碑

勝
浦

川
漁

業
協

同
組

合
徳

島
勝

浦
郡

勝
浦

町
大

字
中

角
字

五
十

田
2
0
0
2

平
成

1
4
年

「
鮎

供
養

碑
」
、

平
成

1
4
年

建
立

。
鮎

の
供

養
と

豊
漁

祈
願

の
た

め
に

、
毎

年
5
，

6
月

に
「
あ

ゆ
供

養
」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
9
4

魚
類

事
代

主
神

社
和
田
島
漁
協

徳
島

小
松
島
市
和
田
島
町
字
西
浜
手

1
9
8
5

昭
和

6
0
年

「
事

代
主

神
社

」
を

昭
和

6
0
年

ご
ろ

に
、

魚
供

養
の

た
め

に
建

立
し

た
。

4
月

に
漁

祭
り

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
9
5

魚
類

魚
籃

観
音

北
灘
漁
協

徳
島

鳴
門
市
北
灘
町
宿
毛
谷
字
相
ケ
谷

1
9
7
5
's

昭
和

5
0
年

頃
国

道
1
1
号

線
沿

い
に

あ
り

、
昭

和
4
7
年

、
4
9
年

、
の

赤
潮

で
死

ん
だ

ハ
マ

チ
を

と
も

ら
う

た
め

に
「
魚

籃
観

音
像

」
を

建
立

。
平

成
6
，

7
年

ご
ろ

に
赤

潮
大

発
生

を
受

け
て

、
北

灘
漁

協
が

7
月

に
魚

籃
観

音
供

養
祭

を
行

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
9
6

ナ
マ

ズ
鯰

神
社

種
穂

忌
部

神
社

徳
島

吉
野

川
市

山
川

町
忌

部
山

8
9
7

ア
シ

カ
あ

し
か

神
社

え
び

す
神

社
香

川
小

豆
町

伊
喜

味
昔

、
漁

師
が

沖
を

眺
め

て
い

る
と

、
ア

シ
カ

が
鱶

に
追

わ
れ

て
、

食
い

殺
さ

れ
た

。
そ

の
ア

シ
カ

を
憐

れ
ん

で
、

神
社

を
建

て
た

。
[香

川
県

1
9
8
5
]

8
9
8

ウ
ミ

ガ
メ

大
海

亀
主

神
霊

之
碑

橘
漁

港
香

川
小

豆
町

橘
1
9
7
8

昭
和

5
3
年

橘
漁

協
が

昭
和

5
3
年

6
月

1
5
日

に
建

立
し

た
大

き
な

供
養

碑
。

台
座

の
脇

お
よ

び
背

後
に

、
小

さ
い

石
柱

が
あ

り
、

そ
れ

ら
が

「
大

海
亀

之
墓

」
。

「
大

海
亀

主
神

霊
之

碑
」
。

3
つ

の
碑

が
船

上
架

場
の

北
側

に
集

め
ら

れ
て

い
て

”
亀

さ
ん

碑
”
と

呼
ん

で
い

る
。

2
月

に
魚

供
養

と
戎

講
。

7
月

に
恵

比
寿

御
堂

で
豊

漁
と

安
全

祈
願

の
た

め
の

恵
比

寿
祭

り
や

龍
宮

祭
。

1
7
0
0
年

代
（
文

化
文

政
）
に

建
て

ら
れ

た
弁

財
天

、
金

比
羅

さ
ま

が
あ

る
。

○
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

8
9
9

ウ
ミ

ガ
メ

大
海

亀
之

墓
橘

漁
港

香
川

小
豆

町
橘

1
9
8
3

昭
和

5
8
年

大
き

な
亀

塚
の

脇
に

あ
る

石
柱

。
昭

和
5
8
年

8
月

1
2
日

に
建

立
。

○
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
0
0

ウ
ミ

ガ
メ

大
海

亀
之

墓
橘

漁
港

香
川

小
豆

町
橘

船
上

架
場

の
北

側
に

あ
り

、
”
亀

さ
ん

碑
”
と

呼
ん

で
い

る
。

○
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
0
1

ウ
ミ

ガ
メ

亀
神

社
亀

神
社

香
川

土
庄

町
小

瀬
（
小

豆
島

）
1
9
0
9

明
治

3
9
年

小
瀬

の
バ

ス
停

の
と

こ
ろ

に
、

鳥
居

と
石

の
祠

が
並

ん
で

建
っ

て
い

る
。

稲
荷

、
恵

比
寿

・
大

国
神

、
龍

宮
社

、
金

比
羅

社
の

並
び

の
中

央
に

、
亀

神
社

が
あ

る
。

「
世

話
人

　
西

滝
音

吉
、

西
滝

興
惣

吉
」
。

明
治

3
9
年

に
魚

網
に

か
か

っ
た

大
亀

１
頭

を
葬

っ
た

。
他

の
一

頭
は

酒
を

飲
ま

せ
て

海
へ

放
っ

た
と

い
う

。
○

[土
庄

町
誌

編
集

委
員

会
1
9
7
1
]、

[藤
井

1
9
9
8
]、

[瀬
戸

内
海

歴
史

民
俗

資
料

館
編

1
9
9
3
]、

[小
島

2
0
0
5
]

9
0
2

ウ
ミ

ガ
メ

亀
神

社
亀

神
社

香
川

土
庄

町
小

瀬
（
小

豆
島

）
1
9
2
3

大
正

1
2
年

個
人

の
敷

地
内

。
崖

の
穴

の
前

に
建

っ
て

い
る

。
亀

神
社

の
石

碑
の

横
に

は
、

石
宮

や
地

蔵
が

並
ぶ

。
「
大

正
1
2
年

8
月

1
5
日

之
」
と

あ
る

。
○

9
0
3

ウ
ミ

ガ
メ

亀
神

社
亀

神
社

香
川

土
庄

町
千

軒
（
前

島
）

1
8
1
8

文
政

元
年

千
軒

の
海

岸
に

、
亀

神
社

が
龍

宮
社

と
並

ん
で

建
っ

て
い

る
。

[瀬
戸

内
海

歴
史

民
俗

資
料

館
編

1
9
9
3
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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9
0
4

魚
類

魚
魂

庵
治
漁
協

香
川

高
松
市
庵
治
町

1
9
7
0
昭
和
4
5
年

「
魚
魂
」
の
碑
、
昭
和
4
5
年
2
月
に
建
立
。
漁
港
の
近
代
化
、
組
合
事
務
所
新
設
を
記
念
し
て
建
立
し
た
。
3
月
に
放
生
祭
。
い
か
な
ご
大
漁
祈
願
祭
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ、
[庵
治
漁
業
協
同
組

合
1
9
8
2
]

9
0
5

ク
ジ
ラ

鯨
大
明
神

香
川

高
松
市
屋
島

捕
鯨
の
歴
史
を
忍
ば
せ
る
鯨
大
明
神
を
祭
る
祠
。

鯨
文
化
H
P

9
0
6

魚
類

さ
か
な
観
音

香
川

多
度
津
町
西
浜

[瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

編
1
9
9
3
]

9
0
7

ハ
マ
チ

魚
鱗
供
養
塔

引
田
漁
協

香
川

東
か
が
わ
市
引
田

昭
和
3
1
年

昭
和
3
年
に
安
戸
池
に
て
ハ
マ
チ
養
殖
に
成
功
。
養
殖
成
功
に
貢
献
し
た
野
網
和
三
郎
が
安
戸
池
の
南
水
門
の
そ
ば
に
、
ハ
マ
チ
供
養
の
碑
を
建
立
。
漁
協
も
ハ
マ
チ
供
養
を
し

て
き
た
。

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ、
[香
川
1
9
8
2
]

9
0
8

ウ
ミ
ガ
メ
大
亀
墓

西
山
寺

香
川

丸
亀
市
福
島
町

亀
像
に
五
角
の
石
柱
。
表
面
は
「
大
亀
墓
」
、
他
の
面
に
は
、
由
来
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
判
読
が
難
し
い
。

○
[藤
井
1
9
9
8
]、
[小
島
2
0
0
5
]

9
0
9
魚
介
類
ノ
リ
魚
介
類
・
海
苔
供
養

塔
波
切
不
動
明
王
、
供
養
地
蔵
尊

の
祠

香
川

丸
亀
市
富
士
見
町

2
0
0
4

平
成
1
6
年

波
切
不
動
明
王
、
供
養
地
蔵
尊
の
祠
の
隣
に
建
て
ら
れ
た
、
丸
亀
市
漁
協
に
よ
る
供
養
碑
。
平
成
1
6
年
建
立
。
9
月
に
供
養
と
安
全
祈
願
を
行
な
う
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

9
1
0

ウ
ミ
ガ
メ
亀
霊
大
明
神

香
川

丸
亀
市
御
供
所

古
い
漁
村
で
あ
る
御
供
所
は
、
東
・
中
・
西
の
3
地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
東
地
区
に
「
亀
霊
大
明
神
」
や
、
不
動
さ
ん
、
お
稲
荷
さ
ん
、
木
里
神
社
な
ど
が
あ
る
。

[香
川
県
漁
業
史
編
さ
ん
協
議

会
1
9
9
4
]

9
1
1

ク
ジ
ラ

飛
揚
鯨
之
塚

愛
媛

愛
南
町
内
泊
女
呂

1
8
8
2

明
治
1
5
年

「
飛
揚
鯨
之
塚
　
明
治
1
5
年
4
月
2
9
年
建
立
」
と
あ
る
。
内
泊
女
呂
の
浜
に
飛
上
が
っ
た
鯨
の
墓
で
あ
る
。
明
治
3
3
年
建
立
の
鯨
の
墓
と
並
ん
で
た
っ
て
い
る
。
は
じ
め
は
西
林
寺

の
境
内
に
あ
っ
た
が
、
1
9
9
5
年
に
寺
を
改
築
す
る
た
め
に
道
路
脇
の
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
陸
に
あ
が
っ
た
寄
り
鯨
の
恩
恵
で
、
学
校
の
新
築
が
か
な
い
、
そ
れ
へ
の
感
謝
と
畏

敬
の
念
か
ら
建
立
し
た
と
い
う
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]、

［
宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
］
、
鯨
文
化

H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]、
動
物
の
お

墓
H
P

9
1
2

ク
ジ
ラ

鯨
之
塚

愛
媛

愛
南
町
内
泊
女
呂

1
9
0
0

明
治
3
3
年

「
鯨
之
塚
　
明
治
庚
子
9
月
廿
日
」
と
あ
る
。
大
浜
に
上
が
っ
た
鯨
の
墓
で
、
は
じ
め
は
西
林
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
が
、
1
9
9
5
年
に
寺
を
改
築
す
る
た
め
に
道
路
脇
の
現
在
地
に
移
さ

れ
た
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]、

［
宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
］
、
鯨
文
化

H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]、
動
物
の
お

墓
H
P

9
1
3

魚
類

魚
族
供
養
塔

延
命
寺
岬

愛
媛

愛
南
町
御
荘
中
浦

1
9
3
4

昭
和
9
年

台
座
含
め
て
高
さ
4
ｍ
の
大
き
な
魚
霊
塔
で
、
漁
業
関
係
者
が
建
立
し
た
。

[武
智
1
9
9
6
]

9
1
4
魚
類
/
ウ
ミ
ガ
メ
大
亀
塚

菊
間
漁
港
脇

愛
媛

今
治
市
菊
間
町
浜

1
9
2
3
大
正
1
2
年

「
大
亀
塚
」
が
3
基
並
ん
で
い
る
。
右
の
も
の
は
大
正
1
2
年
に
建
て
ら
れ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
死
ん
だ
カ
メ
を
ひ
き
あ
げ
供
養
を
始
め
た
。
個
々
人
で
建
て
た
も

の
だ
が
、
漁
協
で
は
5
年
に
一
回
く
ら
い
で
、
石
碑
の
前
で
魚
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

9
1
5
魚
類
/
ウ
ミ
ガ
メ
大
亀
塚

菊
間
漁
港
脇

愛
媛

今
治
市
菊
間
町
浜

1
9
0
8
明
治
4
1
年

「
大
亀
塚
」
が
3
基
並
ん
で
い
る
。
中
央
の
も
の
は
明
治
4
1
年
に
建
て
ら
れ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
死
ん
だ
カ
メ
を
ひ
き
あ
げ
供
養
を
始
め
た
。
個
々
人
で
建
て

た
も
の
だ
が
、
漁
協
で
は
5
年
に
一
回
く
ら
い
で
、
石
碑
の
前
で
魚
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

9
1
6
魚
類
/
ウ
ミ
ガ
メ
大
亀
塚

菊
間
漁
港
脇

愛
媛

今
治
市
菊
間
町
浜

1
9
7
3
昭
和
4
8
年

「
大
亀
塚
」
が
3
基
並
ん
で
い
る
。
左
の
も
の
は
昭
和
4
8
年
2
月
に
建
て
ら
れ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
死
ん
だ
カ
メ
を
ひ
き
あ
げ
供
養
を
始
め
た
。
個
々
人
で
建
て

た
も
の
だ
が
、
漁
協
で
は
5
年
に
一
回
く
ら
い
で
、
石
碑
の
前
で
魚
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

9
1
7

サ
ワ
ラ

鰆
供
養
碑

小
網
集
落
の
は
ず
れ
で
、
旧
道
脇

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
小
網

1
9
3
6

昭
和
1
1
年

（
右
）
「
昭
和
1
1
年
旧
9
月
2
7
日
　
赤
学
有
ノ
漁
獲
ア
リ
依
テ
記
ス
」
、
（
左
）
「
富
岡
徳
一
」
と
あ
る
。

○
［
渡
部
・
高
津
2
0
0
1
］
、
[武
智

1
9
9
6
]

9
1
8

イ
ワ
シ

大
漁
供
養
塔

小
網
集
落
の
は
ず
れ
で
、
旧
道
脇

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
小
網

1
9
3
6

昭
和
1
1
年

（
右
）
「
昭
和
1
1
年
●
」
、
（
左
）
「
旧
網
中
」
、
（
裏
）
「
創
始
●
●
稀
有
ノ
●
●
●
」
、
と
あ
る
。

○
［
渡
部
・
高
津
2
0
0
1
］
、
[武
智

1
9
9
6
]

9
1
9

イ
ワ
シ

奉
鰯
供
養
碑

小
網
集
落
の
は
ず
れ
で
、
旧
道
脇

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
小
網

1
9
2
0

大
正
9
年

（
右
）
「
旧
網
ハ
享
保
年
間
ノ
起
源
ニ
シ
テ
今
日
ニ
反
フ
　
本
年
空
前
ノ
漁
獲
ア
リ
テ
之
ヲ
記
ス
」
、
（
左
）
「
大
正
9
年
1
2
月
8
日
建
立
　
旧
網
中
」
。

○
［
宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
］
、
[武
智

1
9
9
6
]

9
2
0

タ
コ

蛸
供
養
塔

小
網
集
落
の
は
ず
れ
で
、
旧
道
脇

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
小
網

裏
に
「
坂
田
伝
六
建
立
」

○
［
渡
部
・
高
津
2
0
0
1
］
、
[武
智

1
9
9
6
]

9
2
1

イ
ワ
シ

南
無
阿
弥
陀
仏
為
一

切
魚
鱗
離
苦
●
脱
や
小
網
集
落
の
は
ず
れ
で
、
旧
道
脇

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
小
網

1
9
0
1

明
治
3
4
年

左
側
に
「
明
治
3
4
年
4
月
吉
祥
日
」
、
本
覚
寺
の
住
職
の
名
前
。

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
2
2

イ
ワ
シ

南
無
阿
弥
陀
仏
奉
供

養
為
大
漁
鰯
●

小
網
集
落
の
は
ず
れ
で
、
旧
道
脇

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
小
網

1
8
8
9

明
治
2
2
年

（
右
）
「
明
治
2
2
年
旧
●
丑
月
1
6
日
」
、
（
左
）
「
新
網
組
」
。

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
2
3

サ
メ

鱶
供
養
塔

下
灘
漁
協
裏

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
下
灘

1
9
4
9

昭
和
2
4
年

昭
和
2
4
年
に
下
灘
沖
で
フ
カ
が
大
量
に
獲
れ
た
。
若
松
進
さ
ん
は
仲
間
3
人
で
フ
カ
を
突
き
、
食
用
と
し
て
油
を
絞
り
、
肉
は
乾
燥
さ
せ
て
売
り
、
し
ば
ら
く
潤
っ
た
。
若
松
さ
ん
が
仲

間
の
福
本
清
春
さ
ん
と
フ
カ
の
供
養
塔
を
建
立
し
た
。
供
養
碑
は
、
漁
港
横
の
国
道
沿
い
に
あ
る
。

○
［
渡
部
・
高
津
2
0
0
1
］
、
[武
智

1
9
9
6
]

9
2
4

ウ
ミ
ガ
メ
亀
ノ
森

三
島
神
社

愛
媛

伊
予
市
双
海
町
高
岸

7
2
4

神
亀
元
年

神
亀
改
元
春
正
月
、
亀
が
背
に
金
幣
を
輝
か
し
浮
遊
し
て
渚
に
走
り
上
が
り
森
の
中
に
入
り
、
人
々
は
大
三
島
の
大
山
祗
神
社
か
ら
勧
請
し
て
こ
の
地
に
社
を
建
て
て
祀
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
亀
の
伝
承
か
ら
、
こ
の
神
社
の
狛
犬
は
亀
の
よ
う
に
甲
羅
を
背
負
っ
て
い
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
2
5

イ
ワ
シ

鰯
一
字
一
石
塔

愛
媛

伊
予
市
尾
崎

1
9
2
7

昭
和
2
年

1
9
2
7
年
6
月
2
0
日
に
、
大
元
福
太
郎
が
建
立
。
お
い
べ
っ
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
祠
の
後
ろ
脇
に
立
っ
て
い
る
。

○
[宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
]

9
2
6

ク
ジ
ラ

克
鯨
一
字
一
石
塔

愛
媛

伊
予
市
尾
崎

1
9
1
0

明
治
4
3
年

湊
神
社
の
鯨
と
同
じ
も
の
を
祀
っ
て
い
る
。
「
克
鯨
一
字
一
石
塔
　
明
治
4
3
年
3
月
2
0
日
　
大
元
丈
吉
之
立
」
。
お
い
べ
っ
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
祠
の
後
ろ
脇
に
あ
る
。

○
[吉
原
1
9
8
2
]、
鯨
文
化
H
P

9
2
7

ク
ジ
ラ

克
鯨
一
字
一
石
塔

湊
神
社

愛
媛

伊
予
市
湊
町

1
9
1
0

明
治
4
3
年

明
治
4
3
年
3
月
2
0
日
、
郡
中
湊
町
漁
業
組
合
中
建
之
。
明
治
4
2
年
早
春
に
郡
中
の
沖
に
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
現
れ
た
。
漁
民
は
ク
ジ
ラ
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
が
、
漁
民

は
捕
鯨
に
立
ち
上
が
り
、
大
網
を
使
っ
て
捕
獲
し
よ
う
と
す
る
が
失
敗
す
る
。
協
議
の
末
浜
代
表
は
馬
開
捕
鯨
会
社
（
下
関
市
）
に
應
援
を
求
め
、
そ
の
鯨
を
捕
獲
し
た
。
捕
獲
さ
れ

た
鯨
は
、
三
日
間
、
浜
で
見
世
物
に
さ
れ
た
。
解
体
し
て
一
部
は
食
用
と
し
た
が
、
大
部
分
は
埋
め
て
供
養
し
た
。
そ
の
後
、
沖
合
い
に
魚
が
い
な
く
な
り
、
漁
師
た
ち
は
困
っ
て
し

ま
い
、
こ
れ
は
ク
ジ
ラ
の
た
た
り
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ク
ジ
ラ
の
供
養
を
し
よ
う
と
、
翌
年
に
鯨
塚
を
建
立
し
た
。
湊
神
社
の
な
か
に
は
、
鯨
見
物
の
写
真
や
、
当

時
の
様
子
を
描
い
た
鯨
絵
馬
（
昭
和
6
3
年
奉
納
）
や
、
鰯
漁
の
様
子
を
描
い
た
絵
馬
が
あ
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
動
物
の
お
墓

H
P

9
2
8

魚
類

珍
味
発
祥
之
地

天
保
山
旧
港
埠
頭

愛
媛

伊
予
郡
松
前
町
浜

1
9
9
0

平
成
2
年

砂
州
の
上
に
海
底
の
土
砂
を
積
み
上
げ
て
つ
く
ら
れ
た
埠
頭
で
、
入
り
口
に
瀧
姫
神
社
の
祠
が
あ
る
。
そ
の
裏
手
に
珍
味
発
祥
之
地
の
石
碑
や
、
句
碑
、
龍
神
社
、
厄
除
け
社
、

坪
内
翁
の
碑
が
あ
る
。
珍
味
発
祥
之
地
の
碑
は
、
四
国
珍
味
商
工
協
同
組
合
な
ど
が
建
立
し
た
。
松
前
は
儀
助
煮
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
、
愛
媛
県
下
で
珍
味
生
産
を
最
初
に
は

じ
め
た
と
こ
ろ
。

○
[渡
部
1
9
9
6
]

9
2
9

カ
メ

（
手
水
鉢
を
支
え
る
カ

メ
像
）

玉
生
八
幡
神
社

愛
媛

伊
予
郡
松
前
町
西
古
見

1
8
6
2

文
久
2
年

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
3
0

ク
ジ
ラ

鯨
之
供
養
塔

愛
媛

宇
和
島
市
小
矢
野
浦

1
9
7
7

昭
和
5
2
年

昭
和
5
2
年
　
堀
田
稔
。

鯨
文
化
H
P

9
3
1
シ
ン
ジ
ュ
真
珠
貝
供
養
碑

愛
媛
県
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組

合
愛
媛

宇
和
島
市
坂
下
津

1
9
6
4

昭
和
3
9
年

1
9
6
3
年
の
愛
媛
県
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組
合
の
第
三
回
総
会
で
、
供
養
塔
建
立
が
決
議
さ
れ
た
。
建
設
費
2
2
0
万
で
建
設
準
備
が
は
じ
ま
る
。
1
9
6
4
年
3
月
1
9
日
に
除
幕
式
と
第

一
回
真
珠
貝
供
養
祭
が
行
わ
れ
、
例
年
３
月
の
彼
岸
に
、
真
珠
養
殖
の
携
わ
る
関
係
者
が
集
ま
り
、
供
養
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
貝
よ
せ
よ
　
あ
こ
や
は
い
づ
こ
　
う
つ
せ
貝
」
と

宇
和
島
ゆ
か
り
の
俳
人
・
松
根
東
洋
城
の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

○
[千
葉
1
9
7
4
]、
[吉
原
1
9
8
2
]、

[愛
媛
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
2
0
0
0
]、
[武
智
1
9
9
6
]

9
3
2

ク
ジ
ラ

海
誉
鯨
音

萬
吉
寺

愛
媛

宇
和
島
市
蒋
渕
高
助

1
8
9
2

明
治
2
5
年

「
海
誉
鯨
音
　
明
治
廿
五
年
2
月
1
3
日
有
」
の
他
、
漢
詩
で
鯨
が
き
た
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
。
高
助
の
人
々
が
困
窮
し
て
い
る
1
8
9
2
年
2
月
に
傷
つ
い
て
息
絶
え
た
鯨
が
後
海
の

広
浜
に
う
ち
あ
が
っ
た
。
ス
ル
メ
イ
カ
漁
を
し
て
い
た
人
が
見
つ
け
た
。
村
び
と
は
引
き
上
げ
、
鯨
を
売
却
し
て
、
そ
の
金
で
天
満
宮
の
裏
山
を
買
い
戻
し
、
村
人
は
鯨
に
感
謝
し
て

萬
吉
寺
に
鯨
塚
を
建
立
し
た
。
1
9
9
1
年
に
は
鯨
の
1
0
0
回
忌
法
要
も
行
っ
て
い
る
。

［
宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
］
、
鯨
文
化

H
P

9
3
3

ク
ジ
ラ

鯨
之
塚

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子
水
谷

1
9
4
8

昭
和
2
3
年

木
製
の
「
鯨
之
塚
」
、
側
面
に
「
昭
和
2
3
年
1
2
月
6
日
」
と
あ
る
。
1
9
4
8
年
1
2
月
に
三
浦
・
尾
崎
の
中
平
さ
ん
、
堺
さ
ん
が
手
繰
り
網
漁
に
で
か
け
て
岩
の
間
に
挟
ま
っ
て
死
ん
で
い
る

イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
を
発
見
。
船
で
沖
ま
で
ひ
っ
ぱ
り
、
ま
ず
家
の
近
く
の
浜
ま
で
引
い
て
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
大
内
の
漁
港
、
モ
ー
タ
ー
船
で
宇
和
島
の
県
漁
連
市
場
へ
曳
航
し
た
。
引

き
上
げ
解
体
中
に
、
鯨
の
胎
児
が
飛
び
出
し
た
。
母
鯨
は
解
体
し
て
、
当
時
で
1
1
万
3
4
1
1
円
で
売
れ
た
が
、
宇
和
島
の
寺
に
お
願
い
し
て
供
養
を
し
た
。
胎
児
は
母
鯨
が
座
礁
し
た

近
く
に
埋
葬
し
た
。
知
り
合
い
の
大
工
に
木
製
の
碑
を
作
っ
て
も
ら
い
、
埋
葬
し
た
と
こ
ろ
に
建
て
た
。

[武
智
1
9
9
6
]、
［
宮
脇
・
細
川

2
0
0
8
］
、
鯨
文
化
H
P

9
3
4

ク
ジ
ラ

鯨
供
養
塔

雨
宿
島

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子
雨
宿
島

1
9
7
5

昭
和
5
0
年

岩
礁
。
真
珠
母
貝
養
殖
が
盛
ん
で
、
養
殖
筏
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
。
こ
の
筏
に
鯨
が
引
っ
か
か
り
、
抜
け
出
せ
ず
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
正
面
は
「
鯨
供
養
塔
」
、
右
側
面
に
「
昭

和
5
0
年
5
月
4
日
　
遊
子
真
珠
組
合
建
立
」
と
あ
る
。

[武
智
1
9
9
6
]、
［
宮
脇
・
細
川

2
0
0
8
］
、
鯨
文
化
H
P

9
3
5

ク
ジ
ラ

鯨
骨
灵
之
塚
　
三
界

萬
霊
塔

沖
の
島

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子
二
並
島

1
8
3
4

天
保
5
年

二
並
島
も
地
の
島
と
沖
の
島
か
ら
な
る
無
人
島
。
鯨
塚
は
沖
の
島
の
頂
上
に
あ
る
。
正
面
は
「
三
界
萬
霊
塔
　
鯨
骸
霊
之
塚
　
為
漁
事
安
楽
」
。
右
側
面
に
「
天
保
五
午
年
　
施
主

遊
子
浦
庄
司
　
清
家
久
次
兵
衛
　
猪
八
」
、
左
が
「
三
月
廿
九
日
　
清
八
　
忠
兵
衛
　
喜
左
エ
門
」
と
あ
る
。

[武
智
1
9
9
6
]、
［
宮
脇
・
細
川

2
0
0
8
］
、
鯨
文
化
H
P

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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9
3
6

ク
ジ
ラ

鯨
之
供
養
塔

番
匠
ま
の
は
な

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子
番
匠

1
9
8
8

昭
和
6
3
年

番
匠
の
堀
田
さ
ん
が
個
人
で
建
立
。
1
9
8
6
年
に
養
殖
ハ
マ
チ
の
餌
や
り
に
出
か
け
た
際
、
番
匠
の
湾
入
り
口
で
弱
っ
た
子
鯨
を
発
見
。
救
お
う
と
し
た
ら
失
敗
し
て
沈
ん
で
し
ま
っ

た
。
1
0
日
ほ
ど
後
に
、
自
宅
近
く
の
小
溝
で
異
臭
が
し
、
も
し
や
と
思
っ
て
調
べ
る
と
、
子
鯨
の
死
骸
を
発
見
す
る
。
ひ
っ
ぱ
り
あ
げ
、
堀
田
さ
ん
の
畑
に
運
び
埋
葬
し
た
。
木
の
塚
を

建
て
、
水
荷
浦
の
西
海
寺
の
住
職
に
お
願
い
し
て
供
養
も
行
い
、
1
0
月
1
5
日
を
鯨
の
命
日
と
し
、
盆
、
彼
岸
、
正
月
に
は
シ
キ
ビ
を
供
え
た
。
畑
の
木
の
塚
で
は
、
お
ま
い
り
に
不

便
な
た
め
、
堀
田
さ
ん
が
経
営
す
る
水
産
会
社
の
あ
る
「
ま
の
は
な
」
に
移
す
こ
と
に
し
た
。

［
宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
］

9
3
7

ク
ジ
ラ

飛
鯨
塔

岡
の
島

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子
美
地
島

1
8
0
3
か
1
8
4
3
文
化
3
年
か
弘
化

3
年

美
地
島
（
吉
原
に
よ
れ
ば
美
如
島
、
松
崎
は
吉
原
を
参
考
に
し
て
津
の
浦
港
と
し
て
い
る
）
は
無
人
島
で
、
岡
の
美
地
島
、
岡
の
島
か
ら
な
り
、
二
つ
は
防
波
堤
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
「
飛
鯨
塔
」
、
側
面
に
「
●
化
三
●
●
四
月
」
の
ほ
か
は
判
別
不
能
。
塚
も
侵
食
が
激
し
い
。
岡
の
島
の
岩
礁
に
鯨
が
引
っ
か
か
っ
て
死
ん
だ
。
鯨
が
死
ん
だ
地
点
に
塚
を
建
て

て
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。
宮
脇
・
細
川
の
調
査
で
は
発
見
で
き
ず
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]、

［
宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
］
、
鯨
文
化

H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]

9
3
8

魚
貝
藻

魚
貝
藻
霊
供
養
塔

魚
見
の
丘

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子
魚
泊

1
9
8
7

昭
和
6
2
年

遊
子
漁
業
協
同
組
合
が
、
昭
和
6
2
年
1
1
月
に
魚
泊
北
の
山
頂
に
高
さ
8
.8
メ
ー
ト
ル
の
「
魚
貝
藻
霊
供
養
塔
」
を
建
立
。
こ
の
地
は
、
「
魚
見
の
丘
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
大
蔵
大
臣
宮

澤
喜
一
の
書
。
約
5
0
0
人
も
の
、
多
く
の
人
の
寄
附
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
。
は
ま
ち
、
真
珠
、
真
珠
貝
、
ま
だ
い
の
各
養
殖
漁
業
者
、
定
置
網
、
建
網
、
一
般
の
漁
業
者
、
地
元

住
民
、
真
珠
入
漁
者
、
さ
ら
に
は
得
意
先
(漁
協
の
？
）
ま
で
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
地
域
を
あ
げ
て
建
設
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
動
物
の
お
墓

H
P

9
3
9

魚
類

（
魚
霊
塔
）

漁
協
埋
め
立
て
地

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子

1
9
7
3

昭
和
4
8
年

遊
子
漁
協
が
、
漁
協
裏
の
埋
め
立
て
地
に
建
て
た
。
こ
の
年
に
赤
潮
が
発
生
し
て
、
養
殖
ハ
マ
チ
が
大
量
死
し
た
た
め
、
そ
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
た
。

[武
智
1
9
9
6
]

9
4
0

魚
類

（
魚
霊
塔
）

竜
元
島

愛
媛

宇
和
島
市
遊
子

1
9
7
8

昭
和
5
3
年

遊
子
漁
協
は
、
昭
和
5
3
年
6
月
に
湾
内
の
竜
王
島
に
供
養
塔
を
建
て
て
い
る
。

[武
智
1
9
9
6
]

9
4
1

ブ
リ

鰤
珠
観
世
音
菩
薩

恵
比
須
鼻

愛
媛

宇
和
島
市
津
島
町
北
灘

1
9
8
2
昭
和
5
7
年

「
鰤
珠
観
世
音
菩
薩
」
、
北
灘
漁
協
が
昭
和
5
7
年
に
建
立
。
4
月
に
供
養
と
安
全
祈
願
を
慈
済
寺
住
職
を
呼
ん
で
行
な
う
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

9
4
2

シ
ン
ジ
ュ
真
珠
貝
供
養
塔

大
場
の
鼻

愛
媛

宇
和
島
市
津
島
町
嵐

1
9
8
0
昭
和
5
5
年

「
真
珠
貝
供
養
塔
」
、
昭
和
5
5
年
に
下
灘
漁
協
が
建
立
。
毎
年
9
月
2
0
日
に
供
養
塔
前
で
、
真
珠
（
ア
コ
ヤ
貝
）
の
供
養
祭
。

○
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

9
4
3

魚
類

三
界
萬
霊
魚
介
供
養

塔
長
浜
漁
港

愛
媛

大
洲
市
長
浜
町
下
浜

1
9
8
1

昭
和
5
6
年

恵
比
須
さ
ま
の
祠
、
魚
介
供
養
塔
、
殉
職
の
碑
と
並
ん
で
い
る
。
殉
職
塔
の
背
に
、
小
さ
い
祠
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
な
か
に
魚
籃
観
音
が
あ
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
4
4

タ
イ

大
漁
記
念
碑

江
ノ
島

愛
媛

越
智
郡
上
島
町
江
ノ
島

魚
島
の
江
ノ
島
周
辺
が
タ
イ
の
漁
場
と
し
て
活
況
を
て
い
し
た
時
代
に
建
て
ら
れ
た
。

[武
智
1
9
9
6
]

9
4
5

タ
イ

（
び
し
ゃ
も
ん
碑
）

魚
島
西
の
井
海
岸

愛
媛

越
智
郡
上
島
町
魚
島

黒
石
の
自
然
石
。
タ
イ
の
初
水
揚
げ
の
と
き
、
と
れ
た
タ
イ
の
最
も
大
き
な
も
の
を
び
し
ゃ
も
ん
碑
の
岩
に
た
た
き
つ
け
る
よ
う
に
お
供
え
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
こ
の
タ
イ
を
大
根

ナ
マ
ス
に
し
て
各
戸
に
配
っ
た
。

[武
智
1
9
9
6
]

9
4
6

ク
ジ
ラ

（
鯨
骨
絵
馬
）

八
幡
宮

愛
媛

四
国
中
央
市
川
之
江

1
8
6
4

文
久
4
年

春
正
月
十
有
四
日
と
同
廿
日
に
こ
の
里
の
洋
沖
で
捕
ら
え
た
鯨
の
骨
を
奉
納
し
た
も
の
。

[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]

9
4
7

魚
類

魚
霊
塔

泊
崎
鼻

愛
媛

西
予
市
三
瓶
町
下
泊

1
9
8
2

昭
和
5
7
年

昭
和
5
7
年
1
0
月
建
立
。
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
併
せ
て
後
世
ま
で
の
豊
漁
を
祈
願
し
、
魚
介
類
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
。
五
台
の
石
像
は
、
北
太
平
洋
、
南
太
平
洋
、
北
大

西
洋
、
南
大
西
洋
、
北
極
海
南
極
海
、
イ
ン
ド
洋
の
七
つ
の
海
を
、
中
央
の
空
隙
は
、
魚
霊
の
供
養
、
豊
漁
の
感
謝
を
祈
る
合
唱
と
、
魚
の
形
態
を
表
現
し
た
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
動
物
の
お
墓

H
P

9
4
8

ク
ジ
ラ

嗚
呼
大
鱗
鯨
子
墓

組
中
建
立

楠
の
浦

愛
媛

西
予
市
明
浜
町
俵
津
西
部

1
8
7
0

明
治
3
年

石
碑
に
は
「
明
治
三
午
年
呼
鳴
大
鱗
鯨
子
墓
　
組
中
建
立
」
と
あ
り
、
明
治
３
年
に
俵
津
湾
で
捕
獲
さ
れ
た
鯨
を
祀
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
以
前
は
、
浜
辺
に
あ
っ
た
。
昭
和
4
9
年
1
0

月
に
明
浜
町
の
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
屋
根
付
き
の
囲
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
動
物
の
お
墓

H
P
、
[宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
]、
鯨

文
化
H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]

9
4
9

ク
ジ
ラ

鱗
王
院
殿
法
界
全
果

大
居
士

碆
の
手

愛
媛

西
予
市
明
浜
町
高
山

1
8
3
7

天
保
8
年

天
保
8
年
に
獲
れ
た
大
鯨
の
も
の
。
「
鱗
王
院
殿
法
界
全
果
大
居
士
」
と
い
う
戒
名
の
位
牌
が
つ
く
ら
れ
、
年
忌
法
要
も
行
わ
れ
て
い
る
。
天
保
8
年
の
大
飢
饉
の
お
り
に
、
丸
石
網

代
で
は
寄
鯨
が
あ
り
、
人
々
は
飢
饉
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
村
人
は
鯨
様
と
呼
び
親
し
み
、
供
養
し
て
き
た
。
「
鱗
王
院
殿
法
界
全
果
大
居
士
」
と
殿
様
級
の
戒
名
が
付
け

ら
れ
、
墓
碑
も
宇
和
島
藩
藩
主
に
よ
る
。
天
保
8
年
7
月
2
3
日
。
昭
和
4
9
年
1
0
月
に
明
浜
町
の
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
屋
根
付
き
の
囲
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
動
物
の
お
墓

H
P
、
[宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
]、
鯨

文
化
H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]

9
5
0

ク
ジ
ラ

（
過
去
帳
）

妙
高
山
金
剛
寺

愛
媛

西
予
市
明
浜
町
高
山

1
8
3
7

天
保
8
年

天
保
8
年
に
獲
れ
た
大
鯨
の
も
の
。
妙
高
山
金
剛
寺
で
葬
式
が
行
わ
れ
、
「
鱗
王
院
殿
法
界
全
果
大
居
士
」
と
い
う
戒
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

△
[吉
原
1
9
8
2
]、
[松
崎
2
0
0
4
]

9
5
1

ク
ジ
ラ

（
位
牌
）

妙
高
山
金
剛
寺

愛
媛

西
予
市
明
浜
町
高
山

1
8
3
7

天
保
8
年

天
保
8
年
に
獲
れ
た
大
鯨
の
も
の
。
妙
高
山
金
剛
寺
で
葬
式
が
行
わ
れ
、
「
鱗
王
院
殿
法
界
全
果
大
居
士
」
と
い
う
戒
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
位
牌
は
、
も
と
も
と
宇
都
宮
家
（
鯨

の
あ
が
っ
た
丸
石
網
代
の
持
網
代
だ
っ
た
本
浦
の
横
目
吉
右
衛
門
の
子
孫
）
に
あ
っ
た
。
1
9
6
9
年
に
宇
都
宮
家
は
横
須
賀
に
移
る
際
に
、
鯨
の
位
牌
を
金
剛
寺
に
託
し
た
。
同
時

に
、
横
須
賀
の
自
宅
に
も
祭
壇
を
設
け
、
立
正
佼
成
会
か
ら
も
ら
っ
た
戒
名
「
恭
生
院
法
修
良
徳
信
士
」
で
、
先
祖
の
位
牌
と
と
も
に
ま
つ
っ
て
い
る
[宮
脇
・
細
川
　
2
0
0
8
]。

古
い
位
牌
と
と
も
に
、
8
，
9
年
前
に
1
5
0
回
忌
で
作
ら
れ
た
新
し
い
位
牌
が
あ
る
[松
崎
2
0
0
4
]。

△
[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]、

鯨
文
化
H
P
、
[松
崎
2
0
0
4
]

9
5
2

ク
ジ
ラ

吊
大
魚
之
霊

子
持
岩

愛
媛

西
予
市
明
浜
町
宮
野
浦

1
9
0
7

明
治
4
0
年

「
吊
大
魚
之
霊
」
、
明
治
4
0
年
旧
3
月
1
3
年
に
獲
れ
た
、
背
美
鯨
の
お
墓
。
も
と
も
と
は
恵
美
須
様
の
下
に
埋
め
て
碑
を
建
て
た
が
、
子
持
岩
の
下
に
移
さ
れ
た
。
石
碑
に
は
「
吊

大
魚
之
霊
　
明
治
4
0
年
旧
３
月
1
3
日
」
と
あ
り
、
明
治
4
0
年
4
月
2
4
日
昼
ご
ろ
に
九
州
方
面
か
ら
き
た
帆
船
に
寄
り
添
っ
て
や
っ
て
き
た
鯨
を
捕
獲
し
た
。
昭
和
4
9
年
1
0
月
に
明
浜
町

の
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

○

[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]、

動
物
の
お
墓
H
P
、
[宮
脇
・
細

川
2
0
0
8
]、
鯨
文
化
H
P
、
[松
崎

2
0
0
4
]

9
5
3

ク
ジ
ラ

（
鯨
塚
）

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
串

1
8
8
2
's

無
銘
の
青
石
。
1
8
8
2
年
に
漂
着
し
た
鯨
の
た
め
に
建
立
し
た
。
塚
の
下
に
骨
を
埋
め
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
大
小
2
基
の
塚
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
村
び
と
は
「
大
魚
様
」
と
呼
ん
で
信
仰

し
て
い
た
と
い
う
。

○
[宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
]、
鯨
文
化

H
P

9
5
4

ク
ジ
ラ

大
乗
妙
典
一
字
一
石

鯨
灵
塔

旧
川
之
浜
小
学
校
校
庭

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
川
之
浜

1
8
9
0
's
明
治
2
0
年
代

「
大
乗
妙
典
一
字
一
石
鯨
灵
塔
」
、
「
奉
　
天
下
泰
平
」
、
「
納
　
浦
中
安
全
」
「
明
治
二
十
●
年
二
月
朔
日
」
、
「
施
主
　
水
野
藤
吉
」
と
あ
る
。
1
8
8
7
年
2
月
頃
、
川
之
浜
の
沖
合
を
漂

流
し
て
い
た
鯨
が
、
東
海
岸
の
ワ
ダ
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
水
野
兄
弟
が
発
見
し
、
村
び
と
に
助
け
を
も
と
め
て
、
鯨
を
生
け
捕
り
に
し
た
。
そ
の
後
、
鯨
の
骨
を
埋
め
、
慰
霊
の
た

め
に
塚
を
建
て
た
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
[宮
脇
・
細
川

2
0
0
8
]、
鯨
文
化
H
P

9
5
5

ク
ジ
ラ

（
鯨
塚
）

漁
港

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
串

1
8
8
2
's
明
治
初
年

無
銘
の
青
石
。
1
8
8
2
年
に
漂
着
し
た
鯨
の
た
め
に
建
立
し
た
。
塚
の
下
に
骨
を
埋
め
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
大
小
2
基
の
塚
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
村
び
と
は
「
大
魚
様
」
と
呼
ん
で
信
仰

し
て
い
た
と
い
う
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
[宮
脇
・
細
川

2
0
0
8
]、
鯨
文
化
H
P

9
5
6

ク
ジ
ラ

鯨
地
蔵

フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
近
く
の
三
差
路

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
三
崎

1
8
3
8

天
保
9
年

「
天
保
」
と
い
う
文
字
の
み
ら
れ
る
地
蔵
。
そ
の
台
座
は
昭
和
4
7
年
1
0
月
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
。

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
5
7

魚
類

魚
霊
供
養
塔

漁
港

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
正
野

1
9
6
1

昭
和
3
6
年

崖
の
上
に
エ
ビ
ス
様
の
祠
が
あ
り
、
そ
の
下
方
に
供
養
塔
が
あ
る
。
「
昭
和
3
6
年
8
月
建
立
　
魚
霊
供
養
塔
　
其
田
惣
治
　
当
時
8
8
歳
」
と
あ
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]

9
5
8

ク
ジ
ラ

追
海
魚
鱗
善
鯨
位

漁
港

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
小
島

1
8
7
9

明
治
1
2
年

「
追
海
魚
鱗
善
鯨
位
」
「
明
治
十
二
己
卯
」
と
書
か
れ
た
青
石
の
自
然
石
。
か
つ
て
は
道
路
下
の
海
岸
に
立
っ
て
い
た
が
、
道
路
や
港
湾
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
集
落
内
の
現
在

地
に
移
さ
れ
た
。
1
8
7
9
年
に
、
集
落
の
西
の
海
岸
の
岩
場
に
う
ち
あ
げ
ら
え
た
鯨
で
、
集
落
の
人
々
の
食
糧
に
な
っ
た
の
で
、
人
々
は
鯨
に
感
謝
し
、
冥
福
を
祈
る
た
め
に
骨
を
埋

め
、
塚
を
建
て
た
。
鯨
塚
の
左
手
に
は
地
蔵
２
体
と
、
三
界
萬
霊
塔
が
立
っ
て
い
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
[宮
脇
・
細
川

2
0
0
8
]、
鯨
文
化
H
P

9
5
9

ウ
ミ
ガ
メ
亀
大
明
神

須
賀
公
園
入
り
口

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
三
机

事
務
所
の
前
に
お
地
蔵
さ
ん
が
ま
と
め
て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
一
番
左
が
｢亀
大
明
神
」
で
亀
に
似
た
自
然
石
の
上
に
石
碑
を
乗
せ
て
い
る
。

○
[武
智
1
9
9
6
]、
動
物
の
お
墓

H
P

9
6
0

ク
ジ
ラ

妙
鯨
之
位

須
賀
公
園
入
り
口

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
三
机

1
8
0
9

文
化
6
年

「
妙
鯨
之
位
」
「
●
化
六
年
巳
巳
十
一
月
」
「
三
机
所
中
」
と
あ
り
、
文
化
6
年
に
イ
リ
コ
の
大
群
を
追
っ
て
三
机
湾
入
り
江
に
入
っ
て
き
て
捕
ら
え
ら
れ
た
鯨
の
霊
を
祀
っ
た
も
の
。
丸

石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
つ
け
、
服
を
着
け
ら
れ
地
蔵
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
６
つ
の
地
蔵
が
並
ぶ
な
か
の
一
つ
。
文
化
6
年
に
イ
ワ
シ
を
追
っ
て
三
机
湾
に
入
り
、
座
礁
し
た
鯨
を
記

念
し
て
建
立
し
た
も
の
。

○
[吉
原
1
9
8
2
]、
[武
智
1
9
9
6
]、

動
物
の
お
墓
Ｈ
Ｐ
、
[宮
脇
・
細

川
2
0
0
8
]

9
6
1

魚
類

魚
魂

須
賀
公
園

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
三
机

1
9
7
5

昭
和
5
0
年

昭
和
5
0
年
1
0
月
建
立
の
鯛
の
形
の
魚
霊
碑
。
座
の
右
側
面
に
は
「
建
設
委
員
会
　
発
起
人
　
二
宮
善
治
郎
会
長
　
浜
松
清
市
　
副
会
長
井
上
芳
久
　
委
員
　
稲
井
冨
士
雄
　
清
川

義
一
　
大
石
登
久
善
　
松
谷
頼
幸
　
山
本
正
則
　
本
島
正
介
　
浜
家
幸
一
　
冨
永
岩
男
森
谷
作
太
郎
　
福
島
朝
行
　
森
重
郎
　
土
居
富
士
吉
　
井
戸
本
四
郎
　
吉
島
寅
男
　
和
田

直
行
　
長
尾
普
美
雄
　
安
田
安
光
　
松
下
和
美
　
大
森
ユ
キ
子
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
　
石
工
　
福
島
石
材
」
。
ま
た
左
側
面
に
は
「
寄
附
者
瀬
戸
町
　
瀬
戸
町
議
会
　
二
宮
善
治
郎

四
国
電
力
　
若
築
建
設
　
堀
田
建
設
　
西
幸
土
建
」
と
あ
る
。

○
動
物
の
お
墓
H
P

9
6
2

ク
ジ
ラ

捕
鯨
供
養
塔

愛
媛

西
宇
和
郡
伊
方
町
名
取

1
9
2
9

昭
和
4
年

風
化
が
は
げ
し
く
正
面
「
捕
鯨
供
養
塔
」
の
文
字
が
か
ろ
う
じ
て
読
め
る
。
1
9
2
9
年
ご
ろ
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
1
9
1
1
年
に
イ
ワ
シ
鯨
が
定
置
網
に
か
か
っ
た
。
浜
は
大
騒

ぎ
に
な
り
、
な
ん
と
か
浜
の
浅
い
と
こ
ろ
に
追
い
上
げ
、
引
っ
張
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
が
、
綱
が
切
れ
た
の
で
、
仕
方
な
く
殺
し
、
水
中
で
解
体
し
た
。
腹
か
ら
大
漁
の
イ
ワ
シ
が
で
て
き

た
。
鯨
は
八
幡
浜
に
運
ん
で
売
り
さ
ば
い
た
。
こ
の
塚
は
1
9
4
9
年
の
デ
ラ
台
風
に
よ
っ
て
流
出
し
た
が
、
宇
和
島
南
高
の
西
谷
教
諭
が
港
は
ず
れ
の
波
打
ち
際
で
発
見
し
、
旧
三

崎
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
現
在
地
に
設
置
さ
れ
た
。

[宮
脇
・
細
川
2
0
0
8
]、
鯨
文
化

H
P

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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9
6
3

魚
類

魚
霊

塔
今

出
漁

港
愛

媛
松

山
市

今
出

漁
船

溜
り

1
9
8
8

昭
和

6
3
年

昭
和

6
3
年

1
1
月

吉
日

に
、

今
出

漁
業

協
同

組
合

が
建

立
。

魚
霊

塔
の

脇
に

、
建

立
者

の
名

簿
碑

が
あ

る
。

○
［
渡

部
・
高

津
2
0
0
1
］

9
6
4

魚
類

波
切

地
蔵

尊
愛

媛
松

山
市

興
居

嶋
御

手
洗

[千
葉

1
9
7
4
]

9
6
5

魚
類

魚
霊

塔
諏

訪
崎

先
端

愛
媛

八
幡

浜
市

諏
訪

崎
1
9
3
6

昭
和

1
1
年

西
宇

和
郡

内
の

漁
業

者
に

よ
る

献
金

で
、

昭
和

1
1
年

8
月

に
八

幡
浜

湾
の

入
り

口
、

諏
訪

崎
突

端
に

魚
霊

塔
が

建
立

さ
れ

た
。

昭
和

6
年

に
西

宇
和

郡
内

漁
業

遭
難

者
慰

霊
と

魚
供

養
を

行
っ

た
こ

と
が

建
立

の
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

祭
文

「
斉

し
く
是

れ
生

霊
を

天
地

の
間

に
う

く
、

人
死

し
て

後
栄

あ
ら

ば
魚

類
何

す
れ

ぞ
余

光
無

か
ら

ん
や

、
邦

国
事

古
来

よ
り

魚
類

は
穀

類
と

共
に

食
糧

の
主

た
る

も
の

な
る

は
海

の
幸

、
山

の
幸

の
詞

に
の

こ
る

況
ん

や
此

の
地

、
大

八
幡

浜
町

の
繁

栄
が

、
魚

類
の

集
散

の
大

な
る

に
基

因
す

る
に

於
て

お
や

、
あ

あ
、

有
用

動
物

の
汝

よ
、

己
を

犠
牲

に
供

し
人

類
の

幸
福

を
得

せ
し

む
る

可
憐

な
る

か
な

。
虎

は
死

し
て

皮
を

の
こ

し
、

汝
は

形
骸

を
供

し
て

産
業

発
展

に
資

せ
ん

と
す

。
豈

そ
れ

本
懐

な
ら

ず
と

せ
ん

や
、

い
さ

さ
か

言
を

陳
ね

て
魂

を
慰

む
と

す
。

　
昭

和
6
年

3
月

2
4
日

　
八

幡
浜

向
灘

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
　

魚
類

共
同

販
売

所
」
。

建
立

後
は

、
毎

年
海

の
日

に
、

市
漁

協
が

塔
ま

で
船

を
だ

し
、

海
中

に
神

酒
を

ま
き

、
麩

を
投

げ
て

、
魚

類
の

豊
漁

を
祈

念
し

て
い

る
と

い
う

。

○
[八

幡
浜

市
誌

編
纂

会
1
9
7
5
]、

[武
智

1
9
9
6
]、

動
物

の
お

墓
H
P

9
6
6

ア
ユ

よ
み

が
え

れ
鮎

四
万

十
川

西
部

漁
業

協
同

組
合

高
知

四
万

十
市

西
土

佐
江

川
崎

1
9
9
7

平
成

9
年

「
よ

み
が

え
れ

鮎
」
、

平
成

9
年

8
月

に
、

組
合

事
務

所
隣

に
、

鮎
供

養
の

た
め

に
建

立
し

た
。

初
代

組
合

長
の

こ
ろ

か
ら

供
養

祭
は

あ
っ

た
よ

う
だ

が
、

漁
獲

減
少

等
に

よ
り

平
成

9
年

に
漁

協
で

供
養

碑
を

建
立

し
、

一
年

の
豊

漁
と

鮎
供

養
を

祭
事

と
し

て
行

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
6
7

カ
ツ

オ
鰹

供
養

の
碑

高
知

高
岡

郡
中

土
佐

町
久

礼
1
9
9
4

平
成

6
年

1
9
9
4
 年

に
は

町
の

イ
メ

ー
ジ

ソ
ン

グ
や

鰹
供

養
碑

を
作

る
一

方
で

、
町

づ
く
り

の
中

核
的

. 
施

設
と

な
り

、
体

験
や

販
売

が
で

き
る

「
黒

潮
体

験
創

造
の

館
・
黒

潮
工

房
」
と

温
泉

宿
泊

施
設

「
黒

. 
潮

本
陣

」
の

整
備

に
着

手
し

た
。

動
物

の
お

墓
H

P

9
6
8

魚
類

・
海

難
者

海
難

者
・
魚

介
類

供
養

塔
高

知
土

佐
清

水
市

清
水

[千
葉

1
9
7
4
]、

[吉
原

1
9
8
2
]

9
6
9

ク
ジ

ラ
為

鯨
供

養
也

海
蔵

院
高

知
土

佐
清

水
市

窪
津

1
8
1
2

文
化

9
年

津
呂

組
　

へ
ん

ろ
み

ち
　

文
化

9
年

申
年

　
為

鯨
供

養
也

　
海

蔵
院

住
法

印
祐

天
。

施
主

：
奥

宮
正

敬
 。

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

9
7
0

ク
ジ

ラ
法

界
万

霊
地

蔵
戎

神
社

高
知

土
佐

清
水

市
窪

津
1
8
1
3

文
化

1
0
年

石
灯

籠
も

奉
納

さ
れ

て
い

る
。

[松
崎

2
0
0
4
]

9
7
1

ク
ジ

ラ
鯨

場
所

中
常

夜
灯

一
王

子
神

社
高

知
土

佐
清

水
市

窪
津

1
8
0
9

文
化

6
年

鯨
納

屋
場

が
あ

っ
た

と
さ

れ
る

場
所

に
立

っ
て

い
る

。
[松

崎
2
0
0
4
]

9
7
2

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

高
知

南
国

市
[藤

井
1
9
9
8
]に

よ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

9
7
3

ク
ジ

ラ
（
鰐

口
）

鹿
島

神
社

高
知

幡
多

郡
黒

潮
町

　
鹿

島
1
6
5
2

慶
安

5
年

尾
州

名
古

屋
住

人
　

尾
池

四
郎

右
衛

門
尉

正
次

が
慶

安
五

壬
辰

年
三

月
吉

日
に

捕
鯨

成
功

を
感

謝
し

て
寄

進
し

た
も

の
で

、
「
南

無
妙

法
蓮

華
経

　
鯨

魚
頓

生
菩

提
」
と

い
う

銘
が

あ
る

。
他

に
、

尾
池

は
地

下
寺

、
西

寺
や

浮
津

の
八

王
子

に
も

鰐
口

を
奉

納
。

[吉
原

1
9
8
2
]

9
7
4

カ
ツ

オ
魚

籃
観

音
金

剛
頂

寺
高

知
室

戸
市

元
乙

観
音

が
カ

ツ
オ

を
持

っ
て

い
る

。
[川

島
2
0
0
5
]

9
7
5

ク
ジ

ラ
捕

鯨
八

千
頭

精
霊

供
養

塔
金

剛
頂

寺
高

知
室

戸
市

元
乙

1
9
4
9

昭
和

2
4
年

捕
鯨

八
千

頭
精

霊
供

養
塔

、
山

下
竹

弥
太

。
昭

和
2
4
年

。
鯨

文
化

H
P

9
7
6

ク
ジ

ラ
（
鯨

供
養

釣
鐘

）
金

剛
頂

寺
高

知
室

戸
市

元
乙

泉
井

守
一

氏
寄

進
の

鯨
供

養
釣

鐘
。

鯨
文

化
H

P

9
7
7

ク
ジ

ラ
（
鯨

位
牌

）
金

剛
頂

寺
高

知
室

戸
市

元
乙

鯨
位

牌
鯨

文
化

H
P

9
7
8

ク
ジ

ラ
捕

鯨
八

千
頭

鯨
精

霊
供

養
塔

金
剛

頂
寺

高
知

室
戸

市
元

乙
捕

鯨
船

の
砲

手
が

建
立

。

9
7
9

ク
ジ

ラ
（
鰐

口
）

八
王

子
権

現
（
浮

津
八

王
子

宮
）

高
知

室
戸

市
浮

津
二

番
町

尾
州

名
古

屋
住

人
　

尾
池

四
郎

右
衛

門
尉

正
次

が
慶

安
五

壬
辰

年
三

月
吉

日
に

捕
鯨

成
功

を
感

謝
し

て
寄

進
し

た
も

の
で

、
「
南

無
妙

法
蓮

華
経

　
鯨

魚
頓

生
菩

提
」
と

い
う

銘
が

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

9
8
0

ク
ジ

ラ
（
梵

鐘
）

中
道

寺
高

知
室

戸
市

浮
津

1
8
3
7

天
保

8
年

寛
政

庚
申

（
1
8
0
0
）
か

ら
天

保
丁

酉
（
1
8
3
7
）
ま

で
に

千
頭

も
の

鯨
を

獲
っ

た
宮

地
氏

が
、

春
に

読
誦

供
養

し
た

も
の

の
、

心
が

休
ま

ら
ず

、
鋳

鐘
施

寺
を

し
た

が
っ

て
い

た
曾

祖
父

の
意

志
を

つ
ぐ

た
め

、
鐘

を
鋳

ら
せ

た
も

の
[吉

岡
1
9
3
8
]。

戦
時

中
に

供
出

さ
れ

た
の

で
、

残
っ

て
い

な
い

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

9
8
1

ク
ジ

ラ
南

妙
法

連
華

経
勇

魚
供

養
（
位

牌
）

中
道

寺
高

知
室

戸
市

浮
津

1
8
4
0

天
保

1
1
年

寛
政

か
ら

天
保

ま
で

に
獲

っ
た

千
頭

も
の

鯨
の

菩
提

を
弔

っ
た

3
枚

の
大

位
牌

の
う

ち
の

1
枚

。
天

保
1
1
年

、
宮

地
氏

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

9
8
2

ク
ジ

ラ
南

妙
法

連
華

経
勇

魚
供

養
（
位

牌
）

中
道

寺
高

知
室

戸
市

浮
津

1
7
8
9
-
1
8
4
3

寛
政

～
天

保
寛

政
か

ら
天

保
ま

で
に

獲
っ

た
千

頭
も

の
鯨

の
菩

提
を

弔
っ

た
3
枚

の
大

位
牌

の
う

ち
の

1
枚

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

9
8
3

ク
ジ

ラ
南

妙
法

連
華

経
勇

魚
供

養
（
位

牌
）

中
道

寺
高

知
室

戸
市

浮
津

1
7
8
9
-
1
8
4
3

寛
政

～
天

保
寛

政
か

ら
天

保
ま

で
に

獲
っ

た
千

頭
も

の
鯨

の
菩

提
を

弔
っ

た
3
枚

の
大

位
牌

の
う

ち
の

1
枚

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

9
8
4

ク
ジ

ラ
（
卒

塔
婆

）
中

道
寺

高
知

室
戸

市
浮

津
吉

岡
[1

9
3
8
]に

よ
れ

ば
、

卒
塔

婆
が

あ
っ

た
が

、
昭

和
9
年

の
暴

風
雨

で
破

壊
さ

れ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

9
8
5

魚
類

魚
籃

観
音

羽
根

岬
高

知
室

戸
市

羽
根

町
羽

根
岬

先
端

付
近

の
国

道
脇

に
海

を
望

む
よ

う
に

お
堂

が
建

っ
て

い
る

。
こ

の
堂

の
「
魚

籃
観

音
」
は

、
高

知
市

の
丸

和
石

材
店

の
社

長
が

奉
納

し
た

も
の

。
奉

納
し

た
そ

の
年

は
地

元
漁

協
の

定
置

網
が

大
豊

漁
だ

っ
た

と
い

う
。

9
8
6

魚
類

魚
霊

碑
筑

後
川

漁
業

協
同

組
合

福
岡

朝
倉

市
古

毛
「
魚

霊
碑

」
。

も
と

も
と

は
ふ

化
場

に
あ

っ
た

が
、

組
合

の
敷

地
に

移
動

す
る

。
3
月

上
旬

に
「
魚

霊
祭

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
漁

協
の

み
な

ら
ず

、
国

交
省

、
水

資
源

機
構

、
水

道
企

業
等

々
も

魚
霊

祭
に

参
加

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
8
7

ナ
マ

ズ
鯰

神
社

伏
見

宮
福

岡
春

日
市

那
珂

川
町

9
8
8

魚
類

魚
籃

観
音

南
蔵

院
福

岡
粕

屋
郡

篠
栗

町
大

字
篠

栗

「
さ

か
な

供
養

大
祭

」
が

開
か

れ
、

福
岡

市
中

央
卸

売
市

場
鮮

魚
市

場
の

関
係

者
な

ど
が

参
加

し
、

食
卓

に
の

ぼ
っ

た
魚

に
感

謝
し

、
そ

の
霊

を
慰

め
た

。
毎

年
行

っ
て

い
る

。
今

年
で

2
5
回

目
。

法
要

に
先

立
っ

て
境

内
で

は
、

塩
サ

バ
約

4
3
0
0
匹

が
無

料
で

配
ら

れ
、

長
蛇

の
列

が
で

き
た

（
2
0
0
7
/
0
5
/
1
4
　

西
日

本
新

聞
朝

刊
）
。

法
要

は
、

釈
迦

涅
槃

像
西

側
に

建
立

さ
れ

て
い

る
「
さ

ば
大

師
像

」
と

「
魚

霊
観

音
像

」
の

前
で

営
ま

れ
、

林
覚

乗
住

職
ら

六
人

の
僧

職
が

読
経

。
魚

だ
け

で
な

く
、

海
難

犠
牲

者
の

霊
の

供
養

と
、

今
後

の
航

海
の

安
全

な
ど

を
祈

願
し

た
。

福
岡

県
水

産
海

洋
技

術
セ

ン
タ

ー
も

供
養

祭
に

参
加

し
て

い
る

。

西
日

本
新

聞
、

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
8
9

魚
類

さ
ば

大
師

南
蔵

院
福

岡
粕

屋
郡

篠
栗

町
大

字
篠

栗
法

要
は

、
釈

迦
涅

槃
像

西
側

に
建

立
さ

れ
て

い
る

「
さ

ば
大

師
像

」
と

「
魚

霊
観

音
像

」
の

前
で

営
ま

れ
、

林
覚

乗
住

職
ら

六
人

の
僧

職
が

読
経

。
魚

だ
け

で
な

く
、

海
難

犠
牲

者
の

霊
の

供
養

と
、

今
後

の
航

海
の

安
全

な
ど

を
祈

願
し

た
。

西
日

本
新

聞
、

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
9
0

サ
ケ

鮭
塚

嘉
穂

町
鮭

神
社

福
岡

嘉
麻

市
嘉

穂
1
7
6
4

明
和

元
年

鮭
は

神
の

使
い

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
村

の
氏

子
の

人
々

は
鮭

を
食

べ
な

か
っ

た
。

毎
年

1
2
月

1
3
日

に
献

鮭
祭

が
行

わ
れ

る
。

［
依

田
2
0
0
7
］

9
9
1

サ
ケ

鮭
神

社
嘉

穂
町

鮭
神

社
福

岡
嘉

麻
市

嘉
穂

7
6
9

神
護

景
雲

4
年

鮭
を

祀
る

神
社

。

9
9
2

魚
類

魚
族

供
養

塔
恒

見
漁

港
福

岡
北

九
州

市
門

司
区

恒
見

町
生

魚
仲

買
人

組
合

が
建

立

9
9
3

魚
類

魚
霊

下
筑

後
川

漁
業

協
同

組
合

福
岡

久
留

米
市

安
武

町
武

島
2
0
0
3

平
成

1
5
年

「
魚

霊
」
、

平
成

1
5
年

7
月

に
漁

協
敷

地
内

に
建

立
し

た
。

も
と

も
と

別
の

場
所

で
魚

霊
祭

を
し

て
い

た
が

、
Ｈ

１
４

年
の

組
合

事
務

所
の

移
転

に
伴

い
、

事
務

所
横

に
魚

霊
碑

を
建

立
し

た
。

毎
年

７
月

に
「
魚

霊
祭

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
9
4

ウ
ミ

ガ
メ

竈
神

社
綿

津
見

神
社

福
岡

福
岡

市
東

区
三

苫
6
丁

目

9
9
5

ク
ジ

ラ
鯨

ノ
標

九
州

大
学

農
学

部
福

岡
福

岡
市

東
区

箱
崎

1
8
8
8

明
治

2
1
年

「
鯨

ノ
標

」
と

い
う

銘
。

博
多

湾
に

入
っ

て
き

た
鯨

を
捕

え
た

も
の

で
、

も
と

も
と

は
農

芸
化

学
新

館
裏

の
電

車
通

り
に

あ
っ

た
が

、
昭

和
2
5
年

ご
ろ

に
線

路
工

事
の

折
に

、
現

在
の

地
に

移
し

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H
P

9
9
6

ナ
マ

ズ
な

ま
ず

神
社

大
森

宮
福

岡
福

津
市

上
西

郷
1
3
9
4
-
1
4
8
7

室
町

時
代

大
内

義
興

に
西

郷
3
0
0
町

を
領

地
と

し
て

与
え

ら
れ

た
河

津
興

光
が

、
義

興
に

従
い

京
都

の
船

岡
山

の
戦

い
に

参
加

し
た

際
、

興
光

は
戦

で
傷

を
負

い
、

池
の

ほ
と

り
で

意
識

が
も

う
ろ

う
と

な
っ

た
。

そ
こ

に
大

き
な

ナ
マ

ズ
が

現
れ

、
興

光
を

背
中

に
の

せ
、

池
を

渡
り

味
方

の
も

と
へ

運
ん

で
く
れ

た
。

興
光

は
、

そ
の

ナ
マ

ズ
が

大
森

宮
の

神
様

だ
と

感
謝

し
、

今
後

西
郷

2
0
0
町

で
ナ

マ
ズ

を
食

べ
な

い
よ

う
に

と
お

ふ
れ

を
出

し
た

。
以

来
、

西
郷

で
は

ナ
マ

ズ
を

神
の

使
い

と
し

て
大

切
に

し
て

祀
っ

て
き

た
。

9
9
7

魚
類

魚
供

養
塔

宗
像
漁
協

福
岡

宗
像
市
神
湊

「
魚

供
養

塔
」
、

大
島

地
区

に
あ

る
。

大
島

支
所

に
て

8
月

に
魚

供
養

を
行

な
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
9
8

魚
貝

類
筑

前
鐘

崎
　

海
女

の
鐘
崎
漁
協

福
岡

宗
像
市
鐘
崎
字
浜

1
9
9
5

平
成

7
年

「
筑

前
鐘

崎
　

海
女

の
像

」
、

平
成

7
年

建
立

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

9
9
9

ウ
ナ

ギ
う

な
ぎ

供
養

碑
日

吉
神

社
福

岡
柳

川
市

坂
本

町
　

柳
城

公
園

1
9
6
7

昭
和

4
2
年

昭
和

4
2
年

7
月

1
日

に
、

鰻
の

養
殖

業
者

、
問

屋
、

料
理

組
合

な
ど

の
関

係
者

に
よ

り
建

立
さ

れ
、

供
養

祭
が

行
わ

れ
、

鰻
の

放
生

も
な

さ
れ

た
。

う
な

ぎ
供

養
碑

は
「
筑

後
路

の
旅

を
思

へ
ば

水
の

里
や

、
柳

川
う

な
ぎ

の
こ

と
に

恋
し

き
劉

寒
吉

」
(裏

面
）
。

「
昭

和
四

十
二

年
七

月
一

日
　

柳
川

う
な

ぎ
料

理
組

合
 松

月
　

本
吉

屋
　

旭
屋

　
山

福
　

菊
水

　
若

松
屋

御
花

　
勝

島
　

古
蓮

　
六

騎
　

大
東

　
山

口
川

魚
　

竜
川

魚
　

沖
端

漁
協

」

動
物

の
お

墓
H

P
、

［
依

田
2
0
0
7
］

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed

93魚類供養の研究



1
0
0
0

魚
類

魚
霊

千
間

土
居

公
園

福
岡

八
女

郡
立

花
町

大
字

北
山

中
川

原
矢

部
川

漁
業

協
同

組
合

に
よ

る
と

、
昭

和
4
8
年

8
月

に
建

立
し

た
「
魚

霊
」
が

、
八

女
市

立
花

町
の

矢
部

川
河

川
敷

に
あ

る
千

間
土

居
公

園
内

に
あ

る
。

毎
年

、
魚

霊
碑

の
前

で
、

川
魚

の
供

養
祭

を
し

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
0
1

ク
ジ

ラ
鯨

塚
沓

尾
漁

村
セ

ン
タ

ー
福

岡
行

橋
市

沓
尾

1
9
0
3

明
治

3
6
年

「
明

治
3
6
年

8
月

　
鯨

塚
　

沓
尾

浦
中

」
と

あ
る

[吉
原

1
9
8
2
]。

こ
の

鯨
塚

は
沓

尾
漁

村
セ

ン
タ

ー
そ

ば
の

祓
川

河
口

の
川

岸
に

建
て

ら
れ

て
い

る
。

も
と

も
と

龍
日

賣
神

社
の

前
に

あ
っ

た
が

、
台

風
被

害
で

現
在

地
に

移
動

し
た

。
体

長
1
8
メ

ー
ト

ル
の

鯨
を

長
崎

か
ら

モ
リ

師
を

呼
ん

で
し

と
め

た
そ

う
で

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
0
2

イ
ル

カ
鮼

大
明

神
佐

賀
伊

万
里

市
山

代
町

波
瀬

　
タ

ニ
ガ

島
1
9
2
1

大
正

1
0
年

大
正

1
0
年

1
2
月

3
0
日

に
イ

ル
カ

の
大

漁
を

記
念

し
て

建
て

た
。

上
部

に
エ

ビ
ス

像
が

あ
り

、
そ

の
下

に
「
鮼

大
明

神
」
と

書
か

れ
て

い
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

1
0
0
3

イ
ル

カ
鮼

大
明

神
佐

賀
伊

万
里

市
山

代
町

波
瀬

　
タ

ニ
ガ

島
1
9
4
3

昭
和

1
8
年

昭
和

1
8
年

2
月

1
5
日

に
イ

ル
カ

の
大

漁
を

記
念

し
て

建
て

た
。

上
部

に
エ

ビ
ス

像
が

あ
り

、
そ

の
下

に
「
鮼

大
明

神
」
と

書
か

れ
て

い
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

1
0
0
4

ナ
マ

ズ
水

掛
け

ナ
マ

ズ
豊

玉
姫

神
社

佐
賀

嬉
野

市
嬉

野
町

大
字

下
宿

乙
豊

玉
姫

が
、

嬉
野

村
の

池
で

六
尺

も
の

大
き

な
ナ

マ
ズ

が
傷

つ
き

苦
し

ん
で

い
る

の
を

み
て

、
川

辺
に

わ
き

出
る

お
湯

を
か

け
て

傷
を

治
し

て
や

っ
た

。
こ

れ
に

感
謝

し
た

ナ
マ

ズ
は

、
姫

の
使

い
と

な
っ

た
。

危
難

が
近

付
く
と

、
池

か
ら

顔
を

だ
し

て
人

々
に

神
託

を
つ

げ
た

と
い

う
。

1
0
0
5

ク
ジ

ラ
鯨

乗
り

恵
比

須
像

佐
賀

唐
津

市
神

集
島

鯛
を

抱
い

た
恵

比
須

に
対

し
こ

の
恵

比
須

は
鯨

に
乗

っ
た

形
を

し
て

い
る

。
鯨

文
化

H
P

1
0
0
6

ク
ジ

ラ
石

像
恵

比
須

古
里

神
社

佐
賀

唐
津

市
名

護
屋

1
8
5
6

安
政

3
年

捕
鯨

関
係

者
が

奉
納

し
た

エ
ビ

ス
。

安
政

3
年

(1
8
5
6
)の

銘
鯨

文
化

H
P

1
0
0
7

ク
ジ

ラ
（
絵

図
）
小

川
島

鯨
鯢

合
戦

石
上

山
龍

昌
院

佐
賀

唐
津

市
呼

子
町

字
先

方
1
8
4
0

天
保

1
1
年

「
組

あ
け

に
は

、
毎

年
、

竜
昌

寺
で

、
多

く
の

僧
侶

を
請

待
し

、
鯨

鯢
の

供
養

を
営

み
、

亡
鯨

の
日

や
法

号
を

卒
塔

婆
に

書
き

、
こ

れ
を

唱
え

て
、

読
経

が
終

わ
る

と
供

物
を

海
に

流
し

た
」
な

ど
が

書
か

れ
て

い
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

1
0
0
8

ク
ジ

ラ
竜

（
龍

）
昌

院
石

上
山

龍
昌

院
佐

賀
唐

津
市

呼
子

町
字

先
方

1
7
5
5

宝
暦

5
年

三
代

目
中

尾
甚

六
（
茂

啓
）
が

夢
で

助
け

を
求

め
て

き
た

子
持

ち
鯨

を
獲

っ
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
霊

を
慰

め
る

た
め

に
、

鯨
一

頭
の

代
金

で
宝

暦
5
年

に
竜

（
龍

）
昌

院
を

創
建

し
、

中
尾

家
の

菩
提

寺
と

し
、

鯨
の

精
霊

を
供

養
し

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

1
0
0
9

ク
ジ

ラ
鯨

鯢
千

本
供

養
塔

石
上

山
龍

昌
院

佐
賀

唐
津

市
呼

子
町

字
先

方
1
8
3
1

天
保

2
年

「
鯨

鯢
千

本
供

養
塔

」
で

左
側

に
「
天

保
2
年

卯
7
月

」
、

右
側

に
「
中

尾
七

代
雄

之
助

組
」
な

ど
と

あ
り

、
七

代
目

中
尾

甚
六

が
創

業
以

来
の

捕
獲

数
が

千
本

に
達

し
た

の
を

機
会

に
建

立
し

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
1
0

ク
ジ

ラ
鯨

鯢
供

養
塔

石
上

山
龍

昌
院

佐
賀

唐
津

市
呼

子
町

字
先

方
1
8
1
3
（
1
7
1
4
）

文
化

1
0
年

（
正

徳
4
年

）
正

徳
4
年

（
1
7
1
4
）
に

鉾
組

の
元

祖
松

尾
好

太
夫

が
鯨

の
供

養
塔

を
建

立
し

た
が

、
そ

の
百

年
後

に
曾

孫
の

嘉
六

が
8
8
歳

の
祝

い
に

、
損

傷
の

ひ
ど

か
っ

た
好

太
夫

に
よ

る
供

養
塔

を
建

て
替

え
た

。
「
鯨

鯢
千

本
供

養
塔

」
と

並
ん

で
立

っ
て

い
る

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
1
1

ク
ジ

ラ
南

無
阿

弥
陀

仏
（
万

霊
鯨

鯢
成

仏
）

西
念

寺
・
共

同
墓

地
佐

賀
唐

津
市

呼
子

町
君

塚
1
7
4
8

延
享

5
年

正
面

に
「
南

無
阿

弥
陀

仏
」
、

背
面

に
「
万

霊
鯨

鯢
成

仏
　

延
享

5
年

辰
載

七
月

1
5
日

　
中

川
興

四
兵

衛
重

次
建

立
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
1
2

ク
ジ

ラ
鯨

鯢
供

養
塔

観
音

堂
佐

賀
唐

津
市

呼
子

町
小

川
島

1
8
6
3

文
久

3
年

小
川

島
は

呼
子

か
ら

6
km

離
れ

た
小

島
で

、
こ

こ
に

鯨
の

胎
児

を
供

養
す

る
た

め
の

「
鯨

鯢
供

養
塔

」
が

あ
る

。
1
8
9
3
年

（
文

久
3
年

）
建

立
さ

れ
、

県
の

重
要

有
形

民
俗

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

「
鯨

見
張

所
」
の

解
説

文
に

は
、

小
川

島
を

基
地

と
す

る
玄

海
の

捕
鯨

に
つ

い
て

、
文

禄
3
年

（
1
5
9
4
年

）
に

当
時

の
唐

津
藩

主
寺

沢
志

摩
守

が
紀

州
・
熊

野
灘

か
ら

漁
夫

を
雇

い
、

突
取

法
に

よ
る

捕
鯨

を
行

わ
せ

た
の

が
始

ま
り

と
い

わ
れ

、
そ

の
後

、
唐

津
藩

の
保

護
の

下
、

網
に

よ
る

捕
鯨

が
盛

ん
に

行
わ

れ
た

が
、

明
治

維
新

後
は

藩
の

保
護

が
置

か
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
鯨

組
を

中
心

と
す

る
捕

鯨
は

衰
退

し
た

な
ど

が
書

か
れ

て
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ、

動
物

の
お

墓
H

P
、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
1
3

カ
ニ

蟹
の

碑
た

ら
竹

崎
温

泉
夜

灯
見

荘
佐

賀
藤

津
郡

太
良

町
大

浦
丙

駐
車

場
に

あ
る

カ
ニ

の
碑

の
前

で
、

8
月

3
日

に
カ

ニ
供

養
を

行
っ

た
。

1
0
1
4

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

動
物

埋
葬

場
長

崎
壱

岐
市

石
田

町
1
9
9
7

平
成

9
年

平
成

9
年

8
月

3
日

に
、

印
道

寺
沖

で
発

見
さ

れ
た

ウ
ミ

ガ
メ

が
、

石
田

町
の

動
物

埋
葬

場
に

埋
葬

さ
れ

た
。

[藤
井

2
0
0
8
]

1
0
1
5

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

長
崎

壱
岐

市
有

安
触

有
安

触
の

海
か

ら
数

百
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
あ

る
高

台
に

自
然

石
が

5
つ

な
ら

ん
で

た
っ

て
お

り
、

周
り

に
ツ

バ
キ

、
桃

、
シ

ュ
ロ

が
生

え
て

お
り

、
木

を
切

る
と

祟
り

が
起

こ
る

と
い

わ
れ

、
道

路
拡

張
の

と
き

も
、

そ
の

ま
ま

に
し

た
。

戦
後

ま
で

、
地

域
の

人
が

念
仏

を
あ

げ
、

盆
も

祀
っ

て
い

た
。

今
は

地
主

だ
け

が
祀

っ
て

い
る

。
「
オ

タ
カ

サ
ン

」
「
供

養
サ

ン
」
と

呼
ば

れ
、

ウ
ミ

ガ
メ

を
祀

っ
て

い
る

と
い

う
5
つ

の
自

然
石

の
一

つ
。

[藤
井

2
0
0
8
]

1
0
1
6

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

長
崎

壱
岐

市
有

安
触

有
安

触
の

海
か

ら
数

百
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
あ

る
高

台
に

あ
る

、
「
オ

タ
カ

サ
ン

」
「
供

養
サ

ン
」
と

呼
ば

れ
、

ウ
ミ

ガ
メ

を
祀

っ
て

い
る

と
い

う
5
つ

の
自

然
石

の
一

つ
。

[藤
井

2
0
0
8
]

1
0
1
7

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

長
崎

壱
岐

市
有

安
触

有
安

触
の

海
か

ら
数

百
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
あ

る
高

台
に

あ
る

、
「
オ

タ
カ

サ
ン

」
「
供

養
サ

ン
」
と

呼
ば

れ
、

ウ
ミ

ガ
メ

を
祀

っ
て

い
る

と
い

う
5
つ

の
自

然
石

の
一

つ
。

[藤
井

2
0
0
8
]

1
0
1
8

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

長
崎

壱
岐

市
有

安
触

有
安

触
の

海
か

ら
数

百
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
あ

る
高

台
に

あ
る

、
「
オ

タ
カ

サ
ン

」
「
供

養
サ

ン
」
と

呼
ば

れ
、

ウ
ミ

ガ
メ

を
祀

っ
て

い
る

と
い

う
5
つ

の
自

然
石

の
一

つ
。

[藤
井

2
0
0
8
]

1
0
1
9

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

長
崎

壱
岐

市
有

安
触

有
安

触
の

海
か

ら
数

百
メ

ー
ト

ル
の

距
離

に
あ

る
高

台
に

あ
る

、
「
オ

タ
カ

サ
ン

」
「
供

養
サ

ン
」
と

呼
ば

れ
、

ウ
ミ

ガ
メ

を
祀

っ
て

い
る

と
い

う
５

つ
の

自
然

石
の

一
つ

。
[藤

井
2
0
0
8
]

1
0
2
0

イ
ル

カ
海

豚
供

養
碑

長
崎

壱
岐

市
勝

本
町

辰
の

島
イ

ル
カ

供
養

。
鯨

文
化

H
P

1
0
2
1

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

塔
永

取
家

長
崎

壱
岐

市
勝

本
町

永
取

家
の

鯨
供

養
塔

。
永

取
家

は
、

元
治

元
年

5
月

（
1
8
6
4
）
に

、
永

く
鯨

を
捕

る
よ

う
に

と
平

戸
の

殿
様

か
ら

「
永

取
」
を

拝
命

し
、

勝
本

鯨
組

の
頭

と
し

て
隆

盛
を

極
め

た
。

鯨
を

取
っ

て
得

た
お

金
は

、
藩

主
の

参
勤

交
代

の
献

金
と

な
っ

て
い

た
と

い
う

。
鯨

文
化

H
P

1
0
2
2

ク
ジ

ラ
奉

読
誦

大
乗

妙
典

一
千

部
恵

美
須

浦
長

崎
壱

岐
市

芦
辺

町
恵

美
須

浦
1
7
1
7

享
保

2
年

「
奉

読
誦

大
乗

妙
典

一
千

部
」
（
正

面
）
、

「
享

保
２

丁
酉

年
3
月

吉
日

」
（
背

面
）
、

「
此

組
連

続
吉

祥
　

鯨
鯢

速
証

菩
提

」
（
側

面
）
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
2
3

ク
ジ

ラ
（
親

子
鯨

の
墓

）
恵

美
須

浦
長

崎
壱

岐
市

芦
辺

町
恵

美
須

浦
鯨

の
解

体
場

だ
っ

た
エ

ビ
ス

浦
の

傍
ら

に
小

さ
い

無
銘

の
石

塔
が

あ
り

、
土

地
の

人
は

親
子

の
鯨

の
墓

と
言

っ
て

い
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]

1
0
2
4

魚
類

春
一

番
の

塔
郷

ノ
浦

町
漁

協
長

崎
壱

岐
市

郷
ノ

浦
町

郷
ノ

浦
「
春

一
番

の
塔

」
。

9
月

に
郷

ノ
浦

町
漁

協
魚

供
養

祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
2
5

ボ
ラ

ボ
ラ

供
養

塔
長

崎
諫

早
市

高
来

町
[吉

原
1
9
8
2
]

1
0
2
6

ク
ジ

ラ
鯨

塔
長

崎
諫

早
市

仲
沖

町
1
8
8
5

明
治

1
8
年

諫
早

市
東

本
町

と
仲

沖
町

の
境

目
付

近
を

流
れ

る
小

さ
い

川
湊

橋
の

土
手

に
一

列
に

並
ぶ

。
「
東

本
町

道
路

湊
橋

竣
工

記
念

」
碑

と
大

「
恵

比
須

像
」
の

近
く
。

湊
橋

際
「
鯨

塔
」
の

隣
に

「
竜

宮
」
の

碑
、

2
基

の
「
恵

比
須

」
像

、
「
諫

早
漁

業
協

同
組

合
之

碑
」
「
旧

地
名

　
唐

津
」
が

並
ぶ

。
諫

早
市

仲
沖

町
は

有
明

海
に

注
ぐ

本
明

川
の

支
流

に
位

置
し

て
い

る
。

こ
こ

は
諫

早
湾

の
魚

介
類

の
集

積
地

で
、

そ
の

年
は

正
月

近
く
な

っ
て

も
不

漁
の

た
め

漁
民

の
生

活
も

苦
し

か
っ

た
。

そ
こ

に
大

き
い

鯨
が

迷
い

込
ん

で
き

た
。

こ
の

鯨
を

追
い

込
み

捕
ら

え
て

近
隣

に
売

り
払

い
生

活
危

機
を

乗
り

越
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

に
感

謝
し

、
漁

民
が

鯨
の

霊
を

慰
め

る
た

め
に

立
て

た
の

が
「
鯨

塔
」
と

い
わ

れ
て

い
る

。
大

き
い

苔
む

し
た

石
板

に
「
鯨

塔
」
「
諫

早
市

津
漁

民
中

敬
立

」
「
明

治
1
8
年

1
月

建
立

」
と

銘
記

。

鯨
文

化
H

P

1
0
2
7

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

塔
小

淵
墓

地
長

崎
北

松
浦

郡
小

値
賀

町
笛

吹
郷

1
6
9
5

元
禄

8
年

？
鯨

文
化

H
P

1
0
2
8

ク
ジ

ラ
為

鯨
鯢

成
仏

黒
瀬

橋
長

崎
五

島
市

富
江

町
黒

瀬
1
6
9
0

元
禄

3
年

黒
瀬

橋
の

近
く
に

あ
り

、
元

禄
3
年

に
紀

州
の

人
が

建
て

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
2
9

ク
ジ

ラ
鯨

墓
津

多
良

島
長

崎
五

島
市

富
江

町
黒

瀬
江

戸
時

代
初

期
に

、
津

多
良

島
に

て
上

五
島

奈
摩

の
漁

民
が

捕
鯨

を
は

じ
め

、
そ

れ
に

よ
り

黒
瀬

が
繁

盛
し

た
と

い
う

こ
と

で
、

進
藤

[1
9
7
0
]に

よ
る

と
、

こ
の

島
に

鯨
墓

が
あ

る
と

い
う

。
[吉

原
1
9
8
2
]

1
0
3
0

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

墓
長

崎
五

島
市

富
江

町
小

島
建

立
年

代
、

建
立

者
と

も
不

明
。

漁
船

の
遭

難
者

碑
と

も
言

わ
れ

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
3
1

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

碑
長

崎
五

島
市

富
江

町
小

島
同

上
の

鯨
供

養
墓

の
隣

に
並

ぶ
鯨

文
化

H
P

1
0
3
2

イ
ル

カ
海

豚
神

三
井

楽
の

浜
長

崎
五

島
市

富
江

町
鯨

文
化

H
P

1
0
3
3

魚
類

魚
籃

観
音

長
崎

五
島

市
三

井
楽

町
浜

ノ
畔

1
0
3
4

ク
ジ

ラ
鯨

魂
供

養
塔

東
光

寺
長

崎
佐

世
保

市
宇

久
町

鯨
供

養
塔

。
鯨

文
化

H
P

1
0
3
5

ク
ジ

ラ
鯨

魂
供

養
塔

長
崎

佐
世

保
市

宇
久

町
1
7
0
0
's

江
戸

中
期

鯨
魂

供
養

塔
 江

戸
中

期
。

鯨
文

化
H

P

1
0
3
6

ク
ジ

ラ
（
三

平
鯨

碑
）

和
田

津
美

神
社

長
崎

佐
世

保
市

相
浦

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
3
7

ボ
ラ

鯔
供

養
塔

大
浜

海
岸

長
崎

島
原

市
1
8
7
9

明
治

1
2
年

明
治

1
2
年

の
ボ

ラ
の

大
漁

で
、

ボ
ラ

を
供

養
す

る
た

め
に

、
ボ

ラ
大

尽
と

い
わ

れ
た

松
本

栄
三

郎
が

建
立

。

1
0
3
8

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

塚
）

長
崎

対
馬

市
木

坂
網

に
か

か
っ

て
死

ん
だ

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

を
海

岸
に

引
き

上
げ

て
、

木
坂

小
学

校
の

空
き

地
に

埋
め

た
。

祭
祀

が
あ

る
わ

け
で

は
な

い
。

[藤
井

2
0
0
8
]

1
0
3
9

シ
ン

ジ
ュ

ア
コ

ヤ
貝

之
霊

位
対

馬
真

珠
養

殖
組

合
長

崎
対

馬
市

厳
原

町
東

里
宇

野
良

「
ア

コ
ヤ

貝
之

霊
位

」
と

書
か

れ
た

位
牌

が
あ

る
。

6
月

に
ア

コ
ヤ

供
養

祭
を

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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1
0
4
0

魚
類

魚
籃

観
音

滝
の

観
音

長
崎

長
崎

市
平

間
町

間
の

瀬
万

治
2
年

（
1
6
5
9
）
唐

僧
の

創
立

し
た

禅
寺

が
あ

っ
た

が
、

寛
文

７
年

（
1
6
6
7
）
に

唐
商

・
許

登
授

が
観

音
堂

を
建

立
、

中
国

伝
来

の
魚

籃
観

音
像

を
本

尊
と

し
て

納
め

た
。

元
禄

４
年

（
1
6
9
1
）
に

領
主

・
諫

早
公

か
ら

山
林

の
寄

進
が

あ
り

、
そ

の
後

、
諌

早
家

祈
願

所
と

し
て

被
護

を
受

け
た

の
で

栄
え

た
。

境
内

に
は

十
八

羅
漢

を
は

じ
め

多
く
の

石
仏

石
像

が
あ

り
、

長
崎

在
留

の
唐

人
も

篤
く
尊

崇
し

た
。

1
0
4
1

魚
類

・
海

難
者

海
難

殉
職

者
慰

霊
之

碑
野

母
崎

三
和

漁
協

長
崎

長
崎

市
脇

岬
町

1
9
8
7

昭
和

6
2
年

「
海

難
殉

職
者

慰
霊

之
碑

」
、

昭
和

6
2
年

建
立

。
1
0
月

に
海

難
殉

職
者

の
慰

霊
祭

と
魚

供
養

祭
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
4
2

ク
ジ

ラ
鯨

鯢
三

十
三

死
生

真
教

寺
長

崎
平

戸
市

大
島

村
（
的

山
大

島
）

1
6
9
2

元
禄

5
年

平
戸

市
崎

方
町

の
旅

館
の

井
元

清
氏

に
よ

れ
ば

、
祖

先
が

的
山

大
島

で
捕

鯨
を

し
て

お
り

、
そ

こ
に

鯨
の

墓
が

あ
る

と
の

こ
と

。
「
元

禄
五

壬
申

本
与

羽
精

　
鯨

鯢
三

十
三

死
生

六
月

　
川

久
保

平
右

衛
門

」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
4
3

ク
ジ

ラ
鯨

の
供

養
塔

真
教

寺
内

の
井

元
家

の
墓

地
長

崎
平

戸
市

大
島

村
（
的

山
大

島
）

[吉
原

1
9
8
2
]

1
0
4
4

ク
ジ

ラ
鯨

霊
供

養
塔

最
教

寺
長

崎
平

戸
市

岩
の

上
町

1
6
9
5

元
禄

8
年

「
鯨

霊
供

養
塔

」
と

あ
り

、
背

面
に

は
「
本

組
　

富
永

林
右

衛
門

」
、

側
面

に
「
元

禄
八

乙
亥

年
　

夷
則

上
●

●
」
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
4
5

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

塔
最

教
寺

長
崎

平
戸

市
岩

の
上

町
1
9
3
8

昭
和

1
3
年

「
鯨

供
養

塔
」
の

背
面

は
「
昭

和
1
3
年

4
年

　
植

松
組

　
施

主
吉

住
勘

平
」
と

あ
り

、
建

立
し

た
吉

住
氏

は
平

戸
市

の
対

岸
・
江

迎
町

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
4
6

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

石
造

五
重

塔
長

泉
寺

長
崎

平
戸

市
前

津
吉

町
1
7
3
9

元
文

4
年

矢
島

H
P

1
0
4
7

魚
類

魚
霊

供
養

之
碑

　
海

難
者

供
養

之
碑

平
戸

市
漁

協
長

崎
平

戸
市

宮
の

町
「
魚

霊
供

養
之

碑
　

海
難

者
供

養
之

碑
」
。

エ
ビ

ス
祭

り
（
魚

供
養

、
豊

漁
、

安
全

祈
願

の
た

め
）
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
4
8

魚
類

（
エ

ビ
ス

様
）

志
々

伎
漁

協
長

崎
平

戸
市

志
々

伎
町

「
恵

比
寿

様
」
の

石
像

。
各

地
区

に
あ

り
。

エ
ビ

ス
祭

り
（
魚

供
養

、
豊

漁
、

安
全

祈
願

の
た

め
）

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
4
9

魚
類

生
月

魚
籃

観
音

長
崎

平
戸

市
生

月
町

1
9
8
0

昭
和

5
5
年

開
眼

は
昭

和
5
5
年

4
月

8
日

（
1
9
8
0
年

）
で

、
発

願
者

は
金

子
岩

三
さ

ん
（
金

子
長

崎
県

知
事

の
父

）
。

「
雄

大
に

し
て

無
限

の
海

の
資

源
を

有
す

る
生

月
島

の
象

徴
と

し
て

平
戸

と
相

対
す

る
丘

に
観

世
音

菩
薩

を
建

立
し

観
光

施
設

と
し

て
生

月
町

に
寄

贈
し

た
」
と

、
観

光
開

発
生

月
観

音
協

会
の

元
総

理
の

鈴
木

善
幸

氏
が

記
し

て
い

る
。

1
0
5
0

ク
ジ

ラ
（
鯨

恵
比

須
像

）
白

山
神

社
長

崎
平

戸
市

生
月

町
御

崎
浦

捕
鯨

納
屋

場
に

付
随

す
る

社
に

祀
ら

れ
て

い
た

も
の

。
白

山
神

社
所

蔵
。

鯛
を

抱
い

た
恵

比
須

の
下

部
に

、
網

に
掛

か
っ

た
鯨

の
姿

が
刻

ま
れ

て
い

る
。

鯨
取

り
に

と
っ

て
の

鯨
と

恵
比

須
神

と
の

関
係

を
示

す
、

民
俗

学
的

に
も

貴
重

な
資

料
。

鯨
文

化
H

P

1
0
5
1

ク
ジ

ラ
鯨

供
養

石
造

五
重

塔
 長

泉
寺

長
崎

平
戸

市
前

津
吉

町
1
7
3
9

元
文

4
年

 元
文

4
年

（
1
7
3
9
年

）
建

立
の

鯨
供

養
塔

（
県

指
定

）
が

あ
る

。
地

元
の

漁
民

が
鯨

の
鎮

魂
の

た
め

に
建

立
し

た
も

の
で

、
平

戸
の

江
戸

時
代

中
期

を
代

表
す

る
石

造
建

造
物

で
あ

る
。

鯨
文

化
H

P

1
0
5
2

ク
ジ

ラ
鯨

千
三

百
捨

二
本

供
養

塔
鯨

見
山

長
崎

南
松

浦
郡

新
上

五
島

町
有

川
郷

舟
津

1
7
1
2

正
徳

2
年

「
鯢

鯨
数

1
3
1
2
本

　
壬

辰
1
0
月

立
之

者
也

　
江

口
甚

右
衛

門
正

利
」
と

あ
り

、
正

徳
2
年

に
庄

屋
の

江
口

氏
が

鯨
供

養
塔

を
建

立
。

元
禄

4
年

（
1
6
9
1
）
か

ら
正

徳
2
年

（
1
7
1
2
）
ま

で
の

2
2
年

間
に

1
3
2
0
（
1
3
1
2
？

）
本

の
鯨

を
獲

っ
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
5
3

ク
ジ

ラ
（
鯨

骨
門

）
海

童
神

社
長

崎
南

松
浦

郡
新

上
五

島
町

有
川

郷
舟

津
鯨

見
山

・
山

麓
海

童
神

社
（
海

裳
神

社
、

カ
ッ

パ
が

祭
神

）
の

鳥
居

の
と

こ
ろ

に
、

鯨
骨

を
八

の
字

に
立

て
た

門
が

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

1
0
5
4

ク
ジ

ラ
海

豚
功

労
碑

海
童

神
社

長
崎

南
松

浦
郡

新
上

五
島

町
有

川
郷

舟
津

鯨
見

山
・
山

麓
イ

ル
カ

漁
功

労
者

三
代

を
顕

彰
。

[吉
原

1
9
8
2
]

1
0
5
5

ク
ジ

ラ
鯨

神
社

長
崎

南
松

浦
郡

新
上

五
島

町
有

川
不

明
。

鯨
文

化
H

P

1
0
5
6

ク
ジ

ラ
（
供

養
墓

）
福

寿
庵

・
殿

様
塚

側
長

崎
南

松
浦

郡
新

上
五

島
町

青
方

郷
字

山
口

福
寿

庵
の

周
囲

に
自

然
石

で
で

き
た

数
個

の
墳

墓
が

あ
っ

た
。

明
治

3
3
年

の
夏

、
墳

墓
が

崩
れ

た
と

き
墓

の
中

か
ら

多
く
の

小
石

が
で

て
き

た
の

で
、

村
び

と
が

集
め

て
殿

様
塚

の
側

に
埋

め
た

。
捕

鯨
を

営
ん

だ
者

が
殺

生
の

罪
障

を
消

す
た

め
に

一
字

一
石

の
供

養
を

し
た

の
で

供
養

墓
と

呼
ば

れ
て

い
た

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P

1
0
5
7

ク
ジ

ラ
南

無
阿

弥
陀

仏
（
鯨

百
六

頭
塚

）
供

養
山

長
崎

南
松

浦
郡

新
魚

の
目

町
字

丸
尾

郷
1
6
9
6

元
禄

9
年

百
六

頭
塚

と
も

言
わ

れ
る

。
元

禄
9
年

に
、

１
年

間
に

1
0
6
頭

も
捕

獲
し

た
こ

と
を

記
念

し
て

建
立

さ
れ

た
。

正
面

に
「
南

無
阿

弥
陀

仏
」
と

あ
り

、
側

面
に

は
「
奉

納
石

塔
婆

一
基

鯨
鯢

供
養

円
満

敬
白

　
奉

納
浄

土
三

部
妙

典
壱

部
一

字
一

石
敬

白
　

元
禄

九
丙

子
年

6
月

1
5
日

魚
目

組
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
5
8

ク
ジ

ラ
鯨

百
本

供
養

長
崎

南
松

浦
郡

新
魚

の
目

町
字

丸
尾

郷
1
7
4
4

寛
保

4
年

「
鯨

百
本

供
養

　
寛

保
四

甲
子

三
月

」
と

あ
る

。
小

屋
の

中
に

石
碑

が
3
基

並
ん

で
お

り
、

鯨
百

本
供

養
の

碑
を

中
央

に
、

左
が

「
百

六
頭

塚
」
、

右
側

に
魚

目
の

鯨
網

の
網

元
だ

っ
た

深
沢

義
太

夫
の

墓
（
1
6
9
4
年

）
が

並
ん

で
い

る
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
5
9

ク
ジ

ラ
鯨

百
頭

鯨
塚

長
崎

南
松

浦
郡

新
上

五
島

町
1
6
9
6

元
禄

9
年

深
沢

儀
太

夫
・
鯨

供
養

塔
・
元

禄
9
年

鯨
文

化
H

P

1
0
6
0

ク
ジ

ラ
一

字
一

石
の

供
養

墓
長

崎
南

松
浦

郡
新

上
五

島
町

青
方

奈
摩

1
9
0
0
's

明
治

中
頃

 「
青

方
」
の

鯨
墓

 明
治

の
中

頃
、

松
山

の
福

寿
庵

に
あ

っ
た

一
字

一
石

の
供

養
墓

を
こ

こ
へ

移
し

た
も

の
。

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
6
1

ナ
マ

ズ
鯰

宮
国

造
神

社
熊

本
阿

蘇
市

一
の

宮
町

手
野

1
0
6
2

魚
類

招
魚

観
音

熊
本

天
草

市
高

浜

1
0
6
3

魚
類

エ
ビ

ス
像

島
子

漁
協

熊
本

天
草

市
有

明
町

大
島

子
1
9
7
9

昭
和

5
4
年

「
エ

ビ
ス

像
」
、

昭
和

5
4
年

1
1
月

1
5
日

建
立

が
港

内
に

あ
る

。
1
1
月

1
5
日

に
豊

漁
祈

願
の

お
祭

り
を

す
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
6
4

ウ
ミ

ガ
メ

（
卒

塔
婆

）
熊

本
荒

尾
市

市
屋

1
9
9
0

平
成

2
年

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

の
漂

着
死

体
を

埋
葬

。
[有

明
海

に
ウ

ミ
ガ

メ
を

呼
び

も
ど

す
会

]に
よ

る
。

[小
島

2
0
0
5
]

1
0
6
5

ウ
ミ

ガ
メ

（
亀

の
祠

）
熊

本
荒

尾
市

蔵
満

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

の
漂

着
死

体
に

祠
。

[有
明

海
に

ウ
ミ

ガ
メ

を
呼

び
も

ど
す

会
]に

よ
る

。
[小

島
2
0
0
5
]

1
0
6
6

ノ
リ

ド
ゥ

ル
ー

女
史

顕
彰

碑
住

吉
神

社
境

内
熊

本
宇

土
市

住
吉

町
1
9
6
3

昭
和

3
8
年

全
国

の
海

苔
関

係
者

か
ら

募
金

を
募

り
、

 有
明

海
が

一
望

で
き

る
宇

土
市

住
吉

町
の

海
岸

に
面

す
る

小
高

い
丘

（
住

吉
神

社
の

敷
地

内
）
に

ド
ゥ

ル
ー

女
史

の
顕

彰
碑

を
建

立
。

昭
和

3
8
年

4
月

1
4
日

に
除

幕
式

が
行

わ
れ

た
。

そ
の

後
、

海
苔

関
係

者
は

毎
年

4
月

1
4
日

を
「
ド

ゥ
ル

ー
祭

」
と

証
し

て
顕

彰
を

続
け

、
2
0
0
1
年

に
は

「
ド

ゥ
ル

ー
女

史
生

誕
1
0
0
周

年
」
を

行
な

っ
た

。
昭

和
3
9
年

か
ら

近
隣

の
海

苔
漁

業
者

が
集

い
「
ド

ゥ
ル

ー
祭

」
を

行
な

い
、

2
0
0
4
年

に
は

4
1
回

目
を

迎
え

た
。

1
0
6
7

魚
類

魚
籃

観
音

向
陽

寺
熊

本
上

天
草

市
松

島
町

合
津

魚
籃

観
音

や
雨

乞
い

の
鐘

が
あ

る
。

1
0
6
8

魚
類

海
遺

熊
本

県
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー
熊

本
上

天
草

市
大

矢
野

町
中

1
9
9
1

平
成

3
年

「
海

遺
」
と

台
座

に
書

か
れ

た
鉄

製
の

魚
が

の
っ

た
海

遺
塔

。
平

成
3
年

に
木

製
の

塔
を

建
て

、
平

成
1
2
年

に
鉄

製
の

も
の

に
し

た
。

研
究

で
扱

っ
た

魚
介

類
の

供
養

の
た

め
に

、
水

研
会

（
職

員
の

任
意

団
体

）
で

建
立

し
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
6
9

ナ
マ

ズ
鯰

神
社

鯰
三

神
社

熊
本

上
益

城
郡

嘉
島

町
鯰

1
0
7
0

ナ
マ

ズ
鯰

神
社

大
池

神
社

熊
本

菊
池

郡
西

合
志

町
大

池
御

代
志

1
0
7
1

魚
類

エ
ビ

ス
像

横
島

漁
協

熊
本

玉
名

市
横

島
町

横
島

「
え

び
す

様
」
の

石
像

。
港

が
出

来
た

と
き

に
建

立
さ

れ
た

。
豊

漁
と

安
全

の
祈

願
を

、
4
月

ご
ろ

に
港

と
各

自
の

家
で

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
0
7
2

ナ
マ

ズ
鯰

神
社

阿
蘇

遥
拝

神
社

熊
本

人
吉

市
上

林
町

1
0
7
3

ナ
マ

ズ
鯰

神
社

日
奈

久
阿

蘇
神

社
熊

本
八

代
市

日
奈

久
大

坪
町

1
0
7
4

ク
ジ

ラ
翁

（
鯨

地
蔵

）
大

分
臼

杵
市

板
知

屋
板

知
屋

は
カ

ジ
キ

漁
の

盛
ん

な
と

こ
ろ

で
、

板
知

屋
漁

港
に

カ
ジ

キ
漁

関
係

の
碑

も
あ

り
、

そ
の

隣
に

鯨
地

蔵
と

呼
ば

れ
る

碑
が

立
っ

て
い

た
が

、
道

路
が

で
き

た
た

め
、

石
碑

と
切

り
離

さ
れ

、
民

家
側

に
移

さ
れ

、
地

蔵
の

隣
家

の
人

が
鯨

地
蔵

の
管

理
を

し
て

い
る

。
[宮

脇
・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
7
5

魚
類

三
界

魚
鱗

等
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

向
か

い
の

丘
大

分
臼

杵
市

板
知

屋
1
8
3
0
’
ｓ

天
保

年
間

建
立

年
の

記
入

は
な

い
が

、
古

い
も

の
。

隣
に

建
つ

聖
霊

菩
提

塔
（
天

保
9
年

）
と

同
じ

時
期

と
思

わ
れ

る
。

以
前

は
龍

神
様

と
し

て
部

落
で

、
海

上
安

全
と

大
漁

祈
願

を
し

て
い

た
。

1
9
8
0
年

代
現

在
で

は
、

富
田

久
松

さ
ん

が
お

稲
荷

さ
ん

と
と

も
に

祀
っ

て
い

る
。

[本
田

・
斎

藤
1
9
8
3
]

1
0
7
6

ア
ワ

ビ
・
サ

ザ
エ

・
ナ

マ
コ

鮑
栄

螺
海

鼠
供

養
塔

墓
地

大
分

臼
杵

市
風

成
1
9
1
7

大
正

6
年

大
正

初
年

に
風

成
沿

岸
で

、
ア

ワ
ビ

、
サ

ザ
エ

、
ナ

マ
コ

な
ど

が
た

く
さ

ん
獲

れ
、

二
十

数
隻

が
出

漁
し

、
臼

杵
、

大
分

、
別

府
方

面
に

出
荷

し
て

い
た

。
そ

の
関

係
者

が
大

正
6
年

旧
2
月

に
供

養
の

た
め

に
建

立
。

台
座

に
は

世
話

人
や

総
代

の
名

前
が

刻
ま

れ
て

い
る

。
[本

田
・
斎

藤
1
9
8
3
]

1
0
7
7

ク
ジ

ラ
大

鯨
魚

宝
塔

大
分

臼
杵

市
大

泊
1
8
7
1

明
治

4
年

「
明

治
4
年

辛
未

　
大

鯨
魚

宝
塔

　
2
月

朔
日

建
立

」
と

あ
る

。
明

治
初

年
に

大
泊

港
を

改
築

し
た

が
、

工
費

の
捻

出
し

苦
慮

し
て

い
る

と
き

に
、

明
治

3
年

2
月

朔
日

の
明

け
方

に
港

内
に

ナ
ガ

ス
鯨

が
あ

っ
た

。
そ

の
代

価
で

修
築

費
が

ま
か

な
え

た
の

で
、

村
民

は
2
月

1
6
日

に
大

橋
寺

か
ら

僧
侶

1
5
人

を
招

き
、

盛
大

な
施

餓
鬼

と
百

万
遍

を
行

い
、

一
周

忌
に

こ
の

塔
を

建
て

た
。

昭
和

4
4
年

に
百

回
忌

を
行

っ
て

い
る

。
2
0
0
7
年

2
月

1
日

に
「
鯨

様
」
の

1
3
8
回

忌
法

要
が

行
わ

れ
た

。
位

牌
に

は
「
三

界
萬

霊
」
と

書
か

れ
て

い
た

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

[千
葉

1
9
7
3
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
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ed
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1
0
7
8

ク
ジ

ラ
（
鯨

過
去

帳
）

大
橋

寺
大

分
臼

杵
市

大
泊

「
轉

生
大

鯨
善

魚
」
と

書
か

れ
た

過
去

帳
が

あ
る

。
1
8
7
0
年

の
2
月

1
日

に
鯨

が
現

れ
た

。
鯨

は
死

ん
だ

の
で

、
法

要
を

依
頼

し
た

。
東

保
と

い
う

人
が

訪
れ

、
傷

つ
い

た
鯨

の
そ

ば
で

祈
念

し
た

。
そ

の
後

、
2
月

2
6
日

に
浜

で
大

施
餓

鬼
を

行
な

っ
た

。
鯨

の
遺

骸
を

波
頭

西
詰

め
の

山
際

に
葬

り
、

そ
の

跡
に

石
塔

を
建

て
た

。
[宮

脇
・
細

川
2
0
0
8
]

1
0
7
9

ク
ジ

ラ
（
鯨

位
牌

と
鯨

法
要

）
老

人
憩

い
の

家
大

分
臼

杵
市

大
泊

1
4
0
年

近
く
、

大
泊

で
は

毎
年

、
「
鯨

様
」
の

法
要

を
行

な
っ

て
い

る
。

大
橋

寺
の

住
職

を
呼

ん
で

、
老

人
憩

い
の

家
の

祭
壇

に
「
三

界
萬

霊
」
と

書
か

れ
た

位
牌

を
並

べ
、

鯨
法

要
を

行
な

う
。

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]

1
0
8
0

魚
類

法
華

石
書

萬
霊

供
養

塔
大

分
臼

杵
市

大
泊

1
8
7
2

明
治

5
年

大
鯨

魚
宝

塔
の

傍
ら

に
あ

る
。

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
8
1

ク
ジ

ラ
釈

尼
鯨

真
珠

籠
製

造
工

場
近

く
大

分
臼

杵
市

大
浜

字
破

磯
1
8
9
4

明
治

2
7
年

「
明

治
廿

七
年

　
釈

尼
鯨

　
五

月
十

八
日

」
と

あ
る

。
基

礎
正

面
に

は
「
平

川
峯

蔵
、

稲
垣

雪
蔵

、
小

中
戸

佐
治

、
伊

東
権

次
郎

」
と

あ
る

。
大

浜
も

イ
ワ

シ
漁

が
主

で
、

鯨
は

豊
漁

・
不

漁
の

目
印

で
も

あ
っ

た
。

吉
井

[1
9
8
0
]に

よ
る

と
、

塚
の

前
に

住
ん

で
い

た
稲

垣
カ

ヨ
さ

ん
が

、
水

を
や

っ
た

り
、

掃
除

を
し

た
り

と
3
0
年

近
く
塚

の
世

話
を

し
て

き
た

と
い

う
が

、
稲

垣
さ

ん
が

亡
く
な

っ
て

か
ら

荒
れ

て
し

ま
っ

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
8
2

ク
ジ

ラ
鯨

之
墓

大
分

臼
杵

市
大

浜
字

松
ヶ

鼻
1
9
4
4

昭
和

1
9
年

「
鯨

之
墓

」
。

裏
面

に
「
昭

和
1
9
年

2
月

2
7
日

　
稲

垣
松

吉
　

定
雄

　
建

立
」
と

あ
る

。
不

幸
が

あ
っ

て
臼

杵
ま

で
坊

さ
ん

を
迎

え
に

行
く
時

に
見

つ
け

た
マ

ッ
コ

ウ
鯨

。
鉄

パ
イ

プ
の

鳥
居

を
建

て
て

熱
心

に
供

養
さ

れ
て

い
た

と
き

も
あ

っ
た

よ
う

だ
。

鯨
を

し
と

め
る

と
、

大
浜

の
浜

に
曳

航
し

、
破

磯
に

引
き

上
げ

、
解

体
し

て
肉

は
集

落
に

配
っ

た
。

腐
敗

の
進

ん
だ

死
体

は
、

松
ケ

鼻
に

埋
め

、
岩

の
上

に
墓

を
建

て
た

と
い

う
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
8
3

ク
ジ

ラ
鯨

之
墓

大
分

臼
杵

市
大

浜
字

松
ヶ

鼻
1
9
8
8

昭
和

6
3
年

鯨
之

墓
の

隣
に

、
も

う
一

基
あ

る
。

昭
和

6
3
年

4
月

6
日

に
、

日
高

勝
茂

氏
が

建
立

。
津

留
の

的
ヶ

浜
海

岸
に

鯨
ら

し
い

も
の

が
う

ち
あ

が
っ

た
。

老
人

会
が

遺
骸

を
供

養
し

た
。

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
8
4

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

墓
大

分
臼

杵
市

柿
之

浦
1
8
9
0
's

明
治

中
期

三
角

形
の

碑
。

明
治

の
中

ご
ろ

に
建

て
ら

れ
た

と
い

う
。

産
卵

の
た

め
に

上
陸

し
た

カ
メ

と
い

う
が

、
詳

細
は

不
明

。
[本

田
・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[小
島

2
0
0
5
]

1
0
8
5

ウ
ミ

ガ
メ

霊
亀

之
塔

富
士

甚
工

場
大

分
臼

杵
市

祇
園

西
区

1
8
9
9

明
治

3
2
年

塔
の

裏
面

に
、

「
明

治
3
2
年

渡
辺

甚
七

建
」
と

あ
る

。
富

士
甚

醤
油

会
長

に
よ

れ
ば

、
臼

杵
川

に
迷

い
込

ん
だ

大
亀

を
見

つ
け

、
捕

ら
え

た
も

の
の

、
弱

っ
て

死
ん

だ
の

で
、

こ
の

カ
メ

の
供

養
の

た
め

に
、

当
時

の
社

長
甚

七
が

建
て

た
と

い
う

。
[本

田
・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[小
島

2
0
0
5
]

1
0
8
6

ク
ジ

ラ
大

鯨
善

魚
供

養
塔

漁
港

岸
壁

大
分

臼
杵

市
佐

志
生

尾
本

1
8
8
6

明
治

1
9
年

正
面

「
明

治
1
9
年

　
大

鯨
善

魚
供

養
塔

　
戌

正
月

1
5
日

」
、

左
側

面
「
此

魚
無

垢
嶋

前
ニ

テ
拾

得
長

七
丈

八
尺

也
」
、

右
側

面
に

は
建

立
に

関
わ

っ
た

人
の

名
前

が
書

か
れ

て
い

る
。

か
つ

て
は

中
破

磯
の

防
波

堤
に

あ
り

、
実

際
に

遺
骨

も
埋

葬
さ

れ
て

い
た

。
津

久
見

市
の

無
垢

島
前

で
捕

ら
え

た
も

の
。

明
治

1
9
年

の
冬

に
、

無
垢

島
近

辺
に

油
が

浮
き

、
漁

師
た

ち
は

鯨
が

海
底

に
沈

ん
で

い
る

と
噂

を
し

た
。

臼
杵

湾
、

津
久

見
湾

か
ら

漁
師

が
鯨

を
引

き
上

げ
よ

う
と

集
ま

っ
て

き
た

。
1
週

間
後

に
佐

志
生

の
萬

徳
網

に
鯨

が
か

か
り

、
佐

志
生

の
他

の
網

元
も

協
力

し
て

鯨
を

引
き

上
げ

、
尾

本
の

大
浜

海
岸

ま
で

曳
航

し
た

。
鯨

の
死

体
を

尾
本

の
海

岸
に

葬
っ

た
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
8
7

ク
ジ

ラ
（
過

去
帳

）
大

橋
寺

大
分

臼
杵

市
平

清
水

1
8
7
0

明
治

3
年

過
去

帳
に

「
二

月
朔

日
　

転
生

大
鯨

善
魚

」
と

あ
り

、
大

泊
を

救
っ

た
ナ

ガ
ス

鯨
の

過
去

帳
。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]

1
0
8
8

魚
類

魚
の

墓
松

ヶ
鼻

地
蔵

大
分

臼
杵

市
津

留
1
9
8
0

昭
和

5
5
年

津
留

在
住

の
橋

本
民

義
さ

ん
と

橋
本

仁
佐

吉
さ

ん
が

、
退

職
後

に
そ

れ
ぞ

れ
釣

り
船

を
購

入
し

、
魚

釣
り

を
楽

し
ん

で
い

た
が

、
釣

っ
た

魚
の

霊
を

慰
め

る
た

め
に

墓
を

建
て

た
。

[本
田

・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
8
9

ア
サ

リ
貝

之
供

養
塔

松
ヶ

鼻
地

蔵
大

分
臼

杵
市

津
留

1
9
8
2

昭
和

5
7
年

津
留

地
区

で
、

ア
サ

リ
貝

の
採

捕
を

営
ん

で
い

た
坂

井
新

平
、

樋
口

福
市

、
東

与
之

蔵
、

日
高

正
義

、
日

高
勝

頼
、

日
高

馨
、

日
高

虎
和

の
七

氏
が

、
ア

サ
リ

貝
へ

の
感

謝
と

供
養

の
た

め
に

、
昭

和
5
7
年

1
0
月

に
建

立
。

[本
田

・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9
0

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

墓
恵

比
須

（
蛭

子
）
神

社
大

分
臼

杵
市

中
津

浦
1
9
6
8

昭
和

4
3
年

平
松

円
七

さ
ん

が
、

昭
和

4
3
年

5
月

に
建

立
。

大
分

県
少

年
自

然
の

家
付

近
で

、
磯

建
網

に
タ

イ
マ

イ
が

か
か

り
、

死
ん

で
し

ま
っ

た
の

で
、

供
養

の
た

め
に

、
恵

比
寿

神
社

境
内

に
埋

葬
し

た
。

[本
田

・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[小
島

2
0
0
5
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9
1

ウ
ミ

ガ
メ

亀
之

墓
恵

比
須

（
蛭

子
）
神

社
大

分
臼

杵
市

中
津

浦
1
9
8
6

昭
和

6
1
年

蛭
子

神
社

の
境

内
に

は
海

に
ゆ

か
り

の
あ

る
石

碑
が

集
め

ら
れ

て
お

り
、

右
か

ら
鯨

塚
、

亀
の

墓
、

遠
洋

漁
業

記
念

碑
、

南
無

妙
法

蓮
華

経
の

碑
、

蛭
子

神
社

の
祠

を
は

さ
ん

で
、

故
松

平
善

吉
君

之
碑

、
亀

の
墓

、
石

碑
が

並
ん

で
い

る
。

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9
2

魚
類

南
無

妙
法

蓮
華

経
（
諸

魚
供

養
塔

）
恵

比
須

（
蛭

子
）
神

社
大

分
臼

杵
市

中
津

浦
1
8
6
3

文
久

3
年

正
面

に
「
南

無
妙

法
蓮

華
経

　
諸

魚
供

養
・
村

中
安

全
」
、

裏
面

に
「
文

久
三

　
亥

正
月

日
　

日
　

寺
・
世

話
人

吉
左

エ
門

・
徳

治
」
と

あ
る

。
[本

田
・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9
3

ク
ジ

ラ
鯨

神
社

恵
比

須
（
蛭

子
）
神

社
大

分
臼

杵
市

中
津

浦
1
8
8
2

明
治

1
5
年

裏
面

に
「
明

治
十

五
年

　
九

月
十

日
　

宮
元

網
　

平
松

彌
四

郎
　

元
網

　
東

徳
冶

郎
　

●
網

　
●

●
●

兵
●

」
と

あ
る

。
中

津
浦

は
イ

ワ
シ

漁
が

盛
ん

で
、

イ
ワ

シ
を

追
っ

て
湾

に
入

り
込

み
（
イ

ワ
シ

網
に

か
か

っ
た

）
鯨

。
中

津
浦

で
は

そ
の

鯨
を

売
っ

て
大

金
を

得
て

、
そ

の
感

謝
の

た
め

に
鯨

塚
を

建
て

た
と

言
わ

れ
る

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9
4

イ
ワ

シ
南

無
妙

法
蓮

華
経

（
諸

魚
供

養
塔

）
大

分
臼

杵
市

中
津

浦
久

保
浦

1
8
8
0

明
治

1
3
年

正
面

が
「
祈

願
具

足
・
南

無
妙

法
蓮

華
経

・
心

大
歓

喜
」
、

「
諸

魚
供

養
・
妙

見
大

菩
薩

・
本

網
安

全
」
、

「
明

治
十

三
辰

八
日

　
東

徳
次

郎
代

」
と

あ
る

。
本

網
は

東
家

の
屋

号
で

、
ま

た
鰯

舟
曳

網
。

[本
田

・
斎

藤
1
9
8
3
]

1
0
9
5

ウ
ミ

ガ
メ

御
亀

大
明

神
霊

地
蔵

様
大

分
臼

杵
市

鳴
川

1
9
2
1

大
正

1
0
年

大
正

1
0
年

に
鴨

川
の

浜
に

大
亀

が
打

ち
上

げ
ら

れ
た

。
地

元
の

人
が

担
ぎ

あ
げ

、
亀

を
埋

葬
し

、
1
0
月

に
碑

を
建

て
た

。
昭

和
5
2
年

の
台

風
で

破
損

し
た

の
で

、
現

在
の

碑
が

再
建

さ
れ

、
三

重
野

利
幸

さ
ん

が
祀

っ
て

い
る

。
[本

田
・
斎

藤
1
9
8
3
]、

[小
島

2
0
0
5
]

1
0
9
6

ク
ジ

ラ
（
鯨

塚
）

大
分

大
分

市
一

尺
屋

上
浦

1
8
5
5

安
政

2
年

か
な

り
風

化
し

て
お

り
、

正
面

に
「
南

無
阿

弥
陀

仏
」
、

基
礎

の
正

面
に

「
安

政
2
年

3
月

吉
日

」
が

判
別

で
き

る
。

礎
石

に
は

菊
松

ら
総

勢
4
5
名

の
名

前
と

石
工

利
七

の
名

前
が

読
め

る
。

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H
P

1
0
9
7

ク
ジ

ラ
（
過

去
帳

）
教

尊
寺

一
尺

屋
道

場
大

分
大

分
市

一
尺

屋
植

え
浦

1
8
8
8

明
治

2
1
年

過
去

帳
に

は
「
一

　
七

日
皆

成
　

上
浦

濱
ニ

テ
捕

獲
　

右
ハ

村
中

協
議

ヲ
以

て
鯨

一
山

召
請

シ
、

道
場

ニ
於

テ
葬

送
ス

」
と

あ
る

[宮
脇

・
細

川
　

2
0
0
8
]。

明
治

2
1
年

に
捕

獲
さ

れ
た

戒
名

「
釈

皆
成

」
の

鯨
の

過
去

帳
。

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]

1
0
9
8

ク
ジ

ラ
鯨

塚
大

分
大

分
市

一
尺

屋
植

え
浦

1
8
8
8

明
治

2
1
年

か
な

り
風

化
し

て
お

り
、

「
明

治
」
「
鯨

」
の

文
字

を
判

別
で

き
る

。
吉

井
[1

9
8
0
]に

よ
れ

ば
「
明

治
廿

一
年

」
「
法

号
釈

皆
成

」
「
1
2
月

７
日

逝
　

俗
名

鯨
」
と

あ
る

。
上

浦
で

捕
獲

し
た

鯨
を

、
村

中
で

協
議

し
て

、
一

尺
道

場
で

葬
儀

を
行

っ
た

。
[宮

脇
・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
0
9
9

魚
類

（
エ

ビ
ス

様
）

Ｊ
Ｆ

大
分

　
佐

賀
関

支
店

大
分

大
分

市
大

字
佐

賀
関

恵
比

寿
様

の
石

祠
。

各
地

区
で

1
月

に
”
十

日
式

”
と

し
て

、
恵

比
寿

様
を

祀
り

、
魚

霊
供

養
な

ど
を

行
な

っ
て

き
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
0
0

魚
類

魚
霊

碑
魚

市
魚

座
大

分
杵

築
市

大
字

守
江

「
魚

市
魚

座
」
に

魚
霊

碑
が

あ
る

。

1
1
0
1

魚
類

（
一

切
之

魚
霊

位
の

位
牌

）
玖

珠
郡

漁
業

協
同

組
合

大
分

玖
珠

郡
玖

珠
町

大
字

塚
脇

「
一

切
之

魚
霊

位
」
の

位
牌

が
あ

る
。

漁
協

の
総

会
時

に
、

光
林

寺
住

職
を

呼
ん

で
「
魚

霊
祭

」
を

行
な

っ
て

い
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
0
2

魚
類

江
海

魚
鱗

離
苦

得
楽

塔
Ｊ
Ｆ

大
分

　
蒲

江
支

店
大

分
佐

伯
市

蒲
江

大
字

蒲
江

浦
1
7
2
2

享
保

7
年

「
江

海
魚

鱗
離

苦
得

楽
塔

」
、

享
保

7
年

で
建

て
ら

れ
た

も
の

で
、

昭
和

6
2
年

に
再

建
さ

れ
た

供
養

塔
が

東
光

寺
に

あ
る

。
毎

年
4
月

4
日

に
加

羽
根

祭
、

1
月

と
9
月

の
1
0
日

に
十

日
戎

祭
を

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
0
3

魚
類

米
水

津
村

魚
鱗

供
養

塔
大

分
佐

伯
市

米
水

津
色

利
浦

1
9
9
7

平
成

9
年

Ｊ
Ｆ

大
分

　
米

水
津

支
店

が
「
米

水
津

村
魚

鱗
供

養
塔

」
を

平
成

9
年

ご
ろ

に
建

立
（
佐

伯
市

米
水

津
色

利
浦

）
。

建
設

委
員

会
を

設
置

し
て

建
立

し
た

。
以

前
は

、
供

養
祭

も
行

な
っ

て
い

た
が

、
現

在
は

し
て

い
な

い
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
0
4

魚
類

魚
鱗

塔
迎

接
庵

大
分

佐
伯

市
米

水
津

大
字

宮
野

浦
1
7
2
0

享
保

5
年

享
保

5
年

(1
7
2
0
)建

立
の

魚
鱗

塔
1
基

 。

1
1
0
5

魚
類

魚
霊

観
音

迎
接

庵
大

分
佐

伯
市

米
水

津
大

字
宮

野
浦

迎
接

庵
の

本
堂

に
は

魚
の

神
様

と
し

て
、

魚
霊

観
音

が
安

置
さ

れ
て

い
る

。

1
1
0
6

魚
類

魚
鱗

塔
養

福
寺

大
分

佐
伯

市
米

水
津

大
字

浦
代

浦

1
1
0
7

魚
類

魚
鱗

供
養

塔
石

間
は

え
縄

生
産

組
合

大
分

佐
伯

市
大

入
島

石
間

浦
1
9
9
0

平
成

2
年

「
魚

鱗
供

養
塔

」
、

平
成

2
年

1
1
月

建
立

。
昔

か
ら

恵
比

寿
祭

を
行

な
っ

て
き

た
が

、
魚

の
供

養
を

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
建

立
し

、
4
月

に
供

養
祭

を
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
0
8

ク
ジ

ラ
鯨

魚
塔

大
分

佐
伯

市
上

浦
町

浅
海

井
広

浦
1
8
8
8

明
治

2
1
年

「
曽

根
　

格
蔵

　
網

組
　

南
無

阿
弥

陀
仏

　
鯨

魚
塔

　
明

治
2
1
年

6
月

子
　

旧
正

月
1
6
日

」
と

あ
る

。
明

治
4
0
年

建
立

の
鯨

魚
墓

と
並

ん
で

立
っ

て
い

る
。

以
前

は
集

落
の

な
か

に
あ

っ
た

が
、

道
路

の
拡

張
工

事
に

と
も

な
い

、
海

岸
か

ら
5
0
メ

ー
ト

ル
入

っ
た

山
中

の
、

現
在

の
場

所
に

移
さ

れ
た

。
ち

ょ
う

ど
鯨

が
座

礁
し

た
場

所
で

も
あ

る
。

明
治

2
1
年

の
鯨

の
由

来
は

よ
く
わ

か
っ

て
い

な
い

。
上

浦
町

は
1
9
7
9
年

に
町

指
定

文
化

財
に

登
録

し
た

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
1
0
9

ク
ジ

ラ
鯨

魚
塔

大
分

佐
伯

市
上

浦
町

浅
海

井
広

浦
1
9
0
7

明
治

4
0
年

「
南

無
阿

弥
陀

仏
　

鯨
魚

墓
　

明
治

4
0
年

1
2
月

6
日

」
と

あ
る

。
明

治
2
1
年

建
立

の
鯨

魚
墓

と
並

ん
で

立
っ

て
い

る
。

以
前

は
集

落
の

な
か

に
あ

っ
た

が
、

道
路

の
拡

張
工

事
に

と
も

な
い

、
現

在
の

場
所

に
移

さ
れ

た
。

明
治

4
0
年

冬
の

早
朝

に
、

鯨
が

砂
浜

に
乗

り
上

げ
て

い
た

。
鯨

は
拾

得
物

と
い

う
名

目
で

入
札

に
か

け
ら

れ
、

菅
さ

ん
が

落
札

し
た

。
菅

さ
ん

は
生

肉
や

塩
漬

け
肉

を
近

郊
、

小
野

市
や

山
地

の
木

浦
に

ま
で

売
り

に
行

っ
た

。
上

浦
町

は
こ

の
塚

を
1
9
7
9
年

に
町

指
定

文
化

財
に

登
録

し
た

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

動
物

の
お

墓
H

P
、

[宮
脇

・
細

川
2
0
0
8
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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1
1
1
0

魚
類

鮪
浦

魚
鱗

塔
弁

尺
庵

大
分

佐
伯

市
鶴

見
町

1
8
1
9

文
政

2
年

文
政

2
年

に
源

治
郎

に
よ

っ
て

建
立

さ
れ

た
。

「
一

字
　

大
乗

名
典

三
界

萬
霊

魚
鱗

供
養

塔
　

一
石

」
。

昭
和

2
8
年

に
鶴

見
町

文
化

財
に

指
定

さ
れ

る
。

鶴
見

文
化

財
H

P

1
1
1
1

魚
類

梶
寄

浦
魚

鱗
塔

大
師

寺
大

分
佐

伯
市

鶴
見

町
1
8
1
7

文
化

1
4
年

大
師

寺
の

境
内

に
あ

る
。

文
化

1
4
年

に
、

長
蔵

、
市

右
衛

門
、

伝
兵

衛
、

善
三

郎
に

よ
っ

て
建

立
。

「
梶

寄
浦

魚
鱗

塔
」
。

昭
和

2
8
年

に
鶴

見
町

文
化

財
に

指
定

さ
れ

る
。

鶴
見

文
化

財
H

P

1
1
1
2

魚
類

羽
出

浦
魚

鱗
塔

福
聚

庵
大

分
佐

伯
市

鶴
見

町
1
7
4
1

寛
保

元
年

福
聚

庵
の

境
内

に
あ

る
。

寛
保

元
年

に
安

部
氏

に
よ

り
建

立
。

「
始

欲
施

塔
當

願
衆

生
魚

鱗
塔

　
施

行
福

裕
究

暢
随

意
」
「
一

切
魚

鱗
皆

成
仏

」
。

昭
和

2
8
年

に
鶴

見
町

文
化

財
に

指
定

さ
れ

る
。

鶴
見

文
化

財
H

P

1
1
1
3

魚
類

魚
鱗

塔
大

分
津

久
見

市
1
8
3
2

天
保

3
年

1
8
3
2
年

に
起

て
ら

れ
た

「
魚

鱗
塔

」
が

あ
る

。

1
1
1
4

魚
類

魚
鱗

塔
大

分
津

久
見

市
　

保
戸

島

1
1
1
5

ク
ジ

ラ
（
鯨

塚
）

大
分

津
久

見
市

千
怒

崎
海

岸
近

く
に

鯨
塚

が
あ

っ
た

と
い

う
。

埋
め

立
て

が
進

む
な

か
で

失
わ

れ
た

。
[宮

脇
・
細

川
2
0
0
8
]

1
1
1
6

生
き

物
佛

方
十

蓋
無

南
Ｊ
Ｆ

大
分

　
中

津
支

店
大

分
中

津
市

字
小

祝
寺

山
1
9
8
5

昭
和

6
0
年

「
佛

方
十

蓋
無

南
」
の

碑
。

昭
和

6
0
年

5
月

2
3
日

に
建

立
。

海
難

死
亡

が
続

い
た

た
め

。
5
月

に
供

養
塔

法
要

を
小

祝
漁

港
前

で
、

魚
貝

類
の

慰
霊

と
海

難
死

亡
者

追
悼

の
た

め
に

行
な

う
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
1
7

魚
類

海
中

に
わ

き
水

た
ち

て
魚

そ
だ

つ
大

分
速

水
郡

日
出

町
[千

葉
1
9
7
3
]

1
1
1
8

魚
類

魚
霊

之
位

牌
Ｊ
Ｆ

大
分

　
日

出
支

店
大

分
速

見
郡

日
出

町
「
魚

霊
之

位
牌

」
と

い
う

位
牌

が
あ

り
、

役
員

宅
で

保
管

。
8
月

に
漁

霊
祭

を
、

魚
供

養
、

豊
漁

祈
願

、
安

全
祈

願
の

た
め

に
行

な
う

。
ほ

か
に

、
金

比
羅

、
十

日
恵

比
寿

、
遠

見
稲

荷
や

年
に

一
回

の
供

養
踊

り
が

あ
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
1
9

魚
類

魚
霊

の
碑

大
分

東
国

東
郡

姫
島

1
1
2
0

ク
ジ

ラ
鯨

の
供

養
塔

大
分

豊
後

高
田

市
呉

崎
石

部
共

同
墓

地
1
8
4
3

天
保

1
4
年

「
南

無
阿

弥
陀

仏
　

天
保

1
4
年

卯
５

月
　

施
主

　
為

成
定

勝
」
と

あ
る

。
[吉

原
1
9
8
2
]、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
1
2
1

ク
ジ

ラ
（
鯨

絵
馬

）
若

宮
八

幡
宮

大
分

豊
後

高
田

市
御

玉
1
8
8
8

明
治

2
1
年

明
治

2
1
年

7
月

1
5
日

に
高

田
市

沖
で

大
鯨

が
獲

れ
、

そ
の

捕
鯨

実
況

を
描

い
た

絵
馬

。
昭

和
3
0
年

の
大

水
害

で
神

社
が

移
転

し
た

と
き

に
、

紛
失

。
[吉

原
1
9
8
2
]

1
1
2
2

魚
類

（
エ

ビ
ス

様
）

串
間

市
漁

協
宮

崎
串

間
市

大
字

西
方

エ
ビ

ス
様

の
祠

が
各

地
区

に
。

1
0
月

に
エ

ビ
ス

祭
り

（
魚

供
養

、
豊

漁
、

安
全

祈
願

の
た

め
）

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
2
3

魚
類

魚
霊

碑
宮

崎
県

水
産

試
験

場
　

小
林

分
場

宮
崎

小
林

市
南

西
方

出
ノ

山
2
0
0
1

平
成

1
3
年

「
魚

霊
碑

」
、

平
成

1
3
年

4
月

に
、

試
験

研
究

共
試

魚
の

供
養

の
た

め
に

建
立

し
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
2
4

魚
類

魚
霊

の
碑

宮
崎

児
湯

郡
西

米
良

一
ツ

瀬
川

の
魚

た
ち

の
霊

を
供

養
す

る
と

共
に

感
謝

を
し

、
沢

山
の

恵
み

を
も

た
ら

し
て

く
れ

る
こ

と
を

目
的

に
魚

霊
祭

が
行

わ
れ

た
。

村
内

よ
り

関
係

者
が

集
ま

り
、

魚
霊

の
碑

の
前

で
神

事
が

執
り

行
わ

れ
た

。

1
1
2
5

ク
ジ

ラ
建

碑
以

慰
鯨

霊
魄

油
津

漁
港

（
人

柱
神

社
）

宮
崎

日
南

市
油

津
1
8
6
0
's

幕
末

？
「
建

碑
以

慰
鯨

霊
魄

」
と

あ
る

。
暴

風
雨

で
食

糧
が

不
足

し
、

村
人

が
餓

死
寸

前
の

状
態

に
陥

っ
た

と
き

、
油

津
東

海
岸

の
脇

浜
に

大
き

な
鯨

が
乗

り
上

げ
た

。
漁

民
た

ち
は

肉
を

分
け

合
い

、
危

機
を

脱
し

た
。

こ
の

鯨
は

子
持

ち
だ

っ
た

の
で

、
漁

民
は

哀
れ

ん
で

、
鯨

の
目

と
胎

児
を

寺
に

葬
り

、
供

養
と

感
謝

の
た

め
に

碑
を

建
立

し
た

。
初

め
は

、
旧

正
行

寺
境

内
に

あ
っ

た
が

、
後

に
油

津
遭

難
者

慰
霊

塔
の

横
に

移
さ

れ
た

。

[吉
原

1
9
8
2
]、

[千
葉

1
9
7
4
]、

鯨
文

化
H

P
、

[松
崎

2
0
0
4
]

1
1
2
6

魚
類

海
士

之
碑

水
産

試
験

場
日

南
分

場
宮

崎
日

南
市

[千
葉

1
9
7
4
]

1
1
2
7

魚
類

魚
霊

碑
宮

崎
県

水
産

試
験

場
宮

崎
宮

崎
市

青
島

1
9
8
3

昭
和

5
8
年

「
魚

霊
碑

」
、

昭
和

5
8
年

8
月

に
、

試
験

研
究

共
試

魚
の

供
養

の
た

め
に

場
内

に
建

立
し

た
。

供
養

祭
は

行
な

わ
な

い
が

、
魚

病
担

当
者

が
石

碑
を

管
理

。
魚

霊
碑

の
後

ろ
に

、
「
漁

霊
碑

」
と

業
者

が
彫

り
間

違
え

た
失

敗
作

が
た

て
か

け
て

あ
る

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
2
8

ウ
ナ

ギ
供

養
碑

佐
土

原
養

鰻
組

合
宮

崎
宮

崎
市

佐
土

原
町

組
合

が
管

理
し

て
い

た
供

養
碑

が
あ

る
。

し
か

し
、

組
合

が
解

散
し

た
た

め
、

詳
細

不
明

。
か

つ
て

は
、

佐
土

原
町

に
て

、
下

田
島

神
社

の
宮

司
を

呼
ん

で
、

う
な

ぎ
供

養
祭

も
1
0
月

ご
ろ

に
行

な
っ

て
い

た
。

宮
崎

県
シ

ラ
ス

ウ
ナ

ギ
協

議
会

が
問

い
合

わ
せ

先
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
2
9

魚
類

魚
霊

塔
漁

民
供

養
塔

公
園

鹿
児

島
出

水
郡

長
島

町
薄

井
1
9
8
6

昭
和

6
1
年

東
町

漁
協

が
、

「
魚

霊
塔

」
建

立
と

漁
民

供
養

塔
公

園
造

成
を

魚
貝

藻
類

供
養

の
た

め
に

行
な

う
。

昭
和

6
1
年

9
月

1
9
日

建
立

。
8
月

に
供

養
祭

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
3
0

魚
類

供
養

碑
日
当
山
天
降
川
漁
協

鹿
児

島
霧
島
市
隼
人
町
西
光
寺

1
9
8
8

昭
和

6
3
年

「
供

養
碑

」
、

昭
和

6
3
年

5
月

に
組

合
敷

地
内

に
建

立
。

供
養

碑
の

前
で

6
月

に
豊

漁
祈

願
を

行
な

う
。

以
前

は
宮

司
を

呼
ん

で
行

な
っ

て
い

た
が

、
お

布
施

が
払

え
な

く
な

り
、

呼
ば

な
く
な

っ
た

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
3
1

ヘ
ラ

ブ
ナ

へ
ら

ぶ
な

供
養

碑
鶴

田
ダ

ム
鹿

児
島

薩
摩

郡
さ

つ
ま

町

1
1
3
2

魚
類

恵
比

寿
様

江
口

漁
協

鹿
児

島
日

置
市

東
市

来
町

伊
作

田
恵

比
寿

様
の

祠
。

旧
暦

1
1
月

3
日

に
、

エ
ビ

ス
祭

と
し

て
、

魚
霊

供
養

、
豊

漁
と

安
全

祈
願

を
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
3
3

カ
ツ

オ
鰹

供
養

塔
旧

蛭
子

神
社

跡
地

鹿
児

島
枕

崎
市

枕
崎

1
9
1
6

大
正

5
年

枕
崎

港
を

見
下

ろ
す

旧
蛭

子
神

社
跡

地
に

は
大

正
5
年

1
2
月

建
立

の
鰹

供
養

塔
が

あ
る

。
ま

た
、

「
カ

ツ
オ

を
一

万
匹

捕
る

と
、

人
を

一
人

殺
し

た
よ

う
な

も
の

」
と

言
わ

れ
、

8
月

の
港

祭
り

に
は

、
供

養
と

大
漁

祈
願

を
兼

ね
た

供
養

釣
り

も
行

わ
れ

た
。

[千
葉

1
9
7
4
]、

[吉
原

1
9
8
2
]、

［
川

島
2
0
0
5
］

1
1
3
4

魚
類

魚
霊

供
養

の
碑

大
浜

海
岸

沖
縄

石
垣

市
石

垣
島

大
浜

の
海

を
守

る
会

に
よ

る
。

大
浜

公
民

館
に

あ
る

。
（
八

重
山

環
境

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）

1
1
3
5

カ
ツ

オ
（
鰹

漁
記

念
碑

）
沖

縄
国

頭
郡

本
部

町
1
9
2
9

昭
和

4
年

鰹
漁

創
業

の
記

念
碑

［
川

島
2
0
0
5
］

1
1
3
6

海
神

龍
宮

神
宜

野
座

村
漁

協
沖

縄
国

頭
郡

宜
野

座
村

字
漢

那
「
龍

宮
神

」
が

漁
港

に
あ

る
。

豊
漁

と
安

全
祈

願
の

た
め

に
、

旧
暦

1
月

と
5
月

に
海

神
祭

を
行

い
、

海
神

（
琉

宮
神

ま
た

は
龍

宮
神

）
へ

感
謝

す
る

。
以

前
は

、
旧

暦
の

5
月

4
日

に
竜

船
競

争
を

し
て

い
た

が
、

現
在

は
祈

願
だ

け
に

し
、

竜
船

競
争

は
別

な
日

に
行

な
っ

て
い

る
。

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
3
7

カ
ツ

オ
鰹

漁
業

創
始

功
労

記
念

碑
座

間
味

村
役

場
沖

縄
島

尻
郡

座
間

味
島

1
9
2
2

大
正

1
1
年

大
正

1
1
年

１
月

建
立

。
記

念
塔

の
台

座
に

カ
ツ

オ
の

レ
リ

ー
フ

。
明

治
2
3
年

に
枕

崎
の

カ
ツ

オ
船

が
台

風
か

ら
避

難
す

る
た

め
、

座
間

味
島

の
阿

真
に

繋
留

し
た

こ
と

が
き

っ
か

け
で

始
ま

る
。

［
川

島
2
0
0
5
］

1
1
3
8

カ
ツ

オ
鰹

漁
業

創
業

五
十

周
年

記
念

碑
沖

縄
島

尻
郡

渡
嘉

敷
島

明
治

3
1
年

に
カ

ツ
オ

の
一

本
釣

り
漁

を
創

業
。

［
川

島
2
0
0
5
］

1
1
3
9

海
神

龍
神

碑
港

川
漁

協
沖

縄
島

尻
郡

八
重

瀬
町

字
港

川
1
9
2
7

昭
和

2
年

「
龍

神
碑

」
、

昭
和

2
年

建
立

。
豊

漁
と

安
全

祈
願

、
海

難
者

の
慰

霊
の

た
め

に
港

川
ハ

ー
レ

ー
を

5
月

4
日

に
行

な
う

。
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

1
1
4
0

カ
ツ

オ
佐

良
浜

漁
港

修
築

記
念

碑
佐

良
浜

沖
縄

宮
古

島
市

伊
良

部
島

「
佐

良
浜

漁
港

修
築

記
念

碑
」
と

書
か

れ
た

碑
の

上
部

に
カ

ツ
オ

の
像

が
あ

る
。

明
治

4
2
年

に
、

帆
船

の
御

幸
丸

が
池

間
島

と
伊

良
部

島
の

間
で

カ
ツ

オ
を

釣
っ

た
の

が
始

ま
り

。
［
川

島
2
0
0
5
］

1
1
4
1

サ
ケ

地
蔵

堂
ユ

ー
コ

ン
川

ア
メ

リ
カ

1
9
7
5
's

昭
和

5
0
年

頃

2
0
0
4
年

5
月

2
6
日

付
け

記
事

。
ア

ラ
ス

カ
、

ユ
ー

コ
ン

川
に

サ
ケ

供
養

の
地

蔵
堂

を
つ

く
り

、
毎

年
供

養
し

て
い

る
と

の
こ

と
。

サ
ケ

茶
漬

け
や

サ
ケ

の
粕

漬
け

で
知

ら
れ

る
新

潟
市

東
堀

前
通

八
番

町
の

食
品

会
社

「
加

島
屋

」
の

社
長

、
加

島
長

作
さ

ん
（
６

９
）
が

来
月

、
輸

入
し

て
い

る
サ

ケ
の

漁
場

で
あ

る
米

ア
ラ

ス
カ

州
の

ユ
ー

コ
ン

川
を

訪
れ

、
サ

ケ
の

供
養

を
す

る
。

加
島

屋
は

、
サ

ケ
茶

漬
け

用
の

キ
ン

グ
サ

ー
モ

ン
を

ア
ラ

ス
カ

州
エ

モ
ナ

ッ
ク

の
水

産
会

社
か

ら
年

間
1
0
0
ト

ン
以

上
仕

入
れ

て
い

る
。

サ
ケ

供
養

は
、

3
0
年

前
に

加
島

さ
ん

が
始

め
た

。
ユ

ー
コ

ン
川

の
そ

ば
に

あ
る

水
産

会
社

の
サ

ケ
解

体
工

場
の

近
く
に

、
ポ

ケ
ッ

ト
マ

ネ
ー

で
地

蔵
堂

を
建

立
。

毎
年

、
社

長
自

身
が

石
の

地
蔵

を
置

き
、

自
ら

経
を

あ
げ

て
き

た
。

今
年

も
社

員
や

現
地

の
関

係
者

ら
が

出
席

し
、

来
月

2
0
日

ご
ろ

の
サ

ケ
漁

解
禁

に
併

せ
て

、
供

養
す

る
。

加
島

さ
ん

は
7
0
年

代
か

ら
毎

年
、

品
質

管
理

の
た

め
現

地
に

足
を

運
び

、
漁

の
現

場
を

み
て

き
た

。
3
0
年

ほ
ど

前
、

ア
ラ

ス
カ

の
漁

師
た

ち
は

、
水

揚
げ

し
た

サ
ケ

を
こ

ん
棒

で
殴

り
、

殺
し

て
い

た
。

暴
れ

る
ま

ま
に

し
て

お
く
と

サ
ケ

同
士

で
ぶ

つ
か

り
合

い
、

身
が

傷
ん

で
し

ま
う

た
め

だ
。

「
間

接
的

に
で

は
あ

れ
、

自
分

も
殺

生
し

て
る

ん
だ

な
あ

と
実

感
し

た
」
と

加
島

さ
ん

は
言

う
。

そ
こ

で
供

養
を

思
い

立
ち

、
毎

年
ア

ラ
ス

カ
を

訪
れ

る
際

に
続

け
て

き
た

。
漁

法
は

変
化

し
、

今
は

こ
ん

棒
は

使
わ

れ
な

く
な

っ
た

が
、

サ
ケ

を
殺

し
て

商
売

し
て

い
る

こ
と

は
変

わ
ら

な
い

。
「
地

元
の

漁
師

も
私

た
ち

も
、

サ
ケ

に
支

え
ら

れ
て

い
る

。
あ

り
が

た
い

こ
と

と
思

い
つ

つ
、

毎
年

、
手

を
合

わ
せ

て
い

ま
す

」
と

加
島

さ
ん

は
話

す
。

（
毎

日
新

聞
）

sa
lm

o
情

報
館

H
P

2
0
1
0
年

9
月

末
ま

で
の

調
査

成
果

を
基

に
作

成
し

た
。

基
礎

デ
ー

タ
か

ら
位

置
情

報
な

ど
を

省
き

、
所

在
地

も
番

地
な

ど
を

省
き

簡
略

化
さ

せ
て

い
る

。

都
道

府
県

コ
ー

ド
（
J
IS

 X
0
4
0
1
）
の

順
番

に
従

う
。

市
町

村
は

あ
い

う
え

お
順

で
並

べ
、

で
き

る
か

ぎ
り

平
成

合
併

後
の

新
し

い
市

町
村

名
に

し
て

い
る

。

「
参

考
文

献
な

ど
」
の

欄
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
漁

協
な

ど
の

関
係

団
体

へ
の

供
養

ア
ン

ケ
ー

ト
へ

の
回

答
に

基
づ

く
情

報
で

あ
る

。
ま

た
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
の

情
報

は
、

「
参

考
文

献
な

ど
」
の

欄
で

は
略

称
で

出
所

を
示

し
て

い
る

。
以

下
で

、
＜

略
称

＞
と

、
そ

の
U

R
L
な

ど
を

示
す

。
＜

姉
崎

H
P

＞
　

姉
崎

郷
土

資
料

館
, 
消

え
た

海
. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
e
.jp

/
as

ah
i/

an
e
sa

ki
/
ic

h
ih

ar
a/

＜
動

物
の

お
墓

H
P

＞
  
動

物
園

で
働

く
, 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
sa

h
i-

n
e
t.
o
r.
jp

/
~R

N
2
H

-
D

IM
R

/
in

d
e
x.

h
tm

l
＜

え
り

も
町

H
P

＞
  
え

り
も

町
郷

土
資

料
館

, 
石

碑
・
石

仏
. 
漁

業
・
海

難
関

係
. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

2
.o

c
n
.n

e
.jp

/
~h

o
ro

iz
u
m

/
se

ki
h
i-

gy
og

yo
u
.h

tm
＜

富
良

野
H

P
＞

　
富

良
野

市
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
. 
h
tt

p
:/

/
fu

ra
n
o
.s

u
b
.jp

/
＜

熊
野

の
浦

々
H

P
＞

　
浜

峰
の

ひ
も

の
, 
く
ま

の
の

浦
々

. 
甫

母
浦

. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.h
am

am
in

e
.jp

/
ku

m
an

o/
u
ra

u
ra

/
h
o
b
o
u
ra

.h
tm

l
＜

伊
根

町
H

P
＞

 伊
根

町
商

工
会

. 
h
tt

p
:/

/
in

e
.k

yo
to

-
fs

c
i.o

r.
jp

/
＜

鯨
文

化
H

P
＞

　
 く

じ
ら

ラ
ン

ド
. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
e
o
c
it
ie

s.
c
o
.jp

/
N

at
u
re

L
an

d-
S
ky

/
3
0
1
1
/
in

d
e
x.

h
tm

l

＜
名

寄
の

碑
H

P
＞

　
俱

利
伽

羅
慕

情
, 
第

三
章

名
寄

の
碑

. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

5
d
.b

ig
lo

b
e
.n

e
.jp

/
~k

u
ri
ka

ra
/
ku

ri
ka

ra
1
5
.h

tm
＜

鋸
南

町
H

P
＞

　
鋸

南
町

商
工

会
, 
捕

鯨
史

跡
め

ぐ
り

. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.k
yo

n
an

.g
r.
jp

/
h
o
ge

i.p
d
f

＜
三

重
県

農
水

商
工

部
H

P
＞

  
三

重
県

農
水

商
工

部
水

産
基

盤
室

. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
re

f.
m

ie
.jp

/
S
U

IK
IB

A
N

/
H

P
/

＜
西

日
本

新
聞

＞
　

西
日

本
新

聞
. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
is

h
in

ip
p
o
n
.c

o
.jp

/
＜

農
林

水
省

H
P

＞
　

農
林

水
産

省
, 
水

土
里

電
子

博
物

館
・
水

土
里

の
四

季
.h

tt
p
:/

/
w

w
w

.m
af

f.
go

.jp
/
j/

n
o
u
si

n
/
se

kk
e
i/

m
u
se

u
m

/
m

_s
ik

i/
4
2
_i
ss

ai
/
in

d
e
x.

h
tm

l
＜

歴
史

街
道

推
進

協
議

会
H

P
＞

  
歴

史
街

道
推

進
協

議
会

. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
sa

h
i.c

o
.jp

/
re

ki
sh

i/
in

d
e
x2

.h
tm

l
＜

sa
lm

o
情

報
館

H
P

＞
　

sa
lm

o
の

情
報

館
. 
h
tt

p
:/

/
ru

ge
r.
ai

r-
n
if
ty

.c
o
m

/
sa

lm
o
/
0
3
/
in

d
e
x.

h
tm

l
＜

サ
ー

モ
ン

H
P

＞
　

サ
ー

モ
ン

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

. h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
o
o
d
.m

ar
u
h
a-

n
ic

h
ir
o
.c

o
.jp

/
sa

lm
o
n
/

＜
静

岡
新

聞
D

B
＞

　
 静

岡
新

聞
記

事
情

報
G

-
se

ar
c
h
. 
h
tt

p
s:

/
/
d
b
s.

g-
se

ar
c
h
.o

r.
jp

/
ap

s/
Q

S
K
F
/
m

ai
n
.js

p
?u

ji.
ve

rb
=
G

S
H

W
A

0
＜

十
勝

毎
日

新
聞

＞
　

十
勝

毎
日

新
聞

. 
w

w
w

.t
o
ka

c
h
i.c

o
.jp

 0
2
0
&
se

rv
ic

e
id

=
Q

S
K
F

＜
鶴

見
文

化
財

H
P

＞
　

ふ
る

さ
と

の
遺

産
佐

伯
市

の
文

化
財

, 
鶴

見
の

文
化

財
. 
h
tt

p
:/

/
p
ro

.t
ok

2
.c

o
m

/
~w

at
an

ab
e
/
si

ko
u
d
o
u
/
b
u
n
ka

za
i/

3
6
gy

or
in

to
u
.h

tm
＜

矢
島

H
P

＞
　

矢
島

俯
仰

, 
名

墓
録

. 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.h
u
gy

ou
.jp

/

A
pp
en
di
x 
2　
C
on
ti
nu
ed
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